
・∴ ∫・.糎r>甑 ▲...埠 ふ ぺ

1ぎ ∴.㌍_ぷ ・ぎ:..
烏 、

':べ.ジ 」 ≠ ・ ～ 一 ㌧

i←.声 パ ≡㍉ 一・!『 馳..■.・

る ・・}.....・ ド.ノ.ヤ 覧・ べ ひ

「':り 「〉、ぺ.1.P■

£三バ ㌻ ∫.
・.「'■"斗 .'-

、.㌧ 「.

三壽 ∵ ・.〆㌔ ピ ・・
.蒙プ ・^[.一 ～.〒.'

万 へ`ウ 叉 】}ζ ・.
.、・.'叫㌢

"Mr

γ 〉{ゴ.』 ・&.・`㌦"・ ・.・・,.1・Lt、

ぬ 寸志 』 ∵ ㌦ ,・ 鞠 【トニご騒

,一 「.馳 θ.■ ㌧・べ
'十・

■㍉
〉 介 、 ゴ 、←-s

・"」 ・・.〉 ～ 、
..

⇒ ♂.㍉ ・訴.「 ㌔ ・・
噛済.

∴～ ∨.』.語 繍 パ ・.こ=
.ノ.就.ら

.ζ ＼＼ い
. ttc.『 噛.ご

、・.ぐ. 、『

㍉、.マ ・・

、

.

-
p
.、、

ダ 7
、.

'

,
ウ

ぬ

,
で

'

〒1

ぺ
、9

〉..

'.

《..

'← 一'
ら'、 、'∨ ご』

..、.
]'

「.▼ ⊆、
、

.・トA<マ ～.^「 、

:二 ・ン ・・ 、..」 、'.'
.∨ ン .・ 二'.㌔.○

..ご 』'刮 ←.

←..・ ▲ ～ い

'㍉
・.『'"t."1㌦ 卜 ～ 一="

.《
㌔'.-

更、・ 、 → 一=一 ξぷ 「 、 ＼ 」 ・

tf-F..:・ 已 三

、..で 馳.　 　コぐ ペ

ミ.メ

〉..ミ:「

ぺ;
.'_"

ごニア
∴

ぷ 、
.き ひ 二

ti.L・rh
tテ=「Wt工 ..

・一'

ぺ　三
ρ.

'べ ー ■
'

Pt-.,.n

〆 」

r,ノ ⇒,.'

,

'.〔.、

.、 、

..

・tξ .㍉'パ 「べx学 」

ス
"一

一'、tT欲,

'∀

L.か

⇔'■_
T、>-t

'●t.←

一一.'も
1・ ヂ.べ.

〆

..

・ う ← 白 ・・ ♂

∨ゴA

、 ～tt〆 」㌦
L、 声'

'

一 × ・.,連.

A. .<

・..∠ 〉、.

、

..、'.=〉"
、

← 、`

」 」='.ゴ. .、

"が ・

一.

一'L

w已

・..・ 一

一 ぺ

.ち 、 や

〉...つ.

杉s
← 一}ヵ.

、.'1、(,.
.

.畠 .・

一

(

パ

ニ

..ニ ザ ㌧∴.〔
⊆ ゴ'

'tr・ ■
'セン レコ

〉'㌧.二'.、 、

.≠ ざ …

「'.「.

'∨ 」

「・'〉 一..

,㌃r

」
へ 二 ・〆 、

バ..づ'〉,

㌔㌧ 叫 ゴ 〔

.♪..

∵、.〔

・ノチF

ド 　ブ

:イ 、 ・←'予 ⊃=.一 見

お ド　　 ロ

..・〆.`』 ■.

〉...7.L・/》 」

'ぬ= ..

ー ざ へ

← ・... .....〆 ∴ 一'∨'ピ.-t…t

タ∠産ジ ニク 研
〔

.か

'r
ケ い べ

'.
ゼ や ㌦ 一'.}.

.こ.、
コ 　パ リ　 　ヨ ロ こ

二 二ヂ ド.".㌔ ⊥'二 ← ト

〆、

㌔ ケ 為・ 噛
.

究報告

、〉.,.

デ,タ バ ン ク研 究 資 料'NO.
、

、'..玄."

φ

'

.昭和46年6月..μ '

6

乃

^「㌔

ヒ.〔
プ

,〆..r

可

プ

'.、 べ
「

、` 、

.c.

〆

●「r.

t,.・)P

・「∨s、

、
-
.

.楡‥
^

一

[

ぷ
㌣

「

D

r
・へ

」

.

'

.、A、

'べ 「'、 】.

.「 』

ば ゑ・

」 、
..

.、 』

、

ぷ

∴ば
鷲

.へ

.

㌶

、三
.三

ゴ

司

、議
斗

1

↓

、
、

＼
ぺ

、
一

.

.
、×

」

、

、デ
.

."S七こ

　

㎏

`

ttl

・ ⊇べ
..、 吟く.「. べ 「

,可'

・ビ

メ ・

　一 「マm「r/ 一

〉
タ

ら

.

一

_再 ■
L'L-.「-'tt

ヨ.、.、
レ

ぷ.

・i感1

L.

'「 、

ヂ、

'.

〉..」'.
へ

.、

"「
'

、

～

鮎」
、..
L.

.司,

、Lし 〉＼

、P÷ ←r-■ 一'.t .t

÷ 「一'・/ ...

・'-

一 、L

,'、 「
'「

'、 デ「 〆 一

'

〆

・'.'

-..咋
、●

Y

・.

.

..〉

ゴ

.、

`
,

へ ・㌦.

●`「

ヤ

1

N

.ρ「〆..、.亀.

〉 「

財団法人 日本経営情報開.発協会

(

、,

←已'一

へ.

ρ 「

、

↓

W

/.

'

↑已

馳

、"・s　 ロ 　 　で　『 二㌧㌢

、 ず

'..

・ミ .・

〉、

、・乙W・-t→
飾.、

、,

`〒.

,.プ'三

、
」.」P

.、.w

.

.

-

」.

曳̂

、
・㌧、

.'τ.

、 ・'←..'.」

.「 ・、矛.s't

吟

ヨ

L匂

岬已

ち、㍉、
7

↑
㌧ぺ.、

ト

「

声

.
,/

←

,,^..A

〆



'

L



{ ,

㎏
・

1 .

"蒜べ
L‥'

i::;}

皆 ・.・

1 '

!、)

戸
ン

「

♪、



L

.

註'

己
べ

票
.∨
昏

〃
ほ
・㌦

鴫

玉
1,

i



鰺
織

、♂

c

は し が き

デ ー タバ ン ク研 究委 員会 が,財 団 法人 日本 経営 情報 開発協 会 に設置 され た のは,1969年8

月 の こ とであ る;、それ以 来 広 く関係 内 外各 方面 の協 力 を得 て1971年6月 末現 在 まで1年10

月 にわ た り,鋭 意研 究調 査 を継 続 して きた。

研 究調 査 は,理 論 及び実証 の両面 にわ た り,ま た国 内 のみ な らず,海 外 に及 び,特 に ア メ リカ

に は1970年3月 海 外調 査 団 を派 遣 し,さ ら にそ の結果 に鑑 み,内 外注 目の ま とで あ るカル フ

ォル ニ ア州 の デー タ ・バ ン クを精 し く調 査 す る こ と とし,同 州 財務長 官特 別 補佐 官M.F.マ ク

ドナ ル ド氏を煩 わ して1970年10月 に 特 別 の調 査 を委託 した。

当研 究 委員 会 の調 査研 究 の経 過 は す で に 下記 中 間報 告 に順 次発 表 して い る。

〔1)デ ー タ ・パ ン ク ・シンポ ジ ウム(1970年2月')

(2}ア メ リカのデ ー タ ・バ ン ク

ー情報 ネ ッ トワ ー ク海 外 調査 団 報告 書(1970年6月)

(3)デ ー タ ・パ ン ク研 究 に関 す る中 間報 告書(1970年6月)

(4}ア メ リカのデ ータ ・パ ン クに関 す る資料(1971年1月)

(5)カ ル フ ォルニ ア 州 のデ ー タ ・パ ン ク(1971年6月)

今 回 の報 告 は,当 委員 会 の最終 報 告書 であ り,内 容 は三部 よ り構 成 され て い る。

第1部 デ ー タ ・バ ン ク理 論 で}ち まず デ ー タ ・バ ン クをめ ぐ る諸概 念 の確 立 ・把 握 か ら 出発 し

デ ー タ論,フ ァイ ル構成 と探 索,デ ー タ処 理 技 術,ネ ットワ ーク等,一 応 デー タ ・パ ン クにお い

て とりあ ぐべ き諸 問 題 をすべ て,検 討 してあ る。

第2部 デ ー タ ・バ ン クの事 例研 究}ち わが 国及 び ア メ リカのデ ー タ ・バ ン クの代 表 的な事 例 に

つ いて,く わ しく検 討 し㌔ 上記 カル フ ォル ニア州 の パブ リック ・セ ク ター にお け るデ ー タ ・ベ

ース のほ か
,組 織 内 デ ー タ ・ベ ース,企 業性 及 び公 共性 デ ータ ・パ ン クにわ けて 考 察 を行 った。

第5部 隅 第1部 の理 論 的 視 座 にお いて,第2部 の事 例研 究 を媒介 と して,デ ー タ ・パ ン クの

現 状 を分析 評価 す る とともに,今 後 の進 む ぺ き道 に つ いての論議 を展 開 した もの で あ る。

デ ー タ ・パ ン クは そ の重要 性 力精 報 化 社会 の基 盤 と して広 く認 識 され てい る に もかか わ らず,

朱だ 解 明 すべ き多 くの問題 が残 され て いる。 本 報告 書 は2年 近 くにわ た るわれ われ の 努力 の結果

で は あ るが,こ の分野 に立 ち向 うの には
,ま だ時 間 不足 の憾 み が あ り,上 記 各部門 の研 究に}ち

いまだ 論 究 し磯 明 す べ き こ とカ～ 多 く残 され て い る
。 しか しデ ー タ ・パ ン クに対 す る,わ が 国 に

おけ る草 分け の研 究 と して,何 らか のお 役 に 立 ち うるな らぱ われわれ の 幸 い とす る ζころ であ

るo



こ の報 告書 の内容 は,精 粗 一 様 でな い点 もあ り,ま ず 大 綱 を理 解 してい ただ くた めには,第1

部 の基 礎概 念 とデ ータ論 を読 まれ,直 ち に第2部 の事 例研 究 に入 られ,第3部 の分析 へ と進 まれ

最後 に第1部 の技 術 論 に立 ち帰 って御 検 討 を いた だ くのが よ いか と思 う。

なお デ ー タ ・パ ンク研 究委 員会 は下記 の メンバ ーを も って構 成 され た も のであ る。

敏
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寿

比

善
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井

東
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井

口
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辺
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久
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北

足

今

印

河

佐

鈴

高

中

野

長

堀

渡

馬

男

朗

郎

良

孝

康

保

浩

雄

彦

呂志

竜 雄

通

(九 州大学 ・教授)

(日本興業銀行 ・調査部調査役)

(一 ツ橋大学 ・助教授)

(慶 応義塾大学 ・救助)

(行 政管理庁 ・行政管理局長)

(電 力中央研究所 ・電子計算室総括課長)

(日 本開発銀行 ・設備投資研究所主任研究員)

(京都産業大学 ・教授)

(科 学技術情報センター・資料部主任情報員)

(興 和石油 ・専務取締役)

(日 本電信電話公社 ・データ通信本部 ・調査役)

(関 西電力 ・企画部付)

(通 産省 ・情報管理課総括班長)

(日本経営情報開発協会 ・理事)

この報告書は委員の協力により,再 三の討議を重ねた結果である。特に第1部 は中井浩委員の'

寄与によるところが多、bま た本報告書の作成に当ってはジス ト(日 本総合技術研究所)の 金成

洋治氏の御援助を得たことを附記 したい。

なお,こ の報告書は 日本自転車振興会の機械工業振興資金による旦経済統計データ・パンクに

関する基礎調査の昭和45年 度報終告"に 該当するものである。
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昭和46年6月

デ_タ ・パ ン ク研 究委 員会

委 員長 北 川 敏 男
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1デ ー タバ ンク の概 念

人 間 が社 会 を形成 し,秩 序 を維持 し,文 化 を発 展 さ せ て きたあ る意 味 では 輝か し く・ あ る意味

では苦 し い,そ の長 い歴史 は,情 報 を創造 し,相 互に交 換 す る働 きに よ って支 え られ た もの であ

る。 こ の情報 の創 造,伝 達,吸 収が,入 間社 会 で行 な われ てい る仕組 み につ い て・深 く・理 論的

に,そ して実 証的 た解 明 さ れ て いな い こ とに わ れ われ が気 づ いた のは・比 較 的最近 の こ とであ る。

知 識 産業,デ ー タバ ン ク,シ ン クタ ンク等,あ た か も新 し く起 って情 報現 象 であ るか のよ うに言

われ る ものは,現 象そ の もの が新 しいの では な く,そ の現 象を 見 るわれわれ の視点 が新 し くな っ.

た こ とと,そ の新 しい視点 を必 要 とす る新 しい社 会 的要 因 が あ った こ とと,新 しい現 象 で あるか

の よ うに その現 象形 態 を変 革 させ る技 術的 進 歩 があ った こ とに よ るものであ る。

当研 究会 にお い て,デ ー タバ ン クを,理 論 的に,そ して 実証 的 に,日 本の社 会 の 中 で成 立 し得

る可 能性 の分析 を含 め て研 究す るに当 り,デ ー タバ ン ク とい われ る情 報現 象 を,古 くか らあ る も

の の新 しい視 点か らの探 求 とい う姿勢 を とった。

デ ー タバ ン クは,単 純 に考 え ると き,デ ー タが何 らか の形 で集 め られ てお り,そ れ を必要 とし

た 人 が,必 要 な もの を引 き出せ る働 きを持 って い る機 関 で あ るよ うに思 われ る。 その と き,デ ー

タ とは何 か,そ れ は如何 な る性格 を もつ機 関な のか,そ れ が如 何 な る場 面で働 ら くのか,等 々を

分析 しよ うとす る と,あ ま りに も多 くの様 相 を持 つ こ とに気づ くの であ 査

人 間 の コ ミュニケ ーシ ョン の歴史 の中 で発生 した情 報 を,い つ で も取 り出せ るよ うに してお き

必 要 に応 じて 流 して行 く とい う働 きは,文 字 や記 録手 段 の未 発 達 な段 階 では 「語部 」 の よ うに 口

か ら ロへ の伝承 の形 です で に存在 して いた し,記 録手 段 の普及 と共 に図 書 館 の形 で の長い 歴史 を

持 って い る。 日常 生 活 の 中 で も,値 入 メ モ,帳 簿 ・帳 票,資 料 フ ァイル,研 究 ノー ト等 の,多 く

の手 段,多 くの形 態 にお い てそれ を行 な ってい る。 そ して フ ィル ムの 出現,録 音技 術 あ 出現,磁

気 記録 の出現 に よ って,新 しい様相 を生 み 出 してい る。 そ して人 間 の社会 活動 の中 に滲 透す るに

っれ て,enu'merate(rき な い程 の多 くの変 形 を生 み 出 して い るの であ 査

当研 究会 には,デ ータ とい う名 の も とに

「マニ ュア ル または 機 械的 に処 理 ・伝送 で き る形 に記 号 化 され た あ らゆ る情報 」

を指 す こ とに し,そ れ を 「いつ で も取 り出せ るよ うに編成 した もの 」を,フ ァ イル と呼ぶ こ とに

よ って,デ ータバ ン クを,

「 ある コ ミュニ テ ィにお い て,デ ータ の発 生 と利 用が あ ると き ・そ の 中で デ ー タ需 要 が起 っ

た ことに よ リフ ァイル と,そ れ を処 理 す る仕 組 み と,フ ァイル 間 のネ 。 トワ ーク を通 してデ ー タ

を流通 させ る機 能 を もつ もの 」

-1一



という形で,情 報流通現象の中での機能の概念によって ・これ らの多 くの現象形態を包括的に把

え よう と した。

この考 え方 は,他 の多 くの考 え方,例 え ばOECD科 学 政 策委 員 会 で トーマ ス 氏 の言 う

「デ ータバ ンク は,異 な るユ ーザ に有効 な情報 を与 え る機 能 を もった組 織,あ るいは 組 織 の ー

一部 で あ り,情 報 の収 集 ・選択,調 整,蓄 積,検 索,縮 集,お よび評 価 の 機 能 を持つ もの で

ある。 これ はMISと は完 全 に 区別 す るべ きで あ り,ま た デ ータ に対 す る数 学的 処理 にっ い

て は,当 分 の間 除外 して考 え る 」 とい う もの と本 質 的 な差 は ない。 情 報 流通 機 能 で あ る以 上,

MISの 中 で働 くフ ァイル(デ ータベ ース)の 機 能 は 含め て もMIS自 身 とは 区別 され るべ

きもの で ある。 しか し後述 す る よ うに,数 学 的 処 理 は,そ の回答 編 集機 能 として シ ステ ム の

中 に組 み込 まれ て い る もの は,吾 々の場 合,一 応 包 含 してい るとみ な して い る。 ま たニ ュー

ヨーク連 邦 銀 行 のG.ヘ イ ドン氏 の

「デ ー タバ ンク とは,1つ の総 合 デ ータ ・フ ァイル が あ り,そ れ に対 し多 くのL－ ザ が 自由

にア ク セス で き る ものを い う。 デ ー タバ ンクそ の ものは デ ー タの集積 に す ぎない が,そ れ に

含 まれ る各 デ ータは相 互に 厳密 に整 理 コン トロール され て お り,デ ータ の重 複 防 止,更 新 ・

訂正,機 密保 授 な どが効 率的 に行 なわ れ る こ とを前提 とす る。

数 よ りは,マ ル チ ・デ ータ ・ペ ース,ネ ッ トワ ークを考 慮す る点 で よ り広 い もので ある。 米 国

の 情報 産業 社のR.M.マ ル チ ノ博 士 に よる

「デ ー タバ ン クは,デ ー タ を自由 に預 け入 れ る こと も,と り出す こ ともで きる,組 織 化 され

た 複数 箇 の フ ァイル であ るo

は,わ れ われ の場合,ネ ッ トワ ーク論 の所 でい う 「倉庫型 ネ ッ トワー ク」 を持 つ デ ー タバ ン クの

み を指 す もの であ る。 また,本 研 究会 に大 きい示唆 を与え た カ リフ ォル ニ ア州 財務 長 官特 別 補佐

官,M.F.マ ク ドナ ル ド氏 の報 告 の 中 にあ る

「機能 的 デ ー タベ ース とは,常 時接 近 可 能 な一 群 の データファイル(デ ー タ ・ラ イブ ラ リィ)『

の こ とであ り,単 一 の主要 な業 務 と関 連 を もつ数 多 くのサ ブ シス テ ム に よ っ て統合 され た形

で利 用 し うる もの であ る。

デ ータバ ン ク とは,数 多 くの異 な る機 能 と係 るデー タ ・ライ ブラ リィの大 規模 な プ ール であ

る。 これ は計 画立 案 も しくは 日常業 務 目的 のた め に統 合され た形 で利 用 し うるもの で あ り,

また業務 とは 独立 して存 在 し う るもの で あ る。 」

に対 して,わ れわれ は,1つ の業 務 に 附属 して あ るフ ァイル と,多 目的 の利 用 に対 し て そ れ ち

とは 独立 してあ る フ ァイルに群 とは,後 者 が前 者 の発展 形 態 で あ'るけ れ ど も,そ れ が デ ー タベ ー

ス とデ ータ バ ン クの違 い では な い と考 えて い る。 「フ ァイル 」 とは,ア イテ ム の集 りか ら構 成 さ
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れ る レコ ー ドの集合 とい う,構 成 要 素 か らみ た もの を指 し,「 デ ータ ・ペ ース 」とはそ の フ ァイ

ル を利 用 の 目的 か らみ た ときの呼称 で あ り,デ ー タバ ン クはそ のフ ァイル とを処理 す る仕 組 み,

ネ ッ トワ ー クが形成 す る 「流通 機 能 」の レベ ルでみ た ときに抱え られ る ものな の で あ る。 例 えば

人 事 フ ァイルは,人 事 管理 の シス テ ムにおけ るデ ー タベ ース であ る。 そ して,入 事 フ ァイルを通

して,必 要 とされ た情 報 を,活 動 的 に流通 さ せ る働 きに関 与す る組 織構 成要 素 の集 ま りがデ ータ

バン クな ので あ る
。

そ の よ うな概 念 規 定 の下 に,デ ー タバ ンク と してみ られ る諸 事 例 を,理 論的 に,そ して実 証的

に,そ の成立要 因,発 展 過 程 を含 め て研 究 して きた の であ る。

しか し,こ の概 念 規 定 に よれば,マ ニ ュア ル操 作 で処 理 す る ファイル も,流 通過 程 に位 置 づけ

られ るか ぎ り,デ ー タバ ン クで あ る。 そ の様 相 のすべ てを把 え るこ とを この研 究会 では意 図 して

い な い。

「今 后の 社会 におけ るデ ー タバ ン クの あ り方 」

を模 索す るこ とに主 目的 をお く必 要 があ る。 そ のた め に過去 を振 りか え る ことは,プ ロセス と し

ては必 要 であ るが,そ の発 展過 程 か らみ た将 来 を見通 す こ とが必 要 であ る。 デ ー タバ ン クの発展

は,デ ータ発 生 源 の変 化 社会 にお け るデ ータ の需要 の,量 質 におけ る変化 に よ って起 るもの で

あ る とは言 え,現 象形 態 の急速 な変 化 を生ん だ のは,技 術 の進歩 で あ る。 デ ー タの需要 は,潜 在 、

的 には常 に高度 な ものを 要求 してお り,そ れ をみ たす デ ー タの発生,供 給 があ った とき,需 要 の

高 度 イヒが 顕 在的 に な る もの であ る。 そ してデ ー タの発 生 は,需 要 の顕 在化 が契機 とな って,新 し

㌧、 よ り高度 なデ ー タが生 まれ ㌔ そ の シー ソ ー ・ゲ ー ム の中心 に あ り,両 者 のレベ ル ・ア ップ

の原動 力 とな って い る もの がフ ァイル処理 や デ ー タ伝送 の技術 であ る。

この意 味 にお い て,今 後 のデ ー タバ ン クの あ り方 を論 ず るには,現 在 の最 も高度 な技 術 に よ り

処理 さ れ る フ ァイル,す なわ ち,コ ン ピ ュー タ ライズ さ れ,種 々の 伝送技 術 によ って リン クさ れ

た フ ァ イル に よ るデ ー タバ ン クを研 究 の中 心 対 象 と した の で あ る。

一5一

知



皿 データに対す る要 求の変化 とデ ータ発 生源 の現状

U)デ ー タ の もつ 特 性

デ ー タは,人 間 の知 的 な活 動 と共 に常 に造 られ,吸 収 さ れ,そ の相 互 の 間 で交 換 され る情 報 の

記 録 さ れ た形 態 であ る。 情 報量 が,そ れ を受 け とる前 と後 で,確 率 で把 え られ る受 信者 側 の構 造

変 化 の負 の 対数 で測 定 され るよ うに,デ ー タの効 用 も,そ れ を利 用す る ことによ って受 信 者側 に

起 る変 化 の大 き さが対応 す る。 そ の デ ー タ利 用 に よ る変 化が,そ の利 用者 に何 を もた らすか が,

デ ー タの価 値 を律 す るこ とに な る。

得 られ た情 報 は 人間 にお い ては何 らか の新 しい行動 を生 み 出すた め(意 志決 定)に 用 い られ る。

直 ち に行 動 を生み 出さ な い ときは,記 憶 の中 に止 ま り,忘 れ去 られ な い限 りは新 しい情報 と組 み

合 わされ て行動 を生 み 出す 潜在 力 と して貯 え られ る。 そ して 「物 」 と異 な り,利 用 頻度 の減 衰に

よる ライフ ・タ イムはあ るが,廃 棄 ・忘却 されな いか ぎり消 滅す る こ とは ない。 そ して情報 は人

間 の生 産活動(或Nま 技 術)を 通 して 「物 」 の上 に体 化(enbody)さ れ る とき,そ の 「物」 に

働 き を与 え る。 例えば 部 品 の集 ま りに対 し,一 定 の手 順 で秩序 を与 え る(す な わ ち設計 図 によ り

組 み た て る)と き,「 物 」 の レベ ル で しか な か った部 品 の集 ま りに・人 間 が制御 ・利 用 で き る働

き を与 え る。

また情 報 は,単 独 の メ ッセー ジ で利 用 され る こ とは,人 間 の場 合 には 少な 、、 コン ピ ュー タに

お い ては,単 一 のUADD"と い う命令 で演 算操置 が作動 す るが,人 間 にお い ては,他 の既知 の

情 報 との組み 合 わせ に お い て決 定 を生み 出 す。 これ は決 定 の内容 が,入 力 した メ ッセー ジよ りは

その入 力 前 に持つ 知 識 によ り大 き く作用 され るこ とを意 味す る。 む しろ入 力 した メ ッセー ジは,

既知 の情報 の集 ま りを 働 かせ る契 機 を造 るの で あ る。 すなわ ち,デ ー タの レ コー ド当 りの効 用 は

蓄積 さ れた活動 状 態 にあ るデ ー タの量 と共 に高 ま る もの であ る。 しか し,こ れ は無 限 に増 加す る

もの でな く,人 間 の演 算 能 力 と演算 手段 の限 界 に よ って制限 を うけ る。 すな わ ち,処 理 能 力以 上

の情報 蓄積 は,効 用 を減 じは じめ る。 こ の こ とか ら,効 用 とデ ー タ量 の相 関は,飽 和 曲線的 に把

え る こ とが で きよ う。

この よ うな情 報 の 持 つ特性 か らみ て,情 報 が人 間 に もた らす もの,す なわ ち価 値 を定 性 的 に論

ず るこ と がで き る。

1.他 人 の知 らな いデ ー タを よ り早 く入手 す る こと は,他 人 が それ を知 る までの間 に生 み 出す

行 動 が もた らす 相対 的 利益 をも って価値 を測定 で き る。

2.よ り多 くのデ ー タを入 手 す るこ とは,そ の デ ー タ蓄積 の大 き さに よ る,各 レ コ ー ドの効 用

の大 きさが もた らす相 対 的利 益 によ り測 定 で き る。
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3.よ り良 いデ ー タ

の入手 は,そ れ が

呼 び 出 した 既知 の

知 識の 大 きさ と,

そ の組み 合 わせ に

よ って 得 られ る行

動 が もた らす 相対

的利 益 によ って測

定 で き る。

4.よ り正 確な デ ー

タは,そ れが 呼 び

出す既知 の知 識 に

お け るノ イズ を減

↑

レ

コ
ー

ド

当

り

の

デ

ー

タ

の

効

用

第1.1図 デ ー タの効用 と蓄 積 デー タ量 の相関

臨界点

蓄 積 デ ータ量 →

ら し,誤 ま った行 動 を選 択す る確率 を減 らす こ とに よ る損 失 の減 少 の期 待値 に よ り測定 でき

る。

な どで あ る。 しか し,一 方 の特 性 と して情報 は,

1.プ ロセ スを 経 る度 に,何 らか の歪み(エ ン ト ロピーの増加)を うけ 奄

2.情 報 は 「物 」 と異 な り,そ れ 自身 が発 散 的 で あ り,非 局所 的 であ る。

5.情 報 は,そ れ と同 内容 の既存 の知 識 が あ る とき効 用 は ゼ ロ であ り,ま た 新 し く代 替情 報 が

発 生 した と き,効 用 は激減 す る。

な どを持 って い る。 これ に よ り,秘 密 の保持 がむ つか しく,ノ イズ の発 生 が実 に鋭敏(,少 しの不

注 意 で大誤 報 を まね くな ど)で あ り,デ マゴ ギ ーを生 じや す 、、『また,知 的 生 産活動 の活 溌 化 と

共 に,ラ イフ ・サ イ クル が極 端 に 短か くな る。

社会 は,人 間 の知 的 活動 によ って維持 され セ い る もの であ るか ら,知 的 活動 の活 発 化 にお い て

情報 の 伝達 機能 の果 たす 役割 は きわ めて大 き い と同 時 に,そ の情 報 の流通過程 が供 給 主導 型 で あ

る とき,そ の供 給 に偏 よ り,故 意 にせ よ不 注意 にせ よ誤 ま りが あ る とき,社 会 の安 全を おびや か

す もの で あ る。 この こ とは 「需 要主 導型 」 の 流通機 構 が,効 率 よ く社 会 の中心 に発 達 しな ければ

な らな い こ とを示 してい る。 、

(2)デ ー タ 需 要 の 変 化

概念 規定 で も述 べ た よ うに,流 通 過 程 の中 で機能 的 に働 く ラ ァイルは,長 い人 間 の歴史 と共 に
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常 に存在 してい ㌔ そ れ を,現 在 の時点 にお いて 「デ ー タバ ンク」 とい う比 較 的 新 し い,ま だ成

熟 して いな い名 で呼 び,新 しい情報 現 象 であ るか のよ うに扱 う必要 性 を考 え てみ る必 要 が あろ う。

これ は,概 念 規 定 にお い て強 調 した技 術 の進歩 が間接 的 原因 では あ って も,そ れ のみ では説 明 で

きな い もの であ る。

これ に は,次 の問題 を指摘 す るこ とが で き る。 従 来,意 志 決 定 の段 階 で,判 断 材 料 とす る もの

が少 な くて も,そ れ を経 験 に よ って カバ ー して決 定 を行 な って も,危 険 が少な か った し,デ ータ

処理技 術 も未熟 で,そ の経 験 に よ る判 断 を乗 り越え るこ とが で きなか った。 しか し,

1.デ ー タ処理 技 術の発 展

2.競 争 の 一 般化 と共 に,誤 ま った判 断 の もた らす危 険 の増加。

3.商 品な 技術 の ライ フ ・サ イ クル の短縮 と共 に,判 断業務 の頻 度 の増 加 とそ れ に要 す る時間

の 短縮。

4.経 営 の長期 見通 しの,Z)要性 か ら起 る判断 要素 の 増力凡

,5.諸 種 の業 務 の内 部 関 連 の増加 と,境 界 的,或 い は 多 くの業 務 の横 断面 を見通 す性 質 の管理

業務 の増加 。

とい うよ うな 要因 が 複合的 に作用 して決 定 過 程 が経 験 には頼 れ な い段 階 とな った。 そ して,特 に

社会現 象 を解明 し,現 実的 な措 置 を急速 に と らな くゼは ならぬ,多 くの問題 をか か え て い る場合

に は,そ れ が人 間 を含 む現 象 で あ るだ け に,自 然科 学的 な 「実験 」は許 され な しbそ の実験 の失

敗 によ って多 くの人 間 の不 幸 を まね い ては な らな いか らであ る。

このよ うな場 面 では,

1・ あ らゆ る可 能性 を検 討 し,

2あ らゆ る可 能な 措 置 に対 し,そ の結果 を定 量 的 に予測 し,

3.シ ミュレー シ ョン にょ っ て検 証 す る

とい う過 程 を経 なけ れば,不 用意 な決 定 は してはな らな 、b

このよ う.な立場 に立 つ とき,そ の決 定 に 必 要 な デー タの網 羅的 収集 が必要 であ る。 そ のよ うな

社 会的 イ ンパ ク トが,デ ー タをLつ で も利 用 可能 に してお くフ ァイル を必 要 とす る方 向 を生 む1

つ の要 因 であ る。

しか し,こ の角度 か ら のみ の デ ー タ需 要 の切 り込 み方 は,本 研 究が例 証す るよ うk,観 念 論 的

誤 ま りを起 す危 険 が あ る。 それ は,こ の よ うな需要 は,プ ラニ ング,決 定 レベ ルへ のデ ー タで あ

る。 この利 用 は極度 に加 工 度 が高 い抽 象度 の 高 い もの で あ る。 これ に向 か っ ての デー タの完 全 な

供 給 は,一 挙 に は到 達 できな ㌦ す な わ ち,到 達 す べ き地 点 を示 す 「旗 印 」 では あ って も,今 す

ぐ踏み 込む べ き地 点 で は な、、 それ は,そ の よ うな プ ラニ ングや 決定 を支 え る,オ ペ レー シ ョン

ー6一

へ

,4
へ

∀



<

⊆鼻、

lv

・レベ ル の仕 組 み がなけ れ ばな らな いか ら であ る
。 そ のた め に,オ ペ レー シ ョン ・レベ ル での仕

事 か ら発生 し,利 用 され る デー タの 利用 システ ムか ら着 実 に,フ ァイル ・システ ム を組 み上 げ な

い と,ド グマ の深 い陥 穽 に陥入 りか ね ない の であ る。 これ が,M・F、 マ ク ドナル ドが,そ の長

い カ リフ ォルニ ア 州 で の経験 を通 し て述 べた,彼 の言 う所 の 「デ ー タベ ースか らデ ー タバ ンクへ 」

な の であ るb

そ の よ うな視 点 に立 って,特 に社 会現 象の 中 で,そ れ を解 明 した り,対 策 を決定 す るのに必要

な デ ー タを 振か え ってみ ると,大 別 して次 の5種 の も の があ る。

1、 現在 供 給 され て お り,よ く利 用 され て い るもの。

これ に対 しては デ ー タバ ン クは成 立 しやす い し,そ の フ ァ イル に構 成 ・維持 の コス ト と,

購 売 力の バ ランス の中 で,企 業 的 に成 立 す る条 件 を もっ て い る。 この中 で,民 間 で充 分,商

業 ペ ース で収 集 し,供 給す るこ との で きる もの で あ りな が ら,官 庁が そ れを行 な ってい る も

のも数が少なくな㌦ これは情報産業の育成からみて・早 く民間に移行すべきである。

2現 在供給 され な がら,利 用 さ れて い な い もの。

官公 庁 の統計 の 中 で,こ の種 のも のが少 な くな%こ れ は,供 給 の方法 を変 え るか,早 く

廃 止 す べ きで あ る。 少 な くと も,こ の種 の もの は,自 由競 争 の中 にあ る民 間サ イ ドの事業 で

あれば,す でに陶 太 され てい る性質 の もので あ る。

5.発 生 は して い るが,供 給 され て いな い もの。

これ が企 業 や個 人 の秘 密 に属 す る.ことであ れ ば,当 然 の こ とであ る。 しか し,官 公 庁 内発

生 デ ー タの中 に,こ の種 の もの が数 多 く あ る。 官公 庁 が,何 かの 目的 で利用 した あ と靡 き し

た り,ほ こ りに埋 もれ て収 われ てい るデ ー タの中 に,例 え ば,河 川 の水 質 調査 や住 民の健 康

状 況 のデ ー タな ど,今 な らば 「公 害情 報 」 と して必 要 な ものが無 数 にあ るの で あ る。

これ を流通過 程 に乗 せ るこ とは,公 共機 関 の,そ れ 自身 の業 務 の ため に も,ま た 民間 の デ

ー タ需要 の ため に も,大 き い責 任 で ある。

4.必 要 で あ る とわか って もプ発 生 す ら して いltい 。

これ も官 庁 の統 計な どの 中に 多 くの事 例 がみ られ る。 統計 の記 入 フ ォーマ ットの悪 さ や,

集 計法 の まず さ に よ って,少 しの工 夫 で集 ま るべ きデ ータが集 まら ないのは このケ ースである。

また このケ ース の1つ として,最 近 起 って き た シン ク ・タン クも,こ れ を解 決 す るた めの

インパ ク トか ら生 まれ た もの といえ よ う。

これ ら を通 して言 え る こ とは,デ ータ の発生 の仕 組み,収 集 の仕組 み に対 す る,基 本 的反

省 が必 要 で あ り,発 生そ の もの が,需 要 の レギ ュ レ ー シ ョンを受 け るぺ き こ とを示 レて い る。
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{3)公 共 財 デ ー タ の 発 生 と 流 通 の 現 状 と 問 題 点

以上 の よ うな需 要 の変 化 と,需 要 例 か らみ た デ ー タの発生 ・供給 現状 か ら,先 ず公 共 財 デ ータ

の発生 ・流通 を,事 例 的 に概 観 してみ よ う。

(i)発 生 と流 通 の現状例

公 共 財的性格 の情 報 と して,磁 気 テ ー プ 化 され て い る もの に関す る調 査結果 の代 表例 と して,

主要11省 庁に おけ る約120種 類 の フ ァ イル(工 業 技 術院,電 算 機 利 用 に関 す る技 術 研究 会 一

フ ァイル研 究班,報 告 書 参 照 の こ と)を み る と,大 部 分 が,各 省 庁個有 業 務処 理 に当 った電 算機

システ ムのデ ー タ ・ベ ー スそ の もの であ そb

これ らの フ ァイルは,極 く例 外 を除 い ては,フ ィジカ ルな条 件 の コン バ ー トは可 能 に な ってお

り:ロ ジカ ル ・レコ ー ドの互換 性 につ いては,目 下,上 記 「利 用研 」 で検討 が進 め られ つつ あ 駕

利 用 に当 っては,こ の デ ー タ ・ベ ース と,処 理 プ ログ ラム の コン ビネ ー シ ョンに よ っ て これ ら

の情 報 の活 用 は,可 能 で あ るの で,デ ー タ ・ペ ース間 の相 互 交換 ネ ッ ト ・ワ ーク形 成 に よ って・

種 々の デ ー タの組み 合 わせ も出来 るの で,.こ の よ うな,個 有業 務 のデ ー タ ・ベー ス と,各 デ ータ

・ベ ース間 の ネ ットワ ー クの形 成 に よ り,政 府 機関 にお け るデ ータバ ン ク機能 は,成 立 で き るわ

け であ り,電 算機 および 通 信関 係 の現 在 の技 術 の延長 線上 に,こ のよ うな デ ータバ ン ク機 能 成立

のた め のボ トル ネ ックに なる要 因 は見 当 らな 、b

ま た 民間 との関係 に つ い て も,各 個 有 業務 は,民 間情 報 の イ ン プ ッ トか ら出発 して い る の で,

ア ウ トプ ットの 面 にオ ー プ ン ・エ ンデ ッ ド考 え方 を とれば,民 間 利 用 も可能 に な って くる。

例 と して,政 府機 関 に お け る電算機 適 用 業務 に関 す る調査(行 政管理 庁,管 理 局 調)を み る と

全 体 の業務(170台,レ ンタル費85.6億 円)に 対 し,集 計 計算 型 の適 用 が59.3%管 理 型 の

適 用 が55.6%,分 析予 測 型の適 用 が10.6%,試 験 研 究 型 の適用 が1415%に な って お り,こ

の集 計計 算 型 に使 用 され る年 間延 べ の マ シン タイム は約25,600時 間 の多 きに のぼ って い る。

この うち,デ ー タ交 換 が 行 われ てい る もの は(情 報 処理 開発 セ)/タ ー調 査46.2月),54例 も

あ り(大 部 分が 磁気 テ ー プ によ るオ フ ライン方 式 であ る。),そ のサ イクル は月単 位 と年 単 位 が

大 部分 であ るが,1サ イクル 当 りのデ ー タの延 件数 は,週 単 位以 下 約2,718,000,月 単 位 約

1,276,000,年 単 位約700,000と な って い る。 これ らの交 換 デ ー タは現 在 の ところ,オ

ベ レ ーシ ョナル な フ ァンク シ ョンに 関 す る もの が大 部 分 であ るが,一 部 には,ブ ランニ ン グ フフ

ク シ ョンに 関 す る もの も含 まれ てお り,ネ ッ トワ ーク形成 は,必 要 に応 じて徐 々 に進 行 してい る

のが現 実 であ る。

① 公 共 財情報 の問 題 点 ∵

以 上 あげ た よ うに,公 共財 的情報 の流 通 を さ また げ る要因 は,技 術的 には 小 さ いといえ るが,
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次 にか かげ るよ うな,デ ー タそ の もの を中心 とす る問 題 点 が あ り,今 後 の課 題 に な ってい 奄

1.各 省 庁個 有 業 務結果 の活用

個 有 業務 の電 算 化 は,夫 々単独完 結 的 に最 適 条件 を追 究 して行 わ れて来 た。 利用 技 術 の標準 化

を更 に 押 しす す め て,処 理 結果 を流通 し易 くす る こ とが,全 体 に対 す る最 適化 へ の ア プ ローチ の

第 一歩 であ る。

2.統 計 調査へ の柔軟 性 の要請

統 計 は,本 来 連続 性 を重 ん ず る上 か ら保 守性 を もつ こ とは,或 る程度 まぬ がれ難 い が,同 時 に

急速 に変 化 す る社 会 ・経 済 現 象 に対 し,カ パ レイヂ にお いて も,内 容 にお いて も対応 性 がな けれ

ばならないであろ う.≠ 緬 に購 えられなか ・纈 域の拡大(娘 ば医薬微 関係),当 時

は非常 に詳 細,正 確性 を要求 され た 内容 の変 化(例 えば物 資関係)等 に つ き,対 応 性 が小 さい。

特 に,最 近 は電 算機 の各種業 務 適用 の拡大 に 伴な って発 生 す るイ ンデ ィケ ー タ との代 替(労 働 移

動 関係)の よ うな新 た な現 象 も出て来 てい る。 収集,利 用 の両面 にわ た り,技 術的 に も制 度的 に

も柔 軟性 の不足 が 感 じられ る。

統計 の多角 利 用 につ い ては,調 査 の限点 か ら,デ ー タ,リ ンケー ジを可 能 にす るこ とが必 要 で

あ り,そ の基 盤 とし て,他 のレヂ ス トレ ー シ ョンか ら発 生 す る インデ ィケ ータ ー と連接 可 能 に す

る統計 側 か ら歩 み よ りも必 要 で あ り,そ れ は必 ず し も統 計の 中立性 や 調査対 象 の秘 密保 護 を損 う

問 題 には な らな%

5.新 領 域 のイ ンデ ィケー タの開 発

需要 の側 面に お い て,今 後 の ビジ ョン と して,共 通 に指 摘 され たの は,産 業 の情報 化へ の 指向

であ る。 企業 間 の競争次 元 が,従 来 の技術 力,資 本 力 の面 に加 え て,新 しい シス テ ム化 のため の

ソフ トな技 術力 を 含む総 合 経営 力 の面 を加 え る こ とにな り,ま た,公 共 部門 におい て も,社 会 環'

境 問題 の ク ローズ ア ップによ る単 論理 的 思考か ら多 論理 思考 へ の シフ トが大 巾に行 われ る こ とに

な ろ う。

情報 需要 は益 々多様 化 し,未 開拓 の領 域 のデ ータ開 発 を強 く要 求 して くる こ とにな り,従 来 の

価値 尺度 で は,数 量 化困難 な 現 象に 対す る新 メ ジ ャー によ る数量 化技 術,ア ンコ ンテ ニ ヤスな デ

ー タの評価 技 術等 を開 発す る必要 が あ る
。

4.ブ ラ ィパ シー の確保

供 給 側 にお け る機 能 が高 ま るに従 っ て,各 省 庁個 有 業 務や,統 計 処理 業務 等 のデ ー タベ ー ス で

留 意 され なけ れば な らない こ とは,個 人 の秘 密 に属 す る情報 の扱 い であ る。 これ は電 算機 導入 に

よ る以 前 と本 質的 には,変 る ところ がな く,当 事者 の職業 倫理 の問 題 で あ る。 電算 機 利用 によ る

フ ァイル 管理 の マ ニアル の完 備 によ り,む しろ 事故 の防止 は,以 前よ りも容 易 に な るとい う考 え
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方 で対処 すべ き であ るが,ブ ラ ィパ シ ー問 題 か ら,と もす る と情報 提 供側 が定 め た処理(例 え ば

集 計)の み によ るサ ー ビス に限 る傾 向 が,官 庁統計 に な し と しな いが,過 剰措置 は今後 の ビジ ョ

ン には な じまな いo

⑩ 処 理手 法 とデ ータ供 給

情報 処 理手 法 の民間 におけ る適 用状 況 の 調 査(68年 調査 約5,000対 象 ア ンケ ー トによ る)

に よ り,表1(現 状)受 表2(今 後 の予 定)を 得 たが.統 計 表 の作 成 に,統 計的 分 析 な どの基 礎

統計 の処 理 は,こ な し終 え て,LP,DP,QP,PERT,CPM,ス ケ ジ ュ ー リング,シ ュ

ミレー シ ョンな どの数学 的計 画法 な どを用 いた 方法 に重点 が移行 しよ うと してお り,ま た リアル

タイム処理.イ ン フ ォメー シ ョン ・リ ト リーバル(デ ータ ・バ ン ク機 能 に対応)な どの情報 処 理

機 能 の高 度な手 法 の導入 が,積 極 的 に予 定 され てい るこ とがわか る。

これ に反 し,エ コノ メト リ ックス,サ イコ メ トリックス,ソ シオ メ ト リ ックスな どの計 量科 学

的 手法 の面 で は,今 後 も大 巾な 採用予 定 が な く,そ の理 由 にモデ ル ビル デ ィング の 困難 さ と と も

に,ソrシ ャル イ ンデ ィケ 一 夕の不 足 を あ げた ケー ス が多 い こ とを見 逃せ な 、も

適用 業務 は,生 産.販 売,輸 送,経 理 等 の定 型 業務 か ら,調 査,情 報 管理,管 理 全 般 が加え ら

れ る予 定 が 目立 ち,オ ペ レ ー シ ョナ ル フ ァン ク シ ョン の適 用 が進 む につれ て,プ ランニ ング フ ァ

ンク シ ョンへ の拡 張 が予定 され る傾 向 は明 白 によみ とれ る。 そ の後 の追 跡 調 査 が望 まれ るが,計

量 科学的 手法 の普 及は,イ ン デ ィケ ー タ不足 のため に停 滞 してい る とい う結果 を 予測 す る こ とは

難 か し くな いで あろ う。

胸 情 報 処理 シス テ ムに要 求 され る特 性

ω オ ー ブン ・エ ンデ ィ ドな 性質

オ ーガ ニゼ イ シ ョンの活 動 は,具 体 的 に は形 態 が異 ってみ え る が.基 礎的 な機 能 と しては,1
`

つ は,意 志決 定 に 連な るプ ランニ ング の機 能,一 つ は,こ の決 定 に従 った行 動(リ ア ラ'イズ)と

統 制(コ ン トロ ール)か ら成 り立 ってい る とみ る こ とがで き る。.

これ らの機 能 は,情 報 の伝達 と処理 とい う手段 を媒 介 としてそ の機能 を 働か せ てい る。

このよ うな情報 機能 は,次 の よ うに ブ レイ クダ ウンさ せ る こ とが でき よ う。

(a)資 料 の認 識(内 部,外 部 か ら の資料 の ソー スや入 手 ル ー トの問 題 含 フ ィー ドバ ッ

ク)

(b)資 料 の評価(受 信 の意 味作 用)

(c)情 報 の記憶(体 系化 の蓄積 含廃 棄 検 策)

ω 情 報 の加 工 ・分 析 ・結果

(e)情 報 の伝達(含 社 外 との交 換)
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の条 件 をみ たせ ば 一義 的 に定 りや す く,「 閉 じた」 シス テ ム として 考 え る ことも で きる が,ω ～

㊨ ま,一 一義的 に定 め る こ とは極 め て 困難 であ り,マ ン ・マ シンイ タ ラクシ ョンに よ って カバ ーさ

れ なけれ ばな らない 「開 いた 」性 質 の も の もあ る。

(2〕 ス ケ ール メ リッ トが保証 され な い性 質

大量,単 純 な業 務 の機械 化 とい うケ ース に限 った電 算 機 によ る情報 処理 は,定 型化 可能 な 低次

の頭脳 労働(一 種 の 肉体 労働 ともみ る ことが で きる。)の 場合 は,ス ケ ール メ リ ッ トは期 待 で き

る が,総 合 経営 力 の競争 次 元へ の参 加 や単理 論 か ら多理 論 へ の思 考 の シフ トの よ うな場 合 には,

プ ラン ニ ング フ ァン クシ ョンや コマ ン ドフ ァン ク シ ョンにお け る情報 処 理 シス テ ムに ス ケ ール メ

リッ トは保 証 され な い と考 え る こ とが で きよ う。

受 信 の意 味作 用 は,第1図 のよ うに,情 報 の蓄積 ペ ース が あ っては じめ て成 り立 つ もの であ る

が,受 信 の意 味作 用 の深 さ(情 報 の評価 力)は,蓄 積 情報 量(過 去 の学 識経験)と 何 等 かの 相関

が あ る(一 説 に は積 分関係 で説 明可 能 とも いわれ て いる)と 考 え られ,シ ステ ム としての合 目的

な情 報 が選択 され得 る。 しか し,や が て情報 の増 加 が,シ ス テ ムの容 量 に対 して飽和状 態 に近 く

な る と,こ の よ うな 受信 作 用 には不 消 化現 象を 生ず る こ とに な り,蓄 積情報 の棄 却能 力 を働かせ

る こ とを必要 とす る こ とにな って くる。

第1.2図 受 信 作 用 と情 報 蓄 積 量 と の 関 係
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(注)情 報 処理 機 能 の 自己発 展 には最小 必 要情 報 量(OT,MQ)が 不 可欠 であ る。 そ の上

に受 信 作用 によ る消化 情報 が蓄積 さ れ る(QMN)。 しか しT,に な る とシス テ ム と し

て飽和 点Nに 達 し,自 己発展 は とま る。 そ こでT、 か らT、T*S部 分だ け の情 報 を棄却

して い くと情 報 の増加量 曲線 は上 方 に シフ トし,T*で は,飽 和 点 はQ、 か らQ*に 移

行 す る。 もしT1で 不要情 報 を棄却 しな い と増加量 曲線 は不 消 化現 象 に よ りNP方 向 に

漸 滅 し,シ ス テ ム と しての機 能は 減 衰す る。

飽 和 点 と,棄 却 につ いて の一般 論 に関 す る研究 は,な お続 け られ て い るが,経 験 的 には,図2

の よ うな,時 間経 過 と,蓄 積情 報 の価値 の減 衰 の相 関 が確 認 され てい る。(図2は 防衛 庁 の 戦略

情 報 の場 合 で,有 効 蓄積期 間 は6年 にな ってい る。)

璃

、

「
」

'

第1.3図 有価 値 情 報 の 残 存 率 の推 移
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この よ うな結 果 に,原 子 力研 究 所,通 産省 デ ータ セ ン ターで も確認 され てお り,蓄 積,棄 却,

受 信 の意 味作 用 の関 係 か ら,シ ステ ム の発展 方 向 は,分 化,専 業 化の度 合 いを強 め る程,高 密 度

化 し機 能 が よ くな る といえ よ う。

従 って,オ ール ・オ ーバ ーな領 域 を対 象 に した集 中的 な シス テ ムは,極 め て非 現 実的 で あ る と

考 え られ る。

(3)ネ ッ ト ・ワ ー クの形成 の意義

個有 業 務毎 の デ ー タ ・ベ ースの成 立 や,プ ランニ ン グ フ ァ ン クシ ョンに 連が る高密度 な デ ー タ
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・パ ン ク機 能 の分化,専 業 化へ の展 開 が現 実 の も のとすれ ば,こ れ らの個 有 シス テ ム のフ ァ イル

に ア クセス可能 で,自 由にデ ー タを組 み 合 わ せ て活 用 出来 るよ うな,高 度 の選 択機 能を保証 でき

る情 報 の流通 機能 が真 の デ ー タ ・バ ン クに外 な らな ㌦ このよ うな情報 の ネ ット ・ワー クの持つ

意 義 を整理 してお く必要 があろ う。(純 技術 的 な問題 は,第4章 で述 べ る こ とにす る。) .

デ ー タ ・パ ン クの理 想 は誰 で もが,何 時 で も,ど こか ら で も,欲 しい情報 を入手 出来 る とい う

条 件 を満 たす こ とで あっ て,そ れは システ ム の内外 を とわず 誰 で もが参加 す る こ とが で き,情 報

の選択 ・流通 に不 用 の制限 を加 え ない とい うこ とで あ る。

情 報 の価値 は,一 般的 に は,正 確 性,速 報 性,網 羅性 等 の条 件 に よ って定 ま るが,加 工 ・分析

におけ る知 的 創造 力 に よ って附 加 され る価 値 が最 も大 きい こ とか ら,こ の よ うな知 的創 造 力 を損

な う条 件 がな い こ とが望 ま しい。

このよ うな情 報 の選 択 ・流通 の条 件 を 満 たす た め の情 報 フ ァイル間 の 連接体 系 には,ネ ッ トワ

ー ク体 系 が適 切 で あろ う
。

現 在,わ れわ れ は,マ ス コ ミニ ケ ー シ ョンの よ うな 一方 通行 の情 報 流通 の体 系や,組 織 機構 上

の上 ・下 の関 係 に重 き をお い た コ ミニ ケー シ ョン体 系 に多 く な じん で いるが,こ のよ うな ツ リー

体 系(ピ ラ ミ ッ ド構 造 のよ うな)に,情 報 フ ァイル が入 っ た場 合 は,限 られ た条件(例 えば個 有

業 務)に 対 しては,能 率 が よ い が,参 加 ・選 択 の 自由度 は著 しく制約 され るこ とに な り,多 彩 な

情 報 の組み 合わ せ に よ る知 的 創造 性 の発 揮は難 し くな って くる。

以 上 のよ うな意 味 で,情 報 のネ ッ トワ ー クの持 つ意 義 は,今 後 も各方 面 で充 分吟 味 され る こ と

が望 ま し、、

それは,国 全 体 の中枢 管理 機 能 に影 響 す る よ うな組 織 原理 に つ な がる問 題 であ り,思 想 的は,

合 理主 義 より も経験 主 義 を と り,技 術的 には,能 率至 上 よ りも安 全 を指 向 し,経 済 的 には,競 争

原 理 を大 巾に と り入 れ,組 織 的 に は,ハ ー ド構造 か ら ソフ ト構造'への転換 を意 味 す るか らで あ る。
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璽 デ ータめ収集 の分析

デー タバ ンク の現状,将 来 を考え るに 当 って,デ ー タの発 生 と需 要 の高 度 化 の シー ソー ・ゲー

ム の 支点 となる もの が,技 術 の発 展 であ る と したポ そ の論点 に立 脚 しで この節 に つづ ぐい くつ

か の節 にお い て,デ ー タの収集'・分析 ・処 理 の技術 を概 観 し,問 題指 摘 を行 な う。

デ ー タバ ン クの働 き を,コ ミュニ ケ ー シ ョンの技 術 と して み る と,

「時間 的 に も空間 的 に も,ま た その意 図 す る所 にお い て もラ ン ダ ムな多量 の デ ータ発 生 が あ

り,一 方個 々のユ ー ザ ーの利 用 目的 や 要求 内容 の異 な る需 要 が時間 的 に もテ ン ダ ムに 多数存

在 す る とき,そ の 間 を結 ぶ コ ミュニ ケ ー シ ョン ・チ ャ ネ ル 」

と考 え るこ とが で きる。

この コ ミュニケ ーシ ョン ・ チ ャネ ル の特 性 は,次 の よ うに把 え るこ とが で き る。

川 従 来 のコ ミュニケ 「 シ ョン ・モデ ルの よ うに発 信 か ら受 信 に一方 的 に情報 が 流れ る の では

な く,』 噛,

O情 報 とい う工程 を窓 口 として入 って来 る情報 と

○質問 受 付 とい う工 程 を 窓 口 として入 って来 る情報 とを

○比較 ・照 合 し て情 報 を選 別 し,質 問情報 の示 す仕 様 に よ って処 理 して.回 答 編集 とい う窓

口を通 して 出力 す る。.

とい う,2つ の入 口 と1つ の 出 口を もつ。(第1.4図)

A

'c
'

第1.4図 デ ー タ バ ン ク の コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン ・チ ャネ ル と して の特 性

情

報

の

発

生

要

求

の

発

生

デ ー タ ・バ ン ク
陰 4

↓

1回 答
1

1 ZS

メ
、

(2)情 報 の発 生 時 点 と要 求 の発 生 時点 に時 間差(例 え ば特 許 資 料 は,有 効 期間 が17年 で あ る

が,期 間 をす ぎた もの に対 す る要 求 も相 当量 あ る。)が あ るた め,フ ァイ ルを必要 とする。

こ の事か ら,こ の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・チ ャネ ル の働 き は,次 のサ ブ ・フ ァン ク シ ョンを持

つo
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1.フ ァイル構成 と維 持

2.質 問 の分 析 と構 成

5.質 問 を ガイ ドとす る フ ァイル探 索

4.回 答 の処理 と編集

5.情 報 の交換 と伝送

先 ず最 初 に,こ の中 の収 集 と分 析 の技 術 か ら概 観 を開始 しよ う。 な お,こ の章 を通 して多 くの

技 術用 語 が用 いられ る。 そ の用語 の解説 を,現 わ れ る度 に行 な うのは,記 述 を繁 雑 にさせ るの で

この章 の終 りに定 義 を ま とめ てあ る ので,疑 問 と思 う用 語 の現わ れ た ときは そ の定 義 を参 照 され

た い。

(1)収 集

フ ァイル を構成 す る最 初 の工程 は収 集 であ る。 何 ら か の利 用 目的 に とっ て?フ ァイルが デー タ

・ベ ース と して有 用 で あ るか否 か の最 も明確 な判 定基 準 は ,必 要 とす るデ ー タが 収集 され てい る

か否 か であ る。.こ の事 は言 いか えれ ば,特 定 の デー タを収集 す るか否 か の判 定 基準 は,利 用 目的

の 方か ら定 め られ る もの であ り,無 目的 に収集 したデ ー タ ・フ ァイルは そ のま まで はデ ータ ・ベ

ース とは なり得 ない し
,ま た,あ ら ゆ る 目的 に適 合 す る1つ のデ ータ ・ベ ース も ・架空 の こ とで

しか な い。

収集 とい う工程 は,フ ァイル構 成 側 が,デ ー タ源 に対 して加 え るオ ペ レー シ ョン である。 デ ー

タ源は,能 動的 デ ー タ源 とみな し得 る もの と受 動 的 デ ー タ源 とみ な し得 る もの とに大 別 で きる。

能動 的 デ ー タ源:研 究 論文 や 調査 報告,定 期 的 に提 出 され る報 告書,官 公 庁 の登 録業 務 を通

して提 出さ れ るデ ー タな ど,自 発 的 また は 制度 を背景 と してデ ータを供 給 す

る デー タ観 これ に対 して は,受 動 的 収 集 オ〔くレ ーシ ョンが対応 す る。

受動 的 デ ー タ源:ア ンケ ー ㌧ 面 接,調 査 員 の巡回,調 査 活 動 など,能 動 的 収集 オペレ ーシ

ョンを加 え る こ とによ って デ ー タが供 給 され る よ うなデ ー タ減 米 国の信 用

情報 の デー タバ ンク では,数 千人 の調 査 員 が デrタ 収集 業務 にたず さわ って

い る。

収集 工程 は 一般 に多額 の コス トと人 的 資 源 を必 要 とす る。 特 に受動 的 な デ ー タ源 に対 す る収集

工 程 にお い ては,フ ァイル 構成 コス トと労 力 の大半 が,収 集工 程 に費や さ れ る と考 え てよ 島

デ ー タ ・バ ン クが情 報 産 業 の一 分野 と して成 立す るた めには,収 集 コス 『トプ労 力 の低減 が最 も

大 きい課 題 であ る。 そ して現実 にデ ーータ ・バ ン ク として成 立 し得 て い る ものは1

ω 比 較 的 収集 コス ト,労 力 が 少 な くて すむ デ ー タの場 合
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(2〕 収集 コス トを越 して大 き い売上 げ の期 待 で き る性 質 のデ ー タの場 合

(3)他 の仕 事 の 副産 物 としてデ ー タが収集 でき るため,収 集 コス ト,労 力 のす べ てが デ ー タ ・

バ ン ク側 の負担 とな ら ない場 合

(4)公 共 的 な 資金 に よ って収集 活 動 が行 なわ れ,豊 富 なデ ー タが 安価 に供 給 され る場 合

のどれ か に属 してい る。

この収集 コス ト と労 力 を低減 させ るため の技 術的 な問 題 点 を列記 する と次 のよ うにな る。

(1)フ ァイル構 成者 に お いて留意 す べ き点

1.フ ァイル の利 用 目的(現 在 ば か りで な く予測 で きる将 来 の 目的 を も含め て)を よ く分 析

して レコ ー ドを構成 す るア イテ ムを選 択 し,バ リュー の抽 出基 準 を立 て る こ と。

2.各 デ ー タ源 に つ い て,そ れか ら得 た レコー ドの利 用 頻度,有 用 度 の 統計 を と り,デ ータ

源 の評価 を行 な うこ と。

5.・デ ■タ発 生即 デ ー タ収 集(入 力)と なるよ うシステ ム設計 をす る こと。 帳 票設 計 に おけ

る ワ ン ・ライテ ィングは普 及 して い るが,原 始帳 票 へ の記入 即 マ シ ン リーダ ブル な入 力 とい う方

式 は まだ普 及 してい ない。 これ はMICR,OCRな どの・・一 ドウ ェア が普及 して い ない こ とに

も原 因 が あ るが,そ れ よ り も,

(a)発 生 した デ ー タは,必 ず フ ァイル を通 して の コ ミュニ ケ ー シ ョンに乗 せ られ るべ き価

値 を持 っ ている こ とに対 す る認 識 の不 足。

(b)デ ータを発生 させ た部 局 では 必ず しもマ シン リーダブ ル で な くて も よL場 合 も,必 ず

他 の工程 にお いて利 用価 値 を持 ってお り,そ のた め にはマ シン リーダ ブル に してお くこ とが必 要

'であ る と
い う認 識 の不 足。

(c)帳 票 の設計 者 に,マ ー クセ ンシ ングやOCRの 知 識が 少 な く,転 記(コ ピー パ ンチ

も含 む)を 中心 と した コ ミュ三ケ ー シ ョンを 前 提 と して設 計 す る こ と。

な どの方 が,大 きい ボ トル ・ネ ックで あ る。

Oi)デ ー タ源 にお い て留意 すぺ き点

1.能 動 的 デ ー タ源 にお い ては,デ ー タを供 給 す る際 に,そ のデ ー タ の よ り効 率 よい 流通 に

留意 すべ き であ る。 例 え ば学 術 論文 の著者は,そ の論 文内容 を よ く表現 す る標 題 と,著 者 抄 録 と

検 索 タグ とな る キー ワ ー ドを必ず つ け る こ とを 習慣づ け る こ とな どは,こ の一 例 であ る。

2.受 動 的 デ ー タ源 にお い ては,情 報 社 会 の一員 として,情 報 が 「財 」 で あ る こ とを よ く認

識 す る と共 に,そ の財を利 用 し得 る権 利 を持 つ と共 に,そ れ を供 給 す る社 会的 義務 を あわせ 持 っ

てい る ことを 自覚すべ き であ る。
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⑩ 公 共 機 関 の責 任

1.官 公 庁 お よび公共 的性 格 を もつ 機 関 は,そ の業務 を通 して,老 大 なデ ータ発 生 源 であ る。

しか し,わ が国 に お い ては そ のデ ー タを,行 政等そ の直接 業務 の 目的 に のみ使 用 し,公 共 的 な

「財」 で ある こ とを殆 ど意 識 してい ない こ とは,極 め て残念 で ある。 情 報 社会 にお け る公共 機 関

と して,そ の中 で発 生 す るデ ー タを社 会 に供給 す る責 任 を 自覚すべ きであ る。

2.官 公 庁 は,民 間 の情報産 業 の育成 のた め には,イ ニ シ アル ・コス トや ランニ ング ・コス

トの負 担,金 融 措置ば か りでな く,そ れ より も,民 間 機 関 では コス トにお い て も労 力 にお い て も

負 担 す る こ とが困難 な デ ー タ収集活 動 お よび 公 共財 と して のデ ー タの永久 保 存 を行 な うべ きであ

る。 必要 とあれ ば,デ ー タ収集 ・供 給 ・保管 のため の公共 企 業体 を設立すべ きで あ る。

5.公 共 機 関が,そ の持 つ デー タ源 を も って,み ず か らデ ー タ'・パ ンク機 能 を果 す ことは,

民間 の情 報 産 業 を 圧迫 す る危険 が ある。 む しろ,各 省 庁や地 方 自治 体 で発 生 す るデ ー タに対 し,

ω 機 密 や プ ライバ シーに属 す る ものは除 き,す べ て 国民 の利 用 し得 る財 として,印 刷物

および マ シン リーダ ブル形 式 で供給 す るこ とを義務 づけ る こ と。

6)マ シン リーダブ ル形 式 で供給 す る とき の,標 準 フ ォーマ ッ トを設 定 す る こ と。 現 在,

米 国化 学会 の下 部 機 関 であ るChemiculAbstractsServiceで は,化 学 関 係の 全 世

界 で発 表さ れ る論文 を紹介 す る活動 を行 なってお り,そ の一部 をマ シン リーダ ブ ル形 式 で供 給 し

て い るが,そ れ をす べ てASCHコ ー ド(ISOの 勧 告 をベ ース とした,8ビ ッ ト構成 の,.米

国標準 文 字 セ ッ ト)を 用 いたStandardDistributi・nF・rmatに よ って 供給 す る

こ とに してい る。 そ してISOに 対 し,学 術 文 献 の フ ァイル に対 す る国際的 標準 フ ォーマ ッ トに

す る よ う提案 して い る。JISに お い ても,文 字 セ ッ トば か りで な く,諸 種 のデ ータに対 して情

報 交換 用 の標 準 フ ォーマ ッ トを設 定 すべ きで あ る。

4.公 共 機 関は デ ータ供 給 に 当 っ て,機 密 や プ ライバ シーを損 な う場 合 を除 いて,加 工 や変

形 を しては な らな 罵 そ の理由 は,

(a)公 共 機 関 で発 生 した り収集 したデ ー タは利 用 範 囲 が広 いた め,特 定 目的 のた めに加 工

す る とそれ 以 外 の 目的 のため の利 用者 に と って価 値 が減 少 す る。 で きる限 り生 デ ー タであ る方が

望 ま しいb

(b)下 手 な変形 を行 な うと,デ ー タに歪 み が起 り,誤 ま った判 断 を起 す危険 が あ る。

5.公 共 機 関 は,ど のデ ータ に対 し,少 な く とも国内 の どこ にそ のデ ー タ源 が あ るかを 調査

し,

ωWh・,where,What情 報 を供 給 す るこ と。 す なわ ち,ど この誰 が,如 何 なる

デ ー タを発生 させ てい るか を教 え る機 能 を もつべ きで あ る。
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(b)デ ー タ ・フ ァイルの所在 情報 を供 給 す る こと。 す なわち,ど こにそ の デ ータの フ ァイ

ルが あ るか を教 え る機 能 を持 つべ き であ る。

(c)ス ウ ィ ッチ ング機 能 を持 つ べ きこ と。 デ ー タを必 要 とした とき,公 共 窓 口に問合 わ せ

る と,そ のデ ー タを供 給 す るバ ンク にス ウ ィッチ し,そ のバ ン クか らデ ー タが供 給 され る仕組 み

を構成 す べ きであ る。

ω 分 析
'、

デ ー タの分析 は,収 集 につ い で,各 デ ー タ を フ ァイル に収納 す る に当 りフ ァイルに ア イテム

の値 を決 定 す る過 程 であ る。 そ の各 ア イテム ・ヴ ァ リ一 一が後 の利 用 の対 象 とな るので あ るか ら

フ ァイル の品質 を決 定 す る大 きな要 因 で あ る。

この分 析法 は,多 くのデ ー タにつ いて,技 術的 に確 立 され てい る段 階 ではなく・各 種 デ ー タにつ

いて,伝 統 と経験 の中 芯処理 され て い る。 学 術的 数 値 デ ー タに つい ては,そ れぞ れ の学 術 分野 の

理 論 的 背景 に ょ って 分析法 は 一応 確立 さ れ て いる とみ られ るが,'そ れ 以 外 につ い ては,標 準 化さ

れ た パ タ ー ンは な、bこ のた め,分 析過 程は 人 間 に よ ら ざるを得 ず,個 人 差,人 為 的 な操 作,錯

誤 が起 り,品 質 管理 が困難 となる。 これ は センチ ソ シアル ・デ ー タにお い て別特 に顕 著 で あ る。

この現状 にお い て考慮 す べ き点 は 次 の よ うであ る。

1.分 析 に あた って,オ リジナル ・デ ー タに対 して忠 実 であ るこ と。

2.ユ ーザ側 の要請 ・フィードバ ック によ って,分 析基 準 が定 め られ るべ きで あ って,フ ァイル

作 成 者 側の主観 ・独断 は 避け るべ きで ある。

5.各 種 デー タの分 析 能力 を持つ 人 材 を,社 会 の責 任 におい て養成 すべ きで あ る。

4.各 種 デ ー タにつ い て,フ ァイル構 成 の アイ テ ム,お よ び ヴ ァ リ ュー の表 記法 に つ い て,そ

の デ ー タの発生 ・利用 を 含め た関係 者 の間 で標 準 化 を進 め るべ きで あ る。

5.情 報 関係 者 の間 で分析 基準 設定 に つ いて の積 極的 協議 が起 るぺ きで あ る。

6.各 種 デ ータの 分析法,そ の 自動 化 につ い て,基 礎 ・応用 の研 究開 発 を,官 民 の協 力に よ っ

て公 美 的 に促 進 すべ き であ る。

ス 実 際 の分析 にお い て,レ コ ー ドの有効 利 用 を はか るた め(分 析 コス トのパ ーフ ォー マ ンス

を高 め るた め),多 くの利 用 目的 に向 け て,分 析 基準 を立 てる必要 が ぎる。(Single-ana-

1'ysism・1tipl・-u・e)

この1お よび2に っ いては,次 の問 題 を併 わせ て考 慮 す る必 要 があ る。 それ は

「デ ータの利 用者 は,必 ず しも,そ の デ ー タの 作成者 の 作成 意 図,そ の デ ー タが そ れ 自身

で も っセ い る意 味 の通 りに は利 用 しない。 その 利 用の方法,.利 用 の 内容 は,利 用 者 に よ っ
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て 千差 万 別 で あ り,そ れを供 給 す る側 で は予 測 で きな い」

とい うこ とで ある。 すなわ ち,デ ー タ作成 者 の意 図 は 「エンコ ーデ ィングにおけ る歪 み 」 に よっ

て,そ の デ ー タ自身が持 つ意 味(固 有 の意 味)と は異 な って来 る。

ア
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の
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また,そ れ を利 用 す る側 にお いて

1.デ コーデ ィング の歪 み

2.デ ー タ内容 の1部 分 のみ を利 用 す る場 合 の ある こ と

5.そ のデ ータ と関 連す る既知 の デ ータ と組 み 合 わせ,推 論 す る こ と

4.そ の得 られた結 論 の中 か ら,適 した ものを選 択す る こ と

とい う過 程 を経 て,そ のデ ータの受 信者 に与 え る意 味(意 味作用)が 得 られ る。 これ は この1～

4の 過程 の差異 によ って,多 くの バライエティ ーが あ り,予 測 する こ とは で き な㌦ このため に,

分 析は,オ リジナ ル ・デ ー タに忠実 で あ り,余 分 な操 作 を加 える こ とは利 用者 に と って ノ イズの

原 因 を造 るこ とに なるか ら である。

次 に,フ ァイル の網 ら性 メ リッ トと,ス ケ ール ・デ メリ ッ トの問 題 があ る。 利 用者 に ど って,

頻繁 に用 い るデ ー タ ・ソー ス(こ れは フ ァイル内 レコ ー ドと言 い かえ て もよ い)と あ まり用 いな

い もの とがあ る。 これ を,利 用す る頻度 の多 い ものか らつ け た順 位 と,頻 度 の相 関 を とる と,次

のグ ラ フのよ うに なる。

これ は,順 位 が 下 が るにつ れ,最 初 激 し く減 退 し,そ の後 同 程度 の頻 度 の ものが数 多 く続 く形

を とる。(大 体50g-10gで 直 線 的)そ して,利 用者 に よ って,デ ータ ・ソー スの利 用頻 度 ・

-25一



第1.5図 デー タ ・ソース の利 用頻 度 とそ の順 位 の相関 グ ラ フ

↑

利

用

頻

度

順 位 →

順 位 は異 な る。 例 えば 化 学 関係 の研 究者 と電子 工業者 で は,ソ ー スの利 用 が全 く異 な る。 そ して

利用 頻度 の高 い そ の 専 門 分 野 自身 の ソース(例 えば学 術 雑誌)励10倍 以上 の他 の分 野 の ソ

ース が,個 々 の ソース 当 りの利 用 頻度 は 少 ないけ れ ど も,デ ー タを供 給 して い る。 そ の傾 向は,

今 後増 大 す る であろ う。

こ の とき,次 の2つ の問題 が起 る。

1.サ ー ビ ス 対 象 を 特 定 ユ ーザ ・グル ープに限定 す る と,そ れ に デ ータを,利 用 頻度 は少 な

く と も供 給 す る ソー スを 収集 し,分 析す る必 要 が あ る。 デ ー タ量 を拡 大 す る とき,利 用 頻度 の

高 いも のか ら(こ れ は経験 的 にわか るた め)収 集 ・分 析す る。 そ して 漸 次 マ ー ジ ナ ル な効 用の

もの に拡大 す るた め,収 集 ・分析 コス トが,利 用 当 りで上 昇 す る。 このた め,パ ー フ ォーマ ンス

当 りの コス トは,ス ケ ール を増 すに つ れて上 昇す るこ とにな る。 これ を 「スケ ール ・デ メリ ット」

と表現 した。

2.し か し,サ ー ビス対 象 を拡 大 す る と,特 定 の ユ ーザ ・グ ル ー プに お いて マ ー ジナ ル であ る

デ ー タ ・ソースが,他 の グル ープにお い て利 用頻度 が高 くな る こ とが あ る。 この こ とを 「網 ら性

メ リ ッ ト」 と表現 し たo

これ は,デ ー タ量 を 増 す ときに,マ ス ト ・パ ーフ ォーマ ンス を落 さ な いため には,サ ー ビス対

象 を も拡 大 す る必要 のあ る こ とを示 してお り・運 営 政策 ・ コス ト分 析 にお い て重要 であ り・ フ ァ

イ ル ・シ ェアを論 ず る上 で もよ く議 論 す る必要 があ る。
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Nフ ァイ ル の構成 と探 索

フ ァイルが情 報 の 流通過 程 の中 で,デ ー タ ・ペ ース と して活動 的 に機能 す るた め には,次 の よ

うな性 質 を持 た ねば な ら な%

].そ の フ ァイル が対 象 とす る個 体 に関 し,新 しい デ ータが 間断 な く発 生 す る とき,そ の属 性

が時間 と共 に変 化 して も,そ の値 をア イ テム ・ヴ ァ リュー として フ ァ イル 内に 表現 で きる構 造 を

も ってい るこ と0

2.質 問 に対 して フ ァイ ルが答 え るため に は,ザ ーチ ァブル ・デLタ とク ェ リー ・デ ー タとが

照合 で きなけれ ば な ら ない。 そ の照 合 を容 易 に す るタグ記 号 の管理 シス テム を もつ こ と。

3.新 しい1次 デ ータの入 力 によ っ て,フ ァイ ルが 容易 に更新 でき る こ と。

4.フ ァイルを管理 す る責任 と権 利 が明 らか に なっ てお り,そ の権 利 または 責任 を痔つ 者 以外

は ファイル更新 が で きない 管 理 シス テ ムを もつ こ も

(注2)
5.他 のフ ァイル とのデ ー タ交換 が可 能 で あ るこ と。 このため には,レ コ ー ドの ア イテム構成

と,各 ア イテ ムに ア イテ ム ・ヴ ァ リュ ーを与 え る基 準 につ い セの標 準 化が必 要 で あ る。 また,活

動 中 の フ ァイル の間 で デー タ交 換 を行 な う場 合 の イン ターフ ェース に お いて,標 準 的文字 セ ッ ト

と記 録 コ ー ド,標 準 的 フ ァイ ル ・フ ォー マ ッ トが 設定 され ていれ ば多 くの,こ れ か ら起 る であろ

うフ ァイル 間 デ ー タ交換 の イ ン タ ーフ エース 設計,更 に そ のネ ッ トワ ーク設計 にお ひ て,技 術的

問題 の大 きい部 分 が解決 で きる。

(注2)こ れ は,単 一 の ジ ョブに 対 『U.て.のみ機 能 す る孤 立 した シングル ・デー タ ・ペ ース

の場 合 は 必要 では な 已 しか し,情 報 の流通過 程 にお い て活動 的 に機 能 す るため には

多 くのジ ョブ に対 し,多 くの フ ァイルが デ ータ ・ペ ース と して働 くこ とが必要 であ る。

或 る時点 にお い て,単 一 の ジ ョブ に のみ働 くファ イルで あ って も,マ ルチ ・デ ータ ・

ペ ース の中 で機 能 す る可能性 を秘 めて いる もの と考 え る こ とが,常 に必要 であ る。

6.デ ータ管理 の シス テ ム を考 え る とき,デ ー タ利用 の仕 組み の変 化(要 求 そ の も のの変 化,

回答 の 編集 や 演算 の仕組 み の成 長 な ど)が 流動 的 で あ る ことを考 え,現 在 必要 な機 能 のみ に対 し

て微 視的 効 率 を高 め るこ と よ りも,シ ステ ム全 体 の生 長を も考慮 した 巨視 的 な効 率 を軸 として考

え る必要 があ る。 特 に,シ ン グル ・デ ータ ・ペ ー スか らマ ルチ ・デ ー タ ・ペ ー スへ,ま た 出力結

果 に更 に よ り複雑 な加 工 ソフ トウ ェア が附加 され る可 能性 などは,常 に起 って来 る問 題 であるか

ら であ る。
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Cl)フ ァ イ ル 構 成 の 技 術

単 一 の フ ァイル を構成 す る技 術 は,ア ル フ ァニ ュー メ リ』ック ・デ ー タに関す るか ぎ りは,現 在

のバ ー ドウ ェア(す なわ ち第5世 代 とい われ る もの)に 関 しては,大 体 整 理 が終 ってい る と考 え

て よい。 センテ ン レア ル ・デ ー タは,そ の デ ー タそ の もの の研 究が まだ未 熟 であ り,ア ナ ログ ・

デー タに関 して もその取 扱 い につ い て の研 究 が進行 中 であ るため,本 質 的 には多 くの問 題 が あ る

が,そ れ を アル フ ァニ ュー メ リ ック化 した ものにつ い ては,同 様 で あ る。

(Dデ ー タ交換 用 プ ア イル

先 ず,.1つ の活 動 中 の フ ァイルか ら他 の フ ァイルヘ デ ー タを 移動 す るた め の,中 間 媒体 とな る

磁 気テ ープ ・フ ァ イル の フ ォーマ ッ トは,大 体 の所,ダ イ レ ク ト リー方 式 の可変 長 形 式 を もつ シ

リアル ・フ ァイルで,記 録 コ ー ドはISO勧 告 をベ ース と した標 準 コー ドに よ る ものに向 う傾 向

が 強 し、 これは,MTに よ る情 報 の交換.販 売 の問 題 であ り,従 来 の 出版 形 式 に加 わ る,強 力 な

コ ミュニケ ーシ ョン手 段 として,重 要 な問 題 である。 最近 の 顕著 な例 と しては,学 術的2次 情 報

サ ー ビス にお い て,印 刷物 と併行 した り,印 届1物に代 わ ってMTに よ る供 給(リ ース形 式 が 多い)

され る ケ ースが多boこ の中 には,デ ー タの供給 のみ も あるが,ソ フ トウェア ・パ ッケ ー ジ も併

わせ て供 給 する所 も多 、b

この 分野 で も米 国 の主 導性 は 歴然 と して お り,米 国内 の デー タ交換 のた めの標 準 化 が進 行 中 で ・

あ る。 例 え ば コ ンピ ュー タの利 用者 の中 での標 準 化運 動 が あ る 。ま た 米 国 の 発 言 に よ り 国

際 的標 準化 へ の働 さ か け も活 溌 であ る。 これ に対 し,わ が国 では,記 録 コー ドに対 す るJISが

が あ るのみ で,標 準 化 の動 きが弱 い こ とは,デ ータ交換 に対 す るイ ンパ ク トが弱 い こ とを示 して

い るが,こ れ は需 要 が 弱い こ とを意 味 しては い ない。 潜在 的 需要 が 顕 在的 な もの に な るた め の 前

提条件 と して,チ ャネ ルが 設定 さ れ てい ない こ とに よ る もの であ り,情 報 現 象 に直 接関 係 してい

る人達 の 間 での,デ ー タ交換 問 題 に対 す る態度 が消極 的 であ る こ とに大 きい原 因 が ある とみ るべ

きであ ろ う。

① 探 索 用 フ ァイル

次 に探 索用 フ ァイ ルにつ い ては,L・ わゆ るIR(Inf・rmati・nRetrieval)の 初 期

に お い て用 い られ た シーケ ン シ ャル ・メモ リーに よ るシ リアル ・ファイ ル時期 を脱 し,ラ ンダ ム

・メモ リーの実 用期 とな った
。 探 索 用ーフ ァイル に要 求 され るフ ァ クター は,

Oフ ァイル ・サ イ ズの コンパ クさ'・ ・

O更 新 に要 す る時間 の短 縮

○質問 当 りの応 答 時 間 の短 縮

○フ ァイル構造 の改善,拡 張 に対 す る柔軟 性
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○プ ロ グ ラ ミン グの容 易 さ

O質 問 頻度(特 に・ピー ク時)に 対 す る措置(プ ライオ リテ ィ,待 ち等)

Oハ ー ドウ ェア構 成 の コンパ ク トさ

な どであ る。 これ らを充 たす ため に,フ ァイル技 術 と して,い くつか の工 夫が な され て いる。

1.ダ イ レ ク ト ・'ファイル構造 の レ コー ドを シーケ ン シ ャル に配置 した もの。

これ は最 も単 純 であ り,更 新,プ ログ ラ ミン グ,バ ー ・ドウ ェア構 成にお い ては有利 で あ るが,

応 答 時間 は長 く,小 規模 の フ ァイル 以外 の実 用的 でない。

2.フ ァイル を イ ンデ ックス部 分 とデ ータ部 分 に分 け,デ ー タ部分 をダ イ レ ク ト ・フ ァイ ル

構 造 とし,イ ンデ ックス部 分 を タグ とデー タ部分 の ア ドレス から成 る インバ ーデ ッ ド ・フ ァイル

で構成 す る もの。

これは応 答時間 を可 成 り短縮 で きる。 しか し,更 新 に お いて イン デ ックス部分 の内 容 を全面 的

に造 り変 え る必 要 が あ る。

5.イ ン デ ッ クス部 分 を リス ト構 造 とす る もの。

タグ記 号 が櫛 型表 現 で き る場 合 には有効 であ る。 更新 も,ポ イン タ ーのお き方 の工 夫 によ って

は容 易 に で きる。

4.相 関 係 数 に よ る フ ァイル分 割法 。

デ`タ 集合 の 中 か ら,あ らゆ るデ ー一夕の対(pair)を とって相 関 係数 を求 め,相 関 の高 いも

の 同志 を1つ の グ ル ープ に ま とめ る。 この とき,こ れ によ って得 られ る各部 分集合 の もの デ ー タ

の 数 を大 体 等 し くな るよ うに分割 す る。 各部 分集 合 の 図心値 を求 め,そ れ をそ の部 分集 合 の呼 び

出 しコ ー ドとす る。 探 索 の ときは クエ リー ・デ ータの値 と最 も近 い 図心値 を持 つ部 分集 合 を呼 び

出 し,そ の部 分集 合 内のみ をサ ーチ す る。 これ は,フ ァイル が相 当 大 き くて も,サ ーチ対 象 を小

..さ くで きる利 点 が あ るが,デ ー タの追 加,削 除 の 激 しい ときは,部 分集合(特 に この図心 値)が

安定 しな いた め,更 新 が む つか し、も

これ ら の種 々 の フ ァイル技 術 につ いて の説 明や 効 率比較にコ(てはこの章末 の文献 を参 照されたレ㌔

フ ァイル の中 で これ らの 各 レ コー ドを メモ リーの 中 に位置 づ け る方法 と しては,

1.ア イ テ ム ・キ ーの 配 列規 則(番 号順,ア ル フ ァベ ッ ト順,ま たは マ ニ ュア ル によ って指

定 され た順 な ど)を 設定 してお き,そ の順 に シーケ ン シ ャル に配置 す る。

2.前 述 と同 じよ うに 配 列規 則に よって 配列 され た アイ テム ・キー に対 しstレ コ ー ドの格納

番 地(お よび レ コー ド長,文 字 セ ッ トな ど)を 示 す ダ イ レ クト リー によ って 配列位 置 を明 らか に

す る。

5,ア イ テム ・キ ー を変換 公 式(中 央二 乗法,折 りたた み法,除 算法 な ど)に よ って格 納 番
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地 に変 換 す る。 この と き,す べ ての ア イ テ ム ・キー に異 なる番 地が与 え られ るよ うに する。

4.ア イテ ム ・キー に対 して同様 に変 換 公 式 に よ って格納 番 地 を一与え るが,こ の とき,い く

つ かの ア イテ ム ・キーに対 して同 じ番 地 を与 え る ことを許 九 この ときは,同 じ番 地 を持 つ ア イ

テ ム ・キ ー(こ れ を シ ノニ ム とい う)の 中 の1つ を正 規 の番 地 に格 納 し,他 は 別 の番地 に格 納 す

るが,そ の処理 には,

a各 ア イテ ムに チ ェイ ン ・フィール ドを とり,次 の シ ノニム の番 地 を チ ェ インす る。

bシ ノニ ムを続 く番地 に格 納 す る。

cシ ノニ ムをすべ て1つ の バケ ッ トの中 に格納 し,全 部 を主 メ モ リーに読 み込ん でサ ー

チす る。

な どの方法 が あ る。

(2}探 索

フ ァイル に対 して質 問 を与 え,求 め る回答 を得 るに は,次 の プ ロセスが 必 要 で あ る。

▲

ー
♪

質問入力 質問編集 プ アイル探 索 回答編集 回答 出力

'

この 中 で,中 心 的 な位置 にあ る フ ァイル探 索 か ら現状 を概 観 してみ よ う。

(1)フ ァイル探 索の技 術

フ ァイ ル探 索 には,5つ の部 分 が あ る。

1.サ ー チ

後述 す る質 問編集 プ ロセス で作成 され た クエ リーー一・デ ー タに対 し,求 め る レ コ ー ドが,U)あ る

か否 か,(2}あ れば どこに あるか を知 る ステ ップ

2.照 合

クエ リー ・デ ー タの ヴァ リュー と,タ グ のバ リュ ー とを比 較 し参 照 して一 致 を 求 め るステッフ'

5.ク エ リー ・デ ータの指 定 す る構 造 を求 め るデ ー タが充 分か 否 か の判 定

Aサ ー チ

サ ーチ には 次 の方法 が あ る。

1.シ ーケ ン シ ャル ・サ ーチ

シーケ ン シ ャルに配 置 され た レ コー ドを,1つ1つ サ ー チす る。 最 も単 純 であ るが,サ ーチ時

間 も最 も長V㌔
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2.2分 探 索法

ア イテ ム ・キ ーの配 列順 序が定 ま って いる場 合,全 ア イテ ム ・キ ーの中央 位置 を求 め,ク エ リ

ー ・デ ー タの ヴ ァ リューが中 央位置 よ り大 きい半 分 に属 す るか小 さい半 分に 属 す るか を判 定 し,

更 に該 当す る部 分 の 中央 位置 との比較 を繰返 して求 め るア イテム に到達 する。 シー チ ン シ ャル ・

サ ーチ に比 して著 し くサ ーチ時 間 を短縮 で き る。

,4

・4

シ ー チ ン シ ァル ・サ ー チ 2分 探 索 法
レ コ ー ド数

最 高 回数 平 均回数 最 高 回 数 平 均 回数

10 10 5 4 5

100 100 50 7 6

1,000 1,000 500 10 9

10,000 10,000 5,000 14 13

一
100,000 100,000 50,000 17 16

1,000,000 toOO刀00 500,000 20 19

亀

・

鯵、

5.ダ イ レ ク ト ・サ ーチ

クエ リー ・デー タの値 をそ の まま求 め る レ・コ ー ドの格 納番 地 としてサ ーチす る。 これは フ ァイ

ル の構造 または質 問 編 集 にお い てそれ が 可能 なよ うに準 備 してお く必要 が あ る。

4.イ ン ダ イ レ ク ト ・サ ーチ

クエ リー ・デ ータの値 を変換 公 式(フ ァ イル構 成 時 に用 いた もの と同 じ公式)に よ って求 め る

番 地 に変 換 してサ ーチ す る。 この とき シ ノニ ムが あ るときは,そ の シ ノニム処理 に合 わせ た サ ー

チ手 順 を工 夫 す る必要 が あ る。

B照 合

ヴァ リュ ー と ヴ ァ リューの 一致 を見 るの に次の2つ の方法 が あ る。

1.完 全 一致 法 ニ グ ァ リュ;を 構 成 す る文 字,数 値,ビ ッ トが,す べ て完 全 に対応 した

とき一致 と判 定 す る。

2.部 分 一致 法:ク エ リー ・デ ー タの ヴァ リューが,フ ァイルの 中の デ ー タの ヴ ァ リュ

ーの一 部 分 と対応 がつ いた とき,一 致 と判 定 す る。

完全 一致 法 のみ で判 定 す る場 合 は,プ ログ ラム的 に は簡 単 であ る。 しか し,数 値 の場合 「頭句

桁 まで一致 すれ ば よい」 とか,文 字 の場 合 「語 幹 のみ →致 す れば よい」 とか,セ ンチ レス をそ の

ま まフ ァイル に収 め た とき,「 特 定 の 地名,ま たは 人名,物 理 名 等 が含 まれ て いれ ばよ い」 とい

う判定 を した い場 合 に は,部 分一 致法 を必要 とす る。 この場 合,次 の5種 が あ る。
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t前 方 一致:「 頭何 桁 の文 字b:一一致 すれ ば よ 已 」 とい う場 合

2.後 方一致:「 デ ー タの後 何 桁 の文字 が 一致 すれば よ ㌧b」 とい う場 合

5.中 間 一致:「 デ ー タの最 初 で も最 後 で も,中 間 で も,指 定 す る文 字 列 が あれば よい。」

とい う場 合。 この場 合,あ ま り単 純 で短か い文 字 を指定 す るとノ イズが起 る。 例え ば,集 積回 路

に関 す るデ ー タを求 め るた め にUIC",同 位 元素 に関 す るデ ー タを求 める ため にttION"な

どを 中間 一致 で照 合 す る と,romanticやc・mmunicatj・nな ど まで回答 さ れ るこ と とな

るo

この部 分一 致 にお い て,一 致 の始 ま るべ き桁数 を指 定 す るこ と も可能 であ る。

C構 造適 合性の 判 断

今 質問 が,

日本 と米国 と西 独 の綿 製 品 と化 繊製 品 につ いて1950年 か ら60年 ま での 製法 高 と輸

出高 を 統計 資料 別 に,資 料 名 と数値 とを リス ト ・ア ップ してほ し、㌔ た だ し,1955

年 のみ は不 要 で ある。

とい うもの であ った とす る。 そ して ファ イルの 中 には,収 録 項 目のそれ ぞれ 異 な る統 計資料 が入

って お り,中 に は 日本だ け の もの もあ り,米 国 と西独 の もの もあ り,綿 製 品 だ け の統計 もあ り,

綿 化繊 の 統計 もあ る と しよ う。 この フ ァイル に対 して,こ の質 問 は,入 力前 に次 の よ うに表 現 さ

れ るo

「tt対象国 ア イ テム))の ヴ ァ リューは 巳米 国"ま た はtt西 独"ま た はtt日 本"で あ り,

かつ,u製 品各 ア イテ ム"の ヴ ァ リューは 。綿 製 品'"ま たはq化 繊 製品s)で あ り,か つ

q年 次 アイテ
ム"の ヴァ リューは,1950よ り大 き く,か つ,1960よ り小 さ く,

か つ,4955で は な い」 とい う条 件 をみ たす レ コー ドの ヴ ァ リュ ーがu綿 製 品"で あ

る 。製 品 ア イ テム"に 続 くu生 産高 ア イテ ム"の ヴ ァ リュ ー とzath出 高 ア イテム"の ヴ 』

ア リュー,お よび,そ の ヴ ァ リューが 。化 繊製 品"で あ るよ うなza製 品 名 ア イテ ム"に

続 く 。生産 高 アイ テ ム"とu輸 出高 ア イテ ム"の ヴ ァ リューおよび 資料 名 ア イテ ム"の

グ ァ リュー を 帆資料名アイテム"の ヴ ァ リューで ソー トして 出 力せ よ

この 「条 件 」 に合 うか否 かが 「構 造適 合 性 」 であ る。 こ の判 定 には,次 の よ うな方法 が あ る。

1.論 理 検索(ブ ー レアン ・ロジ ック によ る集 合 算)

上 の 質 問の場 合 を単 純 に次 の よ うに表現 しよ う。

(Aま た はBま たはc)主2(Dま た はE)」 ±≦2(F.11-12-2k21.S,」 ≡Gよ 一)

か つ(Hで は な い)

この ア ンダ ー ライ ンの部分 を次 の よ うに記 号 で表 現 する。
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④

、4

、

亀

』

また は:

かつ:

では ない:

よ り大 きい:

よ り小 さ い:

十(・r)

・(and)

～(n・t)

〉

<

これ に よ り,質 問 の構造 判 定条件 は

u(
A十B十C)・(D十E)・ 〉/F・ ≦≡G● ～HSJ

とい う論 理式の形 を とる。 これ は 連言標 準 形 であ るか ら,選 言 標 準 形 に なおす と,

(A,D'/>F・x〈G・r'vH)十(A・E・ 〉1F・ ×〈G・ ～H)十(B・D・1>F・ ≦ミG

・～H)十(B・E・
一>F・ 〈xG・ ～H)十(C・D・/>F・ ≦三G・ ～H)十CC・E

・
/>F・ ≦(sG・～H)

となる。

判定 は 各 デ 三 夕の レ コー ド内容 が,こ の構造 と一致 した ときu1"と し一致 しなか った とき

ttO"と い う2つ の値 を と る と考 え
,こ の値 に対 して ブ ー レアン代 数 を適 用 す る。

1十1=1:1・1=1

1十 〇=L1:1・0=エ0

0十1-1:0・1=0

0十 〇=0:0・0=0

この結 果がu1"と なた とき,そ の レ コー ドを回答 編集 へ 転送 す る。

これ はL(A,B)をza1"とuOs'の 値 を もつ 論理函 数 とす る とき結果 にお い て,

L(A・B)=1:フ ァイルの 中 のAで 表 わ さ れ る属 性 の値 を もつ 個体 の集 合 とBで

表 わ さ れ る属 性 の値 を もつ個体 の集合 の共 通 部分集合 を と り出す

こ とを示 して い る。

L(A+B)==1:同 じ くそ れ ぞれAとBと で表 わ され る属性 の値 を もつ個体 の集 合

同志 の和 集 合 を とり出 す こ とを示 して い る。

L(～A)-1:Aで 表 わ され る属 性 の値 を もつ個 体 の集合 の補集合 を とり出 す こ

とを示 して い る。

。(〈〉 。)司:Aで 劾 され る属 性 の値 よ りも大 きい(小 さ い)値 を もつ個 体 の

集 合 を とり 出す ことを示 し てい る。

2.重 みづ け検 索

コン ピュー タ処理 にお い て論 理値 計算 よ りも,加 減 算 の方 が容 易 で あ るため,論 理 検索 を代 用
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す る目的 で用 い られた り,単 な るブ ーレア ン代数 で な く,質 問 項 目に重 み をつ け て回答 を 制限 し

た り,重 み の 高い順 に回答 を配 列 して利 用 を便 利 に す る 目的 で用 いられ る。

原 理 的 には,質 問 式 の各 ア イテ ムに適 当 な数 値 を重 み と して与 え て お き,フ ァ イル 内 レ コー ド

が一致 した項 目に対 し,and,・r.n・t,〉,<の いつ れ てあ って もすで に重み を加 算 す る。

そ して,不 必要 な もの を除 外 す るた め に,加 算 した 結果 に対 し,あ らか じめ 下限 値 を 設定 してお

き,そ れ 以上 の値 を1つ レ コー ドのみ を回答 と編 収 に送 る。 回答 編集 では,重 み の高 い もの か ら

順 に回答 フ㍉ ン トする。 下限 を設定 しなけれ ば,重 み順 に出 力 され た もの を利用 者 が,こ の利 用

時 に重 み を参考 としな が ら用 い る。

5.相 関係 数 とす る親 近率 判定

原理 的 に は,ク エ リー ・デ ー タ とフ ァイル内 デ ー タの相 関係 数 を計 算 し,そ の値 が しまい値 以

上 あ る ものを回 答 と して とり 出す方法 で あ る。 まだ実験 的 段 階 を 出 ない が,SaltonのSMA

RTと い う完 全 自動 化 を 意図 した検 索 システ ムの 中で実 用 可 能 な手 法 に ま とめ られ てい る。

(D質 問 編 集

質 問 が.与え られ た と き,そ の質 問 を入 力 した あ と,フ ァイル探 索に適 した形 に ま とめ る過 程 が

必 要 で あ る。 それ は 次 の プ ロセス を含ん でい る。

1・ 入 力 した質 問 の エ ラー ・チ ェ ック とプル ー フ ・リス ト作成

2.質 問式 の構 成

3.質 問式 の拡 張 ・制限

4.出 力条 件 の指 定

uは 一 応常 識的 な こと であ るか ら省略 する。

{2〕の質 問 式の 構成 は,次 の よ うな要 素 プ ロセスの組 み 合わ せ で あ る。

↑ 質問 の 中の タグ ・コー ドの 桁数 を数 え て,レ ジス タに入 れ る。

これ は照合 過 程 で必要 で あ る。

2.入 力 質問 の論 理式 を変 形 す る。

フ ァイル探 索 にお い て標準形 に直 した り,～(A+B)を ド ・モル ガ ンの定理 を用 い

て ～A・ ～Bに 変形 した方が 都合 の よい とき必 要 で あ る。

3.タ グ ・コ ー ドを,フ ァイル内 レ コー ドの配 列規 則 に 合 わせ て ソ ー トす る。

サ ーチ手 順 を単 純 化 して サ ーチ時 間 を短縮 す るた め に必要

4.タ グ ・コ ー ドを,フ ァイル 内に 出現 す る頻度(こ れ は フ ァイル構成 時 に,タ リー ・リ

ス トと して常 に統計 を と って お く)順 に ソー トす る。

質問 式 が 連言標 準 形 の ときは,頻 度 の最 も小 さい ものか ら探 索を開始 す るのが よ く,
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ρ 、

,4

心

選言 標 準形 の ときは,頻 度 の大 きい ものか ら探策 を開始 するの がよい0

5.予 備 探 索 用質 問式 を作 成 す る。

探 索速度 を短 か くするた め,予 備 探 策 によ って該 当 レ コー ドの範 囲 を狭 めてか ら本 探

索を行 な う方法 を とる場合,前 述 の タグ ・コ ー ドの フ ァイル 内使 用頻度 に よ り,予 備 探

索用質 問 式 を作成 す る。 例 え ば

o質 問式

(A・B)十(C・D)

O各 タグ ・コー ドの フ ァイル内使 用頻 度

A:100

B:20,000

C:5,000

D .:500

とす る と

予備 探 策用賀 開 式

A十D

6.質 問式 の リス ト表現

探策 時 間 を短縮 す るた め,質 問式 を リス ト構造 に表現 す る。 例 えば

o質 問式:

A・(B十G十D)・(E十F)

o各 ア イテム の格 納 番 地:

A:100

B:200

C:500

D:400

E:500

F:600

0リ ス ト構造 －

Aか ら順 番 に フ ァイ ル内 レコ ー ドを サ ー チ し,照 合 す るに 当 って,一 致 をみ た と

き と不一致 の ときの 両 方 につ い て,'次 にサ ーチす べ き番地 を リス トで表現 す る。
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サ ー チ す る コ ー ド 一 致 し た と き 不 一 致 の と き

『A

'

100 200 Reject

B 200 500 300

C 500 500 400

D 400 500 Reject

E 500 Hit 600

F 600 Hit Reject

Hitは そ の レ コー ドと回答 編 集 に移 す こ とを意 味 し,Rejとctぽ そ の レ コー

ドが回 答編集 に移 され ない こ とを示 すc

質 問 式 の拡張 ・佑1限は,シ ソー ラスや用 語管 理 システ ムな どの 援助 に よ って,よ り広 い意 味を

もつ タグ ・コー ドや,関 係 の深 い タグ ・コー ド,要 求 す る数 値 に許 容 範 囲が ある場 合 にそ の範 囲

に質 問を拡 張 した り制限 した りす る必要 が あ る ときの手 続 き であ る。

U}代 入A・B→A'・B

② 追 加A・B→(A+C+D)・B

(3)拡 張A→>B'<C

な どの組み 合 わ せ な る。 この と き,シ ソー ラスや 用 語管 理 の シ ステ ム との,デ ー タの受 け渡 しや

デ ー タ処理 の イ ン ター ・フ ェースの充 実 が必要 であ る。

出力 条件 の指 定 は,回 答 編集 の 方法 がい くつか サ ブ ・シス テ ム と して組 み 込 まれ てい る とき,

そ のサ ブ ・シス テ ム を指定 す る もの で あ る。

⑩ 回 答 編 集

同 時 に何 人か の利 用者 か ら,そ れぞ れ い くつか の 質問 を受 け つ け る場 合,フ ァイル探 索に おい

ては サ ーチ照合 の時 間 を 短縮 す るた め,同 じよ うな質 問 は ま とめ て行 な うし,そ の順番 も必要 に

応 じて組 み変 え て しま う。 そ の ときは 回答 のため に探 索 出力 を,利 用 者毎 に ソー トし,質 問 番号

順 に ソ ー トす る必要 が あ る。 また重 み 順 に回 答結果 を ソー トす る必要 もあ る。 回 答書 の フ ォーマ

ッ トが幾 種類 か あ る と きは,指 定 され た フ ォーマ ットに合 わ せた 出力編 集 を行 な うこ とも必要 で

あ る。 更 に探 索に よ って得 られ た結 果 に対 し,指 定 され た 演 算(合 計,平 均値 の よ うに単 純 な も

のか ら,組 み込 まれ た 複 雑 な計 算 の サ ブ ・プ ログラ ムを 呼び 出 して結果 を 求め る よ うな場 合 もあ

る。)を 行 ない,そ の結 果 を編集 す るこ と も含 まれ る。 そ の出 力 がLPの み でな く,漢 字 プ リン

タ ーとか,マ イ ク ロ ・フ ィル ム出力(COM)の よ うな場合 には,そ れ ぞれ の管 理 システ ムヘ デ

一夕を 受け 渡 す ため の編集 であ る こ ともあ る
。
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デ ー タの出 力 におい て加 工 度 が高 ま るにつ れて,回 答 編 集の シス テ ムは 多 くのサ ブ ・シス テム

の複合 とな り,探 索 システ ム全 体 の管理 ソフ トウェア.を必 要 とす る よ うに なる。

ρ、

・A

このデ ータ加 工 にお い て,フ ァイル側 が 守 らね ば ならぬ 原則 があ る。 それ は

加 工 は ユ ーザ の要求 に よ って行 な う『もの で,ユ ーザの選 択 を保証 しなけれ ば な らな い。

ことで あ る。 フ ァイ ル管 理 者 が ユ ーザ の要 求 に よらず そ の意 志 によ って加 工を石 な うこ とは,情

報 管制 につ なが る もので あ り,情 報 全 体主義 に よる社 会 の コ ン トロールを生 む危 険 が あ るか らで

あ る。

4

C3)プ ロ グ ラ ム 言 語

フ ァイル の構 成 や探 索 の アル ゴ リズ ムは アル フ ァ ・ニ ュー メ リ ック ・デ ー タに関 して♪ 現状 で

は概略 を述 べ て来 た考 え方 の組 み合 わせ で表 現 で きる。 そ の プ ログ ラ ミングに 当 っ て}よバ各機 種.

毎 のア セ ンブ ラによ る もの と,COBOL,PL/1,FSRTRAN,な どが用 い られ る。 ア

センブ ラ によ る もの は,微 視的 効 率 は た しかに 良い が,シ ス テム全 体 が 発展 期 に あ る場 合 は,巨

視的 に見 て コンパ イ ラに よ る方 が 有利 であ る。 また,デ ー タを プ ログ ラム.・パ ッケ ージ をつ けて

供 給 す る場 合,コ ン パ イ ラの必要 が あ る。

しか し,現 実的 問 題 として,ア ル ゴ リズム 自身は あ ま り変 らな い のに,ハ ー ドウ ェア の発 展 や

デ ータ量 の増加 と共 に機 種 の スケ ー ル ・ア ップ を必 要 とした とき,ソ フ ドウ ェアの全面 的書 き直

しを必要 とす る場 合 が あ る。 また,汎 用 言 語 で書か れ てい て も,例 えば供給 を うけ た ものが

COBOL/65で,自 社 で用 い るのがCOBOL/61で あ った りする こともあ る。..

このよ うな問 題 か ら

1、 基 本的 なア ル ゴ リズ ムは大 体 設定 され てい るの であ るか ら,そ れ を最 も扱い や すい フ ァ

イル処 理 用 の コンパ イ ラの 開発

2.基 本 ア ルゴ リズ ム か ら求 め るプ ログ ラムを造 り出 すゼ ネtZ-一夕の開発

が実 際 問題 と して要 求 さ れ る。COBOLは,デ ー タ ・デ ィ ビジ ョン の繁 雑 さ,文 字 ス トリング

の処 理や リス ト構造 の処理 など に難 点 があ り,SNOBOL,COMITは 文 字 ス トリングの処

』
理 は よい が他 の機 能 が弱 く,LISPは リス ト構 造 には よい が他 の機 能が ない。 な ど,現 在 の コ

ン パ イラは フ ァイル処 理 に難 点 があ る。 公 共的 な技 術開 発 の テーマ と して と り上 げ るべ きもの の

1つ で あ る。
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(4)オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム お よ び マ ル チ ・ベ ー ス の 管 理 問 題

日本 で は,バ ッチ処 理 の探 索 プ ログ ラムは実 用段 階 に入 り,コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーも大体,

そ の機 種 に合 った プ ログ ラム ・パ ッケ ージを持 って い る。 しか し,オ ン ライ ンの探 索 プログ ラム

は まだ開発段 階 とみ る こ とが でき る。 この点,米 国 で は実 用段 階 に入 ってい るこ とか らみ て,数

年 の 遅れ が あ る とみ られ る。

フ ァイ ルの探 索をバ ッチ処 理 で,し か も1回 の処 理 で充 分 な回 答 を得 る こ とは,フ ァイル の構

造 や,質 問 の内容 が 複雑 に なる と,実 際 問題 と してむつ か しい。 質 問 を 分 析 し,探 索式 にす る過

程 で,よ ほ ど熟達 した人 間 を必要 とす る。 しか し,こ の人材 の 養成 は,一 般情 報処理 技 術者 訓練

の 中で も,む つか しい 部 分 であ る。

このた めに,あ る程度 の基 礎 訓練 を うけれ ば,シ ステ ムの支持 を うけ て,試 行 錯誤 的 に正 しい

回 答 が得 られ るよ うに,フ ァイル処 理 の システ ムを造 るこ とが望 ま し く,究 極 的 には,フ ァイル

の利 用 者 が,自 分 で フ ァイルに 直接 ア ク セス できる こ とが望 ま しい。 しか し,

1.ハ ー ド的制 約(探 索時 間,フ ァイル ・サ イズ)

2.通 信回 線 の制約(容 量,速 度,使 用料)

か らみて,す べ てバ ッチ探 索 に代 わ る もの で は な く,実 用 可 能性 には限 界 が あ る とみるべ きで あ

る。 そ の条件 は,

1.フ ァイ ル ・サ イズ が 比較的 小 さい こ と。

2.レ スポ ンス 時間 あ た りの コス ト ・パ ーフ ォーマ ンス の良 い こ と。

5.試 行 錯 誤過 程が 有 効 であ る こ と。

この点か らみ て,

O後 述(§7の ネ ットワ ーク)す る倉庫 型 デー タバ ン ク

o有 線 オ ン ライ ンに よ る組織 内 システ ム(通 称 イ ン ライ ン)

○質問 式確 定 ま でを探 索や会 話 形式 で行 ない,簡 単 な メ ッセ ー ジで表現 で きる内容 の みを オ

ン ライン で回答 し,本 格 的 な フ ァイル 内容 の詳 しい 出力 を オ フ ライ ンで別 処 理 す るか バ ッ

チ処理 に回わ し,詳 細 な回答 を あ とで送 る とい う併 用 システ ム

な どが実 用的 であ る。

(i)オ ン ライン ・シ ステ ムの構成

オ ン ライン での フ ァイル処理 は,会 話 形 式 を処 理 す る メイ ン ・プ ログ ラム と,そ れ にょ って呼

び 出さ れ るい くつか の サ ブ ・プ ログ ラムか ら成 る。 メイン ・プ ログ ラ ムは,い くつ か の タス クの

集 合 と,そ の全体 の管理 プ ログ ラムか ら成 る。(第1.6図 参照)

メイ ン ・プ ログ ラムを構 成 す る タス クは,例 えば 次 のよ うな もので あ る。
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1.ラ イ ン ・コ ン ト ロー ル

端 末 か ら 適 宜 入 っ て 来 る文 字 を,メ ッセ ー ジ に組 み 立 て る

2.イ ン プ ッ ト メ ッセ ー ジ処 理

この メ ッセ_ジ を 内部 コー ドに変 換 し,次 に どの タス クに 送 るか を決 定 す る。

裾

・
亀

会 話(質 問)

メ ッセ ージ

会 話 処 理

メイ ン ・プ ロ グ ラム

答

ジーセツ

応

メ

'質'問 解 読 質 問 文 法 ジ
ャー ナル フ ァイ ル 探 索 回 答 編 集

チ ク 出 力サ ブ ・

サブ ・プログラム サフ ・プログラム プ ログ ラム サブ ・プログラム サブ ・プログラム

第1.6図JICSTの 実 験 的 オ ンライ ン探 索 シス テムの構 成

4

5.待 ち行 列 コン トロ ール

次 か ら次 と同 じ タス クに メッセー ジが入 って来 た と き,そ の各 タス ク別に でき る待 ち行

列 を コ ン トロール す る。 この とき優先 順位 も処 理 す る。

4.会 話 開 始処 理 『

入 力 したダ 利 用者 コー ド,仕 事 の種 類,等 をチェ ック し,探 索質問 や 回答 編集 指示 な ど

を受付 け る準 備 をす る。

5.質 問 文処 理

入 力 した質 問 の文 法 チ ェ ックをそ の サ ブ ・プ ログ ラムを 呼び 出 して行 な うた め の処理

6.プ ア イル探 索

質 問 文 を解説 し,探 索指 令 を作成 し,フ ァイル 探索 を行 な うため,そ れぞ れ のサ ブ ・プ

ログ ラム を呼 び 出 して実 行 させ,結 果 を ドラムな ど に格 納 す る処理

Z回 答要 求処 理

回 答要 求 の メ ッセ ージを文法 チェ ック し,探 索 タス クへ送 る処 理

8.回 答 出力処 理

回 答 を編集 し出 力 メ ッセー ジを造 る処 理
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9.出 力 メ ッセ ー ジ処理'

メ ッセ ージを 出力 コー ドに変 換 し,そ れ ぞ れ の端末 に送 るため の処理

1a時 間監 視処理

これは あ くま で例示 であ り,シ ス テ ムに よ っ て,そ れ ぞれ の工 夫が こらさ れ てい る。(第1・7

図参 照)

(ii)会 話 の形 式

会話 は,シ ス テム によ って設定 され てい るい くつか の コマ ン ドの タ イプ ・イ ン と,シ ス テ ムか

らの 回答 によ って行わ れ る。 コマ ン ドの数 と種類 は,シ ステ ムに よ って異 な るが ・大 別 すれ は ・

1.会 話 の開始 や終 了 に関 す る もの

2.探 索 に関す る もの

,質問 式 の入 力,そ の拡 張,定 義 に関 す る ものな ど

3.回 答 要求 に関す る もの

回答 の種類 の指 示,出 力形 式 の 指示 など

4.補 助 的 コマ ン ド

利 用者 が 質問 式決 定 のた め に必 要 な情報 を 出力 した り,会 話進 行 中 の途 中 の結果 を記 憶

させ,必 要 に応 じて出 力 させ た りす るの に用 い る。

この 会話 の進 行過 程 の例 は 第1・8図 を参照 されたい。
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第1.7図

端 末 タ ィ ブ

ブ イ タ

JIσSTの 実 験 的 オン ライ ン探 索 システ ムの タス ク構成 一

端末 タイプ 端末 タ イプ 端 末 タ イブ

フ イ タ フ イ タ フ イ タ

出力 メ ッセー ジ

処 理

ブ イ ン

コ ン ト ロ ール

端 末 タイ プ

フ イ タ

イ ン プ ッ ト ・メ プセ ー ジ処 理

待ち 行 列 コ ン トロ ール

端末 タイ ブ

フ イ タ

質問文処理

時 間 監 視

回答要求処理

㍊
格

仲
.

本

方

端末 タィ ブ

フ イ タ

回 答 出 力 ・

処 理

出力 メッセ

ー ジ 処 理

詳細な回
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第1.8図JISTの 実 験は オ ン ラ イン探 索 ジス テム の会話 例
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Vセ ンチ ソ シア ル ・デ ー タお よび

ア ナ ログ ・デ ー タの処 理 技 術

アル フ ァ ニ ュ ー メ リ ック ・デ ータ につい て の技 術 を 中心 に,フ ァイル処理 技 術 の現状 を紹介

し㌔ これを み て もわか るよ うに,セ ンチ ソ シアル な情 報 も,現 在 の 所,「 文 字 ス ト リン グ」 と

み な して(シ ソ ーラス の 援助 は うけ る として も,「 文字 ス トリン グの 照 合 」に よ り処 理 してい る。

これ は 「文 の意 味 」 によ る処理 では ない。

セ ンチ ソ シア ル ・デ ー タの処理 は,究 極 的 には,「 そ の意 味 す る内容 が質 問の意 味 す る内 容 を

み たすか?」 の レベ ル に到着 しなけ れ ば な らない。 しか し,そ の レベ ル に到 達 す る道 は,長 い の

であ る。

あ

・

'
鼻

(1)文 法 理 論,機 械 翻 訳

文法 理 論 は,若 き天 才 とい われ るN.チ ョムス キーの 提出 した革 明 的文 法 論 に よ り,1950

年 以後,急 速 な発展 を 見せ た。 これ は,

1.文 法 を,生 成 規 則 と変 換 規 則の 有 限 な集 合 とみ な し,演 繹 的 体 系 に まとめ る。

2.人 間(で な くと も言 語 を 用 い る主体)が,自 己 の表現 した い内 容 を 乍深 層構 造 」 の表記 法

の中 で表現 す る と考 え る。 そ の とき の規 則 が生成 規則 で この 段階 を句 構造 レベル と呼ぶ

5.深 層構 造 の 表現法 で把 え られた ものを 日常 の コ ミュニ ケ ーシ ョン で用い られ る表 層構造 の

表記 法 に変換 す る。 この ときの規 則 が変換 規 則 で;こ の段 階 を変 換 構 造 レベ ル と呼ぶ。

4.意 味の問 題(Semanticsの 領 域)は,こ の文法 的 シン タ ックス の解 明 の次 のス テ ップ

と して把 え る。

とい う考 え方 であ る。 これ を 一般 に 「変換 文法 理 論 」 と呼 ぶ。

センチ ソ シアル ・デ ー タの処理 は,こ れ の逆 ス テ ップを 踏み

白

とい う形 を とる。 この表 層構造 の分析 は 「構 文 解 析 」 と呼 ば れ,機 械翻 訳 の プロ グ ラムの中 では

何 らか の形 で行 わ れ てい る。 しか し,現 在 の構文 解 析 法 では文 法 的 には正 し くて も,意 味的 に は
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ナ ン セ ンス な解 析結 果 や,1つ の文 が 幾通 り もの意 味 に対 応する多くの 構造 に解析 できることによる。

SynracticAmbigui.tyを 避 け られ ない。 これ が機械 翻 訳の実 用化 を妨げ てい る。

この構 文 解 析技 術は,欧 洲系 の国 語 につ い ては,実 用 レベ ルの解 析 シス テムが い くつか発 表 さ

れ てい る。 しか し,日 本 語 に つ いては,日 本 語の文 法 が チ ョムス キ ー流 の変 換 文法 的 にま とめ ら

れ てい ない ため,実 用 レベ ルの構 文 解 析 シス テ ムが まだ 生 まれ てい ない。

オー ソ ドックス な変 換文 法 が

S→NP十VP

の形 の,「 書 き替 え 規則 」 の集 合 で あ るの に対 し,構 文解 析や,語 の ス ト リン グの パ ー シング に

便 利 なよ うに,集 合 論的文 法 や ネ ットワー ク型文法 など も発 表 され て い る。

表層 構造 か ら深 層構 造へ の逆変換 に つい て も,種 々 の研 究が進 め られ てい る。 マ ッコー レイや

ウ ッズ達 は,述 論 論理 式 の構造 を深 層構 造 の表 規法 に用 い る可 能性 を検 討 しそ れ を ウ ッズ は簡 単

な モデ ル で質問応 答 システ ム に利 用 してい る。

日本 では,機 械 翻 訳 の研 究か ら出 発 して,電 子 工 学者 の方か らの言 語へ の接 近,そ れ に刺戟 を

うけた言 語 学者 か ら言 語の機械 的処 理 問題 へ の接 近 が み られ るが,そ れ らの 部分的 研 究 を統合 す

る プロ ジ ェ ク トや充 分 な予 算 の支 出 がない た め,研 究の 進み 方が 欧 米,特 に米 国 に比 して遅れ を

示 し てい ξb日 本 で の代 表 的 な もの をあ げ る と,

電 子技 術総 合 研 究所

京 都 大 学 工 学 部

九 州 大 学 工 学 部

国 立 国 語 研 究 所

東 京 女 子 大 学

日本科学技術情報センター

情報基礎研究室

坂 井 研 究 室

栗 原 研 究 室

水 谷 研 究 室

資 料 部

な どが あ り,意 見 交換 の場 として,情 報処 理 学 会のComputati・nalLinguistics委

員 会が あ る。

機械 翻 訳は,世 界 で もまだ実験 段 階 とい え る。 日本 に も,電 子 技 術総 合研 究所,京 都 大学 坂井

研 究室 な どに実験 システ ムが あ る。 最 近,原 子 力 関係 の国際 機 関,EURATOMで,翻 訳 サ ー 。

ビスに実 用 してい る例 が あ るが ,ま だ実 用試 験 とみ なす べ きで,普 及 の段 階 では な い。

(2)自 動 分 類,自 動 索 引,自 動 抄 録

フ ァイル に構 成 の中 の,分 析 ・評価 の手 続 きを 自動 化 しよ うとす る試 み は,ル ー ンの 自動 抄録

の試み を出発 点 として,主 と して米 国 で精 力的 に行 なわ れ た。 この系 統の 米 国で の努 力は,機 械
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翻 訳 が言 語理 論 を基 礎 とす るの に対 し,主 として統 計理 論 を用 いた。 ・

ル ーンの試 みは"a"uof"t'the"等 の意 味 そ の ものを担 わ ない 語 を除 き,語 が文 献 の

の 中 で使用 され る頻度 か ら 「重要 語 」 を とり出 し,そ れ を密度 多 く含む文 を 「重要 な文 」 とす る

とい う基 本 的考 え方 に立 ってい る。

この種 の 考 え 方が,自 動 分類 や 自動 索引 に も導入さ れ,同 じ標 題 に表 わ れ る語 の 共 出現 頻 度 に

よ って語 の関連 係数 を求 め る考 え方 も生 まれ た。 更 に因子 分 析法 の 導入,数 量 化 理 論 の導入 な ど

多 くの手法 を用 い て,こ の種 の研 究 が進 め られ てい る。

しか し,ま だ実験 的研 究 の域 を 出ず,言 語 現 象 を確 率過程 とみ る理 論 形成 も,ま た実 用 に 足 る

成果 も見 出 され てい ない。 これ は,人 間が,内 容的 に似 た もの を グ ルー プ した り,相 違 点 を 識別

す る働 きは,図 形 や音 声 の認 識や 識 別 よ りもは るか に高 度 な働 きで あ り,「 思 考 パ ターン」 の分

析 と等 価 で ある こ とに よ る。

日本 で,現 在 この種 の研 究 を行 なってい る のは電子 技 術総合 研 究所,日 本 科 学 技 術情 報 セ ン タ

ー などが あるが,充 分 な研 究資金 や 研究 環境 が ない た め全般 的 には 低調 であ る。・

員

・
タ

(3)質 問 応 答 シ ス テ ム,事 項 検 索

MISな どで,記 録文 書 や 管理 文 書 や契 約 書 のX大 な フ ィイル の中 で,今 議 論 してい る問 題 に

直接 関係 の ある記述 を,そ の ま ま と り出 した り,何 らか の質 問 を行 な うと,フ ァイル の 中 にあ る

い くつ か の レコー ドを組み 合 わ せ て推 論 を行 ない,そ の答 を回答 して来 る シス テ ムは,潜 在 的要

求 と して相 当高 い もの で あ る。

フ ァイルの 中 から関 係 の あ る記述 そ の ものを と り出す のを事項 探 索 と呼 び,推 論 過 程 を経 て答

えを 出す システム を,質 問応 答 シス テム と呼ぶ。

これ に対 して,米 国 では,文 の構 文 分 析技 術 の発 展 の1つ と して,地 道 な研 究 が あ り,日 本 で

は 日本科 学 技 術情報 セ ン ター に,基 礎 的 な研 究 が あ る。

米 国の例 を あげ る と,ハ ー バ ー ド大学 の ウ ッズ がUAirportguide"と い う実験 場 面

を と り,

,「 フ ラ イ ト#JLOO5の 飛行機 は,羽 田 を,4971/7/1/10:00に,サ ン

フ ラン シス コへ発 ち,1971/7/1/7':OO'va着 く」

とい う文 を,

LEAVE(JLOO5,HANEDA1971/7/1/JlO:00;

.'・SANFRANCISCO1971/7/1/7:00)

とい うよ うに表 わ丸 この よ うな表記 法 で,種 々 の飛行機 の発着,経 由地,そ の 日時 を表現 し,
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こへ・

フ ァイル に収 め る。 この外,種 々の 空港 内 の案 内情報,料 金,サ ー ビス内容 等 を,フ ァイル に格

納 す る。 そ して,予 想 され る質問 と,そ れ に対 す る回答 を考 え・ それ を導 び く推 論 アル ゴ リズ ム

を用 意 す る。 ・ ・

これ に対 し,「 個 月何 日にA地 に 寄 り,個 月何 日何 時 ま でにB地 に行 き・ そ こを何 月何 日の午

前 中 に発 って,同 日の何 時 まで にC地 に着 くには,ど の経 路 で,そ れぞ れ何 の 飛行 機 に乗 れ ばよ

いか?」 とい う質 問 を 出す と,そ の可能 性 を調 べ て,必 要 情報 をすぺ て出力 して来 るとい う実 験

シス テム であ るガ

これ は場 面は 単純 であ るが,

Pred.icate(Augment1,Augment2… ……)

とい う形 に文 を変換 す る考 え方 の 中に は,文 の深 層構造 を,述 語 論理 式 の形 で表現 す る基 本的 考

え方 が あ り,日 常 文(表 層 構造)の それ によ る表記 の妥 当性 を調 べ るモデル と して,簡 単 な実 用

可 能 な システ ムで実 験 してい るの であ る。

この程 度 の もの で あれ ば実 用可 能 であ り,日 本 で も,こ のよ うな程度 の システ ムを実 用す るな

らば、そ の 一 応の シス テム構成 は 可 能 であ る。 しかし,こ の奥 にあ る基 礎研 究 にお い て・ 日本文

法 の未 整 理 で ある こ とが,よ り複雑 な シス テムの実 現 にお いて障害 となる こ とは,残 念 な がら認

め ざ るを得 な い。

`

(4)ア ナ ロ グ ・ デ ー タ の 処 理

アナ ログ ・デ ー タの伝送 におい ては,フ ァク シ ミル,写 真電送,TV電 話 な どが あ る。 又,電

送 技 術 に おい て走 査密度 が上 り,マ イク ロ ・フ ィル ムの電 送 も実験 室 的には 完成 してい る。 この

系 統 での問 題点 は,写 真 や全 面 が色彩 や濃 淡 の 階調 の あ る デー タで ないか ぎり,文 書 や図 面 にお

い て,情 報 の 乗 ってい る,文 字 や線 が 黒 く印字 され てい る 部分が 少 な く,白 い部 分が 圧倒 的 に 多

い。 この冗 長 度 を減 ら して,伝 送 容 量 を増 す ことで ある。

ア ナ ログ ・デ ータの コン ピュータ処理 は,現 在 の所,一 度 デ ィジ タル情報 に変換 しなけ れば な

らない。 そ の常 識 的方 法 は,OGR,ラ イ ト ・ベ ンで あ るが,今 後 の 問題 としては,可 干渉 光

(レ ーザ ー光 な ど)を 利用 した光学 的情 報処理 技術 とエ レ ク トロニ クスの結び つ きであ る。
、

この 中で,ホ ログ ラムの利用 は魅 力的 で あ ㌔ 特 に,立 体 像 の取 扱い,5原 色 に分 け た色 彩像

の取 扱 い が,フ ィルム上 の小 さい セル上 での,感 光 ・非 感光 のbinaryな デ ータ に変 換 で き る

点 で興 味が あ る。 ホ ログ ラムを利 用 して,手 書 き図形 の コア上 へ の入 力は,日 本 電気 眠 が発 表 し

てい るが,そ れ か ら の発展 が期待 さ れ る。 特 に,光 学 的 情報 処理 技 術を利 用'して,部 分的 図形 情

報 か ら オ リジナ ルの 復 元や,小 さ な模 型 か ら プ レス原 型 の作図 な どを コン ピ ュー タ処理 す る技 術
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な どは,ア ナ ログ ・デ ータの フ ァイル格納 や とり出 しに 応用可 能 で あ る。

出 力系統 では,入 力や 処理 と異 な り,技 術的条 件 が簡 単に なるた め,多 くの実 用 化 が行 なわれ

て い る。 その1つ はCOMと い われ るマ イ ク ロ ・フ ィルム出 力 で ある。 それ と並 ん で,日 本 語特

有 の,漢 字 カ ナ とい う,多 字 穂 高分 解能 を要す る文 字 の処理 であ る。

漢字 穿孔鍵 盤 によ りパ ンチ で入 力 し,フ ィル ム上 の字母 を電 子工 学的 に走 査 してCRT上 に出

力 す るGEM3800シ ステ ムは 日本科 学技 術情 報 セ ン ターで最初 に実 用 し,そ の後 数 カ所 で実

用 してい 奄 これ に対 し,こ れ よ りは機 能 は 少 し落 ち るが,高 千穂 交 易 認の 漢字 出 力 シス テ ムが

発 表 され てい る。

米 国 で も漢 字 プ リン ターは研 究 され て お り,ア ナ ログ形 の まま字 母 を入 力 す る と,そ れ を コア

上 に記 憶 し,入 力原 稿 のデ ィジタル信 号 によ って字 母 を コアか ら とり出 してCRTに 出力 す るR

CAのVIDEOCOMPが,漢 字 プ リンタ ー と して最 も実 用 的 であ る。 そ の他,多 くの実 用 シ

ステ ム,実 験 シス テムが あ る。 例 え ば,光 線 又 は 電子 線 を量子 光 学的 に又 は 電磁的 に偏 向 させ る

こ とに よ り,CRTや 感 光面 に文字 を 画かせ る システ ムの よ うな,特 定 の字 種 に限 らない方法 な

・ど も現 われ てい る
。

ア ナログ ・デ ー タの フ ァイル と,直 接 探 索 す る システ ム と して は,フ ィル ム上 に,ア ナ ログ ・

デ ータ と,そ の探 索 タグを(黒 白のbinaryコ ー ドで)写 し込 んで お き,タ グ でデ ー タを探 し

見か った ものを す ぐプ リン ト.する シス テ ムが あ る。 現在 市販 され てい る もの では,イ ース トマ ン

・コダ ックのMIRACODESystemが 代 表 的で あ る
。 こ れは,プ リ ン トされ た ・・一 ドコ

ピーを ユ ーザ に手渡 す か郵 送 しなけ れば なら ない
。

オ フ ライ ンでは,種 々の可能 性 が ある。 この 中 で実 用的 に問題 とな る のは,相 当量 の1次 デ ー

タを フ ィル ム上 に記録 して,あ らか じめユ ーザ に送 っ て しま う。 デ ー タを必 要 と した とき
,そ の

質 問 に対 して探 索を 行 ない,そ の該 当レ コー ドの,フ ィル ム上 ア ドレスを回 答 しユ ーザ がそ のレ

コー ドを フ ィルムか ら と り出す 方法 で あ る
。 これは,ユ ーザ の数 が多 く,フ ィル ムの 配 布量 が多

くな る と,超 マ イ ク ロ ・フ ィル ムが有 利 であ る。 これは 富 士 写 真 フイルムKKの 超 マ イ クロ ・シス

テム,NCRのPCMI(Photo--CromicMicro-Image)が 利用 可 能 で あ る
。

'
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VIネ ッ ト ワ ー ク

{

.へ

●

フ ァイルを,情 報 の 流通過 程 の中 で考 え る とき,フ ァイル単 独 では機能 し得 ない。

1.収 集 端末 お よ び提供 端 末 との結 びつ き

2.フ ー7イル間 の結 び つ き

が必要 とな る。 この結 びつ きを以 下 で ネ ッ トワーク として把え る。 この際,通 信 回路 に よ るオ ン

ライン ・ネ ッ トワー クのみ で な く,デ ー タ交 換 用 ファイ ルを経 由 す るオ フ ライ ンの結び つ き も考

慮 す る。 このため,こ こでの ネ ットワー クは,情 報 流通 におけ る機 能的 ネ ッ トワ ー クで あ る。

今,以 下 の もの を ノ ッド(node)と す ると き,

ア 一 夕 ・ソース

収 集 端 末

ファ イル ・シス テ ム

提 供 端 末

ユ ー ザ

s

㏄

F

鯉

U

そ して,各 ノ ッ ドの 間 でデ ー タの 移動(オ ン ライン であれ,デ ー タ交換用 フ ァイル を通 してで あ

れ)が ある とき,移 動 の方 向に 向け て矢 印

A→Bノ ッ ドAか らBへ の移 動

A← →Bノ ッ ドAとBの 間 での相 互移 動

をつ け る と,ネ ッ トワ ークは方 向性 を もつ グ ラフ(又 は トラン ジ シ ョン ・ネ ッ トワ ーク)と して

表現 さ れ る。(た だ し,方 向 性 が ど ちら で もあ り得 る ときは,矢 印 をつ けず に 表現 す る こ と とす

る。)

日
(1)ト リ ー(樹 型)ネ ッ トワ ー ク と メ ッ シ ュ(網 目)ネ ッ トワ ー ク

以後 の議 論 にお い て,ネ ッ トワー クを樹 型 の構 造 を もつ トリー と,網 目の構 造 を もつ メ ッシ ュ

の2つ に類 型化 して扱 か う。

ト
」| メ ッ シ ュ
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又,次 の場 合 も複合 ト リー と して扱 う。

》

♪

複合 トリー

メ ッシ ュの場 合,す べ ての ノ ッド間 に 連結 の ある場 合 を完全 な メ ッシュ,そ れか らい くつか の連

結 が取除 か れた場 合 を不完 全 な メ ッシュ と呼ぶ

完 全 な メ ッシ ュ 不 完全 な メ ッシュ

トリー ・ネ ッ トワー ク の利 点 は

1.構 造 が簡単 で あ るた め,設 計 ・構成 ・維持 が容 易 で あ る。

2.事 故 の発見,事 故原 因 の 究明 が容 易 であ る。

3.発 信(デ ータ供 給)主 導 型 の ネ ッ トワー クに最 適 で あ る。

4.多 数 の ユ ー ザか ら の要 求 が,シ ングル ・デ ー タベー スに よ って み た され る場合 に有 効 で

あ る。 一

しか し,欠 点 として は

1.'「 根 」 とな る ノ ッドと 「葉 」 とな る ノ ッ ドの間 には1本(中 継 ノ ッドを 経 由す る と して

も)の チ ャネ ル しか な く,そ の容量 を 越え る と通 信不 可 能 とな る。

2.同 一 チ ャネル上 に あ るノ ッ ド間 の通 信 は容 易 で ある が,他 の ノ ッドとの通 信 には多 くの

中継 ノ ッ ドを経 るた め,通 信効 率が よ くない。

5.「 根 」に近 い所 で チ ャネル に事故 が あ る と広 い 区域 に対 し通 信不 能 とな る。
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4.1つ のフ ァイ ル が事故 でつ ぶ れ た場 合,致 命的 打撃 を うけ る。

これ に対 し,メ ッシュの利点 は,

1.あ らゆ る ノ ッ ドが直 接 に 通信 できる。

2.ど こか のチ ャネル が事 故 に あ って も,オ ーバ ーフ ロー して も,必 ず他 の チ ャネルを通 し

て の通 信 が可 能 で あ る。

5・ ユーザ が多 角 的 な要求 を持 ち,シ ン グル ・デー タベ ース では みた し切れ ない とき有 利 で

ある。

4.い くつか の,オ ブテ ィマ ムな オ ーバ ー ラ。ブ を もつ フ ァ イル 間を メ 。シュで結 ぶ こ とに

よ り,1つ の フ ァイルが事 故 でつ ぶ れ た場 合の危 険 を 吸収 でき る。

これ に対 し欠 点 と しては,

1.ネ ッ トワー クの設計,構 成,維 持 が 複雑 とな る。'

2.ど こかの チ ャネル に事故 が起 って も,通 信 は保 持 で きるた め,モ ニ タ リング の システ ム

が 強力 で ない と,事 故 の発 見 ・対策 が 遅れ る危険 性 があ る。

以上 のよ うに,ト リー と メッ シュは 利点 と欠 点 が相 反 してお り・実 際 の ネ ッートワ ークは この 両

者 の併用 とな るb

¶

f4

(2}ク ラ ブ 型 ネ ッ トワ ー ク

この クラ ブ型 とい うのは,デ ータ ・ソース とユ ーザ ーが同 じで あ るよ うな集 団の 中 で フ ァイル

が利用 され る場 合 をい う。 ソー スで あ りユ ーザ で あ る集 団 が,フ ァ イルを通 して ク ラ・ブを形成 す

る と考 え る。

これ は,従 来 の マス ・コ ミュニケ ー シ ョン では 実現 しなか った,メ デ ィアム ・サ イズの コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン とい う観 点 お よび,フ ァイルを 通 して形成 され るコ ミ ュニテ ィとい う観点か ら,今

後 の社 会 の あ り方 に示 唆 を 与 え る もの と して興 味 のあ る場 面 で あ る。

この場 合,フ ァイル ・シス テ ムに フ ァイル構成 お よび 探 索 ソ フ トウ ェアが あ り,利 用者 は デ ー

タ入力 と質 問入 力 す る ことに よ っ て回 答 を得 る。F

この場 合 は フ ァイ ル ・シス テ ム と利 用者 間 に ト

・一齢 があ・.・ の例・しては,・ ・一ス・ 絃 イノ繁

ン ・ク レ ジ ッ ト ・ビ ュ ー ロー,バ ン カ ー ・レ ー

モ 一 社,パ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ 社 な ど が あ げ

られ る。
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(3)倉 庫 型 ネ ッ トワ ー ク

この場 合 は,利 用者 は 自分 のデ ー タを フ ァイルに預 け てお き,そ れ を 自分 で と り出 して利 用 す

る場 合 で,フ ァイルが倉 庫 業的 な形 態 を もつ。 この と き,利 用 ソ フ ト ウェアが,

A利 用者 自身 が持 つ場 合

Bフ ァイル側 で種 々の ソ フ トウ ェアを用 意 してお き,利 用者 が必 要 に応 じて ソフ トウェア

と呼 び 出 して利用 す る場 合

に分 け られ る し,ま た フ ァイル 自身 が

C利 用 者が 自分 で入 力 したデ ー ダしか利用 で きない場 合

D多 くの利 用者 の入 力 した デー タを,フ ァイル間 で交 換 し共 同.でき る場 合

が想定 され る。 このB・Gの 組 合 わ せ の例 と して,日 本 電電公 社 の科 学 計 算 サ ー ビス ・シス テム

が あ る。

,

'

A・C

プ ア イ'ル

B・C又 はB・D

フ ァ イ ル

A・D

プ ア イル

ソ フ

ウ ェア ・

シ ス ァ ム

●

ら
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{4)デ ー タ ・ ソ ー ス と フ ァ イ ル の ネ ッ トワ ー ク

デ ー タ ・ソース ≒ユ ーザ は一 般 に は異 な る もの であ る。 その とき,デ ー タ ・ソース とフ ァイ ル

は・一 般 的 には ・ トリー連結 を す る。 この と き・収集 端末 と2次 デ ー タ化 機能 の 配置 に よ
って,

い くつ か の変 形 が あ る。

4

fA

フ ァ イル

ノ

2次 デ ータ化

一

収 集

ソ ー ソ ー ソ ー

A

1
.一

プ ア イ ル

●

2次 デ ー タ化 2次 デ ー タ化 2次 デー タ化

収 集 収 集 収 集

ソ ース ソ ース ソ ー ソ ー ソ ース ソ ース ソ ース ソ ー ソ ーヌ

B

4

爪

A:

B

フ ァイル に直結 す る収集 端 末 と2次 デ ー タ化機 能 に ソー スが トリー連 結 す る場 合。 こ

れ の例 は数 多 くあ るがJICSTな どはそ の最 も良 い例 であ る。 、

分 類 した 収集 お よび2次 デ ー タ化機 能 に ソースが トリー連 結 し,そ の 収集,2次 デ ー

タ化機 能 が フ ァイル と トリー連結 す る場 合。ChemicalAbstractServi-

ce(CAS)や 原 子 力文 献 の 国際的 情報 シス テ ムであ るIntenati・nalNtt--

clearInf。rmationSystem(INIS)な どが この例 で あ る。1
、NIS

の場 合 は 各 国 に収集,2次 デー タ化の セ ンタ ーを お く計 画 で プ ロジ ェク ト.を進 め て い

る。CASは 現 在 の所 は 各 国の個 人 単位 の抄 録作成 協 力者 を収 集 お よび2次 デ ー タ化

端末 としている力槻 在INIS同 様洛 国に入力および出力(弦 担 繍 サービ

ス)の 地 域 セ ンタ ー(欧 洲 に2ヵ 所,東 南 ア ジアに1ヵ 所 等)を お き,
,全 世界 を結 ぶ

ネ ットワー クを 形成 す る計 画を も ってい る。

⑤ フ ァ イ ル と サ ー ビ ス 端 末 と ユ ー ザ の 間 の ネ ッ トワ ー ク

フ ァ イル とサ ー ビス端 末 の間 も一般 には ト リー連結 で あ る。 この場 合,サ ー ビス端末 が,サ ー

ビス用 フ ァイル を持 つ場 合 と持 た な い場 合 で,技 術 的 には 大分異 な る。

一・一'51一
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(i)サ ニ ビス 用 フ ァイル を持 た な い サ ー ビス端末

この場合,サ ー ビス 端末 は

1.要 求 の 受付,フ ァイルへ の 伝送

2.回 答 の 受領,要 求 者へ の伝送

の み であ る。 こ の フ ァイ ル,ユ ーザ との ネ ッ トワー クは,ト リー であ る。 フ ァイ ル,サ ー ビス端

末 に 分業 が成 立 す る ときは,複 合 ト リー とな る。

'

プ ア イ ル プ ア イ ル フ ァ イ ル

(芝 一ビス端末⊃(サ ービス端末り Gナ ービス端末)

(ユーザ)ピ ーり G－ の(三 一つ(≡ 一∋

ρ

b

(IPサ ー ビス用 フ ァイル を持 つ サ ー ビス端末

これ は,自 分 では収集,フ ァイル構成 機 能 を持 たず フ ァイル の供 給 を うけ て 自分 の所 に サ ー ビ

ス用 の フ ァイルを持 ち,そ れ によ って 自分 の持 つユ ーザ にサ ー ビスす る。 これ も フ ァイル を持つ

点か らデ ータバ ン クの一 種 で あ る。 最 近,マ シン ・リーダ ブル形 式 で の デ ー タ供給 が多 くな って

お り,こ の種 のサ ー ビス が 日本 で も数 多 く生 まれ る可能性 が あ る。 例 え ば 紀伊 国 屋書店 の科 学技

術文 献 に対 す るSDIサ ー ビス な ど}t,,こ の最 もよい例 であ る。

サ ー ビス用 フ ァイル には,2つ の考 え方 が でき る。 も

1.供 給 さ れ る フ ァイルが い くつか あ り,そ の間 で フ ォーマ ット,タ グ ・コ ー ドが標 準 化 さ

れ てい ない とき,そ れ らを共 通 のハ ー ド ウェア と探 索 ソ フ トウェア で処理 す るた め,フ ォーマ ッ

ト ・コンバ ー ジ ョンを 行 な うが,タ グ ・コー ドの コ ンバ ージ ョンは 行 なわ なぬ この ときは,フ

ォーマ ットは 統一 され てい るが フ ァイル の内 容 は,い くつか の フ ァイル の共存 で成 立 ってお り,

ユ ーザ か らの質問 を,そ れ ぞれ のサ ブ ・フ ァ イル向 け の質問 に分解 し,出 力 結 果を ま とめ る必要

が あ る。

2.フ ォー マ ットの コンバ ー ジョン と共 に タグ ・コー ドの コ ンバ ー ジ ョン も行 ない,供 給 さ

れた異 種 の フ ァイルを,1つ の フ ァイル に統 合 す る。 この と きは.タ グ ・コー ドの コ ンバ ー ジ ョ

ンに あた り,シ ソー ラス の コンバ ー ジ ョンを必要 とす る。 シ ソー ラスの コ ンバ ー ジ ョンの問 題は

今 の所 まだ実 用 レベル で 解決 さ れて い る とは言 えな い段 階 であ る。

(1)と(2)を比較 す る と,観 念 的 には 統 合 ファ イルの 方が す ぐれ てい る と思われ る。 しか しフ ァイ
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第1.9図 多 種 共 存 フ ァ イ ル

ソ ー ス

フ ァ イ ルA

ソ ー ス

フ ァ イルB

ソ ー ス

フ ァイ ルC

Ψ Ψ r

フ ォ ー マ ッ ト
A.

コ ン バ ー シ ョン

フ ォ ー マ ット

コ ンバ ー ジ ョ ン

フ ォ ーマ ッ ト

コ ン バ ー ジ ョ ン

'

、,↓ ↓

セ レ ク シ ョ ン

'

セ レ ク シ ョ ン セ レ ク シ ョ ン

＼, r /.
サ ー ビス 用 フ ァ イ ルA' B' q〃

'`▲A

.▼ 冒

フ ァ イ ル 探 索 ソ フ ト

▼

質問式化 質問式化 質問式化

↑ /
質 問 受 付 回 答 伝 送

/↑ ＼ /イ2こ/

＼
ユ ー ザ ユ ー ザ ユ ー ザ
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第1・10図 統 合 さ れ た サ ー ビ ス 用7ア イ ル
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コ ン 八 一 シ ヨ ン
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、
ザ

ソ ス

フ ア イ ル

フ 。=マ 。 ト

コ ン ハ ー シ ヨ ン

タ グ ・ コ ー ド

コ ン バ ー シ ョ ン

セ レ ク シ ョ ン
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ス
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ビ

フ

一

合

サ

統

フフ イル探 索 ソフ ト
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質 問 受付
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ル ・サ イズ が大 きくな り,サ ー チ時 間 が増 加 す る こ とを考 え る と,必 ず しも有利 で な く,特 にオ

ン ・ライ ン ・サ ー ビス の場 合 に実 用 不可 能 に な る可 能性 が あ る
。

共 存 フ ァイル を用 い る例 では 紀伊 国屋 書店 のSDIサ ー ビス,ま たJIC'STd)国 際的 な2次

デー タMTの 導入 の最初 の ステ ップな どが あ る。 この両者 の比 較検 討 を してい6例 では,米 国 の

国立農 業図書 館(NAL)が,シ ステ ム分 析 を行 な ってい る。

(6)フ ァ イ ル 間 ネ ッ ト ワ ー ク

あ らゆ る 目的 を みた す シング ル ・デ ー タ ・ペ ースは あ り得 ない。 商 品の 流通機 構 も,商 品の 種

類 に よ って,そ れ ぞ れ の 流通 機構 が あ るよ うに,情 報 の 流通 機構 も,そ れぞれ の フ ァ イルを通 し

て の流通 機 構 力必 要 となるo

しか し,ユ ーザの要 求 は 多面的 な もの であ り,1つ の業務 のた め に多種 類 の デー タが必 要 とな

る。 オペ レ ー シ ョナ ル な業務 に おい ては主 と して定 型的 なデ ータ利 用 とな るた め,恒 定 じたチ ャ

ネル でよい が,プ ラニ ング業 務 に おい ては,必 要 と した ときに,ど の種類 のデ ー タ でも入 手 で き

る ことが保 証 され なけれ ば なら ない。

情 報 の流通 機構 が発 展 す るにつ れ て,多 くのフ ァイルが,そ れ ぞれ の シェ・アを も って 社会 の 中

に 散在 す るよ うに な る。 こ の とき,ユ ー ザは,自 分 の要求 をみ たす フ ァイルが どれ で あ り,ど こ

に あ るか を判定 す る こ とが困難 に なる。 商 品 の場 合 に も,百 貨 店,ス ーパー店 な どが生まれ,問 屋

街 が生 まれ るよ うに,ユ ー ザは で き るだ け手 近 かな,数 少 ない(で きれ ば1つ)の フ ァイル です

べ ての要求 がみ た さ れ るこ とを希 望 す る
。

ファイル に は分業 があり・ ユ ー ザは で きるだ け1つ の フ ァイルに のみ ア ク セス して
,す べ ての要

求 をみ たそ うとす る。

とい う矛 盾は,フ ァイル間 ネ ッ トワ ークに よって解決 さ れ る。

ファ イル間 ネ ッ トワー クは,ト リーを基 本 に考え る こ とは危険 であ る
。 トリーは フ・アイル間の

自由 なデ ー タ交換 を否 定 す る考 え方 に立 つ もの でフ ァ イルを系 列 化す る思 想 が根 底 に あ るか らで

あ る。 そ れは 情報 管 制の危 険 を す ら秘 め てい るか らであ る。 選択 の 自由 と ユーザ の平 等 の権 利 を'

前 提 とす るフ ァイル間 ネ ッ トワー クは,メ ッ シュを基 本 と し,必 要 な場 合 は トリー も,不 完 全 メ

ッシ ュの一種 と考 え る立場 に立つ べ きで あ る。

(D定 常 的 デ]タ 交換 に よ って結 ば れ る フ ァイル

フ ァイル間の デ ータ交換 が,フ ァイル間 の 協定 ・契 約 に よ り,定 ま ったデ ータを定 常 的 に交換

す る場 合 であ る。 この ときは ス ウ ィッチ機 構 を必 要 と しない。 この とき,個 々の フ ァイルは,共

存,統 合 の両方 の場 合が あ り得 る。
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一
相 互交 換

一方的供給

⑩ 要求 に応 じてデ ー タ交換 が起 る場 合

ユーザ の要 求 が,自 己の 持 つ フ ァ イル でみ たされ な い と き,ス ウ ィ ッチ ・機 構 を通 して そ のデ

ータを持 つ フ ァイルを 見 出 し,そ の フ ァイル にア ク セス す る。

フ ァイルが箇 々 に ス ウ ィ ・チ機 構 を もつ場 合 と, .1つ のス ヴ ィ.・チ機 構が い くつ か の フ ァイル

,を 結ぶ場 合 が あ り,回 答 編集 と伝達 を要求 を受付け た フ ァイル が行 な う場 合 と,質 問 の転 送 を う

け た フ ァイルが 行 な う場 合 が あ る。

ス ウ ィッチ機 構 は,そ れ 自身 も また 「どの フ ァイル に,ど の デ ー タが あ るか」 とい うファ イル

か ら成 ってい る。 こ のス ウ ィ ッチ ・フ ァイル を個 々の フ ァイ ルが 自か ら構成 す るこ とは,情 報 の

流通 機 構の 発展 と共 に 困難 とな り,ス ウ ィッチ ・フ ァイ ルの構成 と供給 とい う分 業 も必要 と な 面

これ が,イ ン フ ォ ーメ ー シ ョン ・ク リア リン グハ ウス とい う名 称 で呼ば れ る もの で あ り,情 報 産

業 の発 展期 におい て,ス ウ ィッチ ・フ ァイル の供給 もパ ブ リ ック ・セ ク タ ーの果 す べ き役割 の1

つ であ る。
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GiDフ ァイ ル間 に階層 構 造 の あ る場 合

これは組 織 内 デ ー タ ・ベ ース の あ り方 の1つ で ある。 オ ペ レー シ ョナル業 務 のた めの フ ァイル

がい くつ か あ り,そ の中 か ら マネ ー ジ メン トのた めに必 要 なデ ー タを まとめ た。 フ ァイルや,プ

ラニン グ業務 に定常 的 に用 い るデ ータ を ま とめ た フ ァイル の ある ときであ る。

`
.

第1.11図 階 層 構 造 の あ る フ ァ イ ル

オ ベ レ ー シ ョ

ナ ル フ ァ イ ル

オベ レー シ ョナル

業 務

フ フ ニ ン グ

プ ア イ ル

オ ペ レ ー シ ョナ ル

業 務

決定業務

マ ネ ー ジ メ ン ト

フ イ ル

オ ベ レ ー シ ョ

ナ ル フ ァ イル

オペ レ ー シ ョナ ル

業 務

こ の場 合 は オ ペ レ ー シ ョナ ル業務 の た め の フ ァイルは メ ッシュ連結 を し,上 記 構造 フ ァイル と

オ ペ レー シ ョナ ル業 務 のた め の フ ァイル の間 は複合 トリー となる。

`

`

(7)フ ァ イ ル ・サ イ ズ と フ ァ イ ル ・シ ェ ア

フ ァイ ル ・サ イズ を大 き くす るこ とは

1.サ ーチ 時間 の 増加

2.フ ァイル更 新 時間 の増 加(困 難 さの 増加)

5.メ モ リーの 大容 量 化 と処理 機器 の ス ケー ル ・ア ップ

4.ソ フ トウ ェア ・シス テ ムの 複雑 さ

な どに よ っ て,レ コ ー ド当 りの コス ト ・パ ー フ ォーマ ンス を悪 ぐす る。 そ のた め,個 々のフ ァ イ

ルを コ ンパ ク トにす る と

1.フ ァイル ・シェア の競 合

2.マ ル チ ・デ ー タベ ース の管 理 システ ムの 複雑 さ
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、

が起 っ て来 る。

デ ータ ・ソースの全 く異 な るフ ァイル間 で は1シ ェア 競合 の問題 は 起 ら ない し,同 じデー タ ・

ソースかち の デ ー タで あ って も,目 的 の 全 く異 な るユ ーザ に対 す す るフ ァイル間 では,分 析 ・評

価 ・フ ァイル構成 の基 準 が異 な るので,シ ェア競 合が 起 ら ない(起 って も・トリビアル であ る。)

同 じデ ー タ ・ソース と同 じ利用 目的 を もつ フ ァイル間 での シ ェア競合 の問題 は 現実 問 題 と しては

深 刻 で あ る。

ユーザか らみ た とき,デ ー タ ・ソース の利 用頻度 は対 数ス ケ ール で直 線的 に減 衰 す る傾 向 を も

つ。 す なわ ち,デ ー タ ・ソ ースを,そ の利用 頻 勤順 に並 べ ると,非 常 に早 く減 衰 し,そ の後,同

↑

ユ
ー

ザ

の

利

用
頻

度

(
対

数

ス

ケ

ー

ル
)

ソース利 用 頻度 に よ る順位(対 数 スケ ール)

'

ひ

程 度 の利 用頻度 の ソース が数 多 く並ぶ とい う傾 向 であ る。 これは,フ ァ イル側 か らみ る と.

1.ユ.一 ザの要 求 を すべ てみ たす ため には利 用 頻度 のよい,比 較 的 小 数 の レ コー ドと共 に,

利 用頻 度 の悪 い 多数 の レ コー ドを保 持 し,維 持 しなければ な ら ない。

2.ユ ーザ の要求 に よ って新 しい デ ー タ ・ソース を開拓 す る と き{*,マ ー ジ ナル な効 用 を持

つ デ ータ ・ソー スか らのデ ータを処 理 す るため,か え って レ コー ド当 り の分 析 ・評価 ・フ

ァイ ル構成 コス トが上 昇 し,ス ケ ール ・メ リッ トが ない。(ス ケ ール ・デ メ リシ トが増 加

す る。)

5.同 種の要 求 を持 つ ユ ーザ ・グル ー プをA,B,Cと す る と,Aに と って利 用頻 度 の高 い

デ ー タ ・ソ ース}t,Bに とっ てマ ー ジナ ル であ り,Cに とっ てマ ージナル で あ るデー タ ・
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`

ソース が,Bに と って極 め て利 用頻 度が 高 い ことが あ る。 こ の ときは,フ ァイ ルの デ ー タ…

・ソー スの網 ら性 メ リ ッ トが大 き くな る
。

以 上 の こ とは,

1.フ ァイ ルの レ コ ド構成 は,で き るだけ利 用頻 度 の高い もの にす るこ とに よっ て,フ ァイ

ルの生 産性 を高 め る必要 性'

2.フ ァイル の 網 ら性 メ リ ッ トを高め る必 要 性

5.ス ケ ー ル ・デ メ リッ トを押え る必要 性

とい う相 互 の矛 盾す る要 素 の解決 を必要 とす る。 これ に は,

1.公 共 的 バ ックア ップ ・フ ァイルを,公 共 財 として 形成 し,こ こでは フ ァイ ルの生 産性 よ

り も網 ら性 メ リ ットを重 視 し,ス ケ ニル ・デ メ リ ッ トを 覚悟 の上 でマ ス タ ・フ ァイルを構

成 ・維 持 す る。 そ し てサ ー ビス用 フ ァイル にデ ー タを供 給 す る(デ ータは ラ イ フ ・タイ ム

が あ り,時 間 と共 に利用 頻 度 が減少 す る。 こ の利 用頻 度 が落 ち て も,公 共 財 としての性格

を失 なわ ない ものにつ い ては,デ ポ ジ トリー ・フ ァ イル もバ ック ・ア ップ ・フ ァイル の1

種 として必要 であ る。 この ときは,フ ァ イルを 供給 す るの でな く,サ ー ビス用 フ ァイルか

ら 削除 した デ ータを 逆に供 給 して もら って,必 要 の あ る ときに と り出す サ ー ビスを行 な う)

2.各 サ ー ビス 用 フ ァイル は,・パ ッ ク ・ア ップ ・フプ イルか らの供 給 を うけ た(お よび,利

用 頻度 の高 い ものに つい てのみ 自か ら収集 ・分 析 ・フ ァイル構成 を行 な った)生 産性 の よ ,

い フ ァ イルを 維持 し,サ ー ビス を行 な う。

そ の持 つ フ ァイル に ないデ ータを要求 さ れた と きは,バ ック ・ア ップ ・フ ァイル に要求

を転送 す るか,そ れ か らデ ー タの供給 を うけ て回答 す る。

5.各 サ ー ビス ・フ ァ イル が事 故 でつぶ れ た と きは,バ ック ・ア ップ ・フ ァイル か ら全 デ ー

タを供 給 す る。 バ ック ・ア ップ ッフ ァィル のつぶ れ る危険 性 に対 しては,各 サ ー ビス ・フ

ァイル か らの逆 供給 を うけ て,全 フ ァイルを 復 元す る

とい う考 え方 以 外 に,今 の所 解決 の方法 が ない。'

これは,パ ック ・ア ップ ・フ ァイル と各 サ ー ビス用 フ ァイル は完 全 に重 複す る し,ま た 各サ ー

ビス ・フ ァイ ル間 に も,或 る程 度 の 重 複が生 ず る。 これ は

1.ト ー タル ・システ ム と しての 巨視的効 率 一

2.各 サ ー ビス用 フ ァイル が,コ ス ト的 に成 立 条件 を持 つ ことによ り自由競 争 原理 に よ る情

報 流通 産 業 を形成 させ る。

5.ト ー タル ・』システ ム と して の安 全性 ・信頼 性 を保証 す る。

とい う難 点 か ら,必 要 な重 複 で あ る。 そ して公 共 財 と して の バ ック ・ア ップ ・フ ァイルの形成 は
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パ ブ リ ック ・セ クターの重要 な責任 の1つ で あ る。

〔理 論 編 で 用 い ら れ た 技 術 用 語 の 定 義 〕,

個体 と個体 のID:「 何 々に 関す るデ ー タ」 とい う場 合 の 「何 々」に 当 るのが 個体 で あ る。 そ

の個 体を 識別す るた め に1対1の 対 応 を持 つ 記号 を個 体 のID(Identificati・n

number)と い うo

属 性 と属性 の値:個 体 に関 す るデ ータを抽 出 す る場 合,そ の個 体 を 見 るい くつ か の観 点 が あ る。

例 えば 入事 フ ァイル を構成 す るに は,「 氏 名 」 「性別 」 「学 歴 」 「特 技 」 「性 格 」etc

・の観 点が 設 定され る
。 これ らの観 点 か ら個体 を み ると き,「 個 々は;こ れ これ の属 性 を持

つ 」 とい う。 そ れぞ れ の属 性 に,例 えば

氏 名 一 〇井 ×夫

性 別 一 男

学 歴 一 △大 学▽ 学 部卒

特 技 一 棒 高跳 び

・ な どの 内容 を与 え るとき○ この 内容 が属 性 の値 であ る
。

アル フ ァニ ュ ー メ リ ック ・デ ータ:そ のデ ー タを特性 づ け る属 性 の値 が,何 らか の文法 や文

的関 係 を もた ない 記 号 で構成 され る よ うなデ ータを ,ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク なデ

ー タであ るとい う
。 統 計数 値,在 庫 デ ー タ,人 名 録,な どで あ る。

.センテ ン シ ァル ・デ ー タ:属 性 の値 が 日常言 語・ または何 らかの 人 工言 語 に よ り,そ の 持つ文

(注1)法 規 則 に よ
って,「 文章 形式 」 を も って表 現 さ れ てい るデ ータをい う。

アナ ログ ・デ ー タ:属 性 の値 が,絵,図 面,写 真,立 体 像 のよ うな,ア ナ ロ グ表現 に よ って表

(注1)わ され
るよ うな デ ー タを い うo

(注1)論 文や 記 事 の場 合,本 質 的 には セ ンテン シァル で あ って も,そ れ を フ ァイル

に収 め る とき,文 法 や文 章構 成法 を無 視 して キー ワー ドに分解 した と き,セ ン

テ ン シ ァル ・デ ー タを ア ル フ ァ ニ ュ ーメ リ ック 化 して い るこ とに なるo同 様

に,図 や写 真や 分子 構 造 な どを,何 らか の形 でデ ジ タル表現 した ときには,ア

ナ ログ ・デー タを アル フ ァニ ュー メ リ ック化 した こと'とな る。

ア イテ ム:個 体 に 関 す る情報 をフ ァイル に収 め るに当 って最 少 単位 と な る もの で,個 体 のID,

属性 の名前 など が アイ テ ム と して とられ る。

ア イテ ム ・バ リュー:各 アイ テムの 中 に収 め られ る,個 体 のIDの 値 や属性 の値 で,特 定 の記

号 化法 によ って記 号 表現 を と った もの。
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●

レ コー ド:い くつ かの ア イテ ム(実 際 に レ コー ドを構成 す るのは アイテム ・バ リュー)の 集 ま

った もの で,フ ァイル構 成 の 単位 となる もの。(コ ン ピュ ー タ用 語 におけ る ロジカ ル ・レ

ユ ー ドに相 当す る
。→'し.・ 一

ア イテム ・キ ー:1つ の レ コー ド(す なわ ち,1ま とめに な った ア イテム群)を 識 別 す るの に

用 い られ る記号。 例 えば個 人別 に ファ イルされ た人 事 フ ァイル では ・個人 識別番 号 力㍉ そ

の個人 フ ァイ ルの格 納番 号 な ど。

フ ァイル:レ コー ドの集 ま り。 レ コー ド内 の ア イテ ム の配 列法 によ り,シ リアル ・フ ァイル

(ま たは ダ イ レク ト ・フ ァイル)と イ ンバ ーデ ッド ・フ ァ イルの2種 が あ る。

シ リア ル ・フ ァイル(ダ イレ ク.ト・フ ァイル):1つ のレ コー ドに個 体 のIDま たは それ に代

るア イテ ム ・キーを先 頭 にして 、そ の個体 の属性 に対応 す るア イテムが収 め られ てい るよ う

な フ ァイル。 人名 録,カ タ ログ集 な どは,こ の代 表 的 な例 で あ る。

イ ンバ ー デ ッ ド ・フ ァイル:属 性 の 値 また は それ に代 る記 号 を ア イテ ム ・キー とし,そ の属 性

の値 を持 つ個 体 のIDを ア イテム ・バ リュー として構 成 され る レコ ー ドか ら成 るフ ァイル

個 人別 で な く,学 歴 別,職 階別,職 種 別 等 に編成 した職員 名 簿 は,こ の類 であ り,図 書 の

'巻 末 につ け られ た 索引 は
,こ の変 型(個 体 のIDで は な く,そ の掲 載 頁をア イテ ム ・バ リ

ューと してい る)

探 索用 アイテ ム(サ ーチ ァブル ・ア イテム):レ コー ドの 中 で,フ ァイル ・サ ーチ の時 に,そ

の バ リューを探 索 キ ー と して用 い るア イテ ム。

タグ:サ ーチ ァブル ・ア イテム の バ リ ュー0

1次 デ ータ:収 集工 程 で集 め られ た デ ータそ の もの。 図書,論 文,新 聞 の切 抜 き,記 入 済 の 調

査 票 など。 これ に分 析 ・評 価 が加 え られ て,2次 デ ー タが造 られ る。1次 デ ⊂ タが対 象 と

す る個体 のIDか,ま た はそ の1次 デ ー タの受付 番号 か,ま たは そ の1次 デー タを収 め る

1次 デ ー タ ・フ ァイル の 中 での ア ドレ スが,そ の1次 デ ー タのIDと して用 い られ る。

2次 デ ー タ:1次 デ ー タに対 して,そ の内 容 を分 析 し評価 を加 えた結果 を,フ ァイルを構成 す

る個 々の アイ テム に対 す る アイ テム ・バ リ ュー として表現 した もの。 そ のた め には,

Oア イテ ムの種類 と個数 が あ らか じめ設定 され てい る こ と。

O各 ア イテ ム毎 に,バ リューの集 合 が設 定 され てい る こと。

O各 アイ テ ム毎 に,バ リュー決 定 の基 準 が 設定 され て い る こと。

が必要 であ る。2次 デ ー タを構成 す る最少 限度 必 要 な レ コー ド内 容 は,

(D1次 デー タのID

(ii)サ ー チ ァブル ・アイ テム の バ リュー
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で あ る。

デ ー タ ・ペ ース:デ ータの集 ま りに対 し,そ れ を 構成 す る内 容(ア イテ ム,ア イテ ム ・バ リュ

ー
,そ の集 ま り と して の レ コー ドetc)か らみ る とき,「 フ ァイル 」 とい う呼び 方 を す6。

それ に対 し,利 用 目的 の方か らみ る とき,そ の 目的 に対 して何 らか の処 理方法(手 続)が

あ り,そ の処 理手続 きに対 して デ ータ を供 給 す る フ ァイルが,必 ず しも1つ で な く複数 個

あ る とき,そ の フ ァイルをデ ー タ ・ベ ース とい う名 で呼ぶ。 特 に個 々のフ ァイル を強 調す

る ときは,シ ング ル ・デ ー タ ・ベ ース と呼 び,複 数 個 の フ ァイル を強 調す ると きは,マ ル

チ ・デ ー タ ・ベ ース と呼 遥も

ク ェリー ・デー タ(Querrydata):デ ー タ要求 が あ った とき,そ の内容 を フ ァイル か ら

求 め る回答 を得 るに当 ってフ ァイル探 索,回 答 編集 が可 能 なよ うに記号 化 編集 した も%

プ
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4

当研 究 会 は 、そ の調 査研 究 の過程 に お いて 、 デ ー タバ ン クの概 念 規定 、そ の分 析 の方 法論 をあ

らか じめ立 ててか ら事例 研 究 を行 な った の でな く、 理論 的 研究 、 事例研 究 を併 行 して行 な うこ と

の 中か ら、 デ ー タバ ンク とい う名 で呼 ば れ る事象 を如何 に抱 え るべ きなの か、 デ ー タバ ンク とは

如 何 に あ るべ きか を、多 くの事例 の 中か ら模 索 した の で ある。 この 事例 研究 の成 果 を 、第2部 に

収 めた。

第2部 の事 例 の構 成は、 先 ず 最初(2.2)に 、 当研 究 会 が模索 して来 た多 くの問 題意 識 に対 し、

極 め て現実 的 な立 場 か ら多 くの もの を、 資料 と して も考 え方 の上 で も提 供 した 、米 国 加 州政 府 を

中心 とす るデ ータベ ース に関 す る もの を おい た。

そ れ以後 、米 国 に派 遣 した調 査 団 の 成果 や 国内 で行 な った事情 聴 取 の結果 を ま とめ て あ る。

これ は吾 々の事例 研 究 の姿 勢 が 網 ら的 で あ る こ とを意 図 しなが ら も、現 実 的 制 約 の ため に断 片,

的 、部 分 的 に な らざる を得 な か った 。 また この選 択 も、 必 ず し も典 型 的 な もの のみ を選 んだ とは

言 え な い。 しか し、 大体 の傾 向 を把 握 す るの に必 要 な 程度 は集 めたつ も りで あ る。 こ こに集録 さ 、

れ てい な い ものは無数 に あ り、吾 々は 氷 山 の 一角 を把 え てい るにす ぎない とい う不安 は残 っ てい

るが 、 第3部 の分 析 に お いて は 、 そ の要 素 を充 分意 識 し、無 理 な結 論 を導 か な い努 力 を したつ も

りで あ る。

この各 事 例 に対 す る多 々の討論 結 果 を、(2.1)に 「考察 」 と して ま とめ て ある。 この考 察 内

容 が大 方 の批 判 に耐 え 得 る もの で あ るか否 か が、 この報告 書 のか なめ で ある。 そ れ と同 時 に、 こ

れ らの事例 が、 デ ータバ ンク に関 心 を持 た れ る方 々に とって参 考 に なれ ば 、当研 究 会 の最 大 の成

果 で あろ う。

喝

θ
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1 各 事 例 に 対 す る 考 察

(1)米 国加 州 政 府 を 中心 とす るデー タベ ース

に対 す る考 察

{2)組 織 内 デ ー タベ ース の事 例 に対 す る考 察

(3)企 業性 デ ー タバ ンク の 事例 に対 す る考 察

(4)公 共 的 デ ー タバ ンク の 事 例 に対 す る考 察
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1 各 事例 に対 す る考察

当研 究 会 は、 多 くの事 例 に対 す る討 論 の 中で、 デ ータバ ンク を模 索 して来 た。 そ の結論 とで も

い うべ き もの を以 下 に、 箇 条書 き形 式 に ま とめ る。

吟

P

司

(1)米 国 加 州 政 府 を 中 心 と す る デ ー タ ベ ー ス に 対 す る 考 察

(2.2)に おけ るマ ク ドナル ド氏 の概 説 、討 論 を通 して吾 々の受 け とった ものは 、次 の通 り

で あ る。'

(D加 州政 府 の 中心 の箇 々のデ ータベ ース に おい て基本 的 な考 え方、用 い られ て い る技 術 につ

い て は、驚 くべ き ことは何 もない6む しろ、 あ ま りに も常識 的 で あ る こ とに驚 い た の で ある。

(川 そ れは 、非常 に現 実的 で あ り、 着 実 な考 え 方 が基本 線 と して一貫 して通 ってい るか らで あ

る。 吾 々は、米 国連 邦政 府vak急 げ るPPBS導 入 の過 程 にお い て、 そ の一環 と してデ ー タベ

ース の充 実 が意 識 され て い るの で は な いか とい う予測 が あ
った。 そ のた め、PPBSと 共 に

トー タル ・シス テ ム意 識 が 先行 し、 多 くの複 雑、 高度 な技術 が導 入 され て い るか も しれ な い

と思 った の で あ る。 しか し現 実 は、 「コン ピ ュータが な くとも当然行 な うべ き業 務 」 として、

多 くの デ ータベ ースが で きつ つ あ り、 そ れ を根 底 と して、 トー タル ・シス テ ム を、 遠 く見 通

しつ つ、問 題意 識 の 根底 にお い て い るの で あ った。

㈲ そ の基 本 線 が着 実 で あるの に対 し、 デ ータベ ース群 全 体 と しての ス ケ ール の大 きさ、 カバ

ーす る範 囲の広 さ、 処理 す るデ ータ量 の豊 富 さに圧倒 され た。人 口に おい て 日本 の%、 州 政

府 の コン ピ ュータ保 有台 数 に お い て%で あ るの に対 し、 コ ンピ ュ=タ 利用 に 澄け る費 用が3

倍 とい うバ ・ク ・グ ラウ ン ドか ら考 え ると き、 コン ピ ュー タ利 用 の基本 的考 え 方 や態 度が 、

体 質 的 に異 な ってい る事 を感 じる。

(iv)こ れ は、

(a)州 政 府の 内部業 務 の 徹底 的 な コ ン ピ ュー タ化 o

(b)種 々の新 しい プ ロジ ェク トが 、 コ ン ピ ュータ をベ ース ど して計画 され る こ と。

(c)コ ン ピ ュータ とい わず、 種 々の 機械 や手法 を、必 要 が あ る とき、現 実 的 な効 率判 断 を基

礎 と して、現 実的 に導 入す る米 国 人 の性 格。(日 本 や ドイ ツの ように、 トー タル ・シス テ

ム とか、 全体 と しての効 率 な どを抽 象 的 に考 え ず、現 実 と して効 果 が あ り、現 在考 え られ

る範囲 が 限定 され れば 、 この 中で の最適 システ ムを考 え る こ とは、単 に資 金 が豊富 で ある

か らとの み は言 い切 れ ない 示 嵯 を与 え て くれ る。

な どが考 え 方の 背景 に あ る。
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(V)デ ー タベ ース網 の企 画 ・推 進力 の 中心 にい 極 め て現 実 的 で あ り情 熱 を もつス タ ・フの存 在

した こ と。

この よ うな、現 実 的 な考 え 方 を基 盤 と しな い限 り、観念 の 中か らは、 この よ うなス ケ ール の

大 き く、利 用面 か らみて緻 密 な デ ー タベ ース網 は で きない の では ないか とい う印象 が 、本 研 究

報 告 を通 して の 一つ の底 流 を形 成 して い る。 また 、 その 推進 に おい て、 中心 とな る人 間 の重 要

性 とい う、 極 め て人 間 的 な要 素 と も、吾 々 は考 え させ られ る ことが あ った。'
●

(2)組 織 内 デ ー タ ベ ー ス の 事 例 に 対 す る 考 察

米 国 の事 例 は、 調 査 団 の直接 訪 問 した 記録 を中心 とす る もの で、 氷 山 の 一角 にす ぎない 。 こ

の訪 問 先 選択 に おい て 、 ノース ァ メ リカ ンtロ 。キ ー ド{Dよ うに 、NASAと の関 連 か ら、M

ISの 一環 と して強 大 な ハ ー ドウ エアtソ フ トウエ ア を駆 使 してデ ー タベ ー ス を形 成 して い る

で あろ う所 、 ペ ンシル ヴ ァニァ大 学 の よ うに、 自己 の研究 目的 か ら出発 して、他 のデ ータベ ー

ス との連携 網 を形 成 して い る所 、 ボス トン小 児科 病 院 の よ うに、定 ま った デ ー タが多 く発 生 し、

い くつ か の特 定 目的 に用 い られ る所 、そ して ニ ュ ー ヨー ク連 邦 準備 銀 行 の よ うに、 ク ラブ的 な

デ ータバ ンク を運 営 して い る所 な ど、 い くつか の類 型 に よ って事例 を求 め た。 これが 各類 型 に

おい て典型 的 で あ る とは いえ な い し、 また得 られ た 内容 に も精 粗 が ある。 これに対 して、

(1)一 般的 な ことで あ るが 、 一般 事務 の レベ ル ま で コ ン ピ ュー タ を利 用 す る体 制 が で きてい

る ごと。 ハ ー ドウ エア、 ソ フ トウエ アを使 い こなす レベ ルが 】 日本 よ り高 い こ と。

『(2)TSS
、 オ ン ラ イン、 デ ータ ・マ ネー ジ メ ン トの技 術 が普 及 してhる こと。数 年前 、 米

国 を視 察 した報告 に お い て、TSSは ま だ普 及 してい ないか の よ うな内容 を見 て行 った調

査 団 メ ンバ ー と して は、 そ の普 及 の速 度 と、 「米 国 は、決 してそ の表 面 をみ て は な らず 、

そ の根底 を支 え 、急速 に顕在 化 す る、 そ の根 強 い潜 在 力 に注 目 しなけ れ ばな らない 」 こと

に 印象 づ け られ た。

(3)日 常 業務 の 中 か ら、 自然 に発 生 して来 るデ ー タベ ース が相 互 に 関連 を もち、強 力 な もの

に 発展 して行 く過 程 の中 に、 「抽 象的 、観 念 的 な理 論 よ りも実行 力 」とい うもの を感 ず る。

とい うこ とで あ る。 箇 々の事 例 につ いて 、詳 しく知 りた い方 々に とって物 た りない感 が あ るで

あろ う し、 類型 別 に も う少 し高 い レベル での 調査 が 何 か の機 会 に行 われ る必 要 を感 ず る。

日本 の事 例 につ い て は、MISに 関す る事例 は、 現在 の所 集 め られ な か った。 これ は、各 社

の機 密 に属 す る こ とで あ り、 当然 で は あ るが、残 念 で ある。 その1例 と して関西 電 力 につ い て 、

そ の部 分 的 な紹介 を 行 な っ てい る。財 務 諸表 を中心 とす る デ ー タの 内部利 用 の た めの デ ー タベ

ース と して開銀
、長 銀 の例 、 株価 、 財務 諸表 に対 す る野 村総 研の 例 は、 公 開 して企 業 的 デ ー タ
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吟

4

バ ンク に発 展 す る可能性 を もつ もの の事例 で ある
。鉄 連 の例 は 、 ク ラブ的 デ ータバ ンク の事例

で あ り・ 同業 種 の 中 で のハ ー ドウ エア とデ ー タの共 同利 用 を基 点 と して起 る ものの 例 で ある と

同時 にVこ の報告 の中 では表 面 的 に は出 して ないが 、 デ ータ と して は個 々の業 務 を横 断 的 に把

え る必 要 が あ り、 それ を利 用 す る例 は業 務 毎 の縦 割 り組織 中 で利 用 す る とい うデ ー タの流 れ を

意 識 的 に把 え て い る点 で重 要 で ある。 これ に対 しては、

(1)日 本 は 用 い てい る技 術 で は、 米 国 に種 々の点 で劣 っ てい るけ れ ど も、 これ らの事例 か ら

み られ る よ うに、過 去 の業 績 と現実 の要 請 か ら、 着実 に成長 しつ つ あ るデ ー タ ・ベ ース が

ある こと。 この姿 勢 で、多 くの所 に、 多 くの デ ー タベ ース が育5て 行 くことを強 く希 望す

る こと。

(2)内 部 事 務 管 理 に おい て、 コ ン ピュー タ利 用が 進 ん でい る所 に お い て、 「デ ータバ ンク 」

といえ る よ うなデ ー タベ ース が 育 って い るこ と。 これ は、 現実 的要 請 と、 フ ァイル を処理

す る技 術 が バ ランス しなけ れ ば、 健全 なデ ータバ ンク は 育た な い ことを示 してい る
。 コ ン

ピ ュー タ ・メ ーカ の、 フ ァイル処 理技 術 の習 熟 と、 コ ン ピ ュータの普 及 と共 に
、 デ ータベ

ース の加 速 度的普 及 が予 測 さ れ る
。

(3)MISと の 関連 にお け るデ ータベ ー スに つい て は、民 間企 業 の中 で の意 識 は極 め て高 く、

計画 中の 所 を含 め る と殆 ん どの所 で何 かの形 でデ ー タベ ースが あ る とい え よ う。

しか し問 題 は、

(D多 角経 営 や 、 人 口 の集 中 に よる社 会 の複 雑 さ な ど、 デ ータ ・ソ ース や フ ァイル収 録項

目の 複雑 さ に よ り、 デ ータ ベ ース ・システ ム設 計 の困 難 さ。

(ii)フ ァイル技 術 が 普 及 して い ない こ と。

(iii)シ ス テ ム設 計 の で きる人 材、 そ れ に要 す る マ ンパ ワ ーが各企 業 の 中 で不足 して いる こ

と。

(iv)MISは 必 要 だ と感 じて も、 デ ー タベ ース ・シス テ ム に対す る現 実的 要 請、 理解 のな

い こ とb・

な どが、 健全 な発達 を ざま た げ てい る。

(3)企 業 性 デ ー タ バ ン ク の 事 例 に 対 す る 考 察

米 国 の事例 は、調 査 団 の出発 前 に、大 規 模 に デ ータバ ンク と してサ ー ビス してい る所 、そ れ

自身 と しては小 規 模 で あ っ て も全 米 に普 及 して いるサ ー ビス の例 な どを選ん だ。 この 事例研 究

の重点 は ・ 如何 な る機 構 ・機 能 を もって い るか 、経 営 的 に成立 す る要 因 は何 か 、 明 ら か に す

る こ とで あ った。 これ に対 しては、 次の ような結 論 が得 られ でい る。
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(1)こ の中 に2種 の 成立 条件 が あ る。 一 つ は永 い歴 史 の 中で 、同種 の業 務 を行 な っ てお り、

コ ン ピ ュータの利 用 に よ り業 務 の合 理 化 、拡 大 を して来 た所 と、 も う一 つは最 初 か らコン

ピュー タ利 用 に よって 出発 した所 で ある。 長 い歴 史 を もっ てい る もの と しては ダ ン ・ブ ラ

ッ ドス トリー ト社 は120年.ポ ーク社 は100年 、 ク レジ ・ ト ・ビュ ー ロー社 は70年

で ある。 これ に対 し、 ス タ ンダ ー ド ・フ.ア社 は 、1967年 頃 よ り財 務 デ ー タを サ ー ビス

す るConpustatを 商 品 と して売 り出 した もの で ある。 これ は最 近 マ グ ロー ・ヒル社 に

吸 収 され た。 マ グ ロー ・ヒル 社 は長 い歴 史 を もっ書 店 で あるが、 最 近 コ ン ピ ュー タ利用 に

ょ る多 角 的 な経 営 をは レめ 、 そ の中 に デ ー タバ ンク業 も入 っ てい る もの で あ る。

(2)採 算 性 か らみ る と、 徹底 的 な専 業 化 と、 徹底 的 な多 角化 と2つ の傾 向 が み られ る。専 業

化 の例 と して は、 この事 例 の 中 に あ る もの と しては、 ク レジ 。 ト ・ビュ ー ロ ー社 が あ り、

この他 に あ る多 くの事例 の 中で 、資料 に ま とめ られなか った もの の 中か らと り上 げ る とデ

ータ ・リソ ーシズ 社 が ある
。 これ は比較 的 経営 規 模 の小 さい所 。 この要 因 は 、大 きい マ ー

ケ ・ トを もつ デ ータに 、努 力 を集 中す る こ とに よって コス ト効 果 を上 げ る傾 向 を示 して い

る。 この事 例 の 中 に上 げ得 なか った多 くの企 業性 デ ータバ ン ク は この系 列 に属 す る。

これ に対 し、 ポ ーク社 、 ス タ ンダ ー ド ・ブ ァ社 な どは、 デ ータ ・バ ンク を主業 務 と し、

多角 経営 してい る もの に属 す る。 この種 の ものは経 営規 模 に お いて大 きい もので あ り、 多

角経 営 をす る こ とに よ り、1つ の フ ァイル の多 目的 利 用 に よって コス,ト効 果 を高 め る こと

をね らって い る もの で あ る。 これ に対 し、 マ グ ロ ー ・ヒル社 の よ うに、 主 とす る書店 業 務

で地盤 を造 り、 そ れ か らデ ー タバ ンク に進 出 した もの も ある。 この よ うな成立 、 発展 過 程

は 日本 に おい て も参考 とな る もの で あ る。

日本 の事 例 と して は、組 織 内 デ ー タベ ース の事 例 と して あげ た興 銀 、 長銀 、野 村 総研 は、

現 在 、企 業 的 デ ータバ ンク に移 行 し2つ ある もの で ある。 これ を企 業 的 デ ー タバ ン ク と し

て眺 め る と、 米 国 に おけ る事 例 の ように長 い歴 史 は持 ってい ない が 、業 務 の 中で蓄積 され

て い たデ ー タが 、 コン ピ ュータ の利 用 と共 に、 企業 的 デ ータバ ンク と発 展 した例 と して興

味 が ある。 この種 の デ ー タバ ンク として他 に も多 くの成立 可 能 な デ ー タ ・フ ァイル を もつ

所 が あ る と思 わ れ る。 そ の意 味 で、 日本 に おけ る先導 的 役割 を果 たす もの と して評価 す る

と共 に、 この よ うな成立 要 件 の ある こ とを強 調 してお きた い。

紀伊 国屋 の事 例 は、 ま だ本 格 業務 を開始 してい ない が マ グ ロー'ヒ ル社 型 の 日本 に おけ

る最 初 の事 例 と して、 これ もまた 先導 的 役割 を果 たす もの と して、 同 社 の諒 承 の も とに事

例 と して あげ た。 最後 に事 情聴 取 の中 か ら、 三社 ば か りの事例 を あげ た が.こ れ らは デ ー

タバ ンク とい え るか 否か 問 題 が あるが 、 日本 におい て は、 この段 階 の もの か らデ 一 夕バ ン
ー70一
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クが 育 って行 く可能 性 の強 い.ことを考慮 して、 事例 を 申 しあげ た のであ る。 これ らは、 紀伊

国 屋 も含 めて科 学 技 術情 報 を マ シ ン ・リーダ ブ ル形 式 で市販 された ことが、 成立 の大 きい 条

件 で あ る。 す なわ ちフ ァイル をみ つ かち構 成せ ず 、 フ ァイル内容 とな るデ ー タ.の供給 を う.け

てサ ー ビスを 行 な うもので あ る。 これ は科 学 技術 情 報 に よ らず、 あ らゆ るデ ータ につ い て、

豊 富 なデ ータ供 給 が ある と、 民 間 の デ ー タバ ン クが容 易 に 成立 す る ことを実 証 す る もの で あ

る。 これ らを通 して いえ る こ とは

1.日 本 は全 くの萌芽期 で あ るこ と。

2.デ ータバ ン ク と して成立 す る条件 は、 技術 的 に も需 要 の方 か らみ て も機 は 熟 してい る

が、 そ れ に踏 み切 らせ る ため の僅 か な加 速 が必 要 で ある。

(3)そ の加 速 は、 資 金供 給 であ る こ と もあ り、技 術 供 給 であ る ご ともあ り、 デ ー タ供 給 で あ る

こ と もあ るが、 も う1つ は、 「そ れが必 要 だ 」 とい う需 要 の顕 在 化 とそ れ を見通 して の決 断

で あろ う。,

●

亀

(4)公 共 的 デ ー タ バ ン ク の 事 例 に 対 す る 考 、察

これ は各 国 に多 くの事例 が あ る。特 に科学 技 術 情 報 に 関 して は無 数 に あ る し、一 般 情報 につ

い て、 政 府機 関 と して多 くの機関 が あ る。 この ため 、 日本 の、 代表 的 な事例 と して、JETRO

とJICSTの み を あげ て、 この 中 に入 ってい な いが 国立 国 会図 書 館 を も含 め て、共 通 して言 え

る こ とは 、 「そ れ を設 立 す る こ と 自身 を プ ロジ ェク ト」 とす る国家 的政策 の中 で生 まれ て い る

こ とで あ る。 しか し、 事例 の中 に あげ てい な い もの の 中 に、 ア ジア経済研 究 所 、原 子 力研 究所

の よ うに、 研 究業 務 の 中で集 ま った デ ー タ を、 サ ー ビスす る方 向 に進む場 合 も、潜 在 的 には数
.

多 くあ る もの と考 え られ る。 多 くの国公立 の研究 機 関 は、殆 どがそ の可能 性 を もつ もの で あ る。

多 くの デ ー タ種 類 に対 し、 デ ー タを収集 しフ ァ イル を構 成す る仕 事は、 民 間 では、 何 か の基

盤 を持 た ない か ぎ リコス ト負担 が 大 きい もの で あ る。 情報 産業 を育 成す る上 で、 資 金 のみ で な

く、 社 会 で必要 とす るデ ー タを、 キ メ細 か く(観 念 的 な抽象論 では な く)現 実 的 に、 収集 もフ

ァ イル を構 成 して、民 間 にデ ー タ を供 給 す る仕事 がパ ブ リック ・セ ンターの責任 で あ る とす れ

ば、 公 共 的 デ ータバ ン クの設 立 に、 もっと政 府 は努 力 す べ きで ある。

ま た、JETROに せ よJICSTに せ よ、 これか らで きる特許 情報 セ ンター にせ よ、決 して現

在 の規模 では不充 分 で あ る。(例 えばJICSTは 、米 国 の化 学部 門 のみ の サ ー ビス を行 な う

ChemicalAbstractsServiceと 同程 度 の規 模 であ り、予算 的 に は数 分 の 一 に

す ぎな い。)こ の育 成 発展 に 、 もっ と力 をそ そ ぐべ きで あ る。

しか し一 面 、 日本 の公 共的 デ ー タバ γクが 官僚 化 す る こ とは避 け るべ きで あ る。 日本 の行 政
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官 庁 の下 に あっ て、 政 策 の名 の 下 に需要 側 の真 の要 求 か らは ず れ るサ ー ビス を行 な うべ きで は

な い。 そ れ と同 時 に、 民 間 のデ ータバ ン クの 育 成 を さま たげ る 方向 を避 け るべ きで あ る。 民 間

へ のデ ー タ供 給、 フ ァイル供 給 に本 質 が あ り、 サ ー ビス に よ って利潤 を あげ る性質 の もので は

な い。 そ の ため には資 金 を、公 共投 資 、 先 行投 資 と して、 これ らの公 共 的 デ ー タバ ンク に投下

す べ き で ある。

加 州 で計 画 した4つ の大 きい プ ロ ジ ェク ト

o加 州 集 約交 通 シス テ ム(協 力 会社:ノ ース ァ メ リカン航 空 会社)

o犯 罪 防 止 と管 理 システ ム(協 力 会社:ス ペ ース ・ゼネ ラル社)

o靡 き物 処理 シス テ ム(協 力会 社:エ ア ロ ・ジ ェ ・ ト ・ゼ ネ ラル社)

o加 州 情報 シス テ ム(協 力会 社:ロ ッキ ー ド ・ミサ イル社)

が1965年 に出発 し、 この 中 でデ ータベ ース の構 成 が行 われ た。 そ の中 か ら生 まれ、FBI

お よび 周辺 他 州 をも結 ぶ所 ま で発 展 した犯 罪情 報 通 信 システ ムの全 容 を リス トに した もの で あ

る。

●

δ

竃

'
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禽

‖ カ リフォルニア州のパ ブ リックセ クター におけ るデータベ ース

わ れ われ は 、1970年3月 に ア メ リ カの デ ー タ バ ン ク の 現 状 を調 査 す る た め に 、 海 外 視 察 団

を派 遣 した 。 そ の 結 果 、 カ リ フ ォル ニ ア 州 に お い て そ れ が い ち じ る し く発 展 して い る の を ま の あ

た りに し、 これ を 体 系 的 に 把 握 す る こ と を痛 感 し た 。

そ こ で 、 この 道 の 権 威 で あ る カ リ フ ォル ニ ア 州 財 政 長 官 特 別 補 佐 官 マ サ イ ァ ス.F.〔 ク ドナ

ル ド氏 に カ リ フ ォル ニ ア 州 に お け る パ ブ リ ック'セ ク タ ー に お け る デ ー タ バ ン ク の 実 態 に つ い て 調

査 を お 願 い した 。

同 氏 は 、 公 務 多 忙 の お り に も か か わ ら ず 、1971年2月 に ・PublicsectorData

BankanddataprocessinginCalifornia"な る報 告 書 を 御 送 付 くだ さ れ

た。

こ の レ ポ ー トは 以 下 の 目 次 構 成 に な っ て い る

ChapterI

State,CountyandCityGovernmentsan(f

PublicEducationinCalifornia

Chapter丑

UsesofDataProcessinginCalifornia

ChapterHI

ObservationsandProbIems

Chapter】V

Reco㎜endationsforFurtherStudy

こ の 内 容 に つ い て の 概 要 は以 下 に 述 べ る 。

(1)現 状 と 問 題 点

カ リフ ォルニ ア 州 は、 ア メ リカ合 衆国 の各 州 の うちで最 も人 口が 多 く、1970年 の国 勢調

査 に よ ると、そ の 人 口は 約2,000万 人 で あ り、 そ の個人 所 得 の総計 は800億9000万 ド

ル で あるが 、州 内 の い ろい ろ な政 府階 層(州 、郡、 市 な ど)の 間 には人 口 とか経 済活 動 の程 度

の違 い な どか ら大 きな差異 がみ られ る。

また、 い ろい ろ と境 界線 の違 い も あ る。標 準統 計 区域(StandardStatistical

Area)に は そ れ 自体 の境 界 線 が あ り、 州統 計 区域(StateStatisticaI ,Area)

は また別 の境 界 線 を持 ってい る。 更 に州 に は 水 の問題 や 水資 源供 給 目的の た め に地 域 計画 区 域
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とい うのが 設定 され てい る。

こ う した区 域 に関 して 多 くの問 題 が あ る。各 区 域内 の計 画 を最 終的 に統 合 し、 州全 体 と してそ

の 他 の諸 計画 と総括 して行 く上 で問題 が ある。 各 種 計画 が 互 に 調和 し矛 盾 な く運 営 でき る よ う

に した いの だが 、 カ リフ ォル ニ ア州 は未 だ こ うした問題 を完全 に解 決 した訳 では ない○

市 政府 間 に も大 き な開 きが あ り、 カリ フ ォル ニア 州 に は400以 上 の都 市 が あるが、 ほ とん

どの ものは非 常 に小 さ く、少数 の ものは逆 に非常 に大 きい』

教 育分 野 では、 ま づ中央 教 育局(CentralStateDepartmentofEducat-

ion)が 首 都 サ ク ラ メ ン トにあ り、 州 内 の教育 に関す る責 任 を負 ってい るが、 地 方 の学 校 の 運

営 につ い ては 各地 方 が管 理 を してい る。 州 内 に は、1100以 上 の学 校 区 が あ り、 地方 学 校 区

に は公選 に よ る教 育委 員会(SchooIBoard)が あ り、 そ の学 校 区 内 に 住む 人 々が選 挙 に
、

よって教 育委 員 会 へ 代表 を送 り込 み 、教 育委 員 会 は、 そ の学 校 区 内 の教 育行 政 とそ の意 思決 定

に関 して責任 を負 い 、 州 の教育 局 は教 育 に関す る巾広 い 政策 を設 け るこ とに よって、地 方 学校

区 を援 助 す る とい う仕 組 み にな って い る。 しか し、 地 方学 校 区 には区 内 の学 校 運営 に関 して か

な り広 範 な 自活 が許 され そい る。 しか しなが ら、教 育補 助 金の お よそ 半分 は州 政府 が 出 して い

るが、 残 り半 分 が地 方 政 府 の財 産税 で賄 われ て い る こ とか ら学 校 区 の地 方 運 営委 員 会 は地 方 財

産税 の使 途 に つい て大 きさ発 言権 を持 って い る。

診

EDPに 関 す る 行 政 機 関 連 絡 委 員 会

カ リフ ォル ニ ア州 は数 年前 に情報 の行 政機 関 間の移 転 が 非 常 に大 規 模 であ り、 そ して州 か ら地

方 の政 府 を網羅 す るイ ン フ ォメ ー シ ・ン ・シ ステ ムの 設計 と政策 決定 の問 題 に地 方 政 府の 人 々、

つま り、 郡、 市 そ れ に学 校 区 な どの 人 々が発 言 したい と思 って い る之 とに気 付 い た。

当 時 わ れ われ は2つ の 問題 を抱 え てい た。 第1の 問題 は州 政府 内 の い ろ い ろな部 局全 体 の政 策

方針(PoIicyDirection)が ない事 で あ り、第2の 問題 は諸 行政 機 関 を結 ぶ適 当 なコ ミ

ュニ ケ ー シ ョンが ない とい う ことで あ った。

そ こで1967年 にわ れ わ れは2つ の 政策 委員 会 を設 置 した。-1つ は州 デ ータ 処理 政策委 員 会

であ り、 これ は州 の主 要 な局 の長 官 た ち、例 えば 財務 長 官 、 州 会計監 査 人 、 検事 局長 、 財 務庁 出

納 局 長 、州 務 長官 とい った 人達 に 、そ れ に州知 事 の 官房 の 資 源長 官(Secretaryof

Resources、 人 間 関 係長 官(SecretaryofHumanRelations) 、 ビジネ ス お

よび 交 通長 官(SecretaryofBusincss&Trausportation)農 業 お よび サ

ー ビス長 官(SecretaryofAgricultur&Service8)な ど とい
った人達 か ら

成 ってい る。
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そ の 他 に も う1つEDPに 関 す る 行 政 機 関 連 絡 委 員 会(Inter-Govermmental

BoardonElectronicDataProcessing)を 結 成 した
。

の カ

このEDPに 関 す る諸 行 政 機 関 連絡 委員 会(以 後IGBと 呼 ぶ)は 州知 事 官房 の4人 の長

官 を代 表 す る4人 の 州 政府 職員 、郡 政府代 表 の3人 、市 政府か らの3人 、教 育分 野 か らの3人 、そ

れ に極 く最 近 に な って検 事総 長 の代 理 と して 司法執 行 分野 の職 員1人 を加 え た もの か ら成
ってい

る。

IGBの 設置 は 大変 よい アイデ アで、 これ に よ って政 府各 階 層 間 の情 報交 換 が促 進 した。IG

Bは そ れ 自体 は イン フ ォメ ーシ ・ン ・シス テ ムを開 発 す る責任 を負 わず
、忠 告 した り指 導 した り

す る責 任が あ るのみ で、 コン トロール した り認 可 す る権 限 が ない た め、委 員 会 が望 ん だ ところを

全 て実 現 す るま で には到 って い ない。 しか し、 われ われ は 実験 に協 力 し協同作 業 して お り
、 そ 乳

にプ ラ イバ シーの 保護 、 コ ン ピ ュー タ情報 の安 全 、標 準化 の必 要性 、 州 の要請 を満 たす上 で地 方

政 府 が抱 え る諸 問 題等 、 地 方 政府 レベル の意 見 に対 す る州 レベ ルの 議 会 や州知 事 の注意 を換 起 し

た点 で大 い に業 績 を あげ た。 こ うした観 点 にた ってIGBは 州 政 府 お よび 州内 の地 方 諸政 府 で ど

の ような システ ム が運 用 さ れ て お り、 どの よ うな種類 の機器 を用 い て
、 どの よ うな種類 のデ ー タ

ベース が機 能 を発 揮 して い て
、 更 に将来 の 計画 が ど うな って い るか を見極 め る ために上述 の調査

を行 な った ので ある。

IGBは1か 所 で成 功 した 経験 を他 所 で生 か す こ とを願 う立 場 に あ る
。 つ ま り俗 にい う'車 の'

再 発 明 をす る手 間 をはぶ く"こ とが 目的 で あ る。 そ して あ る組 織 が 学 ん だ教 訓 を他 所 へ適 用 し
、

知識 を他 所 へ移 す こ とが で きる な ら同 じ問 題 に つい て再び 費用 を出 す ことが避 け られ よ うとい う

訳 で あ り、IGBは 本 調 査 に よって 各 種 で何が 行 なわ れ てい るか を調 べ、他 所 に その結果 を発表

して他 の 機関 での利 用 を計 ったの で ある。

IGBの 技 術 委 員 会 は イ ン フ ォメ ーシ ・ン ・シ ステ ムの ガ イ ドライ ンのマ ニ ュアル を確 立 した

全て の組 織 で これ を実 施せ よとい った意 味 での標 準 では な く、 これは あ くまで ガ イ ドであるが
、

も しこれ が各 行 政機 関 で順 守 され る な らば 、 やが ては 互 に情報 の交換 が でき るよ うに な るで あろ

う し、 情 報の 様式 も統 一 され た もの
、に な るか ら他 の組織 が利 用 す る こ とも可能 に な る であろ う。

市や郡 や学校 区 な どの 区域 との 関 連 か ら、 また こ うした機 関 の 多 くが 自分 達 でコ ン ビ三 一タを

買 い、そ の設置 を別 個 に始 めた た め に、 彼等 の シス テ ムは他 の もの とは独立 した個 別 の もの とな

り、 ま た独 自の シス テ ム を持 ったた めに 大 きな投 下資 本 を必要 とす る結 果 を ま ねい たの で あ る
。

さf、 州 の レベ ル か ら例 え ば誰 れ かが来 て 、"も'し デ ータ の記 録 の仕 方 の標 準化 を し
、COB

OL、 プ ログ ラ ミン グ の標 準 を設 け るな ど こ う した行政 単位 間 の情 報 の流 れ を容 易 にす るた めに

標準 化 を進 めた ら、 み ん な の役 に立 つ の では なか ろ うか"と 持 ちかけ た と した ら、 誰 れ もかが
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'そ れは 素晴 ら しい考 え だ。 しか し、私 は 自分 の シス テ ムに既 に莫 大 な投 資 を し、 シ ステ ムは私

が欲 す る ことは何 ん で もや って くれ る し、私 の 目的 に は結 構役立 ってい ます か ら、今 更 シス テ ム

を変 え る気 は あ りません"と 答 え る に違 い な い。 これ は非 常 に困 難 か つ重 大 な問 題 で ある。

私 は この報告 書 の 何処 か で述 べ て い る と思 うが、.ある組織 はそ れ 自体 非 常 に ダ イナ ミ ック で あ

り前 向 きなの であ るが、 そ の こ とが 次の 飛躍 の妨 げ に なって い る こ とが あ る。 何 故 な ら莫 大 な投

資 を した以 上 、 元 を と らねば な らな い ので、 あ る程 度 の減価 消却 が す む ま では われ われ の提案 を

のん で大 きな変更 を システ ム に加 え、 プ ログ ラ ムを修 正 した り機 器 を取 り換 え た り した が ら ない

か らで あ る。 一

そ こで行政機 関各 階層 間 の情 報 の流 れ が どの程 度 必 要 に なる か を考 え た上 で情 報 交 換 の標 準化

をか な り早 い段階 で行 ない、 設 定 され た標 準 に従 って 地方 政 府 に シス テ ム を作 らせ れ ば われ わ れ

が抱 え てい る この重 大 な問題 を回 避 す る こ とが で き よ う。

われ われ のIGBは こ う した協 力 と統 合 を奨励 す る立場 にあ るの だが 、真 の権 限 な く して は こ

うした方 向 に前 進 す る のは な か な か難 か しい。

●

■

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政 府 の デ ー タ 処 理 の 調 査

調査 受託 会 社 は主 と して調 査 表 の ア プ ロ ーチ を と り、多 くの場 合個 人面 接 に よって補 言 した。

ま た この調 査 の途 中 で調 査 力 点 の変 更 が行 な われ 、 当初調 査 は開 発 、運 用 さ れて い るシステ ムの

在庫調 べ のた めに 開始 され た が、 途 中 でIGBは システ ム の詳 細 や デ ータ ・ベ ース の仕 様 な どよ

り問 題分 野 を明 らか にす る こ とにせ よ とい う調査 方 針 を打 ち出 した。

次に 日本 の県 に相 当 す る郡 に おけ るデ ー タ ・ペ ース の用途 につ い ての 調査 結 果 だ が、 第1に 人

口が多 い郡 はデ ー タ処理 予 算 も大 きい こ とが判 る。 そ して予 算 の大 きい 郡 は一 般 的 に い って 自動

化 され たデ ータ ・ベ ース を 目指 して前 進 してい る。'.

業 務 の 多 くは 司法執 行 の分 野 の もの で あ り、 そ の次 が病 院管 理計 画 の分 野 で あ る。 病 院管 理 の

デ ータ ・べLス の実現 に 関心 が 持 た れ てい る理 由の1つ は病院 自体 が か な り閉 鎖的 とい うか 限 定

され た分 野 で あ り業務 の反 復 率 が 高 い もの で ある。 ま た病 院 の 費用 は管 理 が 困難 で しか も重 要 だ

か らで あ る。 ア メ リカ では病 院 の経 費 が急 激 に増 加 しつ つ あ るの で病 院管 理 の 向上 に大 きな 関心

が払 わ れて お り、 ロ ッキ ー ド社 を含 めて幾 つ か の会 社が病 院 デ ータ ・ベ ース の運 用 システ ム の開

発 に力 を入 れ て来 た。 また 郡立 病 院 、 州立 病 院 それ に私立 病 院 で もデ ー タ ・ベ ース の 開発 に 関心

が もたれ て い る。

それ か ら、 会計 や予 算 な どの財務 分野 で も ある程 度 の作業 が 行 な われ て い る。 それ に して も、

こ ＼に 出て い る よ うに わず か4つ の運用 分 野 つま り司法執 行 、計 画 立案 、 病 院そ の他 の分野 しか
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●

開発 が進 ん で お らず、 他 の 多 くの政 府活動 の分 野 には あま り着 手 され てい ない。

都市 の場 合 には も っ と遅 れ て い て、 司法 分野 に大 きな力 が 入 れ られ てい るが、 他 は大 した こと

は ない。 司法や 財務 分野 が最 も注 目され てい る。財 務 分野 が 何故 進 ん でい るか とい うと、私 の感

じでは 、財 務分 野 の 人 々 は 日頃 会計 や予 算 の業 務 に従 事 して い るの で数 字 に慣 れ てお り、 こ う し

た方 法 で情 報 を得 る価 値 が判 る と同 時 に コン ピ ュー タ ・シス テ ム か ら情報 を得 る こ とに低抗 を感

じない か らだ と思 う。 司法 分 野 に 力が置 かれ てい る主 な理 由 は2つ ある。 ひ とつは連邦 政 府 が 司

法分 野 に は非常 に大 きな 資金 援 助 を行 な い犯罪 防 止 の ため に 出来 る限 りの システ ムの改 善 を計 っ

てい る こ とで あ り、 も うひ とつの理 由 はニ ーズが 明 らか な こ とで ある。 市 な どの地 方地 域社 会 に

住 む人 々 が問 題 を良 く認 識 してお りこの分 野 の改 善 を支 持 してい る こ とに よる。

・犯 罪 情報 通信 シ ス テ ム

私が知る限 りでは連邦か ら地方レベルまでオン ・ラインで動いているのは司法システムだけで

ある。政府関係の業務範囲では司法関係の情報交換機能は断然他を引き離して進んでいる。

ひ

φ

土 地 利 用 情 報 シ ス テ ム

つい で に も う1つ 事例 に ついて ふれ て お こ う。 数 年前 に カ リフ ォル ニア州 政府 はい ろい ろ な政

府 レベ ル で保 管 され て い る土地 利 用 に関 す る情報 に つい て の研究 を行 な った こ とが あるが 、 これ

はTRWシ ステ ムズ社 に よって行 なわ れた非 常 に抱 括 的 な研 究 で あ った。非 常 に広 範 な調査 と質

問書 に よる調査 が実 施 された が、 私 の記 憶 では これは た しかい ろ い ろ な土地 利用 面 に 関す る基本

的情報800種 に関 す る もの で、 州 政 府 とか郡 の評 価 人事 務所 、 市 の記録、 民 間部 門 では ローン

会 社 の資料 、 銀 行 とか不 動 産 会社 な ど異 な る場所 で保 管 さ れて い る資料 と、 そ の運 用 シス テ ム ま

で含 む もの で あった。

州 の 目的 は統 合 情報 シス テ ムの確 立 が可能 か ど うか を調査 す る こ とにあ り、 この シス テム は標

準デ ータ ・エ レメ ン トで構成 され土 地 利用 に関す る情報 、 特 に土地 利用 パ タ ー ンの変 化 に関 す る

情 報 を、 よ り よい計 画立 案 の ため に政 府 ・民 間 の各 部 門間 に交換 可能 にす るため の もの で あ った 。

われ われ は技 術的 には実 現 可能 で あ るが政 治的 に不可 能 な こ と を知 った。 政 治 的 とい うの は人

々には未 だ こ うした企画 に協 力 す るま でに心 の 準備 で きて い なか った とい うこ とで あ る。 司法 執

行 システ ムの場 合 に は現 実 に脅威 が存 在 して い たの で 多大 な協 力 が得 られ 、 地方 の 司法執 行機 関

はす ぐさま これ まで の記録 方 法 を 棄て て なん の低 抗 もな く勧 告 され た シス テ ム に変 換 できた のだ

ったが、 土地 利用 情 報 の場 合 は事 情 が全 く違 って いて郡 の土 地 評価 人 は 彼等 の システ ムにつ いて

郡 の監 督 者 へ も報告 し よ うとせ ず 、郡 の 財務 部長 と情 報 を交 換 し よ うとさえ も しない とい う全 く
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別の世界なのである。

一般的にいって、われわれが抱えている情報交換に関する問題は技術的にはさほど深刻ではな

いが、変化や情報交換に対する人々の低抗の方が遙かに重大な政治的問題である。

自 動 車 情 報 シ ス テ ム

カ リフ ォル ニア 自動 車 局 の シス テ ム につ い て説明 す る と この システ ム は運 転 免許 と自動車 登録

に関 す る完 全 に 自動 化 され た デ ー タ ・ベ ース を有 して い る。 この フ ァイル は単 純 な運 転 免許 証 に

関 す る情報 以 外 の もの が含 ま れ て い る。例 え ば この システ ム に質問 を出 して運 転 免許 証 シス テ ム

か ら次 の よ うな運 転者 に関 す る情報 を要求 す る こ とが で き る。 す な わ ち、 運転 者識 別 情 報、 自動

車運 転 上 の特典 、 彼の 法 的履 歴 つ ま り、 罰 を受 けた記録 と召換 状 を何 回 無 視 した とか、事 故記 録

そ の他 の特記 事項 な ど で あ り、 これ らの情報 を組 み合 せた もの を取 り出す こ とが で きる。 前歴 の

抄録(AbstractofConviction)に は違反 とそ の 日付、 判 決 とそ の 日付 、違 反項 目、

法廷 の識別 な どが の って お り、 こ う した運 転 者 に関 す る 自動車 局 の記 録 は一 般 の人 々が考 えて い

る もの よ り遙 るか に完 壁 な もの で あ る。 こ うした記録 は法 廷 で利用 す る こ とが で き、 そ こで多 く

の逮 捕歴 を もつ乱棒 運 転 、 不注 意 運転 、酔 ば らい運 転 な どの常 習者 の記 録 を判 事 に提供 して判 決

に資 す る こ とが考 慮 され てい る。 法 廷 には 現 在 の と こ ろ端 末機 が足 りない の でオ ン ・ライン ・ベ 一

一ス での利 用 は され て い ない が
、 沢 山 の端 末 機 を この システ ムに つ ない で数 秒 間 で こ うした情報

を検 索 す る ことが可能 で あ る。 これはRCAに よって 設計 され た マ グネ テ イ 。ク ・カー ド使 用 の

マ ス ・ス トレ ッジ を 使 用 して い て 、 全 シス テ ム で7,000万 キ ー・ラ ク タ の 情 報 を収 容 で きる
。

■

第3節 の郡政 府 に おけ るEDPで は郡 にお け る施 設 の大 きさ、CPUの サ イズ 、 デ ー タ処理予

算と 、デ ータ 処理 を行 な ってい る業 務 分 野 は 何 か とい うと、会計 とか評 価 とか会 計 部 門 のア プ リ

ケ ー シ ・ン と司法執 行 に用 い られ る ものが 一 番先 に手掛 け られ る分野 で あ る。

社 会福 祉 の 分野 で は、2つ の郡 が社 会保 障 の 自動支 払 シス テ ム を開発 して い る。 これ は社 会保

障 を受 け る資格 の有 無 を審査 し、 つい で 自動 シス テ ムが支払 額 を決定 し、 小切 手 の作 成 か らそ の

送 付 ま で行 な う。1つ の郡 で この シス テ ムに使 って い るデ ータ ・ベ ース の詳 細 を手 に入 れ る こ と

が で きる。 つ ま り、 デ ータ ・エ レメ ン トとシ ステ ム機能 の概 要 を示 す。 最 も遅 れ て い る分野 は、

公 共 事業 とか 地 方検 事 事 務 所 とか郡 の 行 政事 務 所、 郡議 会 な どが それ で、 この分 野 でのEDP化

が最 も遅 れ てい る。

技 術 的 要 素がEDP・ シス テ ム の開 発 を脅 かす こ とが あ る。 技 術 の新 しさか らつ ま り、技術 の
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進歩 が あ ま りに も早 い の で人 々が 不安 に 思 い、 今実 施 した な ら1年 後 には も う時 代遅 れ にな るの

では ないか と考 えが ちで、 い っそ の こと今 ま で通 りにや って 行 って技 術 進歩 が落着 き、 これ な ら

乏 い う自信 が持 て る よ うに な った ら導入 しよ うと考 え る人達 が い るが
、 これ では何 もやれ な い。

困 った ことに は技 術進歩 は止 ま る とこ ろ を知 らな いの で、 適 当 な とこ ろで覚 悟 を決 め てバス に飛

乗 らねば な らない。

も う1つ 注意 しなけ れ ばな らない こ とは ソフ1トウ ェァ業者 に よ るソフ トウ ェアの能 力 につ い て

の誇張 で ある。 これ はい く ら強 調 して も強 調 しす ぎる こ とは ない
。

私 個 人 の経 験 で もある しあ らゆ る調査 関係 者 が経 験 して い る ところ で あるが
、 コン ピ ュー タ ・

メー カ ーや ソフ トウ ェア 会社 の人 達 が 彼等 の ソ フ トウ ェア ・プ ログ ラム やパ ッケ ー ジの能 力 につ

い て云 うこ とを うのみ しない よう
、 よほ ど用心 しなけれ ば な らない。

殊 に 契約 の際 に慎重 を期 さねば な らない 。契 約 条項 、 条件 、 罰則 な どを きちん と規 定 しセ、 彼

等 の計 画 に つい て法 律的 責 任 を課 す よ うに しな ければ な らな いの で ある
。

例 え ば、予 算 デ ータ ・システ ム の 開発 の 際 に、(こ れ は私 が プ ログ ラム ・デ ィレク タ ーを して

.いるシス テ ム開 発 で あ るが)わ れ われ はデ ー 殖 理 の ため の特 殊 な ソフ トウ ・ア ・ブ ・グ ラ ムの

デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト能 力 を使 用 しよ う と計画 した。 われ わ れは ダ イナ ミ ・ク なデ ー タ管 理能 力

を備 え て、 何 時 で も自由 フ ァイル を追 加 し、記 録 や フ ァイル ・オ ー ガニゼ イ シ ・ン も自由に変 え

られ る ような もの に したい と考 え た。 つ ま り完全 な デ ータ'・マ ネ ジ メン ト能 力 を得 ようと したの

で ある。

私 が知 って い る限 りで、 そ うい うよ うな プ ログ ラ ムが あ った。 そ れ はDATALANGUA

GEIと 呼 ばれ る もの で あ った。 予 算 シス テ ムの開 発 の ため に われ われ は非 常 に有能 な コンサ

ル テ ィン グ会 社 と契約 を結ん だが 、彼 等 はDL-1を 用 い る ことに よ って希望 通 りの デ ータ管 理 能

力 が得 られ る と推 薦 した 。彼 等 の忠 告 を信頼 して いた の だが
、 実 際 に使用 す る段 にな ってbLI

の1種 で 権 利無効 状 態(PublicDomain)に な ってい る も(pが あ る こ とが判
った。 こ『れ は

IBMか ら入 手 で きるが、IBMに よ って サ ポ ー トされ て お らず
、 も し事故 が起 った らわれ われ

が 自分達 の手 で ど こが悪 いか診 断 しなけ れ ば な らぬ とい うものだ った
。

も う1つ 別 めDI・1の 変種 が あ った。 これ は ノ ース ァ メ リカン社 の もので 自家 用 に改 良 し使用

して い る もの で あ った。 この こ とを発 見 して ノ ースア メ リカン社 と交 渉 した が
、 売 って くれ るだ

け では な く人 を よこ して 設置 を手 伝 って くれ る との こ とだ が、 値 段が10万 ドル とい うの で折 合

わず 、結 局 われ わ れは 中間的 処 置 と して よ り小 さ なデ ータ ・マネ ジメ ン ト ・シス テ ムで我慢 しな

くて は な らなか っ たが、 この間6か 月 とい う期 間 を無 駄 に して しま った
。

要 は専 門 家 であ る コンサル テ ィン グ会社 の勧 告 に基 づ いて こ うい うこ とが 出来 る筈 だ とい うと
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とで始 め た の に、 実行 段階 に な って駄 目 にな って しま った とい うこ とで ある。

ソフ トウ=ア の 問題 に 関す る も う1つ の例 は、 カ リフ ォル ニア 司法執 行通 信 シス テ ム(CLE

TS.)の 開発 の 際 に、 基本 的 な機 器 の契 約 を得 たRCAが これ に用 い られ る ソフ トウ ェア の開 発

に当 った。RCAは サ ブ コン トラク ター と してINFORMATIC社 を採 用 しソフ トウ ェア会 社

の同社 に プ ログ ラ ミン グ を依頼 した。 イ ン フ ォマ テ イ ・ク社 は有 能 な人 材 を抱 え た優 秀 な ソフ ト

ウ ェア 会社 な の だが 、必 要 な プ ログ ラム開発 設 計 に対 す る十 分 かつ効 果 的 なマ ネ ジ メン ト ・コ ン

トロー ル に欠 け ると ころが あ った ので、1年 計 画 実 施 とか運 用 段 階 を終 了 す る筈 で あ ったの に、

プ ログ ラ ミング に掛 って か ら9か 月位 してか ら、 とて も予定 期 日まで に は仕上 りそ うに ない こ と

が決定 的 とな った。9か 月の時 点 で イ ンフ ォマ テ イ ック は予 定 より6か 月以 上 も遅 れ て い たの で

ある。

さて この計 画 の場 合 、 われ われは期 限 に間 に合 わなか った 時の損 失 に対 す る補 償 項 目を契 約 に

入 れて あ った が、 この補 償項 目(Clauseforda皿age)は 大 した金額 では な か った が契

約 に の って い た ので遅 れ た場 合 に は支払 を停 止す るば か りか 逆 に賠 償金 を支 払 わね ば な らない こ

とにな って い た。結 果 と して われ われ は損 害 を補 填 し、 ス ケ ジ ュール をや り直 し、 実 施 を6か 月

延 期 せ ねば な らなか った し、 そ の上RCAと イ ンフ ォマ テ イ ック社 は期 日に間 に合 せ るためvats

よ そ100万 ドル の余 分 な金 を支払 わね ば な らなか った。 この作 業 を遂行 す る た め に何が 必 要 か

につ い て の見 積 りが 甘 か ったた めで あ る。

要 は 自分 で シス テ ム設 計 を しプ ログ ラ ミング な ど をす るな らば と もか く、 外部 の会 社 にや らせ

る場 合 に は別 に入 の悪 口 をい うつ も りは ない が、 しっか り した契 約 を作成 して おか なけ れ ば な ら

ぬ とい うこ とだ。何 故 な ら、 この分 野 では 人 々 は善意 の間 違 い を犯す こ とが あ る坑 こ う した 間

違 いに対 して 自分・自身 を守 らねば な らな い か らだ。

建 設業 な どの場 合 に は賠 償責任 の項 目 を設 け るのが 慣 習 に な って い るが、 コン ピ ュータ分 野 で

弁償 責任 の契 約条 項 を設 けた の は カ リフ ォル ニ ア州政 府 が初 めて で ある。

時 々会 社が われ われ の と ころへ や って来 て、 あ なた は これ が で きる とか あれ が で きる、 こ う し
の

た ら ど うか私 達 を庸 って くれれ ば や って あげ るが な ど と勧 誘 に来 るが、 本 当 は彼等 は これ は既
り

に行 な われ て い る。 私 は未 だ や った こ とは ない が 、私 に や らせ てみ て くれ ない か とい う.べきで

あ る。 ど う もコン ピ ュータ分 野で は誰 れ か がや った こ とは容 易 に で き る と思い こむ ような風 習 が

あるが 、実 際 にや つて み る とそ うは行 か ない こ とが多 い よ うだ。

も ちろん経 験 の あ る人 の数 は限 りが あ る し、 デ ータ転換 や 人力 の速 度 に は限界 が ある。 例 えば

自動 車 登録 とか運 転免 許 証 の システ ムな どの場 合 は、手 書 きの記 録 を電子 制御 様式 に転換 す るの

に カ リフ ォル ニ ア州 は4年 の歳 月を要 した。殊 に2つ の シス テ ム を運 用 して行 く、 つ ま りあ る も
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の は コン ピ ュータ ・シス テ ムの 中 に既 に記録 が入 って い る し、 ある もの は フ ァ イル の引 出 しに未

だ残 って い る とい った具合 に2つ の シス テ ム を平 行 して行 くのは非 常 に困難 な こ とで あ った。 デ 一

一 タ転換 は綿 密 な計 画 とス ケ ジ
ュ ール とをた てた 上 で慎重 に 行な わ ねば な らない。

カ リフ ォル ニ ア州 に ある 多 くの都 市 は人 口 も少 な く、大規 模 なEDPの 利 用 も行 な ってい ない。

自分 達 の コン ピ ュータ を持 って い な い都 市 は計 算 セ ンタ ー(ServiceBureau)を 利 用 し

て い る。

MDS(MuIIicipalDatqSy8tem)とPADS(PublicAgencyData

System)は2つ の協 力 事業 で あ り、 大 変興 味 ある実 験 だ と思 う。 い くつ かの小 さな都 市 が集

ま って 合併 事業 を しよ う とい う もの で、 これ は共 同 の コン ピ ュー タ ・'システ ム とデ ータ ・ベ ース

を作 る こ とを 目的 と して い る。 も ちろん 共 同 のデ ータ ・ペ ーメ とい って も個 々の市 町村 の記録 は、

別個 に記 録 きれ るの で あ って、 こ う した努 力 に よって個 々 には コン ピュ ータ シス テ ム を持 て ない

ような小 さな 自治体 が シス テ ム を持 で る よ うに な る とい う訳 で、 これか ら2つ の実 験 の 進展 は注

目'に価 し よ う。MDSの 方 が そ の 計画 や実 施 に おいて も う1つ の実 験 よ り も遙 か に進ん でい る。

吟
、

学 校 区 の 情 報 シ ス テ ム

学校 区 で利 用 され て い るシス テ ム につ いて述 べ よ う。 カ リフ ォル ニア の学 校 区 では い くつか の ・

努 力 が行 な われ てい る。 そ の面 で報 告 様 式 の統 一 が要 求 され るよ うに な って い る。 州 の教 育局 に'

は州 と して の学校 区運 営 計画 を各学 校 区 に割 り当 て る責任 が あるが、 あ ま り報告 書 の様 式 が複 雑

なた め 一 実 際 この様 式 が判 って い る人 は州 政 府 内 で も2～3人 しヵ・い な い位 だ(笑)一

これ らの様式 を廃止 して新 しい 簡単 な もの を作 る必要 が ある と考 え てい る。 何故 そ の よ うに複 雑

か とい うと州 議 会 が毎 年 の よ うに 法案 を提 出 し修正 す るの で修 正 の上 に修 正 が重 な って読 ん で も

判 らな い位 だ。 州教 育 局 は予 算 を握 ってい るの で相 当の力 を持 って い るの で、州 教 育 局 は地 方 か

らの報 告 書 の報告 事 項 の 変更 を行 な う。 そ して同局 はCEIMS(CarlifoniuEducation

ManagementSystem)デ ータ ・ベ ー ス と呼 ばれ る記 録 の蓄 積 を この数 年 に渡 って行 な っ

て来 てい る。 この種 の デ ー タ ・ベ ー スの 要 素 と どの よ うな種類 の情 報 が入 って い るか を述 べ た。

私 は個 人的 に このデ ータ ・ベ ース よ り、情 報 を用 いて仕事 を して い る。 昨年 か ら州財 務局 は州

内の公 共教 育 システ ムの研 究 を行 な って い る。 これ は学 校教 育 の現 状 を把 握 ・評価 し、 そ してど の

の よ うな要 素 が 実質 的 な機 能 の違 い を教 育分 野 に もた らす か を見 出そ う と して い るの で あ る。 つ

ま り社 会経 済 的特 性 す な わ ち、 学 生 が教 育課 程 に何 を もた らす か、 彼 が貧 困家 庭 の 出身 か?彼

が ア メ リカ で困難 に直面 して い る少 数 民 族社会 、例 え ば メキ シコ系 の子 弟 か?(時 には ア ジア系

の人 々 も困難 に直 面 す る こ と も ある)、 彼 の家 庭 は ど うか、 離婚 家 庭 の子弟 か?住 居 は ど うか?
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文 化 的背 景 は ど うか?な どの情 報 を得 た上 で、 彼 の行 って い る特 定 の学 校 へ提供 し うる資 源 の

状 況 を調 べ る。(こ れ は学 校 区 に よって貧 富 の差 が あるか ら)そ れ か ら各 学 校 で実 施 され てい る

標 準学 力テ ス トの成 績 も ある。 そ の他 実 際 に学 校 区 が どの位 の予 算 を何 に用 い てい るか の記録 も

ある。

わ れ われ が や ろ うと してい る ことは こう した諸要 素 の 関連 分析 を行 ない、 何 が高 い機 能 を発 揮

す るのか 、 そ してそ れ らの 関連 は どの よ うな ものか を見 出す こ とで あ る。 も う数 年 にわた って こ

の よ うなデ ー タ ・ベ ース の作 成 を行 な って い るが、完 成 ま で には も う数 年 を要 す る で あろ う。

デ ー タ ・バ ン ク に 対 す る 所 見

カ リフ ォル ニア州 に おけ る こ う した 活動 の現 状 につ い て所 見 をの べ てみ た。 そ してデ ータ ・パ

ン ク とデ ー タ ・ベ ース の違 いや統 合 情報 シス テ ム との違 い につ いて述 べ た。

最 高 の技 術知 識 の 投入 と創 造的 想像 力、管 理 能 力(managementskill)、 巨額 の資 金 が

効 果 的 なデ ータ ・バ ン ク の運 用 に は必 要 で ある。 中途半 端 な こと をや っ て失 敗 し、 人 々 を失 望 さ

せ る ぐらいな ら着手 しな い方 が ま しだ と思 う。 こ うした分野 は1つ1つ 重 要 な もの であ り、何 が

可 能 で あ るか につ い て の技 術 的知識 、 新 しい ことを試 み た り同 じこ とを異 な る方 法 で試 み た りす

る創造 的 想像 力 、全 計 画 のス ケ ジ ュール をた て管 理 し、期 限 と予 算 内 に納 め、 困難 な意 思決定 を

行 な う管 理能 力が な くて は な らない。

困難 な意 思決 定 とは、 あ らゆ る シス テ ム開発 は あ る時 点 に おい て、 次 か ら次へ と出て来 るア イ

デ ア を押 え て、一 定 の 構 想 の下 に期 日内 の完 全 を め ざ して作 業 を進 め る とい う決定 を しなけ れ ば

な らな くな る。 これ を'設 計 の凍結"と 呼 ん でい るが 、 これ は マ ネ ージ ャーが時 間 と予 算 を考慮

に入 れて断 固 と して行 な わね ば な らな い。

ま た、経 費 の こ とで あ るが、.大規模な プ ロジ ェク トの場 合 には多 額 の 金 が無駄 に な る。 自分 と ・

して は'無 駄"に な る とい う表 現 は した くない。 意 図 した ことに費 や され る と云 うべ きで あ ろ う。

しか し私 の16年 間 の経 験 か らい って、何 十 徳 ドル とい う金 が研 究 に費 や され る。 つま り何 十徳

とい う金 が"こ れ を して は駄 目だ"と い うととのために 使 われ るの で あ る。 人 々 は とか くどの位 の

金額 が'そ れ を や って は な らない"と い う ことを発 見 す るた め に費 や された か を忘 れが ち だが 、

実 際 にそ うな の で ある。 そ の ため に こ うした大 きなシ ステ ム 開発 に は巨額 の予 算 が必要 なの で あ

る。 しか しそ の経 過 を知 らない 人達 は 何故 最初 か らそ うや らな か った の だ と責 め るこ とが あ る。
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(2)形 成 、 運 営 、 発 展 に 対 す る 考 え 方

前 輪 紳 て・ カ リ・ ・ル ニ ア州 のデ ータバ ンク の現 状 嚥 点 をあて
、 そ の成 立 の背 景 や評

価 を綻 な ・'てきた わ け であ るが・ この 節 では 、 デ ータ バ ンク の あるべ き姿 とは何 か、 扶 、

そ れ を いか に してつ ぐって い くか な どを考 え る上 で の事 例 と して
、 カ リフ ォル ニア州 の考 え方

を追 っ てみ よ う。

われ われ は、情 報公 社 とか情 報 省 とい うもの が あ って
、 そ こで一元 的 に情報 を と りあつか う

のはプ タバンク全体としてあ
.・べ警 ではないと考 えてい・・それは実現不可能⑰ ・から

であ る。 む しろ相 互 に メ リ ッ トな り特 性 を もったデ ータバ ン クが沢 山 でき
、 そ して情'報の 内容

が 相 互 にか らめ あ って、多 元 的 に利用 で き るい わゆ るネ 。 トワ ーク構造 こそデ ータバ ンクの あ

り方 と して望 ま しい し、 また その よ うにつ くる のが もっ と現 実 的で かつ本 質 的 で あろ う
。

こ綱 関するマクドナルド氏とわれわれの討論の記鹸 頗 以下に述べられて陥
.

この討論 の記録 をみれ ば、 マ ク ドナ ル ド氏 の豊 か な経 験 に照 らして述 べ られ た意 見 の中 にデ

ー タバ ン ク構 造 は トリー構造 のそ れ な のか
、 ネ ットワーク構 造 のそ れ なの か もまた おのず か ら

明 らか とな ろ う。

■

〔質問1〕

マ ク ドナ ル ド氏 は
、 デ ー タバ ンク をど の よ うに考 え て い るか?

〔回 答 〕

ア 一 夕バ ン ク は、 た だ単 に機能 的 フ ァ イル の情 報 に よ って構 成 され て い るの では な く
、 それ 以

外 に も将 来 な され るぺ き計画 や決 定 に関 して 、デ ー タバ ンク の概念 を適 用 す る よ うな 目的 も持
っ

て い る・ 従 ・て・ 市 嚇 査 の繰 出撤 ような
・ 靴 的 なデ ータ ・ペ ース に もつ な勧 を も ち、

さ らに基 本的 な経 済 的 プ ロジ ェク トとか 、企 業 の運 営 にGNPが 将来 ど うい う影 響 を与 え るか な

どの情報 も含 む。 デ ー タバ ン クの概念 は全 体 的 オペ レ ーシ ・ン を頭 に いれ て綿 密 に設計 さ れた も

の で ある か ら、 い つい か な る時 、 どの機 能 的 デ ー タ ・ベ ース の 中に あ る情報 が必要 に なろ うと も
、

広範 囲 な主 要 目的 のた め に使 用 され る ことが で き、 しか も、 そ れ らデ ータ ・ペ ース に ある情 報 は、

何 らか の 修正 を加 え る必要 な く使 用 す る こ とが で きる よ うに設 計 され てい る
。

何年 か前 に私 の国(ア メ リカ)で しば しば 使用 され た言 葉 に ・ トー タル システ ムズ
.ア プ ロ_

チ'と い うの が ある が・ この デ ータ バ ン クの概 念 は この言葉 の精 神 を適 用 した もの と
、 ある意 味

でいえ る と思 う。 つ ま り、 あ る与 え られ た機 能 的 デ ー タ ・べ'一ス の範 囲内 で何 を しよ うと も
、 そ

の情報 源 か らの情報 を うま く組 合せ て、 よ り広 い 目的 の ため に使 用す ると い うのが この デ ータバ

ンク の意 味 で あ る。
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この トー タル シス テ ム ズ ・ア プ ローチ の考 え には㍉ 非常 に 困難 な又、 非 常 に現 実 的 な問 題 が あ

り、 よ く起 る ことだが 、例 え ばた だ単 に ト.一夕ル システ ムズ.ア プ ロ ーチ の観 点 か ら問題 をな が

め る,と、そ こか ら出 て来 る提案 ど い う も の は 、 あま りに も広範 囲 で あ り・統 括 的 で あ り・ 非 常

に経 費 が か か り、 実現 させ るに は時 間が か か りす ぎ るた め、 その よ うなシ ステ ム に対 して 疑惑 の

念 を抱 か ざる を得 な くな る し、 トータル シス テ ムズ ・ア プ ロ ーチ が基 とな っ.たこの よ うな莫 大 な ,

ス ケ_ル の プ ログ ラム を一般 に売 り込 む の は無理 だ と思 わ ざ るを得 な くな る。 従 って人 々が そ の

ようなぼ う大 な仕 事 をす る能 力 を疑 うば か りでな く、 トー タル シ ステ ムズ ・ア プ ロ ーチ 自体 に含

まれ る個 々の機 能 に もす ぐに解決 しな け れば な らな い問題 が多 々あ る。 しか し、 人 々は トー タル

シス テ ムズ.ア プ ロー チ が完 成 す る ま で待 ってい る こ とは 出来 ない。従 って 、 人 々は シ ス テ ムズ.

ア プ ロー チが 完成 し、 自分 達 の機 能 を シス テ ム化 す るの にそれ を適用 す る こ とが で きるま で の間 、

現 在 の機 能的 な必 要 性 を満 た して くれ て、他 のい ろい ろ な問題 を広範 囲 に扱 って くれ る ような シ

ス テ ムを望 ん でい るの で ある。

他方 、 シス テ ム作 業 が 、全体 的 な設計 概念 な しに個 々の 機能 部 門で別 々 に進 め られ る な らば、

そ れぞ れ の個 々の シス テ ム を後 に統合 す る こと は、非 常 に困 難 に な りが ち で あ る。 とい うの は、

個 々 の シス テ ム が他 の関 連部 門の 必要 性 を考 慮 に入 れず に 、特 定 の 目的の た め に動 くよ うに作 ら

れ て い る か らで あ る。 工 場 を例 に とる と、工 場 長 は 会計 シス テ ムを考 慮せ ず 自分 の仕事 の コン ト

ロール システ ムを作 って しま いが ちで あ るが、 も し労働 賃 金 や部 品価 格 を 会計 シス テ ム と き.り離

した なち ば、 そ の企業 は コン トロール 不 可 能 とな る で あろ う。

これ らは 困難 な問題 で、 そ うやす や す と解決 で きる もの で はない 。我 々が 開発 中 の概 念 を、 カ

リ フ ォル ニ ア州 政 府か らい くつ か ひろ って説 明 す る。

つ ま り、 カ リフ ォル ニ ア州 政 府 の運 営 を全 体 的 に見 る我 々 と、 ある一部 門 の み に関 連 す る人 々

と対 応 させ て説明 す る。

まず考 察 のた め に矯 正部(Dept.ofCorection)を と りあげ る。 これ は か な り大 きな

部 で あ り、 カ リフ ォル ニア全 体 に は多数 の刑務 所が あ り、そ の囚 人数 もけ た はず れ の もの で あ る。

機 構 が ぼ う大 なだ け にそ の機能 もさま ざま で、 イン ベ ン トリーを持 ち、 購入 を し、 維 持活 動等 も

行 な わ なけ れば な らず 、 又 、囚 人 に関 して もなす べ き仕 事 は多 い。 まず 、第一 に法 廷 で判決 が下

され る と、 新 しい囚 人 を受 け入 れ、 囚 人 に関 す る記録 を作 成 し、 どの刑務 所 に入 れ る か を決 定 し、

囚人 を 分析 して、 中学 卒程 度 の者 には高 等教 育 を授 け た り、職 業 訓練 が 必要 か ど うか決 定 した り、

い ろ い ろな心理 分析 を した りしなけ れ ば な らない。 つ ま り囚 人 を診断 し、そ の結果 、社 会 復 帰 を

助 け る わけ で あ る。 さ らに囚人 に関 して の プ ログ ラム に対 しいろ い ろの決 定 が な され る。 つ ま り

例 え ば、 高 等教 育 を受 け る囚人 数 が 昔 に比 べ て急 に多 くな った とす る と、 高 等教 育 プ ログ ラム
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(も ち ろん刑 務 所 内 での)を 拡 張 しなけれ ばな らな い。 従 ってそ の よ うな プ ログ ラム の監査 と評

価 の決 定 が なさ れ るわ け で あ る。 そ して 、 囚人 が仮 釈放 の資格 を得 る と、全 く別 の プ ロ グ ラムが

用 意 さ れて い る。 囚 人 は刑 務所 か らは出 られ るが、仮 釈放 プ ログ ラムの下 に監 視 さ れ て いて 、 も

しこの プ ログ ラム の基 準 を満 た す な らば 、最 終 的 に釈放 され るわけ で ある。

さ て、 この部 は この よ うにい ろ い ろの機 能 を も ってい るが、 そ れ らは必ず 何 らか の記 録保 持 と

関連 してい る。 が これ らは、全 く別 々の デ ータ ・ベ ース であ る。そ して我 々 は今 この部 を トータ

ル システ ムの実行 可能 性 を決定 す るた め に研究 してい る が、 も し設立 さ れた な らば デ ー タバ ン ク

と して働 く ようにな ろ う。 しか し、 個 々 の部 で起 っ てい るすべ て の ことは他 の部 と関係 して い る

ことか ら して、 これ は、 単 にデ ー ダ ・ベ ース で しか な い と も言 え る。

さ て、今 ある 男が法 律 を破 って、 店又 は ガ ソ リンス タ ン ドに押 入 り、 窃盗 をは た らいて 、車 を

盗 み、 逃 走 した と仮 定 す る。そ こで、 施法 官 が探 査 を始 め る。逃 走 した 男 は、 前科 が あ るか も し

れ ない が 、 も しあれ ば、FBIに そ の フ ァイル が あ るで あろ う。 そ して我 々 はそ の男 に関す るフ

ァイル を持 って い ない とす る。 又 、 ハ イウ ェイ パ トロール は盗 難車 の連 絡 を受 け、 そ の車 の特 徴

や、 車 輌番 号 な どの 報告 を 受 け る。 もちろん これ らの情報 は、C.LE.T.Sシ ス テ ム を通 して得

る こ とが で きる。 さて この 男 が逮捕 され てそ の記 録 が作 られ 、 彼 に関す る情 報 が集 め られ、 最終

的 に起 訴 さ れ 、 そ の裁判 に関 す る記 録 が 作 られ、判 決 が下 って、 この 男が 刑務 所 に入 れ られ る

と仮 定 す る。

この場 合 、 こ の犯 罪 ケ ース につ い て の情 報 のす べ てに 関 して、 一 つ のデ ータ ・ペ ース の形 で考

え るの はあま り実 際的 とは言 え ない。 このケ ース に関す るす べ ての 情報 が決定 を下 す のに役 立 つ

ような形 でシス テ ム の ど こか らで も得 られ る よ うな形 で あるべ き と思 われ る。

も し、 この男 が刑 務 所 に入 った な ら、 彼 の家 族 は社 会 福祉 を受 け るだ ろ う し、又 そ の資格 が あ

れば 医療 サ ー ビス も受 け られ、子 供 の一 人 が麻 薬 中毒 で 、精神 衛 生部 の お世話 に な るか も しれ な

い。 又 彼の家 族 の他 の メンバ ー につ い て も、職業 斡 旋 が され るか も しれ ない。 この よ うに彼 に関

して の決定 は矯正 部 が行 な うが、 例 えば 、 も し彼 が仮釈 放 の資格 が あ る とみ な され る と、 彼 の家

族 に非 常 な影 響 を与 え るだ ろ う。 も しこの 男が 釈放 され 職 を得 て家 族 を養 う ことに な る と、 家 族

は今 ま で受 け て きた い ろ いろ な福 祉 プ ログ ラム を受 け な くな るだ ろ う。 つ ま り、 そ の釈 放 の決 定

が非 常 に重 要 な意 味 を他 の分野 に もた らす わけ で あ る。他 方 、 も し釈放 され ない な ら これ らの 福

祉 は引 続 き行 な われ る。

現 在 、我 々は この 男 に関 す る知 識 と他 の別 の分 野 の記録 とを結 び つけ る方 法 を持 って いない の

で、 す ぺて の段 階 におけ る意 思決 定 は 不充 分な 知識 に基 づい て行 なわれ て い る。 再 度 強調 す るが

それ らは大変 大 きな機能 分 野 で あ り、 医 療 補助 プ ログ ラム は カ リフ ォル ニ アだ け で一 年 に10億
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ドル以 上 かか る し、 福 祉 プ ログ ラ ムは一 年 に5億 ドル もか か る。 これ らは 非常 に綿 密 に作 られ た

管 理 プ ログ ラ ムで あ るた め、 一つ の デ ータ バ ンク の み で この男 もそ の家 族 に 関す るすべ て の情 報

を扱 うと考 え る のは不 適 当 で あろ う。 しか しこの 男 に対 して決 定 を下 す と きに必要 などん な情報

で も得 られ る よ うな コ ミ ュニ ケ ー シ ・ン リン クや情 報 のコ ー ド化 とい う もの が確立 され ねば な ら

ない。従 って現 在我 々 はす べ て の分野 に共通 す る デ ータバ ンク よりも個 々 の分 野 の ため のデ ータ

バ ンク につ い て考 え て い るの だが、 そ の 目標 と して、'統 合 された 情 報 シ ステ ム"(integr-

atedinformationsystem)を と りあげ てい る。 これ は、 各 々の システ ムに あ る情

報 関係 を見 出 し、 これ らの 間 の コ ミ ュニ ケ ーシ ・ン リン ク を作 り、 決 定時 にす べ て の必要 な情 報

を得 られ る よ うに す る もの であ る。 又 これ は、 情報 が や た ら乱用 され な い よ うにコ ン トロール さ

れ ね ば な らない 。 大変 困難 な問 題 で あ るが、 我 々は今 日そ の 解決 に向 って努 力 して い る。

・●

●

〔質 問2〕

マ ク ドナル ド氏 はv公 共部 門で つ く られ たデ ータ ・ベ ース が民 間 で利用 す る とい う型 に広 が る

可能 性 が ある と考 え るか?

〔回 答 〕

現 在 まで ア メ リ カでパ プ リ ・クセ ク タ ー とプ ライベ ー トセク タ ー間 でデ ー タ の分 割 と交換 を す

るた めの協 力体 制 とい うもの は特定 の意 味 に おい ては全 くとい ってい い程 な い。 しば しば共 同情

報 システ ム の設立 案 が 出 され て きた が、 それ は例 えば 、銀 行 、'金融 業 、 不動 産 会社 が政府 と共同

し、経 済 予 測 等 に使 用 す る特 定 情報 を蓄積 す る もので ある。 私 の知 って い る限 りで は、 カリフ ォ

ル ニ アに おけ る この よ うな提 案 は今 ま で成 功 した ため しが な い。 しか し、違 う意味 での政 府 と私

企業 の協 力 や、 政 府 に よって定 め られた情 報 を私 企 業 が ア クセ スす る ことは たやす いの で あ る。

我 々は 、伝 統的 に政 府 は人 民の もの で あ るとい う信条 を も〔て い る。言 い かえ れ ば、 どん な人

民 も政 府 の仕 事 を理 解 し、 そ の内容 につ い て聞 き、行 な われ た こ とす べ て を知 る権 利 を有 す る。

又 人民 は納 税 者 と して払 った 税金 に よ って行 な わ れた 政 府の 仕 事 の結 果 か ら得 られ る利 益 を もつ

権利 を も有 す る。

この よ うな態度 は広 範 囲 に わ た り、 私 企業 まで も個 人 と考 え る よ うに な った。 つ ま り、 も し公

的 な部 局 が広 範 囲 な記 録 を集 め た とす る。 例 え ば車 の 持主 名 と住 所、 免 許 所有 者 名 と住 所、 不動

産持 主 名 と住所等 に対 して どん な人 で もそ れ が政 府 に よ って集 め られ、 ま とめ られ た もの で あ っ

て も、伝統 的 に これ ら記録情 報 を得 る権 利 を もつ。 た だ し個 人 の プ ライバ シ ーを侵 害 しない とい

う条件 を守 れ ばの は な しで あ る。 そ うすれ ば これ らの記 録 は た だ で、 コ ピー代 を払 うだけ で得 る

ことが で き る。
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この原 則 は個 人 の 情報 を犯 す と ころま では適 用 す る わけ には い か ない。例 え ば犯 罪 歴 、精神 病

院 での記 録 の よ うな情 報 ま でに は及 ん で はい け ない。 しか し、 その 他 の情 報 は個 人 にで も企業 に

で も公 に使 用 で きる。 従 って あ る意 味 で我 々は政 府 か ら一般 の プ ラ イベ ー トセ クタ ーへ大 変 オ ー

プンな 情報 の流 れを もってい る といえ る。 しか し初 めに 申 し上 げ た通 りに他 の意 味 でパ ブ リ ック

とプ ライベ ー トの 両 セ ク タ ー間 で の情 報 交換 の協力 は あま りな い。 これはそ れ ほ ど簡単 にす ま さ

れ る問題 で は ない。 公 的 情 報 を私 企業 に営利 目的 に使用 のた め与 え る ことに非 常 に強 い反対 が起

って い る。 そ れ に対 し我 々は いつ .も誰 に も、 どの企業 に も不 公 平 な く情 報 を与 え るつ も りだ と解

答 して い るが、 そ れ で皆 が 満足 す るわけ は な く、 なぜ な らそ の情 報 を利用 す る資源 に差 が あるか

らで あ る。 更 に個 人 の名 前 と住所 の リス トが社会 的 にあ ま り好 ま しくない商 品 を郵 便 で勧 誘 す る

のに用 い られた こと が あ った。 しか も情 報 要 求 の内容 の良 し悪 しを 選 り分 け るのは 非常 に 困難 で

あ る。 従 って この原 則 を実 施す るの に問 題 はつ き もの で あるが 、 しか し我 々は今 だに政 府 の記 録

を私 企 業 に 自由 にア クセ ス させ る よ うに してい る。

〔質 問3〕

多種 類 のデ ー タ ・ベ ース を組 合 わせ て使 用す るた めに、 そ れぞ れ の デ ータ ボ キ ャブ ラ リーをお

互 い に一 致 させ てい ると 思 うが、 警 察 の取締 りや、 事故 記 録 の シス テム で使 用 して い るパ ー ソナ

ル コー ドが 、裁判 とか免 許 に も通 用 して い るか 、 それ は叉 自動 車 事 故 に関 す る民間 の保 険会 社 に

も共 通 に な って いるか?

〔回 答 〕

我 々 は、 汎 用 個体 識別 コ ー ドは持 って い ない。 実 際 にデ ー タ処理 等 に関 して識別 の た めに汎 用

され てい るのは 、住 所 、 氏 名 、年令 、性 別 の よ うな基 本 的 情報 であ る。.これ らを用 い て個 人 の記

録 を得 る手 がか りとす るの で あ る。 多 くのデ ニタ ・ペ ース に おい て識別 コー ドや コ ー ドヘ ッダ ー

を用 い て情 報 をス トア して い る。 しか しそ の コー ドは、そ の シス テ ム内 で のみ ジ ェネ レ ー トされ

た もの で あ り、氏 名 の文 字 、 住 所の 文字 数 、 性別 や年 令要 素 を用 い て、 あ る特 定 の ソ フ トウ ェア

プ ログ ラム に よ り作 られ た もの で あ る。 しか しその よ うな識別 コー ドは、 そ の シス テム独 自の も

の で あ る。従 って基 本 的 に は、 氏名 、住 所 、年 令 な どを用 い て識 別 しなけ れば な らないの が現 状

で あ り、 統 一 され た汎 用 識 別 コー ドは ない。統 一識 別 コー ドに最 も近 い ものは 、社 会保 障シス テ

ムの結 果 で ある とい え る。 社会 保 障 は連 邦 政府 に よって行 な われ て い る老 人、 不具 者 のた めの保

障 であ り、 ある人 が初 め て雇用 され た時社 会保 障 口座 番 号(80cialsecurityaccou-

ntnumber)が 与 え られ これ は一 生用 い られ る。 連 邦政 府 に 関 して は、 そ の人 につ い ては そ

の社 会保 障番 号 が用 い られ る。 ワシ ン トン の社 会 行政 部 で、 彼 のた め の口座 が 設け られ る。 この
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口座 に、 彼の 給料 や 雇用 人 か らのお 金 が積立 て られ る。 これ に よって 彼が 停 年 や不 具 にな った後 ・

生活 に こ とか か な い よ うにな って い る。 決 してそ の番 号 は変 る ことは ない 。 連 邦政 府 に報 告 さ れ

る所得税 は、 この社会 保 障 口座 番 号 を用 いて い る。 従 って この番 号 は標 準 的番 号 といえ る。 たび

たび、 は っき りと標 準 番 号 にす るとい う提 案 が なさ れて きて、例 え ば子 供 が生 れ た ら、 す ぐに社

会保障番 号 を与 え、一 生 涯そ の人 の 記録 、学 校 成 績、 銀行 口座 ま で も、 それ に よ って コン トロー

ルすべ きで あ る とい う もの であ る。 もし この よ うな統 一 コー ド番 号 が ユ ニ ー ク に決 まれ ば、数 々

の利 点 が あ るだ ろ ラ。

しか しこの考 え は ま だ一般 的 に受 け入 れ られ てい な い。 将 来 受 け入 れ られ るか ど うか も疑問 で

ある。統 一 コー ド番 号 は数 々 の欠 点 もあ り御承 知 の よ うに多 くの企 業 では、 そ れぞ れ独 自の識 別

番 号 を作 ってい る の で、 これ を新 しい番号 に変 え るの は、 あま り気 がす す ま な い はず で ある。 更

に社会 保 障番 号 は完全 に認 め られ た(fulIyproof)番 号 で は な く、 も しあ る人が 自分 の

身分 を変 え たい な ら、違 う名前 を使 う ことが で き る し、 そ うす る と社 会保 障 番号 が な い か ら とい

って、 新 しい の を要 求 す る ことす らで き る。 しか し利 点 もある こと もあ る。 ま だ統 一 され た唯 一

の認識 番 号 とい うものが で きるか ど うか わか らない。

わ

■

一(質問
4〕

個 別 デ ータ ・ベ ース と中央 大 型 デ ー タ ・ベ ース との相 互 関係 を ど う考 え るか

〔回 答 〕

これ に対 す る答 え は 、容易 に は 出せ ないが、 規 模 の経済 の尺度 を適 用 す る ことは不 可 能 と考 え

られ る。 つ ま り、小 さ な個別 の組 織 より強力 な 中央組 織 に よって 、記録 を更 新 す る方 が コス トが

や す い わけ で 、 この経 済 要 素 は一 つ の基 準 と な る。 しか し、 独 自のデ ー タ ・ペ ース を(デ ータバ

ンク)も って い て、他 のす べ て の部 にサ ー ビス をす るの は、 あ ま り実際 的 で は ない 。 ま た、 あま

りに もシス テ ム が大 き くな り、 そ れ を使 う人 か らかけ は なれ た もの に な り、 仕事 に対 して関 心 を

なく した り・、情 報 が更新 され て い るか ど うか も見ず 、仕 事 の役 割 りを果 た そ うと しな くな る。 従

ってシス テ ム はそれ を使 って働 き、 そ の サ ー ビス を受 け る人達 の身近 に なけ れ ば な らず 、 あ ま り

かけ離 れ る と、お互 い の機能 が うま くい かず 分離 して しま う。 この システ ム と人 々 との距離 が ど

の程度 が良 いか は わか らな いが 、使 用 者 が ブ レ ーク ダ ウン しな い よ うに一諾 に働 け る位 が 良 いか

と思 え る。

で
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〔質 問5〕

カ リフ ォル ニ ア のデ ー タバ ンク開 発 の基 本 は 何か。

〔回 答 〕

この よ うな大 型 開発 プ ログ ラム の基 礎 は一 般 的 に は、 あま り効率 よ くなか ったが 、す でに そ の

ような機 能 が実 行 され て いた とい う ことで あ る。 統 合 シス テ ムを開発 す る提 案 はい つ で も現 在 の

シス テ ム を改 良 す る提案 に他 な らなか った。改 良 に は費 用 がか か るが、 しか し長 期 的 に み る と経

済 的 で あ る。 とい うのは、 現在 の手 計 算 よ り も安 い ユ ニ ッ ト当 りのコス トで同 じ仕 事 が で き るか

らで あ る。 また、 問 題 が大 規模 で重 要性 を帯 び て きた と き、 コン ピュータの ス ピー ドを用 い なけ

れば ど うに も解決 で きな い とい う よ うなケ ース も よくあ る。例 えば 、 カ リフ ォル ニ アで は2000

万 台 もの 自動 車 の車 輌登 録 、1400万 の 自動車 免 許 記録 の ようなぼ う大 な量 を維 持 更新 してい

くに は、 ど うに も人 間 の仕事 ではす ま され ない と ころ まで きて い るの で ある。 州 政 府 の例 を あげ

る と、 州 が 管理 して い る教 職 員退 職 シス テ ムの記 録 が あ るが、 これ らの記録 は二 年 も遅 れ て お り、

これ を 自動化 して、退 職 時 に 口座預 金 が どの程度 あるか の質 問 に対 し、 二年 前の 記録 を用 い ない

よ う、 現 在 の残 高 を答 え られ る よ う努 力 してい る。

■
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皿 組 織 内 デ ー タ ー ベ ー ス

(A)ノ ー ス ア メ リ カ ン ・ロ ッ ク ウ ェ ル 社

ノー ス ァ メ リカ ン ・ロ ック ウ ェル のデ ー タバ ンクは、1961年 及 び1962年 にア ポ ロの

CSM(最 上 段 の指 令 室)お よび サ ター ンS-llの ブー ス タ ーの受 注 に伴 う総 合 マネ ー ジ メ ン

トシス テ ム の 中 に生 まれ た もの で あ る。

第2.1図'ノ ース ア メ リカ ンのMIS

Re80urce

Systens

E㎎gineeringRelease

Systαn

FabricationP㌦mi㎎ 城

TrackSystan

QUualityAChievαrHit

DataSystcn

MaterialInventoryControl

掘InforrrationSyst㎝

こ の 総 合 シス テ ム は 、 製 造 過 程 に お け る 設 計 、 仕 様 の 管 理 を 扱 うEngineering

ReleaseSystem,製 造 計 画 と、 製 造 伝 票 を オ ン ラ イ ン で 管 理 す る シス テ ムFab-

ricationPlanningandTrackingSystem,全 米 に ま た が っ て 約200万

に 達 す る ア ポ ロ の 部 品 の 購 入 、 輸 送 、 貯 蔵 等 を 管 理 す る シス テ ムMateriaIInventory

ControlandInformationSystem.高 度 な 品 質 管 理 の た め の シ ス テ ム

QualityAchievelnentDatasy8tem,必 要 な 人 材 を 確 保 す る た め の シ ス テ ム

ResourceSystemsな ど で 構 成 さ れ る。

そ し て こ れ ら シス テ ム の 運 営 に必 要 な ぽ う大 な 情 報 処 理 の た め 、IBMと 協 同 で 開 発 し た の

がIMSと 称 され る 総 合 フ ァ イ ル と 多 数 の タ ー ミナ ル か ら 構 成 され た オ ン ラ イ ン のlnfor-

mationSystemで あ る。

IMSの 概 要

IMSは1966年 よ り約4年 間 に、 多 方 面 にわ た る技 術 が蓄 積 され、 と くに多 くのUti-
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IityProgramが 開 発 さ れ て 、IMSの 効 率 をi著 し く高 め る の に 役 立 っ て い る 。

UtilityProgramと し てSpaceDivi8ionで 約120のProgramを 使 用

し てい る が 、 そ の 典 型的 な1つ はERS(EngineerillgRelea8eSystem)で あ

る。

ERSは 、 技 術 情 報 や デ ー タ を コ ン ト ロー ル す る も の で 、 設 計、 購 入 、製 作 、 組 立 、 試験 お

よ び 検 査 等 の デ ー タ を 取 扱 っ て い る。

第2.2図IMSの 内 部 構 造

σ

θ

Telephone

Iine

TRANTEXT

CODE

APPlication

PrOgram

(歌1

DL/1

120Program

DL/1の 例

GU

GN

GNP

RPLC

ISRT

DLET

GETHOLD

GIi】TNIi】XT

GETNEXT

REPLACE

INSERT

DELETE

UNIQUE

WITHINPARENT

●

勇

コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム の概 要

IMSに 使 用 す る コ ン ピ ュ ーータ シス テ ム の 主 計 算 機 は1最 近360/6与 ×2よ り360/

85に 切 り変 え が 完 了 し、 現 在 、 バ ック ア ッ プ'と し て は 、ExtraCoreBoxの み と い う
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●.

倹 約 ぶ りで あ る。

図 で 示 す よ う…36・/85は 、 …e2 ,…,…'Byt・ 。 を もち 、32Kのhigh

speedbufferが 付 属 し て い る。

DirectAccessStorageと し て は 、2ケ の2301ド ラ ム と9ケ の2314デ ィ

ス ク を も つ 。 ・,

通 信 線 の セ レ ク タ ー一と し て6ケ の2860と1ケ の2870muItiplexorを 備 え
、 能

力 と し て は 、112回 線 の 電 話 、・一 つ の7770 、audioresponse,fO;よ び95の タ

ー ミ ナ ル(2740
,1050)を 処 理 す る こ と が で き る。

タ ー ミ ナ ル は 、 主 と し て、 カ リ フ ォ ル ニ ア 、 フ ロ リダ 、 ミ シ シ ッ ピー 、 テ キ サ ス お よ び オ ク

ラ ホ マ 州 に 置 か れ て い る 。

3台 の2701逝 制 御器la
.・6台 の2848・ ン ト・ツ ー 樋 じて ・ ・の226・CR

Tタ ー ミナル に 接続 してい る。

∂

●

`

(B)ロ ッ キ ー ド ・ ミ サ イ ル&ス ペ ー ス ・ カ ン パ ニ ー

(1)LockheedAircraftCorporationは 約9万6千 人 を 擁 し9のCompany

Divisionに 分 割 さ れ て い る。

LockheedMissiles&SPaceConyanyは 、 こ の9社 の うち の1つ で あ り、'

2万3千 人 を 有 し・ 広 い 分 野 に わ た る シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ
、 研 究 開 発 を 行 な ってい る。・

当 社 は単 な る製造 業 者で もなけ れ ば 、単 な るコ ンサル タ ン トで もな く
、 シス テ ム のデ ザ イ ン

か ら完 成 ・操 侮 で一 貫 し諏 扱 うシス テ ・のデ ・べ ・ ・パ ーQ役 割課 してい る
。 二l

IntormationSciencesLaboratoryは 、 情 報 処 理 に関 す る 研 究 開 発 を 担 ・

当 し て お り・ エ レ パ ・ニ ク ス ・ イ ン フ'・ メτ シ ・ ン ・ リ'ト ・ト パ ル 、 ラ イ ブ ラ リー サ イ エ

ン ス ・ 言 語 学 な ど の 分 野 を対 象 と し て、interactiveinformationretrieval

System,datastrUcture,な ど を 取 扱 っ て い る
。'.

〔2)取 扱 う問 題 の 内 容 は 、 下 記 の3種 に大 別 で き る。

a.イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・リ ト リー バ ル(情 報 検 索)

managemen .treportingandcontrolsystemslibraryre-

tri .evalsystem8な ど を 含 む イ ン フ ォ ー メー シ ョ ン ・シス テ ム と モ デル の 研 究 開

発 。

b.InteractiveSystems(対 話 形 シス テ ム)

コ ン ピ ュー タ と人 間 の会 話 を 可 能 に す る手 段 の研 究 開 発 で
、 プ ログ ラ ミ ン グ ・シス テ ム 、'
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,

v

ラ ンゲー ジ、 グ ラ フ、 オ ン ライン化問 題 な どを取扱 ってい る。

c・ComputingSystems

コン ピ ュー タ組 織論 、 計 算 シス テ ム分 析 の た めの手法 な どの 研 究 であ り、 八 一 ドウ ニア

の研 究 であ り、 ハー ドウェア の関 係、 ス ウ ィッチ ング な どを対 象 とし てい る。

(31イ ンフ ォメー シ ョン ・リ トリー バ ル に関 す る当 社 の代表的 な開 発例 は、1966年 よ り始

め られ たオ ン ライ ン ・イ ン フ ォメー シ ョン ・リ トリー バル 用 の ラ ンゲー ジでDIALOGと 呼

ばれ る もの が あ る。 これ は、NASAに 採用 され 、30万 件 のテ ク ニ カル ・レポ ー トの要 約

をPaloAltoに あ る当 社 のIBM360/40に ス トア し、NASAの 各所 に設置 され

た端 末 機 か ら使 用 され てい る。 当 初 はNASAの カ リフォル ニア 州 マ ウ ンテ ン ・ビュー の

Ame8ReserchCenterに 端 末機 を設 置 して実 験 を始 め た が、1968年7月 に ワ

シン トン のNASA、 本 部 に も端 末機 を重 要 拡 張 し、 以 後、 毎 日、 使用 され －tいる。

(4)1968年 には、NASAの 広範 囲な イ ンフ ォ メー シ ョン ・リ トリーバ ル ・シス テ ムの開

発に先 が け、MarylandaCoIlageParkに あ るNASAの コン ビ ュー一夕 ー に収

めら れた デ ータ ベ ース を全 米 にま た が る端 末 機 か ら利用 するRECONと い うシス テ ム を完 成

した コ ン ピュー タは、IBM360/50で 、 リア ル タイ ム、 オ ン ライ ン、 タ イ ム シェア リ

ン グに よ る端 末機 か らの イ ン フ ォー メ ー シ ョン ・リ トリー バル とな って い る。 このRECON

シ ス テ ムに よ り、宇 宙 科学 文 献 の リ トリーバ ル が可 能 とな ってい るが、 限定 され た特定 の端

末 機 か らは 、 コ ン ピュー タ にス トア され てい るNASAの 機 密文 書 を検 索 す る こ とが 出来 る。

●

員

(C)ニ ュ ー ヨ ー ク 連 邦 準 備 銀 行

ニ ュ ー ヨーク 連銀 は、 ア メ リカ の 中央銀 行組 織 た る連 邦準 備制 度 を構 成 する 全 米12の 連 邦

進備 の一 つで あ っ て、 ニ ュー ヨー ク州 の全 部 お よび コネテ ィカ ッ』ト、 ニ ュー ジ ャー ジー 州 の一

部 を管 轄 し、 銀行 券 の 発行、 加盟 銀行 に対 す る準 備金 の保 持、 手 形 割 引、 有 価 証券 売 買 な らび

に政 府 の金 融 業務 代行 な どの 中央 銀 行 とし ての機 能 を遂行 してい る。

コン ピュ ータ利 用 は、 調査 統 計 局 の経 済 統計 デー タバ ンク に関 する もの のほ か それ ぞれ の固

有業 務 の ため に行 な ってい る が、 わ れ われ は調 査 統 計局の デー タバ ンク に限 定 して述 べ てみ る。

(1>経 済 統 計 データ バ ンク の現 況

・約2年 前 から
、 ニ ュー ヨー ク市 内 にあ る各種 機関 の調 査ス タ ッフ とと もに1'Project

Economics"と 称す る 非公 式 の組織 を結 成 し、TSSに よる経 済 統 計デ ー タ バ ン クの シ

ス テ ム開発 を進 め つつ あ る。

現 在、 こ のProjectEconomic8に 参 加 してい るメ ンバLの 数 は約20で あ るが、
-99一



参加 を希望 して待機 中 の メ ンバー は そ の倍 に及 んでい る。 収録 デ ータ は 国民 所得 統 計 をは じ

め とす る一 般経 済 指 標 の時系 列 デー タで・ 系 列数 は約550、 これ に要 す る記 憶容 量は5,0

.00,000ワ ー ドに達 して お り、当 面 の計画完 成 時 には、4,000ρ00ワ ー ドが必 要 とな る見

込 であ る。550系 列 の内容 は 第1表 の通 りで あ る。 現在 使 用 中 の装 置 は98KBのMemry

Module3セ ッ ト、6.5KBの デ ィス ク1セ ッ ト、MT装 置16セ ッ ト、 デー タ通 信 回線

16ラ イン、CBTデ ィス プ レー その他 の端 末 装置 な どで あ る。

ソ フ トウェア の問 題 は、 この種 の シス テ ム を うま く運 営 し てゆ く上 で最 も重 要 な ポイ ン ト

で あ るが、 この点 につ い て連銀 は い ま独 自の シス テ ム開 発を 進 め つ つ あ る と ころで あ る。

ρ

上 の ご と く、NY連 銀 の デー タバ ンクは現 在 な お、 開 発 中の段 階で あ る。

デー タバ ンク の利 用 方式 もい わば ク ラブ制 で コー ザー の範 囲 も きわ め て限ら れ てい る。 今後

の見通 しと して も連 銀 は、 この種 のデー タ バ ンク ・サ ー ビス を一般 利 用希 望者 に対 して提供 す

る こ とは全 く考 え てい な い こ とを明 ら か に してい る。

第1表 デ ー タバ ンクの収 録 項 目

項 目 系 列 数

(国 民所 得 統 計)

A

B

C

D

E

F

G

H

I

国民総生産

企業在庫増減

外 国 部 門

政 府 部 門

GNP主 要生産タイプ別

国民所得(業 種別企業利潤をふ くむ)

個 人 所 得

政府バランス

(金 融財政統計)

商業 銀 行

金融市場レート

公債、株式利回り

株式市場データ

消費者信用

不動産信用
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「

つ

●

管

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

s

T

U

V

W

X

Y

z

項 目

住宅貸付残高

(そ の 他)

企 業倒 産

資金 収 支

製造業者出荷高

小売業売上高

製造業者新規受注および受注残

在 庫 、

物 価 指 数

卸 売物 価

消費者物価

固定資本形成(建 設業をふ くむ)

企業の設 備投資支出

企業 コス ト(比 率)

商業銀行の資産負債

ニューヨーク市中銀行の資産負債

米国国際収支

鉱工業生産指数

人口、労働力、雇用、家計

米国政府予算(財 政)

分析的比率(稼 動率他)

系 列 数

(2)デ ー タ バ ンク の定 義 な らび に シス テ ム開 発 に関 す るNY連 銀 の見解

1)用 語 の定 義

oInformationUtility(情 報 の公共 利 用)

「マス ・ス トレー ジを有 する1台 の コン ピ ュー タ が、 数 多 くのユ ーザ ー との間 に オ ン

ラ インで つ なが れ て い る状 態」 を指 す。

ODataBank

「多数 のユー ザーが アク セス 可 能 な集 中化 され た フ ァイル 」 を意 味 し、 特定 の関 連 を

もつ デ ー タの集 積で あ るが、 通 常、 相 互 に重 複 しな い デー タ ・セッ トの集 ま りと して構
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`

成 さ れ る。

OData』Base

「1っ の 企 業 ま た は 機 関 のCentralizedFile」 の こ と。 し た が っ て、 オ ン ラ イ

ン、 オ フ ラ イ ン の デ:一 夕 ・セ ッ トか ら成 る デ ー タ 集 積 の全 体 で あ り、 ま た 、1つ ま た は

多数 のDataBank,DataBankに 入 ら な い デ ー タ ・ セ ッ トを 包 含 す る 。

2)デ ー一夕 ・ベ ー ス ・シス テ ム の 開 発

デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ス テ ム を 構 成 す る2大 要 素 は 、 デ 一一タ ・フ ァ イ ル と:・ 一 ザ ー で あ っ

て、 シス テ ム 設 計 の 目的 は こ の フ ァ イ ル と ユ ー ザ ー の 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を可 能 な ら

し め る こ と に あ る 。 こ の 目的 を 達 す る た め には 人 、 ハ ー ドウ エ ア、 ソ フ ト ウ エ ア三 老 の 組

合 せ を 効 率 的 に行 な う こ とが 必 要 で あ る が 、 デ ー タ ・ベ ー ス と ユrザ ー の 間 の コ ミュ ニ ケ

ー シ ョ ン を実 現 し て行 く上 で 特 に 重 要 な ポ イ ン ト と.して 次 の もの が あ げ ら れ る 。

①OperatingSystem

OSと は コ ン ピ ュ ー タ の 各 構 成 部 分 に お け る オ ペ レ ー シ ョ ンや 、 プ ロ グ ラ ム相 互間 の

コ ン ト ロー ル とス ケ ジ ュ ー リン グ の た め の プ ログ ラ ム ・シス テ ム を 包 括 す る の で あ っ て 、

デ ー タ ・パ ン ク ・シス テ ム が 実 用 化 さ れ る に つ れ て 、 よ り高 度 なOSの 開 発 が ま す ま す 『

重 要 視 さ れ る よ うに な っ た。

②DataManagementLanguage

・言 語 の面 で は
、 プ ログ ラ ミング を知 ら な い分 析者で も直接 ア クセ ス で き るよ う、 日常

用 語 に近 い もの の開 発 が要 望 され るよ うにな って きた。当 連銀 で も、 そ うい った趨勢 に

即 して独 自の"ResearchAccessLanguage"を 開発 す る 計 画を も ってい る。

③ApplicationProgramお よび ア セ ンブ ラー ・,コンパ イ ラー

レポ ー ト作 成 のた めの ア プ リケ ー シ ョン ・プロ グ ラムな らび にそ のた め の言 語 の開発

も、 デ ータ ベー ス ・シス テ ム の効 率的 な運 営 のた め には必 要 で あ る。NY連 銀 では 、C

OBOLを 使 っ て コマ ン ド方 式 に よ るア プ リケー シ ョンを開 発 した。

④ フ ァイル 構成

ユー ザーが フ ァイル に直接 ア ク セス す る 場合 の フ ァイル構 成 の方 式 には(i〕Sequen-

tial(ii)Chin(List)(iDlndexedSequentia1【V)Hierarchical

MRandomな ど、 各種 の も のが あ り、 ユ ーザ ー側 の デー タ保 存 、 再 新検 索上 の必要 性

に応 じて適 切な構 成 方法 が採 用 され る。 経 済指標 のデー タ バ ン クで は、 これ ら の うちOii)

{V}あるいは 両者 の組 合 せ が、 更 新 な ら びに検 索上 有 効 な こ とが 多い。

⑤ ユー ザ ー の三 一 ズ に対 応す る ため の 配慮
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ρ

ワ

●

φ ・



「デー タベース ・シス テ ム に対 する ユ ー ザー のニ ー ズ として考 慮 す べ き重要 な フ ァク

ターは(Dシ ス テ ム の レス ポ ンス ・タ イ ム(ii)利 用 の タ イ ミング お よび頻 度が あ らか じ

め わか ってい るか ど うか の2つ で あ る。 」

●

デー タベ ース ・シス テ ム に関 する問 題 とし ては以上 の他 、 ファ イル の 内容 を表示 す る 形

式 、 ファイル の 秘 密保 持 、 将来 の変更 に対す る 配 慮 な どがあ る。

現 実 に デ ー タベ ース ・シス テ ム を開 発、 設 計 して ゆ くに あた っては 、 それぞ れ の置 かれ

た環 境 に応 じて試 行 錯誤 を くり返 して行 くこ とが ど うして も必要 にな る。 上 述 は、 ご く限

られ た側 面 に関 する 単純 な説 明 に す ぎな い。

`

●」

◎ ボ ス ト ン 小 児 科 病 院

Oシ ス テ ム の 目的

病 院は 航空 機 や ホテ ル、と同 じ よ うに、 数 に限 りのあ る場 所 を持 ち、 常 に人 々が 出た り入 った ・

りしてい る。 場所 を 最大 限 に利 用 する 点 に つい て は、問 題 は共 通 してい るわけ で あ る;自 動 予

約 システ ムが航 空 機 や ホ テルの 目的 を達 成す る のを 助け て くれ るの であれ ば 、 これ は病 院 の同

じ 目的 に も役立 つ は ずで あ る。

ボ ス トンの小 児 科病 院 医療 セ ンタ ー の350の ベ ッ ドにっ き
、 自動 患者所 在 コ ン トロー ル ・

システ ム を企 画 した のは、 この理 由 のた めで あ った。 こ の場 合、』経 営 コン サルタ ン トのCresap.

McComik及 びPagatの 助 け を借 りた。 この システ ム は2っ の試 みの後 、 現在 稼 動 してい

る が ピ ーク の 占 有 度 を取扱 うこ とを 助け る 主 目的 を立 派 に達成 する ぼ か りで な く
、 副産 物 と

してい くつ か の価 値 の あ る恩恵 を もたらす よ うになった 。院 内の連 絡 を改 善 した こ と
、 認可 手

続 を早 くした こと・ 患者 の状態 と所 在 に関 す る最 新情報 を提供 で き るな どの 恩 恵 は決 して小 さ

い もの で ない。

a)稼 動 中の コ ン トロー ル ・シス テ ム

患 者 の所 在 コン トロー ル ・シス テ ムは、基 本 的 には4つ の要 素 か ら成 立す る。

(1)認 可 事 務所 におけ る 入出 力 の ター ミナル

〔2}患 者 情報 を 蓄積 、索 引、 報告 する コン ピ ュー タ

(3)16の 看 護婦 室 の入出 力 の ター ミナル

(4)認 可、会 計、受 付 の3つ の事 務 所 におけ るテ レタ イプ ・プ リンター
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第2.4図 ボス トン小 児 科病 院 医 療セ ンター の 患者 所有 コ ン ト

ロー ル ・シス テ ムの構成

中 央 処 理

装 置

ナル テレプリンター

一
認可事務所 入院患者

会計事務所

6の
看護婦室

テ レプ リ ン ター

中央受付
事務所

φ

ワ

患 者が 病 院 に来 る と、 事 務員が 患者 の名 前、 生 年 月 日、 男 女別 、治 療記 録番号 、 電話 番 号、

認 可 番号 、認 可 月 日、 「科」 な どを タ イプす る 。 こ の情報 の複写 が、 患者 の前 の ブ ラ ウ ン管

に写 し て確認 した後、 事 務員 は ラ ンダ ム ・アク セス ので きるデ ィス ク フ ァイル に 蓄積 され る

コ ン ピ ュー タ に こ の情報 を送 るた め、 ボタ ン を押 す。

一 応ベ ッ ドが割 当 て られ る と
、 そ の後の 患 者 に関 す る コ ン ピュー タ との連絡 は 、 ベ ッ ド番

号 に よ って な され る。

b)患 者 の看 護 デー タ

ベ ッ ドが 割当 て られ る と、 看 護婦 は 患者 の 状 態、 他 科 へ の移 転 、退 院見 込 死亡 、退 院 そ

の他 の情 報 を報 告 す る。 彼女 は そ の報告 が正 確 か ど うか スク リー ンで 確 か め る。

この メ ッセ ー ジ の最 大 の利益 は、 情報 セ ンタ ーを所有 で きる ことで あ る。

患者 情 報 の正 確 さ と利 用度 の高 い こ とが、 電 話呼 び出 しを縮 少 し、 看 護婦 室 の書 類 を減 じ

た。

看 護 婦室 の ター ミナル は、 小 さな ブ ラ ウ ン管 表 示装 置 と数 個 のキー を もっ てい る。 キ ー ボ

ー ドは ベ ッ ドの確 認 に使 われ る10の 数 字 に よ るキー ボー ドで あ る。
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●

ト.

こ の シス テ ムは 現 在1日 に少 少ぐと も600の メッセこ ジ を伝え てい るが 、 誤 った メ ッセー

ジは 唯一 つ にす ぎ ない 。

c)達 成 した成 果

自動 コ ン トロール シス テ ム によ っ て、タ イム ラ ッグは 完全 に除 去 され た。現 在 病 院は リア

ル タ イ ムで操業 され てい る。 したが っ て、 す べて の入院 患者 が 何処 にい る か、 彼 等 の 医 療

状態 は ど うな ってい るか等 が1分 内 に正 確 に知 ら され る。

ベ ッ ドの最 適利 用 は、 この イ ンフ ォメー シ ョン ・シス テ ムの最 も重 要 な成 果 で あ る。 これ

は 小 児 科病 院 に とっ て、 役立 っ情 報 で あ る。 これに よって 、 患者 を早産 児 か ら青年 まで の大

き さの順 に並べ た り、 性別 に分け る の に役 立 っ。

d)ト 一-B－ル ・システ ム に向 っ て

患者 所 在 コ ン トロール ・シス テ ムは最 終 目標 に向 っての 第一 歩 で あ る。 そ の最 終 目標 は病

院 の医療 、統 計、 会 計 デー タ のす べ て を、 単一 の情 報 シス テ ム に統 合 す る こ とで あ る。 次頁

図は、 トー タル ・シス テ ムが コ ンピ ュー タ と病 院 内の重要 箇所 との間 にオ ン ラインの コ ミュ

ニケ ー シ ョンが如 何 に進 展 してい るかを 示 す ものであ る
。

3段 階 の実 施 計画 では・ ト一一タ ル ・シス テ ムが1968年 の終 りに、 動 くよ うに な る とみ

て い る。
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第2.5図 小 児 科病院 医療 セ ンター の病 院 情報 シス テ ム の構 成

第1段 階

財政 へ の適 当 の転 換

1965年7月 ～12月

コ ン ピュー タ

操 作 卓

'●

'

'磁気 テ ー プ

磁気 ディスク

フ ァイル

中 央 制 御

装 置

第2段 階

コ ン ピ ュ ー タ へ の オ ン

・ ラ イ ン に よ る コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の 開 発 設 プ リ ン タ ー

計

1966年1月 ～12月

磁気 テ ー プ

磁 気 デ ィスク

フ ァ イル ■

＼
カー ド ・ リー ダ

パ ン チ

第3段 階

タ ー ミナ ル へ の デ ー タ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

実 施

テ レタ イプ、 タ イプラ イ タ ー

ブ ラウ ン管 表 示装 置

漂㌫
入

デ

●

ヰ

ー
ル

可

用

一

利

在

日

画

ド

所

ト

計

認
勺
㌻

謝

O-
O

医療 記録

o所 在

o患 者 フ ァ イル

O調 査 の利用

補助部門

O実 験室のテス ト

o検 査

o結 果

'看 護 婦室

O患 者 の看 護

O補 助 サー ビス

oベ ッ ド利用
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(E)ペ ン シ ル ヴ ゥニ ア大学

ウ ォー トン、 エ コ ノ メ ト リ ッ ク ・フ ォ ー キ ャス テ ィ ン グ ・ア ン シ
ェ ッ ツ

ω>Wヴ ・ニ ア 大 学 の ビジ ネ ス ・ス ク ー ・レで あ る ウ 。一 トン ・ス ク ー ル に お い て1ま
、 エ,

ノ メ トリ ック の ク ラ イ ン 教 授 を 中 心 と し て10年 に わ た る ア メ リ カ経 済 予 測 モ デ ル の 研 究 開

発 が 進 め ら れ て き た・1963年 にE・ ・n・m・t・i・andF・ ・e,a・ti。gU。it

の 組 織 作 り桁 な わ れ ・ これ が 発 展 し て ペ ン シル ヴ 。 ニ ア大 学 の 非 営利 組 織 と し て、Wh。 。-

tonEconometricForecastingAsso8iatesInc .と な っ た も の で あ

る 。

(2)当 研 究所 は、 経 済 予測 とエ コ ノメ トリ ック ス の研究 を 巾広 く行 な うと とも に各種 のプ ロ ジ

ェク トの共 同 作 業 も進 め てい る。ま た、 現 在 では メキ シ コな ど海外 予測モ デル 開 発 な どの7.

ロ ジ ェク トも持 ってい る。

{3)活 動 内容 の主 た る ものは

a・ ア メ リカ経 済 の エ コノ メ トリ ック
,・モ デル に よ る予 測

b.産 業 連関 表 に よる ア メ リカ50部 門の産 業 予 測

'
c.エ コノ メ トリックス な どの法 の基 礎 研 究、 金融 モ デル な ど新分野 でのモ デル 開 発

、 コ ン

ピ ュー タ技 術 の研 究開 発 な どの研 究 活動

d.セ ミナ ー 、 予測 会議 な どの教 育活 動 があ る。

(4)デ ー一夕 バ ンク としては、DataResources,Inc .と の提携 の他 にブル ッキ ング研

究所 のデー タ バ 攻 口NKモ デル のデー タ・・ンP .当 所研 究所 の デー タバ ンク な ど多 角

的 な連 携が あ る。

(5)コ ン ビa-一 夕 ・シス テ ム と しては 、IBM360/75を 有 する コ ンピ ュータ ・セ ンター

と リモー ト ・ター ミナ ルで結 びタ イム シェア リン グ しa・ る。

ア メ リカ経 済 予 測モ デル は フル メ ンバ ー と して米国 主 要企業21社 と の共 同 予 測作業 であ

り、 雑 誌 「ビジネ ス ・ウ ィー ク」 に発表 してい る 。

ま た メ キ シ コ ●モデル は メキ シコの15社 との共 同作 業 であ るな ど、 当 研 究所 の予 測 作業

は実 務 家 との深 い っ なが りの うえ に運 営 され てい る とい う特 徴 を有 してい る
。

(F)日 本 開 発 銀 行

開 銀が 現在 使用 してい るコ ン ビュー一夕はFACOM230-50お よびFACOM23'O--

30各1機 で、 適用 分 野 は大 別 して、① 日常 業 務、② 経 営 分析 ③ 調査 企 画、 の3業 務 に分 け

ら れ る。 作業 の 性 格 と い う面か ら み れば、 ① デー タの記録 、 ② デ ー タを利用 し ての定 期的 計表
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作 成、 随時 抽 出、③経 営科 学 手法 の活 用、 の3つ に分 け る こ と もで きる。

(D日 常業 務

本 行 融 資先 の 取 引 状況 に関 す る デー タ を収 録 、集 中管理 して、 それ をも とに各 種業 務資 料

を 作成 、 提供 す る もので あ る。 こ の面 で の機 械化 はす で にPCS時 代 か ら行 な わ れ て いたが・

コ ン ピュー タ に よって さらに体系 化 が進 ん だ。 そのほ か に、各 職員 の給 与、経 歴 に関 する デ

ータ も収録 し、 人事 資料 を作成 して い る。

② 経 営分 析

財 務諸表 デー タは 企業 別情報 の 基本 的 な もの で、 利 用範 囲が 広 く、 原 資料 の収 集 、 体系化

も比較 的 容易 で あ る。 昭和39年 か ら コ ン ピュ ータ収録 に着 手 し、有 価証 券 報 告 書 ベース に

、よる上 場 会社 のデー タ 蓄積は 、 す で に第1部 、 第2部 の大 半 を完 了 し、 速 報性 に は之 しい が、

デー タ の豊 富性 、 信頼 性 におい てす くれ てい る こ とか ら、 銀行 内では 最 も広 く利 用 されてい

る。

企 業 の経 営 計画 や融 資対 象 プ ロ ジ ェク トを長期 にわ た って 綿 密 に検 討 す る ため、 計算 方式

や因 果関 係 を体 系 化 して、 外生 値 さえ与 え れ ば、幾 通 りで も計算比 較 で き る よ うに、 現在 、

長期 計 画検 討 用6種 、 個別 プ ロ ジ ェク ト4種 の プ ロ グ ラムが あ り、 貸付 、 審 査等 の際 に利 用

され てい る。

(3)調 査 計 画

ア ンケ ー ト方 式 に よる調査 を3種 類 、(イ殻 備投 資計 画調査 、回 地域 設 備 投資 計画 な らび に

融資 期待 額 調査 、内 工 場分 散 調査 を行 ない 、 そ の集 計作業 を コン ピュ ー タ で処 理 してい る。

経 済 産業 統計 の うち 、主要 な もの を 長期 間 にわ た って組織 的体 系的 に蓄積 し、 これ を分析 の

必要 に応 じ て機 動 的 に抽 出加工 で きる よ うに してい る。現 在、 主要 経 済統 計 と して、 国民所

得 統 計、 法 人 企業 統 計、 産業 設備資 金 統 計 を収 録 してい るが 、 これ ら は情 報 交換 の形 で イン

プ ッ ト ・デー タ シ ー トを直 接所 管省 庁 か ら入 手 してい る。 そのほ か に、地 域経 済 統 計 企 業

別 業 界統 計 も収 録 し てい る。

(4)KEMPF

開 銀 は、39年 度 末機 種 決定 後 直 ち に富士 通 との協 力 の もとに、 「汎用 的 プ ロ グ ラム ・シ

ス テ ム」 の開 発 に着 手 し、41年7月 導 入 時 まで に当 初考 え てい た シス テ ムの 大 半 を完成 し、

これ をKEMPFと 名 づけ た 。KEMpFは 計 量、モ デル 分析 、OR手 法 、 多 変 量 解 析、 統

計 解 析 のほ か に デー タ の収録 、抽 出、 加工 機 能 もふ くむ。

(5}デ ー タ ・バ ンク利 用上 の問 題点

開銀 が業 務 遂行 上 取扱 う多種 多様 の情 報 のほ とん どは外 部 か ら の入 手 に 依存 ← てい る。 し
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か も、政 府 の政 策金 融 機関 とい う性 格上 、 経 済 社会 の変 化 に 即応 した機 動的 、 有 機 的な 情報

処 理 活動が要 求 され る。 この よ うな立 場 か ら コ ン ピュー タ ・シス テ ム と情報 活動 には 次 の よ

うな問 題 点 が あ る。

1)情 報の 利用 側、 提 供側 の ギ ャ ップ とそ の調 整

人 間 の扱 う情報 は、 そ の選択 が 個別 的 で あ り、 しか もニ ーズ は時 と と もに変化 す る。提

供側 の悩 みは こ うい っ た選択 の個 別 性 とニー ズ の変化 に適 確 に対処 で き るか、 ま た利 届者

の不 時 の要請 に いつ で も応 じ得 るだけ の大 量 の デー タ を常 にか かえ こむ こ とが で きるか と

い うこ とであ る。

この問 題 を根 本的 に 解 決 する には、 タ イム ・シ ェア リング の実 現 に よ って コ ン ピ ュータ

と通 信 回 線の 結 合 に よる情 報 処 理 の迅 速化 に まつ ほか はな いで あろ う。次 善 的な 解 決策 と

しては 、 内部的 に は利 用者 と提供 者 の 接 近を は か り、 対外 的 には各関 係機関 相 互 間 に情 報

処 理ネ ッ トワー ク を設 け るこ とが考 え られ てい る。

2)組 織 上 の問 題

利 用 側 は依 頼 者、 提供 側 は 受注者 とい うよ うな形 で責任 を分担 する ので な く、 両者 が サ

ブ ・シス テ ムあ る いは コ ンポ ネ ン トとし て1つ の組織 を形 成 する ことが 望 ま しい。 社 内的

には 固定 した部 を撤 廃 し て機 能 別 集団 とし、 プ ロジェク トご とに各集団 か ら参 加 する チー

ム を編 成 す れば 、 情報 処理 が ス ムー ズ に生 か され るので あ る。

3)外 部蘭 係 機関 へ の要 望

行 政 機関 の作 成 する統 計 は、 戦後 の統 計整 備 の必要 性の 認 識を基 調 と し て発展 して きた

もの で、20年 以 上 経 った現 在 では 指 定統 計 の体 系 を抜 本的 、 飛躍 的に 改善 、 整 備 す る こ

とが望 ま しい。 と くに、生 産 力 重視 の観 点 か ら、農 林 、 鉱工 業、 運 輸、 労 働 力等 の関 係 統

計 が不 必要 に膨 大 してい る反 面 、社 会変動 に関 す る統計 が著 し く立 ちお くれてい る ことは

問 題 で あ る。

民間 機 関 では、 設 備投資 ア ンケ ー ト調 査や 財 務情 報 な どの供給 面 で重 複の面 が 見 ら れ る。

全 体 と して効 率 的 合 理的 な デー タ ・バ ンク利 用 システ ム の開 発が望 まれ る。 デ ータ ・バ ン

クの開 発 ・利用 は、 特 色 を も った専 門 機関 が 多 元的 に存 在 し、 相互間 で情報 交換可 能 とい

うネ ッ トワー ク 構造 を前 提 と し て進 めら れ る こ とが 望 ま しい。

(G)日 本 長 期 信 用 銀 行

長銀 は普 通 の市中銀 行 とは違 って、 融資 は い くら短 くて も5年 、 電 力融 資 の場合 には15年

に及 ぶ。 した が って 融 資に際 してそ きる だけ 会 社 の実 状 を くわ し く洗 お うとす る。 そ の場 合 企
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業 の実 態 を現 わ す指 表は や は り財 務諸 表 で あ る。そ れ を少 くと も過 去3年 間位 は 調べ る必 要 が

あ る。

以 前 は 担当者 が バ ランス ・シー トな り損 益 計 算書 、 あ るいは 有価証 券報告 書 な どを 貰 っ て調

べて い た。 おか しい と思 え ば組 み変 え て修 正 バ ランス を作 製 した りしてい た が、 日数 が かか り

す ぎた。

業種 別 には 、平 ・均 的 に一体 ど うなの か、 あ るいは 大手 と中 小 と では ど うな のか とい うことか

ら、28、9年 か ら資 料を 集め た。ま た 、 そ れ に対 して ラ ンク付け をす る の は ど うか とい うこ

と にな り、 そ のた め に一 番手掛 りとな る のは 財 務諸表 だ とい う結 論 に達 した。 そ の後 、 コ ン ピ

ュー タを使用 して 出発 す る こと にな った。 デー タ そ の ものは 昔 か ら持 ってい た とい う理 由 もあ

る。

デ ー タの種 類 もコ ンピ ュータ に入 れ る以 上 、 画一的 な もので なけ れば な ら ない とい うこ とを

考 え る と営 業 報告 書 では 困 る。 そ こで議 論 に議 論 が重 ね られ、 有価 証 券 報告 書 が採 用 され た。

そ れが な い ところ は、 や む をえぬ とい うこと にな った。

以 上 の よ うに 目的 とニー ズ は 内部 か ら持 ち上 って 来 た。 こ の施 設 をオ ープ ンにす る とい う計

画 もあ る。以 上 の様 な形成 過 程は 図1に 示 す通 りであ る。

長銀 は デー タをoutputし て原 点 ヘ フ ィー ドバ ック して おり、 原点 が 借 出 しをす る場 合 にそ

れ を参 考 に してい る。

また本 部 ではA社 とB社 を 比較 す る の に使用 した りしてい る。 現 在 作業 し てい るの は、 バ

ラ ンス の分 析 と資 金 移 動、 そ れ か ら他 銀行 か ら の 借入 状況 そ れ か ら財務 デー タ に比率 を つけ

(重 味 付 け)業 種 別 に比 較 してみ る こ とな ど であ る。

又、年 々の資 金 状況 調査 を年 に2～3回 や り、 関連 性 をみ るな ど とい うこ と も考 え てい る。

長銀 が一 番 苦 労す る のはinputの デー タ 集 め であ る。 取 り引 き先 か ら借 りて くる ものは よ

い が 、 必 ず し も全部 揃 うと は限 らない。 こ れは非 常 に労 力を要 する こと で あ り、 そ こで約200

項 目に しぼ ってデ ー タ を整理 してい る。 プ ログ ラム も二 年 掛 け て相当 長 い もの だが 一応 完成 し

た 。
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第2.7図 長銀 のD.B形 成 過程

融資先の
企業実態

迅
速
性

タ
の
利
用

企 業 内

D.B

加工分析

(H)関 西 電 力

1.電 力産 業の 情報 ニ ーズ

電 気 エ ネ ル ギーは 光速 に近 い早 さで流通 し、 ま た生 産 即消費 で あ り、在 庫 が実 質的 に零 で

あ る。 地域 独 占の形 態 を と り広 大 な 面積 に 供給 しなけ れば な ら ない ので、 普通 の企 業 とは異

な っ た情報 を 必要 とす る。

生 産 ・流 通 を 管理 する 情報 は 、 そ の速 さの点 で 次 の3っ の システ ム に分類 され る。

1)高 速 管 理 シス テ ム

落雷 の よ うな不 測 の事 故 を迅 速 に除去 する た めに使 おれ る。関 西 電 力 では、事 故 の 発見

お よび必 要 箇所 へ の伝達 速度 は 約50分 の1秒 か ら50分 の20秒 、 そ して受け た情報 に

もとつい て実 際 に電 気 を 切 る早 さは50分 の20秒 か ら1秒 の間 で実 施 しなけ れ ばな らな

い0

2)中 速 管 理 シス テム

高速管理システムで除去できなか・た事故を処理するために2秒 から醐 の間で儲

処 理 が 行 な わ れ るoこ の シス テ ムは 現在 もっ と も遅 れ てい る。 電話 で は遅 す ぎ る し、 所要

情 報 ルー トが複雑 で利用 度 も低い か ら で あ る。1965年 のニ ュー ヨー クの大 停 電 は この
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中速管 理 シス テ ムの欠 陥に よって生 じた。

3)低 速 管 理 シス テ ム

発電 機 の出 力 コ ン トロール、 系統 の切 替 え等、 数 分 か ら十 数 分 の 速 さで処 理 す れ ば よい

情 報 に つい て は 現 在電話 で処理されてい る。 しか し、 最 近 では、 この部 門 に もコ ン ビ'ユーえ

の進 出 が 目立 ち、 近 い将来 には 完 全 に コ ン ピ ュータ 、ライズ され てい く可 能性 があ る。

経 理 、 資材 、 労 務関 係 の情報 は一 般 産業 と類 似 してい るが 、販 売 に必要 な情 報 は、 重要

家 数 が 多 く、広 く分 布Lし か も変 動 す るとい う点 式 データ処 理 お よ、び 業 務 管 理 上 特 殊 な問

題 を 持 ってい る。 ま た、 電 力設 備 を つ くる の には 約5年 か か るの で、5年 後 の設 備 計 画

収 支 予測 等 の 情報 が要 請 され る。 した が って、10年 とか20年 とか の非 常 に 長期 の シ ミ

ュ レー シ ョン分 析が 必要 にな る。 この場 合 、情 報 速 度 よ りも内 容 の深 さが 重要 にな る。

一般 情報 ネ ッ トワーク とのア ナ ロジー で 、流 通系 統 は従 来 信 頼度 を高 め るた め・ コス ト

の許 す か ぎ りmeshが 選 択 され て き たが、最 近系 統 の簡明 さ、 大 規模 事 故(た とえば ニ ュ

ー ヨー ク大 停 電)の 復 旧 の早 さ等 か らTreeシ ス テムが再 認 識 されつ つあ る。

2.関 西電力 の情 報処 理 シス テ ム

関 西電 力は、1967年7月 に、IBMシ ス テ ム360の モ デル40と50を コ ンバ イ ン

した 形 で導入 して い る。ELD運 用 は、 実 際 にはIBM360/50で 主 な計 算を や り・ そ

の結 果 をIBM1205に よ って1200ボ ー の通 信回 線で10㎞ ぐらい離 れ た本 社 へ 送 る。

本 社 で はHITAC8300が そ の情 報を 受 け、 必要 な箇 所、 た とえば発 電 所 にか な り低速

で指 令 を発 する。必 要 な イ ン フ ォー メー シ ョンは テ レ メー タで本 社へ 集 め てHITACが 整

理 し、IBMに 廻 す とい うデー タ ・シス テ ムで あ る。

お も しろ い 使 い方 として は、 オ ン ライ ン ・イ ンク ワイア リー がか な り順 調 にい ってい る こ

とで あ る。2㎞ か ら60㎞ 離 れた9営 業所 か らIBM1050を 使 って行 なってい るが、1

968年11月 か ら稼 動 して対 象 軒 数 は約200万 軒 、 毎 月2万 ない し3万 の イン ク ワイア

リー が あ る。

料 金 認 定 のた めに 、 約550万 需要 家 を対象 に過 去3ケ 月 の調定 実 積 異動 事項 等 を含む マ

ス ター テ ー プ をつ くり、検 針 票作 成、 料金 計算 、領収 証 作 成 等 を行 な う。 こ のぼ う大 な処 理

には1日27万 軒 の読 み と りが で き るOCRを 使 ってい るが、 実 際 のデー タ を送 る には トラ

ック 輸送 に よ ってい る。

1)長 期 経営 分 析 フ ァ イル

い くつか 持 ってい る長 期経 営 分 析 の シ ミ ュレー シ ョン ・モデル を管 理す る ファ イル をつ

く りたい。 シ ミュ レー シ ョン ・モ デル は 計算す るた び に修正 を加 え るので、 修正 内容 を 管
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聾す る フ ァイル と、 そ の上 に各種 の初 期条件 、 パ ラメー タ値 、 テ ーブ ル値 な どの シ ミュ レ

ー シ ョ ン条 件 を適 切 に管 理 す る必 要 が あ る
。 そ うしておけ ば、 も しこ うい う条 件 で計 算 し

ろ とい うと き、 そ の条 件 だけ を計 算 す る とい うシス テ ム にな る。 そ れか ら、 シ ミュ レー シ

ョ ンの主 な 計算 結果 も7ア イル し てお きた い。

これ ら の構成 は、 デ 一一タ フ ァイル と して は3種 類 ぐらい の内容 を持 つ もので 、 それ がG

ISに よ って 管理 され、 インク ワ ィア リー は直接GISか ら き くこと にな る。

.(1)野 村 総 合 研 究 所

当 社 で財 務 デー タ ・フ ァイル と呼 ん でい るもの は、 バ ンク とい うよ うな もの で は な く
、 財 務

諸表 を考え た もので あ る。 そ れ に必要 な の は、網 羅性(一 部 上 場会 社 中心) 、連 続性 、 迅速 性

の三 つ であ る。

用 途 は プ ロパ ー で当 面 使 うこ とか ら 出発 し、考 え方 は い ろい ろあ るが、

① プ ロパ ーで 使 う

② 二部 オ ー プ ン にす る(整 備 され てい て、 要 求 が あっ た場 合)

③
.最 初 か らオー プン を 目的 とす る(デ ー タ 蓄積 と同 時 に特 定 のユー ザー の為 にIN--P

UTす る こ ともあ る)

とい う三 つがあ り、 当 社 は プ ロパ ー使用 の方 針 をた て、 そ の使用 目的 に、

① セ ミ ・マク ロに産 業 界 の動 向 を迅 速 に とらえ る。

② 個 々の産業 界 のデ ー タを ミク ロベース で とらえ る。

③ 株価 との関 連 を調 査 する 。ー

この三 点 を掲 げ た。

政 府機 関 と の関 連 に つい ては 、 デー タ ・バ ン クは 時間的 な要 素を 含 めてPaylineに 乗 る

必要 性 か ら、 政 府機関 が行 な う ものは 自つ か ら範 囲が 決ま って くる と考 え られ る。

フ ァイル の概 略

① 財 務諸 表 の フ ァ、イル

東 商 第一 音吐 場640社 一一39年 以 降報 告書 と有 価 証券 報告 書 を調 べ、55項 目

input204項 目Outputし てい る。

主要300社 一30年 以 降 税 務報 告 書 をペー ス にinput

(39年 商法 改 正 が あ つた が、30年 まで遡 り、修 正 してinput)

② 業種 予 想 一東商 第一 部上 場 社 につい て、 実積 と予 想 を簡 単 な別 項 目 に決 め、 これ に よっ

て ラン キ ング をつ け る。
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③ 東 商 第 一 部 の39年 以 降 の株 価 、投 資そ の他 の資 本 移 動 の項 目を勘 案 した もの で・ 奇問

∨
題 にな ってい る一株 当 りの指表 が出 てい るが、 これ を全 て ダ ウ修正 す る。

デ ー タ処 理業 務 に つい て、 プ ロパ ー の領域 につい ては、 不 十分 で あ り、 デ ータ処 理 に関 連 し

た研 究 調 査 の業 務 の根 本 的相異 か ら も考 慮 の余地 が あ る とい う段 階 で あ る・

以 上 で あ るが 、 網 羅性 、 連 続性 、 迅速 性 とい う三 つの要 求 は 現 在で も変 わ らない 。

(J)鉄 鋼 連 盟

鉄 鋼連 盟は 下記 の よ うなデ ー タバ ンク構 想を持 つ 。

1.鉄 鋼 情報 シス テ ム確 立 の必要 性

(1>鉄 鋼業 界に お け る情 報 の利 用

a.プ ラ ニ ン グ情 報 とオ ペ レー テ ィング 情報

情報 を機 能 的 な 視点 か ら とらえ る と、 意 思決定 のた め のプ ラニ ング に用 い られ るプラ

ニ ング 情報 と 日常業 務 の処理 に関 したオ ペ レーテ ィン グ情 報 に分け られ る。前 者 は トッ

プ.マ ネ ジメ ン トお よび ミ ド1・・マ ネ ジ メ ン トの た め の情報 であ り、 後部 現me.部 門

の 情報 と言 え る。

b.社 外 情 報 と社 内情 報

、 情 報 を現 象 的 な 視 点か らと らえ ると会 員会 社 に おい ては、 社 外情報 と社 内情 報 とが あ

る。 『

鉄 鋼 情報 システ ムで扱 われ る情 報は.プ ラ ンニ ング情報 で あ り、会 員 会 社 か ら見 て社

外 情報 で あ る。 こ こで 重要 な 点は、 業 界の プラ ンニ ン グ機 能 には 業 界外 の外 部情 報 が不

可欠 で あ り、 また会員 会 社 に おけ る プラ ンニ ン グ機 能 には 社外 情報(業 界 内情 報 と業 界

外 の外 部 情 報)が 不 可 欠 な ことで あ る。

鉄 鋼 情報 シス テ ムは、 これ らの情報 を体 系的 に整 備 ・蓄積 する こ とを 中心 に、会 員 会

社 へ の情 報 提 供 サー ビス の方 法 を も含 め た情 報 の利用 の仕方、こ のシス テ ム を効率 よ く収

集 、入 手 す る方 法 を も含め た 総合 的 な シス テ ム とし て設 計 され る もので あ る。

(2)経 営 情報 の蓄 積

鉄 鋼情報 シス テ ム は、 日本 鉄 鋼連 盟 が鉄 鋼業 界 を 代表 し て入 手 し、 収集 してい る情報 の

うち、 業 界ベ ース で も会 員会 社 ベ ース で も プラ ンニ ング 情報 と して活 用 で きる もの を利 用

の ニー ズ に基 い て コ ン ピ ュータ に蓄積 し、 各会員 会 社 が必 要 な情報 の磁 気 テ ー プに コピー

を 提 供 す る こ とに よ って 多 くの社 外情 報 が 蓄積 で きる よ うに しよ うとい う構 想で あ る。

9
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(3)鉄 鋼 情 報 シス テ ムの概 要

第2・9図 鉄鋼 情報 ンステ ム概 要 図
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(4)会 員会 社 にお け るメ リッ ト

鉄 鋼情報 シス テ ムが会員 会 社 に もた らす メ リッ トと しては 次の よ うな効果 が 考 え られ る。

a.社 外 情 報の 蓄積 の容 易 化

b.プ ラ ンニ ング情報 の高 度 利 用.

c.情 報 処理 にお け る省 力化

2.鉄 鋼 情報 シス テ ムの 構成 お よび 内容

(1)鉄 鋼 情報 シス テ ムの全 体 構 造

鉄 鋼 情報 シス テ ム(SIS)の 全 体 の構 造 は、SIS情 報 収 集 シス テ ム、SISデ ー タ

・バ ンク、SIS情 報 利 用 シス テ ムの3っ のサ ブ ・シス テ ム で構成 さ れ る こと とな る。

a.SIS情 報 収集 シス テ ム ー 情報 入 手 の ため のシス テ ム

b.SISデ ー タ ・バ ンク ー 情 報 の蓄 積 機能 のた めの シス テム

c.SIS情 報 利 用 シス テ ム ー 情 報 の利 用機 能 のた めの シス テ ム

こ の うち、SIS情 報 収 集 シス テ ムお よびSISデ ー巨多 ・バ ンク のか な りの 部 分 と、S

IS情 報 利 用 シス テ ムの全 部 とに コ ン ピ ュー タを用 い る こ とが、 鉄 鋼 情報 シス テ ム の効 率

を高 め る と考 え ら れ る。

〔2)各 サブ ・シス テ ム の内 容 と シス テ ム化 の要 点

①SIS情 報 収 集 シス テ ム1:統 計調 査 シス テ ム

このサ ブ ・シス テム の検 討 の要 点 は、 両 方 の処 理手 順 の フ ロー をつ な ぎ合 わせ て改 善

を検 討 す る ことで、 コ ン ピュー タ に直 接 イン プ ットする ことが で きる磁 気 テ ー プによ っ

てデ ー タを提 出 して もら うことが 一 つ の方 法 と して考 え られ る。 こ れ に よ って会 員 各 社

お よび 日本 鉄 鋼連 盟 事務 局の 両 方 で省 力化(工 数 の節 約、人 員 の節 約)で き、 ま た 集計

結果 作 成 の迅速化 を図 るこ とが 可 能 で あ る。

②SIS情 報 収 集 シス テ ム2:資 料 情報 収 集 システ ム

統 計 デー タ等 の先 方 で コ ン ピ ュー タ に よる処 理 が行 な われ てい る部分 につ い ては 、先

方 と協 議 の上 情報 交換 ネ ッ トワー クを形 成 して、先 方 で処 理 し た磁 気 テ ー プの コ ピー を

入 手 す る。 これ に よ り現 在 の調 査 業 務 に おけ る情 報 の入手 、処 理、 蓄積 等 の活 動 におけ

る省 力化 、 能 塞化 、 迅速化 の メ リッ トが期 待 で きる。 も う一 つ の要 点 は、 新 た に必要 と

な っ た情報 を入手 し、 蓄 積 で き る体 制 の 確立 と、 特 に従来 手 薄 だ っ た海 外情 報 の入 手、

収 集体 制 の確立 で あ る。

③SISデ ー タ ・バ ンク1:汎 用統 計デ ー タ ・シス テ ム.
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申

設 計 され た フ ァ イル の様式 に従 っ て原 デー タ と 集計 結果 とをコ ン ピュー タ に よっ て編

集 し、磁 気 テー プに記録 して保 存 す る ところ に このサ ブ ・シス テ ムの検 討 の要 点 が あ り、

この よ うに蓄 積 された デー タ の検 索、 解析 、 利 用 を コ ン ピュー ター で行 な う際 に デー タ

を直 接 イ ンプ ッ トする ことが で きる。

④SISデ ー タ ・バ ンク2:目 的別統 計 デ ータ ・システ ム

鉄 鋼業 界に おけ るプ ラ ンニ ン グ機 能 には、 種 々 の情 報源 から 多 くの項 目の統 計 デ ー タ

を入手 して分類 編 集 し て フ ァイル してお き、 必要 の 都 度 タ イム リー に解 析 作業 に イ ン プ

ッ トで き る よ うに してお か ねば な らな い ものが あ る。 この よ うに重 要度 の高 い プ ラン ニ

ン グ機 能 に用 い るデー タ を常 にア ップ ツーデ ー トに管 理 して お く必要 が あ るフ ァ イル を
、

汎用 統 計 デー タ ・ファイル お よびSIS情 報 収 集 シス テ ム に よ り入手 した 外部 情 報 か ら

編 集 して 常備 し てお くのが こ のサ ブ ・シス テ ムで あ り、
,汎用 統 計 フ ァイル 同様 解析 利 用

に際 して 直接 コ ンピ ュー ター に インプ ッ トで きる よ う磁 気 テー プを 用い てデー タ の蓄積

を行 な う。

⑤SISデ ー タ ・・バ ンク3:分 野 別情 報 フ ァ イル シス テ ム'

文字 情報 の 中 には、 きま っ た分野 の仕 事 に用 い られ るも ので、 デー タの項 目や諸 元 を

きめ て、 標準 化 した ファイル に 情 報 を蓄 積 し、 常 に最 新 の情 報 に更 新 して管 理 で き る もの

が あ る。 この サブ ・シス テ ムは この よ うな性 格 の情 報 を磁気 テー プを用 いて フ ァイル す

る シス テ ムで あ る。 この サ ブ ・シス テ ム におけ る検 討 の要 点は、 常 に ア ップ ツー デー ト

な情 報 を ファ イル してお くた め に、7ア イル の メ ンテ ナ ンス を行 な う作業 お よび検 索、

利 用 の能率 化 の た めに 磁気 テー プ を用 い る こ とにあ る。

⑥SISデ ー一夕 ・バ ンク4:ド ク メ ンテー シ ョン ・シス テ ム

入 手情 報 お よび作成 情報 に は印 席1物の形 の レポー トがあ る。ま た、 新 聞記 事 のス ク ラ 、

ップ や雑誌類 の論 文 、 文献 等が これ にあ た る。 この よ うな情報 は、従 来 の資 料 室 におけ

る ドク メ ンテ ー シ ヨンを 強化 し て、 能 率 的 な検 索 シス テ ムを 確立 す る方 向 で検 討 す る。

第[次 の ス テ ップ とし て検 索利 用 の効 率 を高 め る よ う分 類 方法 の改 善 、 キー ワー ドお

よび 抄録 の採用 等 を検 討 しっっ ドク メ ンテ ー シ ョンを 強化 し、第 二 次 のステ ップ とし て

第 一次 ス テ ップ を踏 み 台 と し てマ イク ロ ・フ イル ム の活 用、 コ ンピ ュー タに よ る文 献検

索 シス テ ム の開 発(シ ソー ラス の開発 、 利用 を含 むIRシ ス テ ム)を 行 な う。

⑦SIS情 報利 用 シス テ ム

こ のサ ブ ・シス テ ム では 、 必 要 な情 報 を検 索 し、 抽 出 する プ ログ ラム、 情報 を編 集す

る プ ログ ラ ム、 各 種の 方程 式 や 解析 モデル の プロ グ ラム を開 発 して、 磁 気 テー プに ブ ロ
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グ ラム'ラ イブ ラ リー と して蓄 積 し、 プ ログ ラム の組 合せ に よってい か な る解 析、 処 理

も コ ン ピュ ータ に よ って 行 な うこと が で き るよ うにす る。 デー タ ・バ ン クお よび プ ログ

ラム ・ライブ ラ リー の充実 に よって コ ン ピュータ の処 理 時間が 数 時 間 もか か る大 きな 解

析 モ デ ル を除 い て、鉄 鋼情報 セ ンタ ー に解析 申込 書 が提 出 され て から 申 込者 に結 果 を提

供 す る まで の時 間(タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド・タ イ ム)を1～2時 間 とす るこ とが このサブ

・シス テ ム の将来 目標 で もあ る。

(31鉄 鋼 情報 シス テ ムの対 象 と な る情報

鉄 鋼情 報 シス テ ムが扱 う情 報 は、 も ち ろ ん、鉄 鋼業 界す な わ ち会 員 各 社 お よび 日本 鉄 鋼

連 盟事 務 局 にお け るプ ラ ンニ ン グ機 能 に使 われ る情 報 で あ る。 そ の意 味 では ・ 各 分 野に お

け る企 画、調 査活 動 の ニーズ か ら判断 され るべ きで あ り、 しか も現 状 の問 題 に と どま らず・

将来 の問 題 を も見通 した上 で の情 報 のニ ー ズが 認識 され てい る必要 が あ る。

・▲

●

'

3.鉄 鋼情報 シス テ ムに おけ る コ ン ピュー タ の利 用

鉄 鋼情 報 シス テ ムの立 案 に際 して、各 サ ブ ・シス テ ム間 の イ ンター フ ェース の処 理 を検 討

して みた結 果 、 鉄鋼 情報 シス テ ムの運 用 に は、 コ ンピ ュー タ の有 効利 用 が不 可欠 の 条件 と し

て浮 び上 って きた ので あ る。 なお、 コン ピ コ一夕 の導 入機 種 の選定 等 の導 入 計画 は、 さら に

鉄 鋼 情報 シス テ ム の具 体化 の為 の作業 を進 め て、 情報 の処理 方 法 お よび情 報 量 な どを 判断 で

き る時 点 で立 案 す る考 え で あ る。

a.コ ン ピュ_タ の シス テ ム構成 は、 磁気 テ ー プ をベ ース に磁 気 デ ィス ク を加 え たバ ッチ処

理 の シス テ ム を前 提 に考 え る。

b.コ ン ピ ュータ の稼 動 に つ いて は、テ ス ト ・ラン を除 く本 番 稼動 時間 は 次 の よ うな 目標 で

計 画す る。

(a}統 計集 計作 業

倒 デ ー タ ・フ ァイルの メ ンテ ナ ンス 作業

(c)情 報検 索お よび解析 計 算

④ コ ンバ ー ジ ョン

な お、 これ に よ る とSISデ ー タ ・バ ン ク の ため の フ ァイル化 に要 す る作業(上 記㈲ お よ

び(b)が60～70%、SISデ ー タ ・バ ンク に蓄積 した情 報 の利用、 提供 のた め の作業 が30

～40%と い う配分 にな る。 ま た見方 を変 え て定 期 的 に繰 返 し行 な われ る定 常作 業 の 比 率は

80%～90%で あ る。

c.コ ン ピ ュー タの選 定 の もっ と も重 要 な要 因 の一 つ で ある情 報量 に つい て は、 現 在 シス テ
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ム分析作業を開始して検討中であるが、なお、今後の作業において具体的に詳細な検討を

行なう必要がある。'

⇒

ψ

、

4.鉄 鋼 情報 シス テ ム の運 営体 制

(1>鉄 鋼 情報 セ ンター の 確立

日本 鉄 鋼連盟事 務 局 の 主要 な 機 能 とし て、 内部 管理 機 能、 情 報処理 機 能、 渉外機 能 、 プ

ラ ンニ ング機 能、 オペ レー シ ョン機 能 の5つ の機 能 を あげ るこ とが で きる。鉄 鋼 情報 セ ン

タ ーは、 鉄 鋼 情報 シス テ ム の運 営 の セ ンター で あ り、 日本鉄 鋼 連盟 事 務 局の情 報処 理 機能

を分 掌す る 唯一 の職 制 と して確 立 され る。

(2)円 滑 な運 営 の た め の体 制 一

① 機 密 に属 する 情 報 の取 扱 い

機 密 情報 の取 扱 い にっい ては、鉄 鋼情 報 シス テ ム の実 施 に際 し て もそれ ぞ れ の情報 の

公 表 範 囲(利 用 者 の対 象)を 変 え る等の変 更 は一 切 行 な わ ない 。 ま た、 シス テム 自体 に

機 密保 持 を保 証 する機 能 を持 た せる よ う、 各 デ ー タ ・フ ァ イル に利 用可 能な 範 囲 を示 す

コー ドを入 れ て、検 索命 令 に おけ る利用 者 コー ドとう き合 わせる 等 の方 法 を採 る こと も

可 能 で あ る。

② デー タ ・コー ト◆の標準 化

デ ータ ・コー ドの標準 化 は 、 鉄 鋼情報 シス テ ムの 効率 的 な運用 に とっ て不 可欠 の問 題

で あ る。従 って鉄 鋼 情報 シス テ ム の詳細 設計 に取 りか か る段 階 で、 デー タ ・コー ドの 標

準 化 の 作業 を進 め る とと もに、 コー ド体 系 の管 理体 制 も明確 にす る方 針 で ある。

③ 蓄積 デ ー タ の 利 用促 進

鉄 鋼 情報 シス テ ム の有 効 利 用 には 、各 種 の情 報 の組合 わ せに よ る新 ら たな情報 の作 成 、

解 析 の手 法 お よび モ デル の開 発 に よ る情報の 質 の 向上な どに よる情 報 の高 度 利用 を促進

する 開 発的 な活 動 も必 要 で あ る。

鉄 鋼 シス テ ム のマ ス ター ・プラ ン立案 等 の企 画段 階 まで は 情報 処理 委 員会 におい て現 状 ど

お り進め 、 詳細 な シス テ ムの 細部設 計 を行 な う段 階 か ら鉄 鋼業 界各 分 野 の専 門 家 を加 えた 構

成 のSIS運 用 委 員会 を 設 置 して進 め る。

SIS運 用 委 員会 には下 部 組 織 としてSISデ ー タ ・コー ド委員 会 お よび↓SIS利 用 促

進委 員 会を 設 け、 そ れ ぞれ専 門 家 に よる検 討 を行 な う体 制 とす る。
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IV企 業 性 デ ー タ バ ン ク

(A)ア ソ シエ ーテ ッ ド ・ク レジ ッ ト ・サ ー ビス

(B)R・1、 ・ポ ー ク 社

◎ ダ ン ・ ブ ラ ッ ドス ト リ ー ト社

倒 ス タ ン ダ ー ド ・プ ァ ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン

⑧ マ グ ロ ー ヒ ル 社

倒 紀 伊 国 屋 商 店
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(A)ア ソ シ エ ー テ ッ ド ク レ ジ ッ ト サ ー ビ ス

(1)当 社 は、 銀 行、 百 貨店 、商 社な どを有 力株主 と して お り、 傘下 にCreditBureau

ofGreaterHouston及 びCreditBureauCollectionsを 有 し、 情

報 提供 サ ー ビス 業 は この両 社 が行 な ってい る。

(2)CreditBureauofGreaterHoustonは ビ ュ一一ス トン及 び ガル フ沿岸地

域 を対 象 と して、 消 費者 信用 に関 す る 情報 業 務を コ ン ピュー タの リア ルタ イ ム処理 能 力を活

用 し て行 な ってい る。

消費 者 が 借入 れ 、 ク レ ジ ッ トに よる商品 購 入 または サー ビス代 金 の 支払 い を行 な う場 合、

信 用供 与 者側 の信 用問 合 わせ 依 頼 に対 して、 消 費 者 の支 払い 態度 に関 する 情報 を直 ち にで き、

る よ う蓄積 し てお く情報 機関 とな ってい る。

{3)信 用 情報 の内 容は 下 記 の通 り。

(イ}本 人及 び 配偶 者氏 名 、 住所 の 確認

(ロ}現 職 に関 す る 情 報

内 過去 の住 所 録 職 歴 、 配偶 者 の職 業、 扶 養 家族 数 な ど ・

←)過 去 の ク レ ジ ッ ト使 用 状況 、 そ の支 払 い態度 、 支 配能 力 と関 係す る 訴 訟、 判決 等 の法律

関 係事 項 の記 録

ω 信用 情報 の提 供先 は 、 こ うした 個人信 用 情 報 の必要 性 が明 らか な企業 で メ ンバー の資 格 を

取 得 した ものに 限定 してい る。 メ ンバー 企業 は、 提 供 され た個 人信 用 情報 の取 扱 い に関 する

秘 密厳 守 の契 約 を遵 守 す る義務 が あ る と同時 に、 他 の問 合せ先 に提 供す るた め 自社の有 す る

信 用 情報 を当 社 に提 供 しなけ れば な らな い。 この よ うに当社 の よ うな 信用 情 報会 社 に個人 信

用 情報 を プー ル する こ とに よ っ て、 信 用供 与者 側 は費用 を節減 で き る。 と同 時 に、 迅速 な信

用 チ ェ ック が可 能 とな り、 サー ビス の向 上 を 消費 者 に還元 で き る。

㈲ 信 用情 報 社会 は 、 個人 信用情 報 が 誤解 の余 地 な く取 扱 われ るため の標 準 用 語 を以 って標 準

書 式 で 記録 ・伝 達 され るよ う体 制を整 備 してい る と同 時 に、 消費者 が 住所 を移 動 した場 合は

新 住所所 管 地 の 情報会 社に 迅 速 に移 管 され る体 制 とな ってい る。

〔6)CreditBureauofGreaterHoustonの コン ピュー ター は、1969年

初 か らオ ン ライ ン化 が着 手 され、'現在 は 「第三 ゼネ レー シ ョン ・リアル タ イ ム ・コン ピュー

タ」 導 入 の モデル 企業 に指定 され て 「Credipak .1と い う名 前で シス テ ム開発 が 行 なわれ

て きた 。

Credipakシ ス テ ムは 、IBM360/40、 デー タセル を中核 と し、 リアル タ イム

で 多 数の端 末機 を有 し てい る。
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(7}毎 月 の処 理件 数 は平 均250,000項 目の更 新 の他 に新規 個 人 情報 平 均11,800件 の追加 が

行 なわ れ てい る。'-一

(81い わ ゆ る プラ イバ シー の保 護 に関 す る問題

信 用情 報 会社2,100社 の加 盟 す る業 界 団体AssociatedCreditBureaus

Inc・ に お いて 消費者 の プラ イバ シー保 護 に関 する問題 を検 討 した結 果 、 諮問委 員 会 の答

申が1968年 に提 出 され、1969年1月 正 式 に採 択 された。 この方 針 に 沿 って、 それ ぞ

れ の信 用 情報 会社 の手 続 きが 次 第 に標 準 化 され て きてい る。 現 在 の信 用 情 報 の 中に は客観 的

な記 録 が共 通 の用 語で収 録 され てお り、.判断は 含ま れ てい ない 。

伺R.Lポ ー ク 社

当 社は 創業100年 の会 社 で あ り、 主 とし て都 市 住所録 と 自動車関 係 のデ ー タを有 す る。

この10年 間 におけ るア メ リカの人 口 は、 約3,000万 人 増加 し、1,250万 の家 屋 が建 設

され てお り、 更 には、2,400万 台 の 自動車 が 新 車 として全 米 中 を走 ってい る とい う背景 に、

当社 が コ ン ピュータ ー を活 用 した デー タバ ンク を形成 してい る存 在 意 義 が あ る と考 え られ る。

現 在デ ト ロイ ト並び に シ ン シナ テ ィにIBM360/65を 各1セ ット設 置 し主 に デ トロイ ト

では 統 計処理 、 ダイ レク トメー ル 処理 を行 な って い る。何 れ もバ ッチ処 理 で あ る。

以 下 当社 の主 要業 務 と現 状 におけ る問 題 点 を紹 介 する こと と したい 。

a.都 市 住所録

当 社 創立 以 来 の業 務 であ り、 個 人が 誕生 す る に始 ま り、 結 婚 、 就 職 移転、 転 職 、死亡 に

至 るま で の個人 デー タ と、 企 業 に関 す る情 報(業 種、 所 有 者、経 営 者 等)を 収 録 し てい る。

情報 収 集は5,000人 の訪 問 員 が1日1人 当 り約100件 の先 を個 別訪 問 し、 約30ペ ージ

相 当 の記 入作 業 を行 な って集 め てい る。

デ ーータ収 集 の規模 は 北 ア メ リカの1,200市 、 約2,500人 を カバー す る もので あ り、本

社に は支 社 でパ ンチ され た 調査対 象者 の氏 名、 住所、 電話 番号 、 住居 の 状況(持 家か借 家 か)、

結 婚 の 状況等 を内容 とした紙 テ ー プデ ー タが 郵 便 に よっ て送 られ て くる。

デ ー タは町 名、 電 話 番号 、 或 い は職 業 別 に引 き出せる よ うに な って お り、 このデ ー タ を も

と にダ イ レク トメー ル の宛 名 印刷 は 勿論 の こと、 ダ イ レク トメー ル 実 施 に当 って の コ ンサル

テ ィング と して、 需要 層 の 調査 分 析、 或 い は地 域 別分析 等 を28人 の メンバ ーで行 な って い

る。

ダ イ レク トメール の処 理方 法 につい て も弾 力 的 機械処 理 が 図 られ てお り、 宛名 書 き、 印 刷

折 り込 み、差 し込 み等 の メー ル作 業 は コンベ ア ・シス テ ム化 され てい る。
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また、 代 理店 とし て プ レア ミ券 及 び クー ポ ン券 の商 品化 或 い は ギ フ トの郵送 、更 には 国家

試 験 の請 負処 理な ど取 扱 っ てい るが 、単 に住所 録 を発 刊 す るだ けで はな く
、(年 鑑 として約

1,100種 の住所 録 を 発刊)顧 客 一 広 告 一 出 版 とい う一 連 の業 務 を消化 してい る のが特

色 といえ よ う。

b.自 動 車 統 計

自動 車 統 計のデ ー タは1946年 以 降本格 的 に開 始 した もの で、 国家 の公 式登 録 資料 並 び

にオ ー ナー リス トか らデ 一一タ を収 集 してい る。 役所 関 係 のデー一夕は1 ,000項 目にっ き、5

～20ド ル 位 の 値段 の範 囲 で 買 ってい る
。

個 人 の情 報 と同様 に、 新 車 登録 に始 ま り、 廃 車 に な るまで の1台 毎 のア メ リカ全 国 の公式

登録 関 係 デー タ(所 有 者 、車 の構 造、 年 次、 車 型、 登録 ナ ンバー 等)が 収録 され て お り、 毎

日約3万 台 の デー タ処 理 を行 な っ てい る。 デ トロ イ トは周 知 の と お りフ ォー ド、 ゼ ネ ラル モ

一 夕ス
・ ク ライス ラー を主体 とす る 自動 車 工 業都 市 であ るが、 このデー タ の主 な活 用方 法 は

これ 等 メー カ ーの要 望 に応 じ市 場 情報 と して、 新 車 の売 れ行 き、 在庫 状況 等を提 供 す る こと

にあ る。

ま た 自動車 会 社 か らダ イレク トメール 用 のリス トを預 り、 相 談 に応 じて メール も発送 して

い る。

な お、 情 報提 供料 金 は、 処 理 料、 コ ン サル タン ト料込 みの コス ト+利 益 を価 格 と し てお り、

料 金 は 毎年 改 訂 してい る。

c.銀 行 関 係 の デ一一タ

ァ メ リカの銀 行 関 係 の財 務諸 表 デ ー タ、 住所 録 を保 有 してい る。

デー タ の 内容 は 、銀 行 名、 住 所、 トラン ジ ッ ト番 号、 小 切 手経路 記号、 電 話番号 、 設立 月

臥 株 価、 配当率 、経 営 者、 取 引先 、 最 近 の財 務状 況等 で あ り、 毎年3月 、9月 には世 界の

著 名 な 銀行 のデ ー タ と合 わ せ て銀行 名 簿を作 成 してい る。

こ の銀行関 係 の 中 で特 に面白 い と思 っだ のは、 銀行 ビジネ ス 開 発 事業 部 とい うセク シ ョン

があ り・ こ こが 銀行 と顧 客 の間 に立 って銀 行 に情 報 を提 供 してい'ることで あ る。当 社 では そ

の情報 活動 を 「対 人 応 答 計画」 と称 してい るカミ 面 接者 を養 成 し、 銀行 の 知 られ てい ない業

務 を顧 客に 説明 した り、 銀 行 に対 す る不 平、 不 満 問題 点 を卒 直 に聞 き出 して銀行 に対 して

毎 日報 告 す る とい うも ので ある。

これ な どは1銀 行 の業 務 が 多様 化 した ことや、 或 いは署 しい 機 械化 に伴 っ て、 顧 客 と の情

報 交 換 が十 分 図 ら れな くな って きた皮 肉 な現 象 をみ た新 しい 情報 処理分野 であ ろ う。

なお、 現 在、・当 社 が 直面 してい る問 題 点 は次 の ような こ とで あ る。
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(1)現 在当 社 のデ ー タのCity及 びStreetadressに は、 独 自のStreetname

が英 文 字 に よ り72,000分 類 に コー ド化 され てい るが、 目下 これ を74,000分 類 に変 更 す

る 計画 を もって い る。

しか し今年(1970年)ビ ュ一 回ー オ プ セ ンサス が数字 に よ る地 域 コー ドを 付け る こ

とに取 り組 み出 してい るので 、 これ との関 係 が問 題 に な ってい る。

(2)都 市 住所 録 の デ ータ が年1回 しか更 新 が行 な わ れ ていな い ことで あ る。 当 社 では1回 以

上 行 な うとコス トが 高 くな る とい うこ とで あ った。

(3)プ ラ イバ シ ーの問 題 に関 連 し、 自動車 の登 録制 度 をオ ク ラホ マ州 が 公表 しない 方 向 で検

討 してお り、 今 後 の デー タ入 手 に支障 が 生 じるか もしれ ない。

ω 個別 訪問 者 の人件 費の上 昇 が著 し く、 ま た ダ イ レク トメール を発 送 す る場 合 の郵 便料 金

の値 上 りに も頭 を痛 め てい る。

■

`

⑥ ダ ン ・プ ラ ッ ドス ト リ ー ト社

当 社は 年 商2億9,200万 ドル 、 従業 員22,200人(1969年 末)の 中堅 企業 で、 マ ーケ

ッテ ィングサ ー ビス 、 出版、 企業 情報 サ ー ビス を 主た る業 務 と してい る。

当 社 の主 要 デ ー タ ーバ ンク は マ ー ケ ッテ ィング サ ー ビス部 門で 行 な って い る 「DunsMar-

ketIdentifiers(略 称DMI)」 で、 約125年 前か ら行 な ってい る社業 をベ ース

と して、 ア メ リカ、 カ ナダの 約300万 件 の事 業 所単 位別 の 企業 概要 デー タ を収 集 してい る。

これ は丁 度本 邦 にお い て通 産 省 が収 集 して い る 「全 国工 場 通 覧」 に類 似 した デー タ で あ るが、

この デー タは、 経 営 情報、 マ ーケ ッテ ィング マ ネ ジメ ン ト情報 、 セー ルス 情報 、 マ ー ケ ッ トリ

サ ー チ、 メイ リング手 段 等 に そ の利用 目的 を置 いて い る。

デ ー タの収 集は全 米で 約2,000人 の リボ 一 夕 を常時 擁 し、 又 臨時 の1,ポ 一夕 を約35,000

人 動員 してい る大 掛 りな もの で、 当 社 のデ ータ プ ロセ シ ングセ ンター で作 成 された 企業 情 報 フ

ァイル かち そ の一 部 の デー タ を抽 出 して デー タ提 供 サ ー ビス を行 な って い る。

提 供方 法は 、 磁 気 テ ー プ(1レ コ'一ド350キ ャク ター)或 い は、 カー ドの型 で 行 な わ れ、

更 新 デ ー タは8週 間 の サ イク ル に ア ップデ イ トされ て い る。

現 在 の使 用電 算 機 は、IBM360/65と2314デ ィス ク4台 、 磁 気 テー プ20台 でダ

イア リー のバ ッチ ・ジ ョ ッブ を行 な っ てい るが、 将来 はオ ン ライ ンで マス ター フ ァ イル を 直接

ア クセル 出来 るサ ー ビス 方法 を考 え てい る。

な お、 当 社 の 提供 デ ー タ の項 目並 び に業 種別 収 録対 象 内訳は 次 の とお りで あ る。

1提 供 デー タ項 目
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◇

亀

名 前 、 ス トリー トア ドレス、 メ イ リン グア ドレス、 市名 、 国名 、Zipコ ー ド、

DUNSナ ンバ ー(当 社 で付 け てい る会 社 ナン バー)

1.地 域 コー ドと電話 番 号

2.代 表者 の名 前 と職 位

3.業 種 名

4.S.1.C.コ ー ド第1分 類(StandardIndu8trialClas8ification

ア メ リカ政 府 の企業 グルー プ分 け コー ド)

5.S.1.C.コ ー ド2分 類(但 し、最 高5分 類 ま で)

6.事 業 所 の従業 員 数

7.全 従 業 員数'

8.純 資 産

9.信 用 評価 基準

10.販 売 高

11.State-City-Country地 域 コー ド

12.事 業 所 が本 社 を示 す 場 合の コー ド

13。 製 造部 門が 当 該事業 所 にな い こ と を示 す 場合 のコ ー ド

14.事 業 所が本 社所 在地 のDUNSナ ンバ ー をい つ し ょに もった支 社で あ る ことを示 す 場 合

の コー ド

15.事 業 所 の親会 社のDUNSナ ンバ ー をい っ し ょに も った子会 社 であ る ことを示 す 場 合 の

コー ト◆

16.細 分 化 した業 種、 或 い は取 引体 系

17.設 立 した年

*項 目は 当社 のク レジ ッ トサ ー ビス を定 期 的 に受 け てい る先 にの み提供 。

撲鎌

継

業

、

信

楽

業

業

楽

楽

業

通

林

、

噸

造

売

売

設

業

鱗

鵬

翼

卸

小

建

農

鉱

運

n (単 位 千 件)

335

358

1,334

312

29

18

87
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金 融業 、保 険業 、不 動 産業

サ ー ビス業

34

314

計 2,821

(D)ス タ ン ダ ー ド ・プ ア ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン

米 国有 数 の投 資 情報 サー ビス 社 で、 企業 の財 務 、株 式 情 報 の収 集 分 析販 売 を中 心 に、投 資

相談 、 企 業 調 査 定 期 刊行 物 の 発行 を主要 業 務 としてい る。

1962年 か ら コ ン ビュー一夕化 され た財 務情 報 の デー タバ ンク

COMPUSTATは 、 すで に収 録 社 数3,400社(収 録 期 間最 大20年)に 達 して%'り 、'

うち1,800社 た っい て は、FYNALと 称 す るタ イム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム によ るサ ー

ビス が 行 な わ れ てい る。(1969年 稼 動開 始)。 ま た当 社が 公表 す る株 価指 数 は、 ダ ゥ ・ジ

ョー ンズ、N.Y.タ イムズ な どとな らぶ 米 国市 場 の代表 的 な もので あ り、1969年 か らは

この面 で も コ ン ピュ ータが利 用 され るよ うにな った 。定 期 刊行 物 は30種 を数 える が、何 れ も

権 威 のあ る もの と して 高 く評 価 され てい る。 以 上 の 他 最 近 では、American-Bankers

Assoc-iationに よって定 め られ たCUSIPSy8tem(Co㎜itteeon

.UnifoTmSecurityIndentificationProcedure－ 有 価証 券標準 化 推

進 委員 会 の会 社 名 等、 記名法 標準 化 シス テ ム)の サ ー ビス 機関 とし て の活動 を開 始 した。

これ ら の う ち、 わ れ われ の調 査 対 象 はCOMPUSTAT、FYNAL、CUSIPの3者

で あ った が、FYNALに っい て は昨 年10月 の情 報 産業議 員 連盟 調 査 団 の報 告 書 に紹介 され

てい る ので 省 略す るb

な お、 当 社は1966年 、 マ グ ロー ヒル社(McGraw-HilIInc.)に 吸 収合 併 され

た。 またCOMPUSTATな らび にCUSIPの 業 務は 当 社 の子 会 社StandordSta-

tistic8(1962年 設立)に よって営 ま れ てい る。

(1)σ σMPUSTAT

COMPUSTATフ ァイル の 収録 内容 は 第2表 の通 りAnnua1デ 一一タ として工 業、 公

益 事 業 、 金 融業 の3種 、 計3,400社(項 目数60～88、 年 数12～20年)が 収 録 され

てい るほ か、 工 業 会 社 の4年 期 デ ー タ1,800社(項 目 数17、 期 数20)が 最近 追 加 され

た。

使 用 コ ン ピ ュー タお よびMTフ ォー マ ッ トは 第3表 の通 り、CDC--6400、 一一3000、

IBM/360、-7094、-1401計5セ ッ ト、MTは ヘ ッダ ー ・ラベ ルつ きの もの

とラベ ル な しの もの の2種 で、1部 は9ト ラ ック も利 用可 能にな ってい る。
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デ ー タ ・サ ー ビスはMTベ ース で行 なわれ 、 デー タ更 新 は、 顧 客 の要 求 に応 じて 更新 前M

Tと 更 新 後MTを 交換 す る形 で 行 な われ る。(マ ス ター ・テ ー プは毎週 更 新 され る)
。料 金

はLibraryFeeとUpdat・ingFeeの2本 立 てで(900社10年 間の 場 合、 そ れ

ぞ れ9,900ド ル 、4,500ド ル ー1年)10年 以 上の デー タ を必要 とす る ときは追 加料

金 が課 せ られ る。 顧 客 数は 全 米 だけ で 現 在約800と の ことで あ るが、 海 外 に つい ては不 詳、

わ が 国で は野村 証 券 と開 銀 が 顧 客 にな ってい る。

COMPUSTATに 収 録 され てい るデ ー タは 米 国SECレ ポー トを も とに再 編 加工 され

た もの で あ って、 そ の た め には再 分類 、 加工、 チ ェ ックの作 業 が 不 可欠 であ るが、 この作 業

は現 在 も手作 業 で行 なbれ て お り、 相当 数 の労 働 力(50人)を 要 す る。

Standard&Poor8Corp .は 前 述 の よ うに このCOMPUSTATを ベース に し

て経 営 分 析、 出版 コ ンサルタントな ど多 面 的 活 動 を行 な っ てい るので あ るが、 デ ー タバ ン ク と

して のCOMPUSTATそ の もの は、 原 デー一夕、 そ れ も要約 され た原 デ ー一夕の サー ビス で

必 らず し もソ フ ィス テ ィケー トされ た もの でな い し、 ユー ザ ー の数 も全 米800程 度 では こ

の種 デー タバ ンク の顧 客 数 と して 多 い とは いえ ない。 これ を利 用 する ね らい は
、 や や マク ロ

的 に 同業 種 内 の比 較分 析 を行 な うとか、 長 期間 の傾 向分析、 あ るいは予 測 とい うこ とが 中心

に な るので は ない か。

COMPUSTATの 採算 性 を評 価 す る こ とは 困難 で あ る。 しか し この種 の サー ビス活 動

が 現 在全 米で ほ とん どCOMPUSTAT1社 に限 定 され てい る。収 録1社 当 りの販 売価 格

が 基本料11ド ル で 、 更 新料1年 あ た り5ド ル 程度 で あ るこ とな どか らみ て、S&P社 はC

OMPUSTATの サ ー ビス を通 じ て、 常 識的 なFairReturn以 上 の もの を得 てい る

とみ て差 支え ない ので は あ る まい か。

(2)CUSIP8y8tem

CUSIPと い うのはColnitteeonUniformSecurityIdentifi-

cationProcedureの 略 で、 法人 企業 の会社 名、 住所 等 の記名 法 を標 準化 す る とと

もに これ らの名称 と社 債 の 利 率や 満 期 日等 を 記 した包括 的 リス トを作 成 、更 新 して、利 用者

の便 に供 しよ うとす る シス テ ムで あ る。AmericanBankersAssociationが

開発 した システ ム。

これ ら のデ ー タ処 理 には 尾 大 な作 業 員 を要 す る ので コ ン ピュー タが駆 使 され るが
、 当

StandardStatistics社}ま 、1968年 半 ば、 このCUSIPの サ ー ビス 機関 と し

て指定 され た。'これ まで に45,000社 を包 含 す る会 社 名鑑 や、100万 以上 の市債 を 記載 し

た リス トを発行 したが、 これ ら のデ ー タはす べ てMTに 収録 され、 毎 週更 新 され て、利 用者
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の名鑑 に も差 換 え分 が送 られ る ようにな っ てい る。

CUSIPサ ー ビス活 動 は、 ま だ始 まった ば かbで あ るが、今 後 は さ らに有価 証 券事務 の

自動化 を 目指 して、 株 式 ブ ロ ーカ ーの一連 番 号 シス テ ム、 ブ ロー カ ーの確認 書換 え 事務 の

機 械化 な どを計 画 してい る。

(珂 マ グ ロ ー ヒ ル 社

世 界有 数 の 出版 社 で、学 術 書 や教 科 書 の出版 、 ビジネス ウ イー クや ケ.ミカル ウ ィークな ど約

40種 の雑 誌 お よび ジ ャー ナル の発行 、 建築 関 連情報 の収集 提 供 サ ー ビスな ど、 広汎 な活動 を

行 な って い る。企 業 財 務情 報 の収 集 提 供サrビ ス機 関 で あ るStandard&PoorS

Corpも1966年 以 来 当 社 の傘 下 に入 ってい る。

部 門 別売 上k・よび利 益(1968)

書籍出版

雑誌ジャーナル出版

情報システム(建 築関係情報)

S&P社(企 業財務情報)

計

従業員数12,915

事業所数 米国内150ケ 所

　

(売 上)

百 万 ドル

160.9

137.2

70.0

368.1

(課 税 前利 益)

百 万 ドル

22.5

22。3

11.0

55.8

海 外30ケ 所

これ らの うち、S&P社 以 外 では 、雑 誌 の編集 と情報 システ ム関係 に コ ン ピ ュー タが利 用 さ

へ

れ てい るが、 何 れ もバ ッジ処 理 で、 オ ン ライ ン ・シス テ ムは未 だ採 用 さ れ てい ない。

情報システム事業部 で発行される定期刊行物は17種 に及んでいるが、そのほとんどは建設

業 関係 で あ り、 中 で も当 社 が最 も力 を入 れて いる の は ドッジ ・レポ ー トで ある。

(1)ド ッジ ・レポ ー トは建 設 関連 業 者 に対 して、入 札等 の便 宜 に資 す るた め、41州 におけ る

建 設 計画 に関 す る情 報 を、全 米 に張 りめ ぐらされ たネ ッ トワ ーク(情 報 収集 専門 家450人 、

代 理 店1100社)を 通 じて収集(毎 日電話 また は面 接 に よって連 絡 を保 つ)し 、 これ を小

型 の折 た たみ 式 シ ー トに コ ンパ ク トにま とめ て毎 日提 供 販 売 して い る資料 で あ る。調 査 対 象

お よび記載 内 容 は 次 の通 りで あ って、 このた め の情 報 処理 は コ ン ピ ュー タ化 され て いる。

な お、DodgeBulletins,DodgeConstructionStatistiesお よび

DodgeManagementControlServiceの3種 の二刊行物 も、 上記 と同様 のデ ー

タ ・ソー スに よ って作 成 され て い る。
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調査対象

新設または改造で投資額1万 ドル以上

業 種 一 商業 、工 業 、 協会 、 住 宅、 エ ン ジニア リング

記載内容

プロジェクトのタイプ名称

建設費概算額
ベ

プ ロジ ェク トの位 置

所 有 者 、建築 家、 コンサ ル テ ィング エ ンジ ニア、 包括 請 負 業者

個 別 請負 業 者 の名 称 、 プ ロ ジ ェク トの構 造 、使 用 資材 、機 能 、 内容 、 能 力

そ の他 の重要 な情 報(た とえば 、供 託 金 ポ ン ド所要 額 、 包括 請 負か ら省 か れた取 引 条項 な

ど)

プ ロジ ェク トの現 在 の状態

以 上 の他 、主 な 情報 サ ー ビス には 次 の よ うな もの が ある。

(2)ブ ル ー ・プ リン ト(Dodge/SCANマ イ ク ロフ ィル ム ・シス テ ム)

マイ ク ロ フ ィル ム花 され た 図面 を請 負業 者 、建築 材料 販 売業 者 に提 供り
(3)Sweet8Construction&Indu8trialCatalongSy8tem

建 設 業 者 の カ タ ロ グ(4種 ・26冊)

製 造 業 者 の カ タ ロ グ(3種 ・計11冊)

イ ン テ リア 、 デ ザ イ ン 業 者 の カ タ ロ グ

こ れ ら も建 設 関 連 業 者 に販 売 さ れ て い る。

(4)Sweet,sIndustrialMicrofilmSy8tems

政 府 民 間 の 設 計 家 、 技 術 者 に 対 す る 製 品 や 設 計 に 関 す る 情 報 サ ー ビス 提 供 ・

1967年 以 降 の 分 で150万 ペ ー ジ(毎 年 追 加 分50万 ペ ージ)に 達 す るデ ー タバ ン ク を'

構 成 し、 これ ら の 情 報 処 理 に よ っ て 行 な わ れ て い る。

(5)BuildingCostServes

建 設 業 者 に 対 す る コ ス ト情 報 と して 次 の4種 の 刊 行 物 を 発 行 し て い る 。

DowBuildingCostCalcu!ato「

DodgeBuildingCost&SpecificationDigest、

DodgeConstructionPricing&SchedulingManuaI

DedgeEstimatingGaideforPublicWorksConst

(6)Reserch&Development
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コ ン ピ ュータ ー を駆 使 して 、 次 に掲 げ る よ うな各 種 の技 術情報 フ ァイル を蓄積 し、 蓄積 、 検

索 に関 す る技 法 を研 究 中 で あ る。

①Skidmore,Owings&Merrill社 との提 携 に よって 開発 され た製 品技 術 情

報 の ラ イブ ラ リー

②Sweet'sLibrarySystemと 称 す る150千 ペ ージ以 上 に及 ぶ技 術 情報 ライ

ブ ラ リー、 これ は建 設 お よび エ ン ジニ ア リング企 業 の利 用 をね らった もので あ る。

③NY州 大学 と連 繋 に よる、 建 築家 が特定 の施 行基 準 に合致 した建 築製 品 を選定 す る ため

の情報 検 索 シス テ ム

以 上 の よ うに当 社 は、 多数 のユ ーザ ーが通 信 回線 の端 末 を通 じて 共通 のデ ー タフ ァイルに

直 接 ア ク セス す る、 とい う意 味 での デ ー タバ ンク は未 だ もって いな い。 多 数 の人手 を要 し、

必 要 に迫 られ た部 門 か ら逐 次 機械 化 して行 く、 とい う通 常 の コン ピ ュー タ化 の行 き方 を堅 実

に と ってい る にす ぎな い。 しか し、 適用 分 野 が マ イ ク ロフ ィル ム との連 動 とか、 編集 印刷 機

構 へ の コン ピ ュー タ活用 、 とい った か な リユ 二 一クな もの であ る こ とは興 味深 く、 また ドッ

ジ ・レポ ー トな どは 、 オ ン ライ ン では な いが 多 くの イ ンブ ・ ト端末 か ら毎 日入 って くる情報

を収集 処 理 し、 日報 と して多 数 の ユ ーザ ーにサ ー ビス す る活動 を、'効率 的 か つ迅 速 に行 な っ

て い る点 か らみ て、 準 オ ン ライ ン と もいえ る の では なか ろ うか。'

7

(珂 株 式 会 社 紀 伊 国 屋 書 店

(1)企 業 の沿革

株 式 会社 紀伊 国 屋 書店 は、 昭 和2年 創業 の総 合書 店 で、東京 に本 社 を置 き、 都 内 及 び国 内

主要 都 市 に支 店 ・営業 所 網 を持 つ と共 に、米 国 サ ンフ ラン シス コに米 国法 人 の店 舗 を設 立 し

て い る 日本最 大 の書 店 の 一 つ で あ る。

国 内書 籍 ・雑 誌 及 び外 国書 籍 ・雑 誌 の輸 入 販 売、 出版及 び事 務機 、 文 房 具 の販 売 を主 業 務

と してtoり 、 年 商 約100億 円の企 業 で あ る。

(2)脱 活 字 化社 会へ の対応

同 社 は、 急速 に変 化 しつつ あ る現代 の情報 化 社 会へ の対 応 と して、 これ ま で もマ イク ロ出

版物 の販 売 等 に 力 を注 い で き たが 、 こ こ一 両年 、 国 内 にお いて磁 気 テ ープベ ース の情報 へ の

関心 が高 ま りつ つ あ る こと と並行 して、 米 国 を中心 に い わゆ るMachine-ReadabIe

Dataが 、どの よ うに流通 して い るか を鋭意 調 査 して き た。 そ の結果 、欧 米 にお い ては、 磁

気 テ ー プベ ース のSDIサ ー ビス 、RetrospectiveSerchを 大 規 模 に行 っ て い る団

体 が加 入 資格 を持 つASDICの 加 盟数 が1970年 初 で34を 数 えて い る ことか ら して も、
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我 国 に お い て も企 業 体 が 、 コ マ ー シ ャル ・ペ ー ス で 、Machine-ReadableDa .ta

BaSeの 販売 を行 い う る との 確 信 を持 つ に い た っ た 。

(3)TaPe,Source

同 社 に お い て は1971年 初 、CurrentAwarenessを 中 心 と したSDIサ ー ビ ス

の 販 売 及 びMachine-ReadableMagneticTapeの 販 売 を も併 せ て 行 う事 業 化

計 画 が 推 し進 め られ 、 米 国 の 有 力 な 科 学 技 術 情 報 デ ー タ ・バ ン ク数 社 と、 日本 に お け る そ れ

ら の 独 占的 乃 至 は 非 独 占 的 販 売 を行 う契 約 を 結 ぶ に い た っ た 。

主 な 契 約 先 は 、EngineeringIndex社 、CCMInformation社(コ リア ・

マ ク ミ ラ ン の 子 会 社)、AmericanInstituteofphysic8
,American

SocietyforMetals等 で あ り、 又lnstituteforSientific

Information社 、ChemicalAbstnactsService等 と も交 渉 を 続 け て い る。

(4)SDI販 売 の 事 業 化 計 画

同 社 の 計 画 で は 、1971年7月 よ り営 業 活 動 に 入 る予 定 で 、 電 算 機 は 国 産 機HITAC

8210を 導 入 し、 ソ フ トウ エ ア はhそ の メ ー カ ー の オ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ス テ ム を 利 用 す

る こ と に な ろ う。

事 業 は3ケ 年 を 一 つ の 区切 り と し、IRの1Profile当 りの コス トは2万 円 ～6万 円 の

巾 に な る 見 込 で あ る。

9

命

(G日 本 の 企 業 性 デ ー タ バ ン ク に 関 す る 討 論

日本 に おい て は、 企業 性 デ ータバ ンクは 、そ の端 緒 につ い たば か りで、 い まの と ころ単 にデ

ー タ提供 業 者 に とどま
ってい るのが実 状 であ る。

こ こに、 日本 の デ ー タバ ン ク の崩芽 形 態 で あ るデ ータ提供 業 者 を われ われ デ ー タバ ン ク研 究

会が 招 い て、 そ の実状 と問題 点 及 び意 見 を聴 取 した記録 が ある。 以 下 に これ を述 べ る。

デ ー タ提 供 業 者A

－ 会 社概 況

特 殊 性 の あ る科学 技 術情 報 をFACOM230/60で 処 理 して い る。一 応 コマ ー シ ャル'ベ

ース のSDIサ ー ビスつ ま りC
urrentawarenes8を 配 布 して いる。 年 間3万 円 とい う

低 い価 格 では じめ た が、 この価 格 では 電算 機代 を 出す のが や っ とで あ り、 よ く顧客 か ら安 くで

きるな ら信 頼 性 が な いの ではな いか とい われ る。 ともか く1年 間 続け て来 た が、 最近 では磁 気

テ ー プで売 るケ ー ス も2、3件 で る よ うに な りSDIと しては よ うや く採算 ベ ース に乗 った と

い う と ころ で ある。)年 た た ない内 に大 体採 算 ベ ース に乗 ったが 、そ れな りの苦 心 が あ った し、.
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い ろい ろ とサ ポ ー ト して くれ た専 門 家 の 人達 が いた お蔭 で比 較的 安 くいろ い ろ な こ とが で きた 。

そ れ に年 間 約7万 件 しか イ ン プ ・ トして い な いの で数 が少 ない とい うこと もあ る。 ま た、 ア メ

リカ政 府 の依 託 研究 レポ ー トとか、 プ ロシ ーデ ィ ングな どをイ ン プ ッ トして い るの で非 常 に狭

い 範囲 の特殊 なSDIを 国 内 の会員 ユ ーザ ーに配 布 して い る。

一 イン プ 。 トの方法

紙 テ ープ で イ ンプ ヅ トして い る、 オ リジナ ル ソ ース は特 にな く、他研 究 機 関 や図 書 館 の手 を

わず らわす こ とな く自分達 だけ でや ってい る。 雑 誌 は含 まれず2次 資料 か らとい う訳 だが、 先

に話 したρ は オ ー ビ社 の極 く一 部 のSDI業 務 だ けで、 そ の他 に会 議情 報 が年 間 お よそ6,000

件 あ り、 ま た グル ドル とい うテ ー プを コ ンバ ー トして使 用 してい る。 比率 は40%が ク リア リ

ング ・ノ)ウス、残 りの60%が プ レ プ リン トとかそ の他 の特 殊 な もの で あ る。

_・一計 算機 の使 用状 況

高 いが計 算 セ ン タ ーを使 っ てい る。 安 い値 段 を付 けた の は最初 の3～4カ 月が 試行 錯誤 の試

験 期 間 とい う意 味合 い もあ った。1年 経 過 した今 日そ ろそ ろ値 上げ も考 えて い る。

一 フラ ン ク リ ン研 究 所 か ら送 って く るデ ー タの 内容

フ ランク リン研 究 所 は シン ク ・タ ンク で あ るが、 われ われ は 日本 と韓 国 との総 代 理 店 とい う

こ とに な って い る。 同研究 所 か ら送 って来 る公 害 情 報 は年 間約2万5,000件 で あ る。 これ は

水 、 大 気 、土 地 な どに関 す る ものだ が、 近 々騒 音 とか振 動 の情報 が入 る こ とにな って い る。 こ

,れら を合 計 して も2万7～8,000件 で あ り、 一応 計算 機 で イン プ ッ トして い るが、 シス テ ム

が 違 うの で未 だ実験 段階 で あ る。 フ ラ ンク リン研 究 所 では 使用 してい るが 、 われ われ か らみ る

と少 々雑 な ような気 がす る。

SDIシ ステ ムは 独 力 で何 か らな に ま で開 発 した。 コス ト的 に合 わ な くて も業 務 の1分 野 に

す ぎな い の で勉 強 のつ も りで投 資 した 。

一 デ ー タバ ンク の採 算 性

誰 か が先 鞭 をつ け る と、 や は り商 売 だ か ら後 か らっ い て行 って もっ ま らな いか らや らない。

また 政 府 とか公 共 企業 体 のベ ースは 常 に遅 い し、 それ に網 羅性 を もたせ よう とす るか ら現実

的 に時 間 が掛 って しま う。 そ こでわ れ われ は そ の間隙 とい うか、 小 さな部 門 を受け も って、 し

か も危 険 だ か ら企業 の全 生命 を掛 け る よ うな こ とはせ ず に 片手 間 に勉 強 してお こ うとい う よう

な 気持 でや って い る。 だ か ら採 算 ベ ース以外 に何 かな い と実際上 無 理 だ と思 う。

例 えばU.S.1シ アテ ィック ・カ ンパ ニ ーの 山川 氏 な どは非 常 に意 欲的 に取 り組 ん でい る。

た だ し人手 が な仏 の で ど う して もエ ー ジ ェン ト的 な こと しか で きな い よ うだ。

デ ー タバ ンク は企 業 の採算 ベ ース に は ど う して も合 わ ない。 フ ラ ンク リン研究 所 の ような ご
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とは 日本 で は高 くて とて も出来 な い。 そ の仕事 だけ に専 門 家 を100人 位抱 え てい る。 そ うい

う意 味 でデ ータバ ンク を作 ろ うと して も難 か しい の セはな いか。

われ われ のは デ ー タバ ンクで はな く、正 直 にいえ ぱ情報 処 理 サ ー ビス を売 っ『てい る にす ぎ な

い。 そ れ と営 利 であ るか ら、 サ ー ビス を で き るだけ 早 く顧客 に届け られ るよ うに フ ォ ローア ッ

プ を してい るが 、決 して 自分達 の と亡ろ で全部 を持 つ とい う方 式 は とらない。 や は りNet-

"-
wo云kの 拠点 に な り、海 外 の もの を 日本 の ユ ーザ ーに流 し逆 に 日本 の もの を海外 に流 す とい っ

た ネ ッ トワー クの一 環 に な るのが 精 一杯 の よ うな感 じがす る。

一 技 術情 報 の問 題 点
.

技 術 情報 の場合 一番 問 題 にな るの は検 索手 法 であ り、そ してそ れ以 前 に分 析 能 力 で あ る。 特

許 の場 合 は洩 れ る噛と困 るが ・ン ピ ー タ を使 用 すれ ば洩 れ る可能 性 は大 き くな る.そ の点苦 労

が あ るが われ わ れ の場 合 文 献 だか ら多少 洩 れ て も差支 え ない。沢 山不必要 な もの を出せ ば洩 れ

な くな るが、特 許 の場 合 に も洩 れ を防 ぐため に は不必 要 な もの を沢 山 出す こ とが あ るが、 経 済

情 報 の 場合 は 利用 範囲 が 決 まっ て くるか ら技 術 的 に もや りやす い の では なか ろ うか。

一 デ ータ提供 に おけ る官庁 と民 間 との関係

われ われ が商売 す る場 合 一番 重要 な の は速報 性 で ある。 ところが 官庁 の場 合 は機 構 が大 きい

ため正 確 では あろ うが速報 性 が 欠 け る。 この こ とか ら民 間 の方 が よい と思 う。 そ の代 り民間 が

や る場 合 は ど う して も経 済 コス トを考 え るか ら特異 な もの を狙 うよ うに な る。

官 庁 がは じめ そ民間 ベ ースに おろ し、 民 間ベ ース の速 さを維 持 で きれば 理想 的 だが なか なか

うま く行 か ない よ うで あ る。(JECST)

必 ず しも民 間が 一番 よい とは思 わ な いが、 た しか に ス ピー ドは あ る。

一 デ ータバ ンク の性格 ・ 『'

デ ー タバ ン ク とい うの は われ わ れ の よ うな もので な く前 者 をさす のだ と思 う。 しか し、そ う

い う ものは営 利性 が強 くな いの で官公 庁 でや る こ とに なる と思 う。 そ うす る とス ピー ドのギ ャ

ップ が で き る。 そ の ギ ャ ップ をわ れ われ が埋 め る ときに われ われ が デ ータバ ンク的 な性 格 を一

部 持 つ ように な る とい う訳 であ る。

多 少 の デ ー タバ ン ク的性 格 とい った もの は、 われ われが 国 で や る より も半年 ない し1年 半 早

い か らそ の間 だけ デ ー タバ ン クで あ るとい う訳 だ。 で きれば 国 に買 って貰 え れば 有 難 い。

一 商売 のポ イン ト

結 局 われ われ が商売 をす る場 合 に元 の情 報 に何 を選 ぶか が ポ イン トにな る。 デ ータ通信 にな

って も同 じ ことで あ り充 分 に新 企 業が 起 り うる と思 う。 た だ巨大 な投資 を要 す ると思 うか らわ

れ わ れ は ただ お手 伝 い をす る とい うこ とに な る と思 う。
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一 要 望

わ れ わ れの よ うな と ころ に安 くコ ン ピ ュー-rタタ イム を提 供 して くれ る ようなセ ン タ ーを設置

して貰 え ない だ ろ うか 。つ ま り公 共性 の あ る計 算 セ ン ター で安 く実験 で きる よ うに なれ ば開 発

が促 進 され る と思 う。 補助 金 を貰 って ヒモ 付 き に な る よ り も苦 しくと・も自力 で行 きた い。

官 庁 の コ ン ピ ュー タの空 き時 間 、夜 間 で もよいか ら貸 して くれ れば、 よ り よい もの が で き る

だ ろ う。

われ わ れは 、 日本 の情報 産 業 の将来 の ため に や って い るのだ か ら、今 後 と も育 成す る よ うに

計 って貰 い たい。

デ ー タ提供 業 者B

－ 会 社概 況

われ われ の と ころで は、 公共 使 用 と私企 業 とかMIS使 用 を イ ン ・ハ ウス とい う云 い 方 で分

け て い る。Co㎞ercialba8eに のせ よ う と試 み つ つ あ る の をNetworkInfor-

mationServiceと い う云 い方 で分 け て い る。米 国 の例 でい うと、上 か ら、Federal

Ihformationsystem(FIs)vそ れ か らMIs¢)方 をdedicatedinfor-

mationsystemと 呼 ん でい る。 しか し、inhouseと い う略称 の方 が世 界 的 に ポ ピュ

ラーだ。 次 に来 るの がNISつ ま りNetworkInformationSystemで あ る。(日

本 ではNISと い うと、NationalInformationSystemの よ うに誤 ま っ て伝 え

られ てい るが)こ れ は要 す るにco㎜ercia1.baseのdatabaseで あ る。これ を われ

われ が毎年 評 価 して 日本 に売 れそ うな もの を輸 入 して売 ってい る。

われ われ は こ こ当 分 の間 は計 算 機 を使 用 せず 専 らdatabaseの 輸 入元 と してや って行 く

つ も りで ある。 われ われ のマ ー ケ ッ ト調i査では 未 だ採算 が とれ る とい う結論 に達 しな い ので

data処 理 を は じめ るの は2～3年 先 の こ とで あ ろ う。

一 要 望

協会のような指導的立場にあ搬 関に遇 いしたいが人の情報を働 というζとをも・と奨

励 して貰 い た い。 とか く日本 人 は他 人 を信 用 しな い し、他 の情 報 を使 お う と しな い。 この2～

3年 こ うした風 潮は 変 わ りつつ あ る こ とは あ る。

そ れ か ら協合 関係 の点 だ が、 コン ビ 三一タ技 術以 前 に、海 外情 報 を利用 し、逆 に 日本 の もの

を海 外 に 進 出 させ よ・う'とい うな ら、 も う少 しそれ ぞ れ処 を得 しめ ねば な らない。

例 えば米 国 で は財 務 デ ータな ど.10数 年以 前 か らや ってい て コ マ ーシ ャル ・ベ ー ス にの って

か ら も10年 には な るが、1社 しか や ってい ない。 最近 に な って ある会社 が財 務 デ ータに進 出

しよ うと してス タン ダ ー ド ・プア社 は は じめ て協 合 会社 を持 と うと してい るカ:米国 で は 日本 の
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数 倍 の経 済 規 模 を持 ちな が ら1社 でや ってい る。 もとも と客観 性 の あるデ ー タな の に 日本 では

私 が知 る限 りでは12箇 所 でや っ てい る。

証 券 業 界 で の用途 は全 く同 じで あ る。 外貨 の苦 しか った とき輸 入 の試算 を してみ たが馬 鹿 ば

か しい数 字 で あ り、4社 が 共 同購 入 す れば よい の に と思 った。

一 競 合 関係

われ わ れ の立 場 か らみ る と興 銀 の行 き方 に は大変興 味 が あ る。 ア メ リカ の銀 行 は 商売 気 が非

常 に強 い が、 興 銀 は財 務 デ ー タバ ン ク を売 った り リデ ィー ボル トと組 ん で い ろい ろ とや った リ

ア メ リカの銀 行 と性格 が似 て い る。

ア メ リカの 例 で い うと、 銀 行 に はそ れぞ れ化 学 オ リエ ンテ ッ トだ とか レジ ャー ・ビジネス ・

オ リエ ンテ ッ ドとか 系 列 が あっ て それ ぞ れ の プ ライベ ー ト ・ク ラブ の リーダ ー シ ップ を とって

い る。 そ れ が一番 こわ い。

一 情 報 の ブ ラ ン ド

日本 で は情 報 を 自分 の名 前 で は売 れ ない。 大 手 の銀 行 や証 券会 社 は 自分 の名 前 で売 らざる を

得 ない が 日本 では ま だ低 い面 で しか と らえ られ ない。

私 の社 で は 自分達 で開発 した もの で も 日本 で は絶対 に 自社 の名前 では売 るな とい うポ リシ ー

をた て てい る。 外 国へ 売 る とき は 自社 の名 前 を使 ってい る。

例 え ば興銀 の場 合、 外 注 した もの で も 自分 の名 前 で出 してい るがそれ が 商売 上 の ネ ジクに な

ってい る。

一 デ ータバ ンクの 成立過 程

業 務上 必要 で収 集 した が情報 産 業 と して先鞭 をっ け て おけば儲 か るの では な いか とい う思惑

が あ っ て、 い ろ い ろ と看 板 が あ が っ てい るの で は ないか と思 うが、 ア メ リカの場 合 は或 る程 度

の補 助 金 を政 府か ら貰 って、最 初 か ら構 想 の大 きな もの と取 り組 ん でい る。

日本 の場 合 に は補助 金 な ど出 な いか ら、 自然 会社 で出来 あが って いた もの を少 々加工 した り

む しろそ の まま 出せ る よ うな もの が出 てい る にす ぎない とい うこ とで、 日米 間 の情 報 サ ー ビメ

には相 当 の ギ ャ ップが あ る。

しか し地域 的 な情 報 を加 工 した り処 理 した りす る力が元 々な い会社 が、 あ らた め て情報 を買

って加 工処 理 して商 売 す る な ど とい うこ とは 日本 では伸 々で き難 い環境 に あ る と思 う6そ の点

大手 の銀行 とか メ ーカ ーが今 ま での20億 もの投資 を しては じめた われ われ の会 社 はひ とた ま

りもない と警 戒心 を持 ってい る。

一 デ ー タニ ーズ

商売 でや って い る以 上、 日米 間 でパ タ ー ンの似 て い る ものを探 し、そ の 中か ら採 算 ベ ース に
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の って い る もの を選 ん でエ ーザ ー ・サ イ トを徹 底 的 に洗 って か ら買 う ことに してい る。

や りや す い例 です が鉄 鋼 な どは生 産項 目が38あ1;/、 品 目は3種 類 あ る。 そ こで14数 タイ

プで あ っ て しか も共 通 の生 産 項 目 で あ るか ら誰 で も手 に入 れ る こ とが で き る。 これ を使 用 して

い る工 場 は米 国 には30万 以 上 が ある。 そ こ で米 国 で は この デ ー タベ ース を扱 うだけ の市場 が

あ るが 日本 で は国 が や る よ り仕 方が ない。

一 一デ 一 夕サ ー ビス

㌶ メリカで嚇 もや・てい微 民間の方がよいものを出 して鴎 ただアメリカの場合
ぱ ー市場 が あ って売 れ るか らや るの で あ って 日本 には 市場 が ない だ け の話 だ。

もちろん コマ ーシ ャル ・ベ ース の方 が よい。 売 れ なけ れば どん どん つ ぶ れ て ゆ く。8年 前 か

らや って い るが扱 って いた もの の半 分位 つ ぶ れ て しま った。小 さ な会社 に は 自然陶 汰 が働 くが 、

政 府 機 関か ら金 を貰 っ てい る と ころはつ ぶ れ ない か ら自動 的 な選 択 が 出来 な い。

一 経 営 の ポ イ ン ←

必死でやら頻 ればつぶれて しまう・二づ は作るもの民 とにか 澗 瀦 識を探すのがわ

れ われ の仕 事 だ。 そ の媒体 と して コ ン ピ ュー タが たま た ま あ る にす ぎない。

一 回 線 の 自由化 に つい て

回線 の 自由化 よ り情報 の受 け留 め る傾 向 の方 に私 と して は関心 が あ る。 も しか した らフ ァキ

シ ミ リな どが どん どん 発達 してdatatapeが 全然 売 り物 に な らな くなる か も知 れ ない。 こち

らの予 測 の方 を きちん と して お く方 が寛 々公 社 が何 を考 え てい るか よ り重要 だ。 巨× な もの は

国 が や って くれ るだ ろ う。

一 問題 点

われ われ の レベル が低 か った か も しれな い が、 と もか く 日本 は 人 を信 用 しない風 潮 が あ っ.て

いけ な い。

小 さ な会 社 であ るか ら1つ の メ ー カ ーだけ と結 びつ い てい るの は非 常 に不 安 だ。 メ ・・'"カー も

こわい。

デ ー タ提 供業 者C

－ 会 社概 況

PB社 では オ ー ピス 社 と同 じよ うに米 国政 府の テ ープ を買 って、 自分 の ところ でプ ログ ラム

を 開発 して検 索 サ ー ビス をや って い る。売 りあげ がそ う沢 山 あ る とは 思 わな いが 、二 応 これ を

基 礎 に して や ってい る。

今 度 ア メ リカへ 行 って買 って来 た もの は、 技術 公 社 とHEW(保 健 ・教 育 厚生 省)と が 共同

開 発 した教 育情報 の エ リ ック ・テ ー プで あ るが、 これ は非 常 に安 か った。 です か らtape
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baseで も売 ります し、 検 索 サ ー ビス もす る。 デ ー タ数 は少 な く2万6,000位 で ある。 これ

は米 国 の大 学 とか 政府機 関 に おい て電 算機 を使 用 しての教 育情 報 は ど うあ るべ きか とい うよ う

な ことが入 ってい る。 これ は渡 米 前 に文 部 省 とか 育英 会 とか東 大 か ら要 望 が あ った。

現段 階 では他 所 か ら買 って い る ものは2つ だ けだ。 もう1つ 現 在 交渉 中 で あ るが 、 これは

32万 位 の デ ータが入 って い る。 これ を来 年 買 っ て来 て検 索 サ ー ビス を行 え ば科 学 技術 デ ー タ

は全部 揃 うと考 え て い る。

そ の他 に、今 度 は 日本 の特 許 の明 群 書 を購 入 し、 内部 の専 門家 が解析 し、 チ ェ ・ク し、 マ ー

クシ ー トに転 記 し、IBMカ ー ドにパ ンチ して磁 気 ア ー プに イン プ ・ トし、 検 索 サ ー ビスを提

供 しよ うと考 え てい る。

わ れ われ の ところ の解析 シス テ ム を開 発 し、 日本政 府vak・さめ た もの が2つ ある。 これ は今

年 の2月 に ス タ ー トした が 受注 した もの に半導 体 と電 子通 信 関係 の2つ が あ る。 そ して現在 は

繊 維 に取 りか か ってい るが 、 ど うや ら今 年 は採 算 に乗 るだろ うと考 え てい る。

設立 途上 の 日本特 許 情報 セ ンタ ー と競 合 しな い ようにかな りの ウェー トを しめ る ような協 力

をす る方 向 に進 め てい る。

一 検 索 サ ー ビス の プ ログ ラム開 発 につ いて

現 在 プ ログ ラ ムは3つ あ る。1・B・Mと 協 同 で既 存 の プ ロ グ7ム を1年 掛 りで改 良 した もの

が1つ で あ るが 、1・B・Mの 場 合 は基 本 プ ログ ラ ムを 日本 でい じれ ない ため に、 コス ト高 で時

間 もか か り、 経済 的 に実施 でき ない とい うこ とで、 今 度 は国産 メ ーカー を当 った。

結 局 、 日立 の子 会 社 のNBCが 協 力 して くれ て、 格安 に実験 して くれ、 プ ログ ラム も協同 開

発 して いる。

一 デ ータ の収集

加工 して いな い デ ー タ を集 め る とい い ます け ど必 らず デ フ ィニ ッシ 。ンの 問題 が 出 て来 る。

日本 の会社 の場 合 はユ ーザ ー ・ア プ リケ ー シ 。ンだが ユ ーザ ー の要 求 が収集 す る側 に反映 して

い な い ところが現 実 に は最 大 の 問 題 だ。 そ れ を どの ように して解 決 す るか は民 間側 で は ど うす

る こと もで きない。 や は り収集側 がそ の難 か しさ を身 を もって体 験 すぺ きだ。

業 務 上必 要 が あっ て収集 してい る ものは 既 に採算 が とれ て い る筈 だ。 売 れば そ れ だ け儲 る訳

だ か ら情 報 産 業 に進 出す る とい うこ と もあ るだ ろ う。

一 回 線 の 自 由化 につ い て

回 線 が 自 由化 され れ ば結 局 タ イム シ ェア リン グで情報 を流 す訳 です が、 わ れ われ の ように特

許 情 報 を扱 って い る場 合 に、特 許 屋 か らみ た場 合 と一般 技 術者 か らみ た場 合 とでは観 点 がか な

り違 う。特 許 に たず さ わ っ てい る者 は特許 を表現 す る言 葉 が3～4あ れ ば まず 問題 が ない。
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ところが われ われ の よ うな小 さ な会社 が実 績 をつ くる ため に は安 心感 を与 え るた め にで きる

だけ の 多 くの ワー ド数 を使 用 す る ようにす る。

極端 な場 合 は原文 を全 部 入 れ る とい うこ とに な る。例 えば 磁 気 イ ンクな ど使 用 して出来 るだ

け 質 問 の仕方 を きび し く して言 葉 の掛 け合 せ を多 くす れば 自分 の探 してい る適 格 な もの が あが

って ぐる とい う訳 だ。

そ の よ うにや った場 合、 今 の電 々公 社 が考 え てい る よ うな もの では タイ ム シ ェア リン グにの

らない。 キ ャラク タ ー数 で200位 に しなけ れば 実 際 に動 か な い と思 う。

現在 は400か ら600程 度 でや ってい る し、化 学 とか薬 学の 場 合 は1つ の技 術用 語 で も何

百 もの ものが あ るか ら、 も っ と沢 山入 れね ば な らな い。 構 成 要素 が沢 山 あって そ れ らを掛 け合

せ た場 合 に何 か新 製 品 が で き る とい う よ うに な った場 合、 今 の電 々公 社 の規 格 では とて ものせ

る こ とが で きな い。 そ の よ うな矛 盾 が あ る。

秒 単位 で何故 検 索 す るか とい うと、 日本 の場 合 は、 特許 期 間 は15年 であ るが 、死 ん だ特許

の再 出願 を防 ぐため に は50年 位 の蓄積 が 必要 で あ る。 そ れ にPCTが 批 准 され ・サ ーチ国 の

数 が増 え れば どこか1ヶ 国 に出 願す れ ば よ吟 ζ とにな る。 日本 だけ で も公開 制 度 にな れば数

年後 には企 業 は相 当 血眼 にな って探 さ ねば 危 険 とい うこ とに な る。 だ か らテ ープは もち ろん デ

ィス クで も間 に合 わな くな る。結 局 マイ ク ロフ ィル ム とコ ン ピ ュー タが連動 す る シス テ ムに し

な くては うま く行 か な くな るで あろ う と予測 して い る。

ま た解 析 に して も特 許 にた ず さ わ ってい た 者 と、一 般技 術 者 との考 え方 には 大 き な差 が あ り、

解析 を させ る と権 利 を とった人 と探 す方 の人 との 間 にず れ が 出来 て しま う。 要 す るに、 す なお

に解 析 しな くては い け な い の だが、特 許 の弁 理 士 はで きるだけ 解 らな い ように難 か しい言 葉 を

使 うの で、 そ の解析 に は大 変 な お金 と時 間 がか か る。

一 要 望

競 争 の結果 つぶ れ る のは よいが 、 ア メ リカでは政 府 か ら8～9割 の 補 助 金 を貰 っ てや って い

るのが多 い。 日本 で もなん とか な らな いか 。私 の社 では ま だ まだ情 報 を売 ってや って行 け な い。

現在 や って い るの は処 理 だ け であ る。 一
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日本貿 易振 興会(JETRO)

1転 換期における貿易振興策 と海外経済情報対策

今後における貿易振興策の基本方針

(1)輸 出入の大型化・安定化・効率化

(2)経 済協力の強化、拡充tsよ びその計画性・効率性の確保

㈲ 輸出入相互間及び援助を含めた対外経済活動に関する政策相互間の有機的結合の強化

と総合化

(4)輸 出については・海外需要への一層の適応

{5)誘 導型、基盤整備型の貿易振興策の推進

などをかかげ・45年 度予算要求においても、輸出入・海外投資等企業の海外活動の基盤を

さらに整備するため・海外情報収集機能の強化と情報処理体制の整備が第1の 重点にあげられ

ている。

今 日の先進社会の経済

ω 大量消費社会への移行と消費者選好の多様化

② 都市開発・宇宙開発・海洋開発などの巨大プロジェク トの出現とこれによる結合市場

の出現

(3)商 品のシステムとしての複雑化・大型化

(4)分 業化の進展の反面 としての分業化 された諸活動の総合化の必要性の増大

(5)諸 活動における国際化の進展

㈲ あらゆる分野の変化の急速化

などに当面 し・このような環境の中で、企業は、外部環境に関する適確な、タイムリーな・

広い範囲の情報・すなわち・内外の政治、経済・科学技術・市場・他企業の活動等々の情報を

社内情報と有機的に組み合わせ・総合的に処理 し・これに基づ く機動的な経営管理を進めてい

くことが不可欠 となっている。

輸出をは じめとする対外経済活動においても・まさに情報化の要請は・そのすべての前提に

なるものであり・海外経済情報の充実、強化は、かねがね叫ばれてきたものである。

2海 外経済情報需要の動向に情報ネ。トワークの必要性

海外情報が、特に国際取引の推進にあたってぜひとも必要なわけは・国際取引 自身の特色に

由来 している。

国際取引の特色
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←f)地理的に遠隔地問の取引であること

(ロ)商慣習・取引制度の異なるものの問の取引であること

内 趣味、嗜好の異なる市場を対象とする取引であること

←)支 払手段が異 なること

困 言葉が異なること

ジェトロをはじめとする海外経済情報機関は・まさに

㈲ 取引成立に直接必要なもの

同 取引に あたって入手 しておいた方がよいもの'

←→ 入手 していると取引上有利なもの

同 取引の機密性から公開情報だけに頼 っておられないもの

の拡充をねらいとするものであり・海外情報収集機関のネ ットワーク確立が望まれる所似で

もある。",

●

'や

'

」
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V－ ①表 内外vatoけ る海外経済情報収集源

(在 外)

輸入に従事する者

商社、製造業者の支店・出張所・
連絡事務所

商社、製造業社の一時的出張者

銀 行

信用調査機関

在外公館

ジェト叫 アジア経済研究所

海外派遣調査団

外国の経済団体・業界団体

新聞所

外国通信社

広告エージェント

放送会社

出版会社(大 学・研究所等の
出版部門も含む)

市場調査会社

海運会社

(国 内)

製造会社

商 社

通産省、外務省等の中央官庁

ジェトロ・アジア経済研究所等

地方庁

銀 行

経済団体・業界団体

新聞社

通信社

広告エージェン ト

放送会社

書籍取次店

市場調査機関

海運会社

出版会社

駐 日外国公館

図書館

製

造

業

社

＼
ツ

第1表 には・ メ ー カ ー や商 社 が どれ ほ ど多様 な情 報 源 を もって い るか を示 す た めに ・在 外k・

よび国 内 に おけ る情 報源 を ア トラ ンダ ム に拾 い あげた もの で あ る。

V-1図 は 、海外 経 済情 報 を収 集 、提供 す る種 々の機 関を集 め た もの で あ る。

海 外 経済 情報 ネ 。トワ ーク とい か 海 外経済 情報 システ ム を確 立 す るとい う ことは ・簡 単 に

いえ ぱ ・ この 図 に現 われ て きた 機 関 を如 何 に有機 的 に連 け い し・ ほん と うに必 要 な情 報 が需 要
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3,海 外 経済 情 報機 関 と海 外経済 情報 ネ ッbワ ー ク

V-1図 海 外 経 済情 報 の収 集 提供 ネ ッ トワー ク と情 報 内容

欝
金
物
事

官 公 庁

な ど

者(国 内

海外)

団体組合

(傘下の会
サー

WEIS

(定 型サー
ビス)

＼
海 外 経 済

情 報

ネ ・トワーク

＼

輸

済響究

日 商 海 外訟
力技術経団連

遭 業・〃
(6.6人)(3.3人)

輸 銀

付 開 銀

東 銀
28203人

その他 行攻政策
、経済政策

技術 梱度、法規

建設

機 関 祖税 関税

地域 名 称 予算 金融

市況 経営、企業、労働

産 業商 品 輸出入

プ ラン ト 在 外

協 施 設

15.21人)

%ン ぶ
経 済

KVII!究%6.34ハ

(8.13人)

(3.5人)

(凡 例)

業界

/団 体

ぽ　
ア
　

関

ー

."
査

際
機

派
調

国

査
体

調
団
/

版
這

出
報
/

手
府

相

政

/

1機 関名外側 の()は 当機関の海外 施設及び

派遣人員 を示 す。44年8月 現在

2枠 内の黒字 は情 報の ガ・・レ 。ジを示 す。

ガパレ ・ジ区分 は左図のとおり。
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V-2図 海 外 経 済 情 報 シ ス テ ム 図

観光情報

サブンステム

海 外経 済情 報

(クリアリング機能)

運 輸 情 報

サブシステム

運輸経済

究 所

海外電力

査 会 響

技 術 情 報

サブシステム

日本科学
技術情報

機 械

輿脇

OTCA

(協 力事
業団)

◆ 書

命辛

商 社(h・ や

鞭
帝艇

輸 開 銀

東銀など

業界団体 輻

中ノ▲ ・ほ
振興事業&

団 廉
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者 に迅速 に 、適 確 に提供 され る よ うなシ ス テ ムを つ くり あげ るこ とで あ る。

した が って 、海 外 経済 情報 シ ス テ ムが 効 率 的 に運 用 され る ために は・ い くつ かの サ ブシ ス テ

ム に分け てそ れ ぞれ の サ ブ シス テ ムの完 成 か らは じめ なけ れ ば な らない だろ う。

V-2図 は 、予 想 され る海 外情 報 シ ステ ムの全 体 像 を描 い た もの であ る。

トータル シス テ ム と して海外 経済 情報 シ ステ ム は ・貿易 情 報 サ ブシ ステ ム・資源 情 報 サ ブシ

ス テ ム、技 術情 報 サ ブ シス テ ム等 々 に よ り構成 され てい る。

4通 商 産 業行 政 を め ぐる情報 ネ ッ トワ ーク と海 外経済 情 報 システ ム

施 策

〔1)情 報 処 理 の普 及 ・高度 化 の た めの環 境 作 り(電 子計 算 機利 用 の普 及 ・高 度 化)

〔2)所 管 産 業 の情 報 化 ・ シ ステ ム化 の推 進

(3)通 商産 業行 政 を め ぐる情報 処 理 の普及 ・ 高度 化 と産業 界 等 に対 す る情 報 提 供

次 に示 す 第 三図 は ・通 商 産業 行 政 をめ ぐる情 報 ネ ッ トワー クの構想 とこの 中に おけ る海 外経

済 情報 シ ステ ムの位 置 づけ で あ る。

(B)JICST

1沿 革

JICSTは 昭和32年8月 、科 学技 術庁 の最 初 の政 策 の1つ と して ・そ れ 自身 を造 るプ ロ

ジ ェク トに よって設 立 さ れた。

最 初 ・役 職員62名 ・ 資本 金8qoOO千 円 で 出発 し・昭 和33年 よbサ ー ビス を 開始 し・

昭 和46年 度 に おい て・次 の事 業 規 模 を もつ 。

V－ ②表 収入支出総括表(単 位:千 円)

1収 入
科 目 46年 度認可

1.国 庫 支 出 金 LO38000

2・ 事 業 収 入

1)出 版 収 入

2)受 託 サ ー ビス収入

3)講 習 会 等 収 入

886986

483436

39Z650

5900

3.事 業 外 収 入 23990

4.前 年 度 繰 越 金 6060

収 計 ▲955036
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1支 出 科 目 46年 度認可

L収 集 整 理 費 408779

2.提 供 事 業 費 43&002

3.一 般管 理 運 営費

1)人 当 経 費

2)特 別 経 費

3)業 務合理化促進費

915775

535562

125601

254612

4.管 理 施 設 費 127480

5.予 備 費 65　 000

支 出 合 計 1.950377

V－ ③表 収集処理データ量(年 令)

摘 要 46年 度認可 備 考

収 集 外 国 雑 誌 数
、

5200種 環 境公 害文 献100種 を含 む 。

収 集 国 内 雑 誌 数 2300種

収 集 外 国 特 許 数 48000件
化 学(米 ・英 ・独)38000件 ・ 電気

(米)1qoOO件

収 集 医 学 雑 誌 数 0種

収 集 二 次 資 料 数 13種

収 集 レ ポ ー ト 数 Z500件 原 子 力 レポ ー トZ500件

処 理 外 国.論 文 数 282000件 原子 力 レポ ー ト3000件 を含 む。

処 理 国 内 論 文 数 7aoOO件

処 理 外 国 特 許 数 3&0,00件 化学のみ

処理中小企業 海 外 技 術情報 600件

処理 食品工業技 術 情 報 600件

処 理 海 外 技 術 ハ イ ライ ト 2400件

処 理 環 境 公 害 文 献 集 4040件
理 工 学文献2000件 ・医 農学 文 献2000;

件 ・ トビ 。ク情 報40件`
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これは 、 前身 とな る機 関 も・設 立 推進 母体 もなG全 く新 しく、科学 技 術振興 政 策 に よって

造 られ た機 関 て あ る点 に 大 きい特徴 が あ る。

法 人 格 は ・ 日本 科学 技 術 セン ター法 に より設立 が定 め られ た。 科学 技 術 庁の監 督 下 に あ るい

わ ゆ る特 殊 法人 で ある。

2.業 務 の 内容

(1}国 内 外 の 科学 技 術 文献 を収 集 し・重 要 な論文 記 事 を抽出 し・抄録 ・キ ー ワー ド索引 を

作成 す る。

② そ れ を漢 字穿 孔鍵 盤 を通 して入 力 し、 コン ピ ュータ に よ り編 集 し・高速 漢 字 出 力装置

に よ って抄 録 雑 誌 の版 下 を作 成 し・印刷 す る。

そ の 分冊 は次 の通 りで ある。

科学 技 術文献 速 報

。工 学 一般 ・機 械 工学編(半 月刊)〔 昭和33年3月 創刊 〕

。電 気 工 学編(半 月刊)〔 昭和33年3月 創刊 〕

。化 学 ・化 学 工業 編(旬 刊33～39年 度半 月刊)〔 昭和33年3月 創 刊 〕

。金 層工 学 ・鉱 山エ 学 ・地球 の科 学編(半 月刊33,34年 度 月刊)〔 昭和33年9月 創刊 〕

。土 木 ・建 築工 学 編

。物 理 ・応 用物 理 編

・原子 力(ア イ ソ トー プ放 射 線 利 用)編

。経 営管 理 編

。国 内化 学 編(日 本 化学総 覧)

(3)そ の他 の 出版 物 の刊行

川 海外 技 術ハ イ ライ ト

(半 月刊33.34年 度 月刊)〔 昭和33年9月 創刊 〕

(半 月刊34年 度 の み 月刊)〔 昭F日34年4月 創刊 〕

(月 刊)〔 囁 日36年4月 創刊 〕

(月 「Fil)〔 日石手038年4月 倉日干ll〕

(月 刊)〔 昭和39年1月 創 刊 〕

(月 刊) 〔昭和42年4月 創 刊 〕

一 般 的 な展 望 記 事 ・新製 品 の 紹介 ・ 各 国 の科学技 術 の動 向、 統計 資料 等 ・珍 ら しい

興 味 あ るニ ュース を掲 載 した もの で あ る。

(iO外 国 特許 速 報(週 刊)〔 昭和43年9月 創刊 〕

外 国特 許 速 報 は・米 国 ・英 国 ・西 独3ケ 国 の化学 エ 業 に関 す る特 許 明細 書 を 網 羅的

に収 録 し、 和文 の標 題 に よって閣潔 に内 容 を示 した もの で あ る。 昭和33年4月 創刊 、

週 刊 で刊行 して い る。

化 学 部 門 に関す るか ぎ り・ これは 米 国 のオ フ ィシ ァル ・ガゼ ・ ト・英 国 の オ フ ィシ

ァル ・ジ ャーナ ル ・西 ドイ ツ のパ テ ン ト ・ブ ラ ン トと同 等 の もの であ る。
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㈹ そ の 他

情 報管 理 、 中小企業 海 外技 術情報 ・食 品工 業技 術情 報 ・ 日本 特 許 索引 ・情報 カ ー ド・

特 殊 テ ーマに つい て ま とめ た文 献集 等 を発行 してい る。

働 依 頼 に応 じて行 な うサ ー ビス 、

出版物 に より提供 され た、 あ るいは任 意 に集 め られ た技 術情報 は ・利 用 者に 取捨 選 択

され て さ らに詳 細 な資料 の要 求 と な っては ねか え って くる。 この要 望 に応 え る ものが受

託業 務 で あb・JICSTで は複写 ・翻 訳 ・調査t抄 録 等 の サ ー ビス を お こな ってい る。

(a)複 写

文 献複 写 は ・JICSTの 所 蔵 す る資 料 の 複写 ・外部 機 関tsよ び外 国機 関 の所蔵 す

る資料 の複 写 、文 献 の 目次 の複 写等 を お こな ってい る。

(b}翻 訳

重 要 必読 の情 報 の社 内 流通 伝達 の ために ・ ま た特 殊 外国 語 の読 解 や海 外へ の紹介等

の ため に ・学 術論 文 ・特 許 明細 書 、 カ タ ログ・通信 文そ の他 の翻 訳 を お こな っ てい る。

な お外部 の翻訳 協力者 は2S67人 に及 ん で い る。(6月2日 現在)

(c)調 査 及 び抄録

医学 ・ 農学 ・生 物学 を除 く理 工学 全 分野 の特 定 の主 題 に応 じて・過 去 の情 報 を検 索

調査 し・文献 お よび特 許 の リス トの作成 ・入手 困難 な文 献 の取 り寄 せ 、 抄録 作 成等 の

サ ー ビス を お こな って い る。

↓
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3.組 織 お よび保 有施 設

(1)組 織

日本 科学 技 術情 報 セン タ ー機 構 図

「一一 一理 事 会 議 一一一一「
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監 事

(2)

(内 非 常 勤1)

()の 中は昭和45年 度認可定員

企 画 室(6)

渉 調 室(2)

電子

総 務
9

(35)
一 … 総 務 課

人 事 課

経 理 部
計

(18)

情 報 部
(120

会 計 課

情 課

編 成 課

専 門 別
報

課料資

員

課

報

第

情

業

部料資

　
カ@

務 部

(79)

業 務 第 二 課.

複 写 課

訳 諜

報 員

大 阪 支 所(10)

名 古 屋 支 所(6)

(2)バ ー・ド ウ エ ア ・シ ス テ ム

(D.中 央処理装置

主記憶容量

補助記憶および

一入出力装置

FACOM230-50

65KW

磁 気 テ ー プ装 置

磁 気 ドラム装置

磁 気 デ ィス ク装置

カー ド ・リー:ダー

ライン ・プ リン タ一
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(li)中 央処 理 装 置FACOM230-25

主 記憶 容 量45KB・

補 助 記 憶 お よび 磁 気 テ ー プ装置

入 出力 装 置 磁 気 ドラム装 置

磁 気 デ ィス ク装置

、カー ド ・リーダ ー

ライ ン ・プ リン タ ー

(liD高 速 漢 字 出力 表 示 装置GEM3800

漢字 の字 種 お よび プ リン タ の性 能 を下 表 に示 す 。

(V－ ④ 表)

字 種

漢 字

カ タ カ ナ

ひ ら が な

英 欧 文 字

ロ シ ア 文 字

ギ リ シ ャ 文 字

ア ラ ビ ア 数 字'

ロ ー マ 数 字

記 号

ス ペ ー ス

予 備

計

イ ン プ ッ ト

1861

81

77

65

66

33

10

20

199

6

78

2496

ア ウ ト プ ッ ト

1861(明 朝)

162(明 朝 、 ゴ シ ック)

154(〃)

195(ロ ー マ ン 、 イ タ リ ック 、 ボ ール ド)

198(〃 .')'

99('〃)

30(ク 『)'

40(ロ ー.マ ン 、 イ タ リ ッ ク)

248(ロ ー マ ン ・ 一 部 イ タ リ ック ・ ボ ー ル ド)

6

78

3071
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字 種

記 録 媒 体

媒 体 巾

媒 体 長 さ

プリント文字大 きさ

1行 の 長 さ

行 間 隔

印 字 速 度

現 像

解 像 力

フ ィル ム レ コ ーニダ ソ フ トプ リ ン タ

フ ィル ム ま た は 印 画 紙 銀 塩 安 定 化 印 画 紙

92mm182(B5)、210(A4)lnm

100m100m

67.510、5ポ イン ト10.5ポ イ ン ト

最 大30パ イカ(126mm)最 大30ノ 句 力(126mm)

1ポ イ ン ト単位 で 可 変1ポ イ ン ト単 位 で 可 変

5～10行/秒(200～600字 ン秒)5～10行(200～350字/秒)

外 部 湿 式 内 蔵

20本/mm以 上

キ

●

3.ソ フ ト ・ウエ ア ・シス テ ム

(DJICST総 合IRシ ス テ ム

(a)漢 字 モ ー ド

(b}BCD/EBCDICモ ー ド

"i)JICST用 管 理 シ ス テ ム(DOCTOR)

(a)漢 字 モ ー ド

(b)BCDモ ー ド

胴 科 学技 術文 献 速 記編集 シス テ ム

V-5図 これ らの ソ フ ト ・ウエア ーに よる サー ビス の概 念図

ξ

じ
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V-5図 これ らの ソフ ト ・ウエア に よ るサ ー ビスの概念 図

、

積
ズ一

書
テ

2機 械 検 索

,3、磁 気 テ ー プ 提 供

誌

,

L2索 引 および索引 誌

2.1そ 及 的 検 索

2.2情 報選択 提供(SDI)

3.1親

3.2英 字 カナ文 字 テ ープ

3.3英 字

シ ン ー フ

ア ー フ

外国製

今 撰 択 的 索 引 誌

,.

テ ー プ
∋ 機 械 検 索
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・1.1.1分 野 別 抄 録

L1.2選 択 的 抄 録

1.2.1抄 録 誌 用 索 引

1.2.2速 報 索 引

2.1.1バ ッ チ 方 式 検 索

2.1.2オ ン ラ イ ン 方 式 検 索



`

倉

辱

鯵

,

.

.

'

'

、



デ ー タバ ン クの 分 析 と評 価第3部
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われ われは 第1部 で デ ー タバ ン ク の構造 を理 論 的 ・技 術的 に明 らかに した
。第2部 でデ ータバ

ン クの現 象 を数 多 くの事 例 に つ い て調査 した
。

こ こでは ・ デ ータバ ンク につ き理 論 的研 究 と事 例研 究 を媒 介 と して 現状 分析 を行 い今 後 の あ り

方 につ い て評 価 を加 え た 。・

まず 第1に ・ コン ピュー タ の発展 がデ ー タバ ン クの成立 に どの よ うな影 響 を もた ら した か を検

討す る。--

第2に ・機 能 面 か らデ ー タバ ン ク を評 価 す る。

第3に ・ デ ータバ ン クは どの よ うな生 成 発展 の過 程 を た ど って成 長 して きたか を考察 す る
。

第4に ・ 日本v西 独 ・ 米国 の カ リフ ォル ニ ア州 のパ ブ リ ック セク タ ーvatsけ るデ ー タバンク の

現 状 比較 を行 う。

わ れわ れ は ・以上 の視 点 の ほ か に もい くつ か の問題 ・た とえば デ ータバ ンク の経 営 分析
、情 報

価格 形 成論 な ど実証 的研 究 を行 った が・ デ ータ不 足 な ど色 々 な事 情 が あ って、成果 を挙 げ る こと

が で きな か った 。 これ らの問 題 は今 後 の研 究 を待 つ こ とに なろ う
。

1コ ン ピ ュ ー タ の 発 展 と デ ー タ バ ン ク

,

本節ではロ ン『・三夕利用の相違がデータバンクの種類 利用の仕方、経営 どに大きな影

響 を与 え る とい う認 識 か ら、 コン ピュータ利 用発 展 とデ ータ バ ンク との時 間的相 互 関係 を考 察 す

る。

ω コン ビ一 夕利 用 の 発展

図3ユ はコンピュータ の ・導 入 が歴 史 的 経過 に したが って ・ 日本 と アメ リカ と で・ どの ような'

相違 が 生 じて きてい る か を示 して い る。

コン ピュ ータ利 用 の発展 段 階 をわれ われは 図3 .1に 示 した如 く・次 の6段 階 に 分け た。

第1段 階MS:マ ニ アル シ ステ ムを利用 す る段 階

第2段 階PCS:パ ン チ カ ー ドシス テ ム(PCS)を 利 用 す る段 階

第3段 階EDPS:エ レク トロニ クスデ ータ プ ロセ シング シ ス テ ム(EDPS)を 導入 す

る段 階

第4段 階 ・ffＬime・ ランダ ム アク セス メモ リとオ ペ レ ーテ,〃 シス テ ム を利 用す る

段 階

第5段 階on-Iime:コ ン ピ ュー タ とデ ータ回 線 との結 合 をは かる段階

第6段 階TSS:タ イ ムシ ェ ア リン グシ ステ ム(TSS)の 普 及す る段 階
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第1段 階 と第2段 階 は コン ピ ュー タ以 前 のデ ータ処理 シ ステ ムで あるが 〉 の段 階 に おい て

も第 、部で述べた定義に拗 るデータバンクカ滅 するのであ短 ひとつの段階として分類

した 。

図3・1コ ン ピ ュータ利 用 の発展 段階
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そ こで図3.1に したが って コン ピュ ータ利 用 の発展 段 階 に おけ る 日米 の相 違 を歴史 的 に跡

づ け てみ る と・EDPSの 開発 時点 は ・ ア メ リカ では1956年 よ り始 ま り、 日本 は1959

年 よ り開 始 した。 そ の差 は3年 で ある。 オペtz－ テ ィング シス テ ム(ラ ン ダ ム アク セ スメモ

リ ー)の 利用 開始期 は ア メ リカが1963年 ・ 日本が1966年 で ・そ の差 は やは り3年 で

あ った。 た しか にオ ペ レ ーテ ィング シ ステ ムの導入 の時期 につ い ては 日本 とア メ リ カ とに大

きな差 は なか った と我 々の経 験 にて ら して 言 え るが ・ しか しそ の量 的展 開 は 日米 経済 規模 の

大小 で標 準化 した と して も・ 日本 と比 べ てア メ リカは格 段 な大 きさで あ った。

さ らに また オン ライ ン化 やTSS(タ イ ムシ ェア リング シ ステ ム)の 利 用 に いた っては 、

日本 では デ ータ 回線 の 自由化 が 遅れ てい る こ と もあ って・ この 面 では相 対 的立 遅 れ を呈 して

い る 。

で は 日本 が 相 対的 に遅 れ てい るTSSの ア メ リカvatsけ る利用 は どの よ うな状 況 で あろ う

か 。表3.1は ・ ア メ リカに おけ るTSSの 利 用状 況 をあ らわ してい る。

表3.1ア メ リカに おけ るTSS利 用 状 況

業 宇 銀 通 化 石 電 ; 教 政 輸 製 公 サ 医 金 鉱 建 食 出 そ

z 造 益
|

品
ア ビ

、

の
イ 工 事

ス
飲

種 宙 行 信 学 油 子 多育 府 送 業 業 業 療 融 業 設 料 版 他

平 ↑均
費

ル 113 108 89 皮 55 55 54 53 52 41 笛 宏 宏 2 19 10 10 4 3 79

用 `
ノ

最ユ
大1

利 ザ

用1の

⑪
)

7 8 6 3 4 7 4 5 10 3 5 3 4 3 4
-3

2 1 2 3

社平
均 (

利 社 17 23 27 L8 22 40 17 3.1 32 17 19 17 18 18 22 3D 18 10 15 23

数用
)

表3.1を み て も明 らか な よ うに 、ア メ リカ では 沢山 の数 で は ないけ れ どほ とん どの業 種 に

おい て何 らか の形 でTSSを 利 用 して い るが ・図3.2に 示 され て い る ように、 そ の用 途はff

庫 管理 な どの ご く一部 に いま め と ころ限 られ てい る。 しか し・ こ うした コン ピ ュータ利 用 の
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相違 が ひ いて は情 報利 用 の 日米 格 差 の原 因 と もな っ て・具 体 的 には デ ー タ バ ン ク の 種 類'

利 用 の仕 方 ・経 営 な どの面 に 日米 ギ ャ ップ を生 ぜ しめてい る。

また ・ 図3.2は ・ ア メ リカ に おけ るTSS利 用 の用 途 お よびそ の範 囲 を示 してい る。

図3.2ア メ リカに おけ るTSS利 用 の用 途 とそ の範 囲
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・
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銀
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公

共

サ
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ビ

ス

政

府

機

関

教

育

機

関

汎 用アフリケーシシ)

在 庫 管 理 ■ ■ ■ ■ ■ ●
会 計 ● ・ ・ ▲ ・ ▲ ● ■ ●

注 文 処 理 ▲ ・ ■

商品データ収集 ・ ● ● ・ ■

生 産 及 び管理 ・ ▲ ▲ ■
科学技 術計算 ● ● ▲ ●

伝 票 発 行 ・ ▲

経済情報ンステム

財 務 分 析

雇用人員登録 ●

信 用 販 売 一 ●

フ ァ イ ル ・ メ ン ●
テ ナ ンス

顧 客 サ ー ビス
コン ピュー タ を

使 った デザ イ ン
●

特 殊アブ、リケーシ…∋
、

テ キ ス ト ・エ デ

ィテ ィン グ
▲

金銭出納業務 ■
貸 付 業 務 ● ・

保 険証券情報 ■
犯 罪 処 理 ●

自 動 車 管 理 ▲
予 約 シ ス テ ム

治安および火災 ● ●

情報
学 業 記 録 ■
コン ピ ュー タ を

使 った教育 ●
書 籍 販 売 お A
よ び 注 文

(図 中の使用度は圃 ● ▲ の順に下る)

卜

唱
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② ハ ー ドウエア の開発 とそ の 普 及

ハ ー ドウエ ア の開発 経過 は 図3 .3に 示 され てい る。

図3.3ハ ー ド ウ エ ア の 開 発

'

,

機

種

の

開

発

1945 1950 1955 1960第2世 代1965 1970

トー 第1世 代 "≡ 「

(IBM)
II田M【604・IBM650

1・M・・74i第3づ

!IBM360|IBM3701BM7090
`1

UNIVACIUNIVAC皿
(UNIVAC)ト__〒_一 ÷一_-1-一 一 →

(G・E)

便子総合研究所)

(日 電)

(富 士 通)

(日 立)

㎜
」

㎝

UNVAC1108:

UNIVAC皿lUNIVAC9000

GE225

Il
:iGE

425GE645

MarkIMarkUMarIVMarkVMakVI

NEAC2201
一

.FACOM128

1　
NEAC22301NEAC2200

1ト
FAC(M222!FACOM23

ll
ll
ロ 　

HITAC301HITACIO2HITC8000

ジ

・

φ

図3.3に も明 らか な よ うに 、第1世 代 の コン ピュータ の開 発期 には ・ ア メ リカ では・.IB

M604を ・そ れ に き びす を接 して 日本 で はMarkI(電 子総 合 研究所)を 開発 してい た。

ま た1950年 代 の後 半 か ら1964年 ま での第2世 代の コン ピ ュータの 展 開期 に は・IB

M650やUNIVACllUc対 抗 して 、 日本 ではNEAC2201、FACOM128、

HITAC301な どの 国産 コン ピュ ータは開 発 され て きた。

IBM360が 発表 され て第3世 代 の コン ピ ュータ時代 に突入 したの.ちも・NEAC22

00、FACOM230、HITAC8000と 数 年 を待 たず に 日本 で も第3世 代 の コ ン ピ

ュー タ を 開発 して きた。

これ らの 事 実 か ら、 ハ ー ドウエ アの開 発 時期 及 び その速 度 は ・ 日本 とア メ リカ とでは さ し

た る差 は なか った とい え よ う。

図3・4は 各 種機 器 な らび にデ ータ伝 送 の ア メ リカ におけ る現 在 の普 及 状況 と将 来予 測 を示

した もの で ある。
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ア メ リカに おいて・ イン プ ソト ・ア ウ トプ ソト面 での端末機 の普 及が 日本 と くらべ著 しい

わけ で あ るが 、そ の用 途及 び範 囲に関 す る実態 が 図3.5ア メ リカに おけ るタ ー ミナル利用 の

実 態 に示 され て いる。'
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W呂
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報

シ
ス
テ
ム
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造

業

工

学

・

科

学

そ

の

他

(入 力 装 置)

ア ル フ ァ ー ・ ニ コ ー

メ リ ック ・ キー ボ ー ド ■ ● ■`■ ● ■ ■ ■ ▲ ■
オプ テ ィカ ル ・キ ャ

ラ ク タ ー ・ リ ーダ ニ ● ■ ● ▲
パ ンチ ・カー ド・リーダ ー ▲ ▲ ●

タ 。チ ・トーン ・電 話 機 △ ● ■ ▲

CRT・ ライ ト・ペ ン ▲ ● ■ ●

テ レ タ イ プ ライ タ ー ▲ ▲

音 声 入 力 装 置 ▲ ▲

モ ニター ・リング ●シ久テム ■
各種記号読みとり装置 ▲

光学データ収集装置 ▲

(出 力 装 置)

CRTデ ィス プレイ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ラ イ ン プ リ ン タ ー ● ● ● ● ● ● ▲ ▲
'

タ イ プ ラ イ タ ー ● ▲ ▲ ▲ ▲ ・ ▲ . ● ●

音 声 応 答 装 置 ● ▲

プ ロ ッ タ ー ▲ ●
大 型 ス ク リ ー ン ・

デ ィスプ レ イ ●
CRTマ イ ク ロ フ ィ

ル ム 装 置 ▲

(図 中の使用度は■ ● ▲ の順に下る。)
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図3.5に よれ ばiイ ン プ ット ・タ ー ミナル では ア ル フ ァー ・ニ ュ ー メ リ ック ・キ ーボ ー ド

の利 用 が 著 し く、 ア ウ トプ ッ ト装 置 で は 、CRTデ ィス ・プ レイの 使用 度 が大 きい 。

(3}ソ フ トウ ェア の発.展

デ ータバ ン クの成 長 を促 進 す る要 因 と して前 述 したEDPSの 普 及 ・ お よびハ ー ドウ ェアt

ソ フ トウェア の発展 が あげ られ る。 と りわ けデ ー タ ・マネ ー ジメ ン ト用 ソフ トウ ェ。ア の 開発

が 非 常 に重 要 で あ る。 そ こで・ アメ リカの デ ー タ ・マネ ー ジメン トシス テ ムの現 状 につ いて

い さ さか述 べ てみ る ことに し よ う。

こ こでい うデ ータ ・マ ネジ メ ン トシ ス テ ム とは・綜 合 デ ータ ・フ ァイ ル の作成 ・更 新 ・修

正 等 の デ ー タ管 理 と・ ユ ーザ ーのア ク セ スに 対 す る秘密 保 護 ・検 索 ・及 び検 索デ ータの 分析 ・

作 表 等 の機 能 を総 称 した もの で あ るが ・ この芽 生 え は・1956年 にIBM702用 に作 成 さ

れ たMARKIGenaraliyadReportGeneratorに み られ る。 一方 軍 の情

報 シ ステ ム用 と してTUFF-TUG-IRSがIBM704用 に 開発 され ・ これ がFFS・

NI"PSと 発展 し、最 近 のGISに つ なが っ てい る。現ff多 くの デ ー タ ・マ ネ ージメ ン ト用

ソ フ トウェアが開 発 され てい るが・情 報 検 索用 に 使用 す る言 語 に よ って ・お お よそ 次 の よう

に 分類 され る。

・COBOL、PL/1等 を活用 した もの(POL)

・独 自の デ ー タ ・マネ ジ メン ト言 語(DML)を 使 うもの

●特 殊 な イン プ ソ ト様 式 を使 うもの(FCS)

・POLは 新 しい 言語 を創 出 しない で ・従 来 の コンパ イ ラー言 語 を極 力活 用 し・ 拡張 した

もの で、COBOLと かPL/1で 書 かれ た プ ログ ラム と共 用 して使 うこ とが で きる。

・DMLは 従 来 の コ ンパ イ ラー言 語 と似 た言 語 をデ ータ ・マネ ジ メン ト用 に特 に工 夫 ・開

発 した もの で、 これ に よって プ ログ ラ ムが 非 常に 簡 略化 され る。

・FCSは 企 業 や政府 機 関 等 で よ く使 われ る申込書 とか 、仕様 書 の よ うに プ ログ ラ ムの様

式 を あ らか じめ 制定 して お き・所 定 の欄 にユ ーザ ー が書 き入れ れ ば 良 い よ うに工 夫 した

もの で あ る。

最 も新 しい デ ータ ・マ ネ ジ メン ト用 ソ フ トウ ェア の代 表 的 な例 を表3.2に 示 す。
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表3.2デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト用 ソ フ ト ウ ェ ア(例 示)

名 称 作 成 者 フ ァ イル の種 類 Pointer
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lnnguage

Direct
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.
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file
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「 「 可 能
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と ころ でア メ リカの場 合 で もデ ー タ マネ ジメ ン トシス テ ムが実施 面 で はい ま の ところ発 達

してい る とは い え ないが ・ ア メ リカ では今 後 の発 展 のた めの基 盤 が ・軍 ・宇 宙産 業 ・大 学 等

の な か に ・が っち りと建 設 され て い る こ とに注 目す ぺ きで あ る。

日本 は ・ オ ン ライ ン シス テ ム につ い て も・デ ータ マネ ジ メン トシ ステ ムに つ いて もま だほ

とん ど初 期 の段 階 で あ る。 しか も日本 では ・'61年 コボル を'65年 に な って は じめ て使用 す

る とい った事 実 を考 え れ ば ・ 日本 と ア メ リカに おけ る ソ フ トウエ アに関 す る格 差 は 大変 な も

の と いわ なけれ ば な らない 。 したが っ て・ 日本 の場 合 は なに よ りも ソ フ トウ ェアの 開発に 優

秀 なマ ンパ ワー が必 要 とい うこと に なろ う。

(4}コ ン ピ ュータ技 術 の発展 とデ ー タ ・バ ンク

い まま で述 べ て きた よ うに ・ コン ピュー タの シ ステ ム もオ フ ・ライ ンか らオ ン ・ラインへ

さ らに リアル タイ ム処 理 、TSS処 理 へ と発展 して きた。 そ の裏 に は真空 管 を用 い た第1世

代 、 トラ ン ジスタ を用 い た第2世 代 、ICを 用 い た第3世 代 ～ さ らにIBM370に 代 表

され る第3.5世 代 へ とい うハ ー ドウェア の発展 とそ れ に伴 な うデ ータ ・マ ネー ジ メ ン ト用 ソ

フ トウ ェア の発展 が あ っ たの は既 述 の通 りで あ る。

一方 デ ータ ・バ ン ク にお け る コン ピュー タの利 用状 況 も併 行 して変 わ って きてい る。 それ

は コン ピュー タの 高速 化 と ファイ ル容量 の増 大等 が 情報 量 の増 大 をいか'に処理 してい くか と

い う過程 で あ る。 こ の項 で は ・情 報 量 の増 大 とそ の処 理形 態 を述 べ ・デ ー タ ・バ ン クの 中核

を なすデ ータの取 扱 いの 推 移 を述 べ ・ さ らにデ ータ ・バ ンク形 成 へ の問 題 点 を述 べ る。

デ ー タ ・バ ンク におけ る情報 処 理 シス テ ム別 の一 般的 な情 報 処理 量 の 推 移 と、そ れが どの

よ うな処 理形 態 で処 理 され てい るか を示 した も のが 図3.6で あ る。

この図 に ょれ ば 、情 報 処 理 シ ス テ ムは 、 マ ニ ュアル シ ステ ム(M・S)か らパ ン チカ ー ド

シス テ ム(P・C・S)へ ・そ してEDPSへ と移 行 して きた。EDPSに なる とOff-

IineとOn-Iineの 二 つ の シ ス テ ムに 分 かれ てい くよ うに な るが 、そ れ はOn-1ine

化へ の みの 移 行 だけ で な く、Off-Iineの 領域保 存 とい う形 態 でのOff-1ineか ら

On-Iineへ の移行 で あ る。 これは 情報 対 象 の特 性 に応 じ処理 シ ステ ムが多 様 化 してい く

こ とを示 して お り、 なん で も全 てがOn-Iine化 の方 向に 処 理 シ ステ ムが 向か ってい るの

では ない こ とを語 ってい る わけ で あ る。

ア メ リカ では 、TSSに よる リアル 、 タ イ ム処 理が ・遠 隔地 の 端末 機 か らで も可 能 とな っ

たた め ・ ア メ リカ での コン ピ ュー タ ・二ー テ ィリテ ィに対 す る ニ ーズ は ・ 多数 の ユ ーザ ーが

利 用 し、 かつ 即時 的 な応 答 へ と進 ん で きてい る こと も事 実 で ある。

この点 が、 わ が国 の大 型 コン ピュータ のバ 。チ処理 を 中心 とす る利 用 の仕方 との アメ リカ
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の それ との差異 が ・両 国 の社 会 的 ニ ーズ の差 異 を もた らしてい るが・我 が 国 に お い て も回 線

の 自 由化 が なされ た の で ・上 記 の方 向 へ と進 ん で ゆ くもの と思われ る。

この発展 は ・ コン ピュー タに よるデ ー タの 処 理技 術 が高度 化 し・複雑 化 して きた こ とを示

す もの で ある。 デ ー タ ・バ ンク の 中核 を なす デ ータの コン ピュータで の取扱 い を考 え ると ・

次 の よ うな発展 形 態 と して捉 え る こ とが で きる。
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デ ータ'フ ァイル → デ 三 夕 ●ベ ース → イ ン フ ォメ ー シ ・ン ・マ ネ ー ジメン ト ・シ ステ

ム(IMS)

現在 、 オ ン ライ ン ・シス テ ム時代 に入 っ てい るが 、 お・そ ら く・1970年 代 の前半 が ・デ

ー タ ・ベ ー ス・後 半 にIMSが 実現 され る こ とに な るで あろ う。

従 来 のデ ー タ ・バ ン クに使 用 され る フ ァイル は 、個 々 の ア プ リケ ィシ ・ン業 務(例 ・在庫

管 理 、生 産管 理 ・販 売 管理 な ど)ご とに別 々に持 たれ て いた 。 これ では ファイル 内 でデ ータ

の 重 複 した部 分 や 冗長 な部 分が 多 くな り・ また 更新 す る場 合 に も不 都合 を極 めた 。 この よ う

な理 由 に よ り、 現在 のデ ータバ ンク用 フ ァイル は ・統合 化 し・ い くつか の アプ リケイシ ・ン

適 用業 務 プ ログ ラムが 、そ れ を共通 に利用 す る ような方 向 に進 ん でい る。 即 ち・ プ ログ ラム

の なか か らデ ータ の 構造 に関 す る部 分 を取 り除 き・独立 したテ ー ブル(デ ータ記 述 テ ー ブル

:DataDescriptionTabIe,DataBaseDescriptionetc.)に

して しま うとい う方 針 が と られ てい る。 この よ うな観 点 か ら考 え る と・ 『デ ータ ・ベ ー ス と

は 、複数 個 の ア プ リ ケ イシ ョン業務 で使 用 され る相 互関 係 の あるデ ー タの重 複 の ない集 合 で

あ る』 と定 義 で きる。

一方 ・企業 の情 報 ニ ーズ を 分析 し・そ のた め の情報 を準 備す る とい う従来 の アプ ロ ーチに

は 、 限界 が あ り、満 足 す べ きシステ ム を作 りあげ る こ とは・ 不 可能 で あっ て・ より積極 的 に

"情 報"そ の もの を管 理 し・い か な る要求 に もダ イ ナ ミ ックに応 え得 る新 しい シス テ ムの必

要性 が引 き お こ され て くるわけ で あ るが 、 この シ ス テ ムが ・ と り もなお さずIMS(イ ン フ

ォメ ー ジ 。ン ・マネ ジ メン ト ・シス テ ム)の こ とで あ る。 このIMSに おい て は ・情 報 を収

集 し、 配 布 す る ため のオ ン ラ イン技 術 ・ タイ ムシ ェア リン グ技 術 な どが 不 可欠 の もの で あ り・

大 量 のデ ータ を正確 に蓄 積 し、迅 速 に加工 す る コン ピ ュー タの特性 と人 間 のみ の持 つ創 造 性

とを 融合 させ た人 間 機械 系 で あ る。 この意味 で対 話形 言 語 の採 用 ・ プ ロ 。タ やデ ィス プレイ

な ど・ 高度 の端末 機 器 の採用 に よ って優 れ た マン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フェイ ス を確 立 す る こ

とが重 要 で あ る。

さ て、最 後 にデ ー タ ・バ ン ク の各 構成要 素 に 関 す る今 後 解 決 す べ き技 術上 の問題 点 の主 な

もの を列 記 す る と次 の よ うに なる。

(1)高 送:大 容 量 か つ低 価格 の記憶 装置 が 開発 され る こと。

② コン ピュー タ共 同 利用 の ソ フ ト ウェア 技 術 を確 立 化 す る こ と(プ ログ ラムのモ ジ ュー

ル 化 の徹底)

(3)端 末 装 置 と して低 価 格 で信 頼性 が高 く、か つ操 作 性 に優 れ た もの を 開発 す る こ と。

④ コン ピ ュー タ を介 して情 報 を加工 す るた めの簡 単 な(自 然 語 に近 い)言 語 が 開発 され
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る こと。(汎 用 言 語 の必 要 性)

{5)デ ー タ ・バ ンク に関 す る秘 密保 護 を完 全 にす る こ と。

(6}わ が国 の場 合 に は・ さ らに 日本 語(特 に漢字)を 効 率的 に扱 う技 術 を開 発 す る こ と。

以上 ・デ ータ ・バ ンク形 成 上 解決 すべ き点 を述 べ たが・ デ ー タ ・バ ン ク を運 営す る上 で、

大 量 のデ ータ を蓄 積 す る能 力 を もった コン ピュー タ、デ ー タ ・バ ンクの ユ ーザ とコン ビ三一

タ を結 ぶ デ ータ通 信 設備 必要 なデ ータ を指示 し検 索す るた め の プ ログ ラムそ れ に ユ ーザ が

手 も とに おい て指示 し結 果 を受 け取 るた めの 端末 器 が必要 で ある。 これ らの 諸 点 につ いて現

在 各 方面 で種 々研 究さ れて お り光 メモ リー の利 用 ・効率 的 なモ ジ ュール 編 成 の技 法 等徐 々にで

は あ るが 解 決の方 向 に向 か ってい る。米 国 に おい てNASAや 軍 関係 で 開 発 され た この方 面

の技 術が デ ータ ・バ ン ク形 式 の 技 術 に役 立 った よ うに ・ 日本 に おい て もこの方 面 の統 一的 な

開発 体 制が 望 まれ る。

'マ

ぐ
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∬ 機 能 的 側 面 か らみ た デ ータ バ ンク

本 節 では1970年 に おけ る ア メリ カのデ ータ ・バ ンク の現状 を ク ロス ・セク シ ・ン的 に 分析 ・

評価 す る ことにす る。

われ われ が ア メ リカで調 査 した デ ー タバ ンクは政 府 ・銀 行 、証 券会 社 ・航 空機 会 社 ・学 校 ・研

究所 な ど非 常 に広 範 囲 の もの で・ その 内容 や性 格 もそれ ぞれ 異 な ってい て単 純 に 比較 分析 す る こ

とは 難 か しい 。 また ・ われ われ が 調査 したデ ー タバ ン クが ア メ リカ全 体 と して・ 一体 どの よ うな

位置 を占 め るも のな の か・ ま た・将 来 これ らのデ ー タバ ンク は・ どの よ うな方 向 に 向 って発展 す

るのか を概観 す るの は容 易 で ない 。そ こで ・ こ こではデ ータ バン クの母 体 に起 因 す る差異 をで き

るだ け捨 象 し、 その機 能的 側面 に重 点 をおい て大 胆 に単 純化 してみ た 。

まずデ ー タバ ンクの基 本 的 な構成 要素 を考 え る と・相 互 に重 複 が な い ・ しか も更 新 ・ 訂正等 の

デ ー タ管理 が行 なわ れ て い る一 つ の 総合 デ ー タ ・ファイル とそ の ユ ーザ ーの 二つ で あろ う。

つ ぎに この両 者 を接 続 す るもの と して・デ ータ 伝送 シ ステ ムとデ ー タ ・マネ ジ メン トシステ ム

が介 在 し・全 体 と して下 図 の よ うな構成 を もって考 え られ る。
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タ

ル

ー

ヨ

デ

フ

●
-

ヤ

デ 一夕伝送 シ ステ ムは ・端 末 機 とデ ータ通 信線 を主 体 とす るハ ー ド的 な要 素 の強 い もの で ある

が、 ユ ーザ ー の数 が 増大 し・ ま た遠 隔地 よ リアク セ スす る要 求が 強 ま るにつ れ て、 このデ ータ伝

送 シ ステ ムの重 要度 は増 大 す る。一 方 デ ータ ・マネ ジ メン トシ ス テ ムは ・デ ー タ収 集 ・更 新、 訂

正等 の デ ータ管 理 や情 報 検 索 ・作 表 ・ 分析 ・ 秘密保 護 等 を行 な う もの で・ ソフ ト的 な要素 が強 く、

ユーザーの要求が高度化 レ 杜 そ拠 応ずるデーぞ ・フ・イルの髄 が複雑化するにつれ・.こ

の システ ムの重 要 性 は 高 ま って.くる。

この ようなデ ー タ伝送 シ ステ ム とデ ータ ・マ ネ ジ メン トシ ステ ムが ・そ れぞ れ 機能 的 にみた デ
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一夕バ ン クの 量的 拡 大 と質 的 向上 を左右 す る要 素 であ り・ これ らに関 す る技 術進 歩 が ・デ ータバ

ン ク の発 達 の鍵 を握 っ てい る といえ よ う。 いま訪 問 したデ ー タバ ン ク を以 上 の観 点 か ら横 軸 にユ

ーザ ーの数 ・従 軸 にユ ーザ ー の要求 度 を とっ てプ ロ
ットす ると次 の図 の よ うに な る。

不
定
型
特
定
デ
L
タ
の
複
雑
さ

(
高
度
化
)

/"sCグ ル ー プ

.MPT

・ペ ン1シ ル ベ ニ ヤ 大

・ロ ッキ 「 ド研 究所

、 、 一!

データ・マネージメン ト

シ ステ ム の 高 度 化

1モ ル ガ
t
lギャラ'

デ ー タバ ン ク の機 能 と ユ ーザ ーの種 類

デ ータ伝送 シス テ ム

の 高度 化

、

/
ノ

/、Dグ ル ー プ

戸・

ノ ー ス ア メ リ カ ン ノ

デ ータ バ ン ク

/

・DIB/Bグ
ループ

.ス 功 一,・ 沸 嚇 蜘 一
ノブア一社

・ロス市 警 察

Aグ ル ー プ ＼

ユ ー ザ ー の数

・'カリフォル ニフ州 自動 車 システ ム(AMIS)

●クレジ ットビュロー

.RLPolK社

ごの図 か らデ ー タバ ン ク を位置 づ け てみ ると、A,B,C,Dの4グ ル ープに 分け る こ とが で

㍉ う・これ閲 してげ 一所 送システム射 ひ 一夕 ●マネジメン トシステムの技 縫 歩が・

図 の よ うな制 約 条 件 と して作 用 してい る。

デ ータ 伝送 ・:一ス テ ムの急 速 な発 達 に より、Aグ ル ープに 属 す るデ ータ バ ンク が 、・次 々 と誕生 し

てい る。 一方 デ ータ ・マ ネ ジメ ン トシ ステ ムは 、予想 外 に進 歩 が 遅 く本来 な らばDグ ル ー プに あ

るべ きデ ー タバ ンク が ま だC,Bに 低 迷 してい た。
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Dグ ル ー プはデ ータ 伝送 シス テ ム とデ ータ ・マ ネ ジメン トシス テ ムの 両 者 を駆 使 した高 度 なデ

ー タバ ンク であ るが今 回 は ノ ース ア メ リカンー カ所 にす ぎなか った。 しか し・ ア メ リ カの大企業

(製 造 業)・NAS4・ 国 防省 関 係 には ・ この種 の デ ー タバ ンクは決 して少 な くない と思 われ る。

日本 の現状 と比 較 してみ る と、デ ー タ伝送 シ ステ ムの 未発達 が ネ ック とな って・ 現BIAグ ル ー

プ では 国 鉄、銀 行 等 の例 をの ぞ い て非常 に遅 れ てい るが 、デ ータ伝送 の ネ ック さえ解 消す れ ば・

こ のグ ル ー プのデ ータ バ ンク は早 急 に アメ リカの 水 準に 接近 可 能 と思わ れ る。 しか し、C、Dk

な る とデ ー タ ・マ ネジ メン トシ ステ ムの技 術格 差が 大 き く、余程 国家 的 な規 模 で人 材 と金 を投入

し ない と、 この格 差 を埋 め る こ とはむ ず か しい。

(註)グ ル ープA,B,C,Dは 下 記 の性格 を中 心 と して 分類 した もので あ る。

◎ グル ー プA

ユ ーザ ー の数 は きわ め て多 い が ・デ ー タの 内容 は単 純 なグ ル ー プで ・ カ リフ ォル ニア

州 政府 の 自動 車登 録(AMIS)やR.L.PoIk 、社 などが その 典 型。

現在 は ア ク セス に対 して一 度 電 話の 中継 とい う人 間 の要 素 を入 れ てい る場 合 が 多 く・

技 術的 には 自動 化 可能 と思 わ れ るが サ ー ビス面 で どち らが優 れ てい るか即 断 で き ない。

◎ グル ー プB

政府 統 計の デ ータバ ンク ・連 銀 ス タンダ ー ド・プ ア社等

デ ー タがか な り専 門的 で か つ 一応 印刷 で発 表 され るデ ータが 多 く・直 接 デ ータバ ンク

にア ク セ ス を必 要 とす るユ ーザ ー の数 は限 られ てい る。 しか しデ ータのupdating

や訂 正 が か な り面倒 で しか も頻繁 に行 な う必 要 が あ り・現 在 ・安 全 なデ 三 夕バ ン クは ま

だ み られ ない 。

(連 銀 の論 文 に よれ ば この種 のデ ー タバ ンク用 ソ フ トウェア に対 して コン ピュー タ ・

メー カーのサ ポ ー トが少 な い こ とも発 達の ネ ックに な ってい る も よ う。)

◎ グ ル ー プC

各 大 学 の図 書 館 のIRシ ス テ ム,ロ ッキ ー ド研究 所 のIRシ ステ ム。

デ ータ ・フ ァイル の内 容 が極 め て複雑 でか つ ユ ーザ ーの要 求 も非 常 に高 度 な た め・現

在 そ の ソ フ トウ ェアの 開発 、研 究が 進 め られ てい る段 階。

実 験 的 な ものは 完 成(ロ ッキ ー ド研 究 所)し てお り、 また理 論 的 な研 究 が 各 大学 で進

め られ て い るが,一 般 的 な ソ フ トウ ェアパ ッケ ー ジは完 成 され てい ない。

◎ グ ル ー プD

今 回 の訪 問 先 では ノ ー ス ア メ リカ ン,ロ ック ウ三ル社の み。 た だ し、大企 業 、NAS

A、 軍 関係 で は この種 のデ ータバ ン クが 多 い と推 測 され る。

一174一

篤

■

十
7



●

工

・

デ ータの数 が 多 くか つユ ーザ ーの要求 が 高度 なた め・ デ ータ ・マ ネ ー ジメン トシ ステ

ム は非常 に複 雑か つ高 価 な ものに なっ てい る。 一般 公 開 され てい る もの と して は ノ ース

ア メリカ ンのIMSが そ の代 表 例 で ある。

この よ うな分析 のほ かに・ 次 の考 え方 も成 立 し得 る。

ユー ザ ー の数 とデ ータ の複 雑 さの 相関 で把 え るな らば

1.組 織 内 デ ー タベ ースの ように、 ユ ーザ の数 は 少 な くて も・ デ ータの 内 容が 複雑 で あ り・

処理 シス テ ム も複雑 、高度 で あ る よ うな デ ー タバ ンク は現 実 に存 在す る。

そ して これ は ド フ ァイルが ・内部 目的の た め に充 分利用 で きる段 階 ま で発 展 した と き・

系 列 会社 ・ 関連 業種 をサ ー ビス範囲 に収 め ・更 に一 般 ユ ーザ に も供 給 す る傾 向 に移行 す る。

しか し、 複雑 さ とは 、当該 時 点 に おけ るデ ータ処 理技 術、投 下 できるコス トに 限 界 が ある

た め 、 あ る限界 が あ る。 この た め、図13.7の 特 性 曲 線1の 周辺 に事 例 が集 ま るで あろ う。

2.も う1つ ぼ 、企業 性デ ータバ ン クの よ うに 、処 理す る技術 が単 純(ハ ー ドウ ェア や ソフ

トウ ェア に要 す る経 費 が 少 な くてす む ため)で あ って、 ユ ーザ の数 の多 い所 で 成立 す る も

のが ある。 これ はユ ーザ ーの増 加 と ある利 潤増 加 に よ って歴 史 と共 に 資 金 供 給 を うけ て

よ り複雑 なデ ー タの処 理 や加 工 度 の 高い シス テ ムの導 入 に よって ・更 にユ ーザ を獲 得 しよ

うとす る。 この た め・特 性 曲 線 皿の 周辺 に事例 が集 ま るで あろ う。

3.も し・ この考 え 方 が成 立つ な らば ・ この2つ の特性 を・1つ の解析 関数 で表 わ し得 る。

そ れ は特 性関 鍵 で近 似 で き るであ ろ う。

この考 え方 に よ る分析 を行 な うこ とは ・ デ ータ が不足 で あ って・各 事例 をプ ロジ ェク トす る

所 ま では 行 か なか ったが ・今 後深 く研 究 すべ き課 題 の1つ で あろ う。

ψ

、
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理
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さ

ユ ーザ の数

A:或 る時 点 で ・技 術 コ ス トの 限界 お よび マ ーケ ・トの限界 か ら想定 され る

理 想点

B:現 実 に存在 し得 る部 分

C:採 算 性 とか 、技 術 的 とか、 現実 には成 立 し得 てい ない部 分

一176一

民

一

●

ρ

.

〉



声・

9

<

<

》

班 デ ー タ バ ンク の 成 立 パ タ ー ン

デ ー タバ ン クは ・そ の運 営主 体 とそ の情 報供 給 対 象 に よっ て・各 々のデ ータバ ン クの 各機能 の

あ り方 は異 な り・ また ・そ の成立 過 程 に も大 きな ちがい が あ る。

そ こで・デ ータ バ ンク をそ の運 営主 体 に よ って 分類 してみれ ば・次 の3種 類 に 分け る こ とがで

きる。

1)公 共 的 デ ータバ ン ク

2)組 織 内 デ ータベ ース

3)企 業 性 デ ー タバ ンク

国 家 機 関(行 政 ・司法 ・立 法 の 各部 門 に於 け る)又 は 、地方 公 共団 体 がそ の 中で発 生 す る情 報

を一 般 に供給 す る ため に設置 す る場 合 、 これ を公 共 的デ ータバ ンク と名 づ け る こ とが で き よ う。

この 場合 ・デ ータは その属 す る機 関 の オペ レ ーシ ・ナ ル ・ワ ーク の中 で多 量 に 発 生 し・又 特定

の プ ロジ ェク トの遂行 のた めに集 め られ る。

この デ ータバ ンク の財 政 基 盤は 、 そ の所属 機 関 に よる資本投 下 と維 持予 算 に よって運 営 され る。

この 派生形 態 として・公 共 企 業 体 ・又 は 公 共性 の 強い 民間企 業体 が・そ の中 で発 生 す るデ ータ

を供給 す るた め に設置 す る もの や・国 又 は地 方 公共 団体 が知 的生産 活 動 の振興 ・効 率 化 の た めに

設 置 す るデ ータバ ンクが あ る。

後 者 の代 表 的 な例 と しては ・ 日本 科 学技 術情 報 セ ン タ ー(JICST)な どが ある。 このデ ー

タバ ンクの 財 政基 盤は ・社 会 資本 と しての性 格 が 強 いた め・ サ ー ビス コス トを 受 益 者 が負 担 し・

資 本 投 下 と維持 費 の一 部は ・公共 的 支 出で なされ てい る。

次 に官 公庁 、研究 機 関 ・民 間 団体 、 民 間企業 体 な どが閉 じたサ ーク ル の 中だけ で の利 用 の ため

に 設 け る組 織内 デ ータベ ー スが あ る。

これ は ・ た とえ ば あ る大学 の 研究 室 にお い て学術 的 デ ー タを集 め・ 同 じテ ー マの研 究 者 に配布

した り・ ある企業 で系列 会社 に対 して のみ 情報 を提供 す る よ うな場 合 で あ る。

営利 を 目的 と したデ ータバ ン ク を我 々は 企 業性 デ ータバ ンク と名 付け る。 このデ ータ バン クは 、

全 く自由 に経 営 が許 され ・ 自 由競 争 と利 用 者 の選 択 の中でみ ず か らの方 向 を求 め る性 格 の もので

あ る。

以 上 の観 点 か ら 日本 とア メ リカの デ ー タバ ン クの 現状 を眺 め てみ る と以 下 の表 の とお りに なる。
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表3.3日 本 と米国 のデ ータバ ン ク機 能(例 示)

.

組 織 内 デ ー タベー ス 企 業 性 デ ー タバ ン ク 公 共 的 デ ータバ ンク

・ノ ースア メリカン ロック ウエ レ ・タン&フ ラ ッドストリー ト社 .NLM

・ ロ ッキ ー ド ミサ イ ル 社 ・マ グ ロ ー ヒル 社 ・CAS

・ニ ュ ー ヨ ー ク 連 銀 ・スタンフォー ドLオ プ トナー社
ForeignCo㎜e-

・
rcialService

・ボ ス トン小 児 科 病院 ・RLポ ーク社 ・NTIS

・ペ ンシル ペ ニャ大 学 ・スタZダ ー ド&プ ア ー社

・カ リ フ ォル ニ ア州 政 府 ・アソシエーテ ットソ レジ ットサー ビス

・ウォートン経済 予 測研 究所

・興 銀 ・交通公社 .JICST

・長 銀 ・日経 データ 開 発 センター .JETRO

・開 銀 ・興 銀 ・ア ジア 研究 所

・ ト ヨ タ 自販 ・長 銀 ・特 許 情 報 セ ン タ ー

・野村総研 ・野村総研 ・住 宅 情 報 セ ンタ ー

・通 産 省

・警 察 庁

・労 働 省

・運 輸 省

・ 、

φ

つ ぎに、 これ らデ ー タバ ン クが どの ような生 成過 程 を経 て現 在 に い た って い る かを考察 してみ

よ う。

第2部 に個 々の デ ータバ ンク の事 例 が詳 し く述 べ られ てい るの で あ るが ・ これ をみ る と・デ ー

タ バ ンク の成立 過 程 は ・ 大別 す る と次 の2つ に 分け られ る。

A:日 常 業務 の プ ロセ シ ング に よるデ ータ集 積 を も とにデ ー タバ ンク に移 行 した もの。

B:高 度 な判 断業 務 の要請 に よる新 しい デ ータ ベ ース の充 実化 に よ り創 られ たデ ータバ ンク。

(JETRO、JICST、NASAのFAMEな ど)

や

与
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図3.8デ ー タ バ ン ク の 成 立 パ タ ー ン

成 立 パ タ ー ンA

コン ビュー

の導 入

日 常 業 務

日 常 業 務

日 常 業 務

成 立 パ タ ー ンB

Project発 生

シ ステ ムの作 成

"

成 立 パ タ ーンAは ・ア メ リカ の企 業性 デ ータバ ン クが ほ とん どす べ て このパ ター ンに該 当 し、,.

日本 で も開銀 な6どが その代 表 的 な ケ ース で あ る。-

成 立 パ タ ーンBは 、 ノ ース ア メ リカ ン ロ 。ク ウ ェル社 が ・ ア ポ ロのCSM(最 上段 の指 令室) .

お よびサ タ ーンS－ 皿の ブ ース タ ー製 作 に際 し、開 発 した総 合 マネ ジ メン ト・シ ステ ム・ これ を

運 営す るた めに情 報処 理 を行 うIMSと 称 す るデ ータバ ンク がそ の最 た る もの で ある。

図3.9ノ ー ス ア メ リ カン のMIS

EngineeringRelease

System

Re80urce

Systeln

FabricationPlanningandTrack-

ingSystem

QuaIityAchievement

DataSy8tem

MateriaIInventoryC

ControI・andInformaL

tionSy8tem
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そ の他 では 、 カ リ フォル ニ ア 州政府 の犯 罪情 報処 理 システ ム・ 自動 車 局 の情 報 シ ステ ム な ど も

あげ られ よう。

成立 パ タ ーンAは 企 業性 デ ー タバ ンクの 成立 の 自然 過程 とみ なす こ とが で きるが ・た とえ その

成 立過 程 が 同一 で あ った と して も・ そ の内 容 は例 え ば ニ ュ ー ヨークの ス タ ンダ ニ ド ・プ ア社 は コ

ン ビュー ス タ ットと呼 ば れ るデ ー タバ ン クで あ り、 ダ ン&ブ ラ ッ ド・ス トリー ト社は ナン バ リン

グ シ ステ ム・ マ グ ロ ーヒル ・ダ ッヂ は建 材デ ータバ ンク と特 徴 が実 に鮮 明 で あ る。

』また
・ ス タンダ ー ド ・プア社 やダ ッヂ のデ ータバ ン クはデ ータ を正 確 、迅 速 に提 供 す るのが特 ・

徴 で ある が・ ボス トンの デ ー タ ・リソ ース社 一 この会社 はTSS会 社 で あ る 一 は 経済 統 計デ

ータ を企 業 に提 供 す る こ とのみ な らず 、 そ のデ ータを使 って経済 予 測 な ど を行 ない デ ー タ処 理が

TSSに つ なが る よ うに サ ー ビス を提供 してい る点 ・前 者 とは異 った特 徴 を示 してい る。

ぼ

■

ア
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IVパ ブ リ ック セ ク タ ー に お・け る デ ー タ バ ン ク

本 節 で は ・ カ リフ ォル ニ ア州 ・西 ドイ ツ、 日本 に おけ るパ ブ リ ック セクタ ーのデ ー タバ ンク を・

現 状 お よび 構想 に焦 点 を あ て比較 分析 してみ る。

まず 、表 、 日米独 のEDP

表3.4日 、米 、独 のEDP化 の実 態
化 を ご覧 いた だ こ う。 この表

1970年には 日本
・ カ リ フ ォル ニ ア州 、

西 ドイ ツ連 邦 の3政 府 のED

P化 の現 状 が数 量的 に示 され

てい る。

デ ー タ処 理予 算 は ・ 日本

83億 円(総 予 算 の0.02%)

カ リフ ォル ニア州 ・299億

円(総 予 算 の1%)・ 西 ドイ

ツ連邦 政 府106億 円(総 予

算%で あ る。

一 般 に.政 府 や値 入企 業 の双方 とも・デ ー タ処 理 の経 費 は ・総予 算 のだい た い1%程 度 が適当

で あ ると い われ てい る。 この言 に従 え ば ・ カ リ フ ォル ニ ア州 が も っと も望 ま しい予算 規 模 で あ る

のに対 して 、 日本 ・ 西 ドイ ツはい ま だ しの 感 であ る。

コ ン ピュ ータ の設 置 台数 、それ に従 事 す る人 々の数 な どは ・ 日本 と西 ドイ ツでは 同 じ規 模 であ

る。 カ リ フ ォル ニ ア州 の場合 ・予算 規 模 の大 きさに 比 して・ コン ピ ュ ータ設置 台 数が 少 ない の は ・

コン ピ ュータ の集 中利 用 を はか って いる こ とに よる もので あ る。

つ ぎに ・ この よ うな コン ピュー タ利 用 の 相違 が・ デ ータバ ンクの あり方 に どの ような影 響 を与

え てい るか を考 察 してみ よ う。

日本 ・ カ リ フ ォル ニ ア州 、西 ドイ ツ連 邦 の各 々のパ ブ リ ック セク タ ーにお け るデ ータベ ース の

現状 は 表35～ 表3.7に 示 され てい る。

これ に よれ ば 、 日本 ・ カ リ フォル ニア 州 、西 ドイツ連邦 の3政 府 間 に おけ るデ ータバ ンク の開

始 の仕方 が明 らかに異 な っ てい る こ とがわ か る。

一般 に パ ブ リ ック セ ク タ ーに 割け るデ ー タバ ン クの成 立 手順 を考 え てみ る と、以 下 の3つ の

パ タ ーンが 想定 され る。

-181一

日本 政 府
西 ドイ ツ
連 邦 政府

カリフォルニア

州 政 府

億円
デ ー タ処 理予 算 83 106 299

セット
コンピュータ設置 台数 170 172

、

47

人
従 業 員 数 3400 3400 不 詳

入
上級情報処理技術者 710 750 不 詳



1)固 有業 務(日 本 で い えぱ労 働 省 の労 働市 場 セ ンタ ー業務 な ど)のEDP化 よ リデ 一夕バ

ン クへ 移行 す る型

2)内 部管 理 業 務 のEDPよ リデ ータバ ン ク へ移行 す る型

3)1)と2)の 両 者 のパ ラレル なEDP化 よ リデ 一夕バ ンク へ移行 す る型

これ を図解 す る と以 下 の よ うに な る。

図3.10

固 有 業 務 主 導 型

固有業務
内 部

、犀

デ ー タ ベ ー ス

、ノ

デ ータバ ン ク

内部 管理業務主導型 固有 内部業務併用型

内 部

管理業務

内部

管理
業務固有 固有業務

＼/ 、/

デ ー タ ベ ー ス
一 デ ー タ ベ ー ス

一

、! 、/

デ ータバ ンク デ ー タバ ンク

,

言・

、

、
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表3.5日 本 のパ ブ リ 。ク セク タ ーに お け るデ ータベ ー ス(例 示)
"-

}
-

。

、

.

∀

・

子
'

関 係 官 庁 概 要

警 察 庁 。運転 免許 不正 取 得 シ ステ ム

。犯 例照 会 シス テ ム

。盗 品照 会 シ ステ ム

On-Iine(部 内 用)

経 済 企 画 庁 。経済 デ ータ総 合管 理 シス テ ム

バ ッチ計 画 中(部 内 用)

外 務 省 。外交 政 策 文 章蓄 積 とRetreva1シ ステ ム

バ 。テ(部 内 用)

通 産 省 。一般 経 済 情報 蓄 積 とRetrevaIシ ステ ム

・海外 市 場情 報 蓄積 とRetrevalシ ステ ム

。産業 経済 統 計 蓄積 とRetrevaIシ ス テ ム

。特 殊 文献 一 部蓄 積 とRetreVaIシ ス テ ム

バ ッチ ・一 部TSS(部 内用)

オ フライ ン 、ネ ッ トワーク(外 部 デ ータ交換)

運 輸 省 ・許 認可 関係 の コン ピ ュータ化

計 画 中(部 内用)ノ

建 設 省 。国土 開発 に関 す るD・B

計 画中(部 内用)

大 蔵 省 。関税統計販売

バッチ(関 税協会を通 じて外販売)

労 働 省 。職業 紹介 と労 災 の レ ジス トレ ーシ ・ン

。指定 統 計 の改 正 へ の動 き

(On-Iine)部 内 用

法 務 省 。登 記 事 務 コン ピュ ータ化

バ ・チ計 画 中(部 内 用)

自 治 省 。地 方 自治 情 報 シ ステ ム

。税務 関係 等 ・ バ ッチ計 画 中(部 内)

運 輸 省 。自動車 登 録 シス テ ム

。自治省 ・ 警察 庁 等 と関連 バ ッチ ・オ フライ ンデ ータ交 換 シ ス テ ム

科 学 技 術 庁 。防 災 セ ン タ ーのD・B

計 画 中

国 会 図 書 館 。米国議会図書館のMARK皿 を導入 した図書館録

。書誌的事項の整理・サービス

総 理 府 統 計 局 。統 計D・B

。対 外 サ ー ビス を計 画

日 銀 。統 計 デ ータ 、D・B

バ ・チ(部 内 用)

ア ジ 研 。海 外貿 易 統 計

。国連 と0・E・C・DとNETワ ーク

JETRO 。海 外経 済 情 報D・B

・貿 易 あ っせ ん+海 外 市場 情 報 、民 間サ ー ビス、 バ ッチ

特 許 情 報 セ ンタ ー 。特許 情 報 の民 間 サ ー ビス

。海 外 とのネ 。 トワーク作 業(開 発 中)

農 林 省 。生 鮮 食料 品情 報 シ ステ ム

。物 価 コン トロール シス テ ム(開 発 中)

住 宅 産 業情 報 センター 。建 設省 、通産 省 、 関係 産 業 界等 が 関連 、民間 サ ー ビス用(開 発 中)

JICST 。科学 技 術情報 の収 集 抄 録 の電算 機編 集 、IRサ ー ビス、MTサ ー ビス
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表3.6カ リフ ォル ニ ア州政 府 のデ ータベ ース(例 示)

管 轄 シ ス テ ム 名 概 要

農 業 部 農業害虫駆除

教 育 部 CEIM・(カ リフォルニア教 育情 報 管 理 システム) 教育 管 理 の た めデ ータベ ース を
.与え る

財 政 局 歳入と人口の推計

健 康 管 理 局 健康管理サービスの資格審査

ハ イ ウ ェ イ

パ ト ロ ー ル 局
AUTO-STATIS 盗難車輌の情報蓄積

人 間 関 係 局
コ ン ピ ュータ に よる社 会 情報 シ ス

テ ムの全 国規 模 のデモンストレーション

人 材 開 発 部 WIN(自 動職業奨励システム) 職業奨励

司 法 局 カリフォルニア法律 施 行通 信システム

精 神 衛 生 局 州病院患者データバンク

A

州 兵 局 軍 人 デ ータ ・ フ ァイ ル

自 動 車 局
'

公 園 とレクリェーシ⊇ 司 公 園 と レクリェーション情 報 システム

公 共 事 業
交通事故 と監視分析システム
(TASAS)

社 会 福 祉 局 州教員退職システム

水 資 源 局 基 礎 デ ータシ ステ ム

'

査 定 平 準 局 資産税査定標準

大気資源委 員 会 大 気状 態 デ ータの コン ピュー タに

よる処理

会 計 検 査 地方政府会計事務プログラム

公 衆 衛 生 局 職業病報告
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表3.7西 ドイ ツのパ ブ リ ック セク タ ーのデ ータバ ン ク(計 画)

新聞情報局の領域 1970年 以降 ・ 「政治 的 内容 を もつ情 報 の 記憶 と再 生 」の デモ ン

データ読取機械 ス トレ ーシ ・ン ・デ ータ処 理計 画 を実 施 して お り・現 在 は ・デ ータ処

押しボタン及び瞬 理 及 び マ イ ク ロフ ィル ムか ら成 ってい る統一 的情 報供 給 シ ステ ム(1

間印字機から成る
端末装置

BS)の 設 立作 業 をお こな って い る。

連邦司法省の領域 特許制度情報 システムの作成

ミュンヘンの ドイ
ツ特許庁における

作業行程の合理化

手続き繍 囎 巖

技術情報 麟 鷺 纏9醗 の諸方法

(連 邦中央登録局の設置)

前科表一驚 曇的データ処理の導入によ舛 央鵠 局に

(法 律 デ ータバ ンク)

立法・判決・法学文献の分野における無数の情報を適宜整理して・

これ を実 用 に適 す る もの にす る よ うオ ー トメ ーシ ・ン化 され た情 報

シ ステ ム を開 発 す る。

(連 邦道路局)

連邦交通省の領域 交通の円滑さと安全性の向上のために策定すぺき諸原則は・技術

資料整備における 的・科学的計算とともに・電子工学的データ処理の助けによる計算
情報再生手読 き と測定の活用と資料整備における近代的情報再生手続 きの導入が必

要 とな る。

(交 通 デ ー タバ ン ク)

交通政策に必要な重要な資料を記憶する。

連邦労働社会省の 保険技術面で有用なデータはすべて機械的に把握され・これをす

領域 ぺての該当管理体に提供する。

(連 邦統計局)

連邦内務省の領域 統 計 デ ー タバ ンク の設立

デ ータバ ン ク ・科学的分析

・モデ ル 計算

・租税及び財政政策

・農業

・交通制度

・都市計画

上記の分野に予測と計画作成の為の援助を与える。
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この 分類 に よれ ば ・ 日本 政 府 の デ ー タバ ンク生成 の プ ロセ スは 、 固有業 務主 導型 で、西 ドイ ツ

連 邦政 府 は内部 管 理 主 導 型 で ある。 両者 の併行 推進 型 が カ リ フ ォル ニ ア州政 府 の デ ータバ ンクの

それ で あ る。

内 部管 理 業務 のEDP化 よ リデ 一夕バ ンクへ 移行 す る型 は 、EDP化 の進 展 は顕著 で あ るが 、

デ ータベ ース の充 実 が む ず か し く・ したが ってデ ータバ ン クへ の移 行 が 困難 で あ る。

固有 業 務主 導 型 は ・ デ ータベ ース の充 実 がは か りやすい が 、 内部 管理 業 務 とのEDP化 が立 遅

れ 気味 とな り、 この点 か らの影響 が デ ータバ ンクへ の成立 の阻 害要 因 とな る。

カ リ フ ォル ニア 州政 府 のデ ータバ ン クの成 立手 順 はsデ ータ処 理予 算 が 日本 の3倍 もの約300

億 円費 い や して い る とい うこ と も あっ て内部 管理 業務 も固有 業 務 も と もにEDP化 の促進 がな さ

れ 、同 時 に両 者 の デ ー タベ ース相 互 間 の 連係 も考 慮 されて い る。 それ故 、パ ブ リ ック セク タ ーに

おけ るデ ータバ ンク の成 立 手 順 と しては地 味 で手 が た いが もっ とも望 ま しい型 で進 め られ てい る

とい え よ う。

表3.7の 西 ドイ ツ連 邦 政府 の デ ータ バ ン クは 「電子 計 算機 利 用 に関す る技術 研 究会 資 料 」に も

とつ いて い る。

'
、

■

・

、

〆

、

t

－186一



∨

4

◆

叫

、

ふ

'̀

ぞ

!

む す び

わ が 国 にお け るデ ー タバ ン クの発 展 と展 望

1.日 米 の現 状比 較

だれ で もが,何 時,何 処 か ら で も,必 要 な情 報 を入 手 で きる とい う人類 の夢 に,わ が国 の デ ー

タバ ン クも答 え 得 る よ うに なれ る もの であ ろ うか。

まず・ ア メ リカにつ い てみ よ う。 第2部 で数 多 くの事 例 を示 した よ うに ・ ア メ リカ では現 在 ま

でにデ ータバ ン クが誕 生 してお り,さ らに,さ まざ まの タ イプ のデ 一夕 パ ンラ が 開発 の途上 に あ

るo

と くに,組 織 の大 小 を問 わず,い た る所 に端末 機 が置 か れ,簡 単 に 遠隔地 か らア クセス した り

結 果 を デ ィスプ レ ーに映 し出 して い る光 景 は,ア メ リカ調査 団の一行 に強 烈 な印 象 を与 えた。

ア メ リカに お い て現 在 完 成 し,ま た 開発 中 の大部 分 の デ ータバ ン クは～ 従来 のデ ー タ処理 機 能

の進歩 が 自然 に結 実 して行 った もの であ る。 しか しそ のほ か に新 しい特 定 の コース の発 生 に応 じ

て 開発 され た デ ータバ ン クも,ま だ数 は 少い が,い くつか あ るア ポ ロ製 作 用 に開発 され た ノー ス

ア メ リカ ン社 のデ ー タベ ースや,セ ンサス デー タの多角 的活 用 を め ざ して 開発 中のGe・gra-

phicBaseFile等 がそ の例 であ る。

また,ア メ リカでは,軍 事 防 衛 システ ムや 社会 開発 とい う背 景 がデ ー タバ ン クの 画期 的 な発 展

を促進 して い るの は注 目 しなけれ ば ならない。 そ こでは豊 富 な コン ピュー タ技 術 と通 信技 術 を活

用 し,デ ー タバ ン クの開発 に,X大 な資金 とマ ンパ ワー を集 中 してい る。

このよ うにア メ リカ は,「 だれ で もが,何 処 か ら で も」 とい う理 想 に向 って,い ろ い ろ な方向

か ら確 実 に歩 を 踏み 出 して い る とい え よ う。

この ア メ リカ と比較 す る と,わ が国 の デー タバ ン クは平 均 して5～6年 ほ ど遅れ て や るといわ

れ る。 現 在 公共 的 デ ー タバ ン クの僅 か な事例 を 除 い ては,本 格 的 な デ ータバ ン ク と呼 べ る ものは
『

存 在 してい な已 しか し,第2部 で事 例 を示 したよ うに,そ の萌芽 は 多方 面 に渡 っ て見 るこ とが

で きる ので,今 後 の発 展 可 能性 を 蔵 してい るとはい え る。 しか しなが ら現 段 階 での 日米格 差は,

外見 上 み られ る遅 れ よ り・も,そ の 技 術的 蓄積 や情 報 処理 シス テム全体 の背 景等 を考 慮 に入 れ る と

実 質 的 な差 は よ り大 きい か も しれ な い。

2.デ ー タ ・バ ン クの発 展 メカ ニズ ム

わが 国の デー タバン クの今 後 の発 展過 程 を考察 す るため には,社 会 の進 展 ・変 化 の なか に,デ

ー タバ ンクを位 置づ けて み る必 要 が あ る
。(第5.11図 参照)。 この図 にお い て注 すべ き こ と

は,次 の よ うな大 きな フ ィー ド・バ ックの存 在 す ること であ る。
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第5.11図 デ ー タ バ ン ク の成 長 メ カ ニ ズ ム

CATV

社会環境

産業構造
政治組織

の発生
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第 一 の ル ープ

(Pま ず 政治 ・経 済 ・社 会 の あ らゆ る活動 を通 して情 報 が発 生 す る とと もに,こ の情 報 の選 択

流通速 度 の向上,等 を 目的 として,デ ー タバ ンク に対 す るニ ーズ が発 生 す る。

伽 このニ ーズ は,技 術的,経 済的,あ るいは 度的 制 約条 件 の も とで,徐 々に デ ー タバ ン ク

の成立 に結 び つ く。

OiDそ のデ ー タバ ン クが,再 び 政治 ・経 済 ・社 会 の活動 力 を高 め る方 向 に フ ィー ドバ ックさ れ

てい く ことを示 した もの で あ る。

・ζのよ うな大 きな フ ィー ドバ ックル ープ のほか に
,一 つ の デ ータバ ンク の成 立 が,次 の デ ー タ

バ ン クの成 立 を促 が し
,ネ ッ トワ ー クの網を 拡大 しなが ら,細 胞 分裂 の よ うに急速 に,増 殖発 展

す る メカニ ズ ム も含 まれ てい る。 これ ら2つ の 作用 が相 ま って,デ ー タバ ン クがダ イナ ミ ック に

発展 して 行 く もの と考 え られ る。

5.わ が 国 にお け る デー タバ ン ク発 展 の基 盤

そ こ で,こ の発 展 の メカニ ズ ムが,わ が国 の実情 におい て,い かに展 開 され るかを 見 よ う。

まず,ニ ー ズ の発生 源 であ る政 治 ・経済 ・社会 の活動 力 とい う点 か らみ れ ば,わ が国は 欧米 諸

国に例 を 見 ない ポテ ン シア リテ ィを 蔵 してい る。1億 の人 口が同 一 民族 で あ り,同 じ言葉 を話 し

均質 な文 化 を有 し,高 い 教 育 レ ベ ルを維持 してい る。 朝 日,毎 日等 の新聞 発行 部数 約500万 部

とい うこ とは,ニ ュー ヨー ク タ イムズ の90万 部,ロ ン ドン タイム スの40万 部 と比 較 して,日

本 文 化の 均質性 と,情 報 の拡 が りを象 徴 してい るといえ よ う。
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G.N.Pは 現在 す でに2000億 ドル で,ア メ リカ,ソ 連 につ い で 世界第5位 で あ り,

1985年 には 現在 の よ うな成 長 を継 続 す る と,一 人 あ た りGNPが14,000ド ル と,世 界第

1位 に な る といわ れ る。 デ ー タバ ン クの本格 的 な展開 が10年 後 と考 えれ ば,わ が 国 のポテ シン

ア ルな活 動力 は,極 め て重 要 な意 味 を持 つ こ とに な る。

また,わ が国 の 国土 は狭 く,天 然 資 源 に も乏 しい.1平 方㎞ あ た り人 口密度 は270人 で,ア

メ リカ の21人 に くらべ る と約10倍 にあた り,も し可住 面積 あ た り入 口密度 に すれ ば,そ の差

は50～40倍 に も拡 大 しよ う。 これ を1平 方K!!iあた り所得 で比較 すれ ば,現 在 す でに 世界最高

であ り,今 後 の成 長を考 えれば 驚 くべ き高 密 度 の未踏 社 会 に向 って進 ん でい る こ とは 明 らか で あ

しか し,現 段 階 では ア メ リカに くらべ て,デ ー タ流 通は少 い。 これ は ア メリカが異 民族 の複合

社 会 で あ るこ と,そ れに ア メ リカ では 情報 価値 の観念 が進ん でい て,情 報交換 の経 済性 が確立 し

て い る こ とが 大 き な原 因 で ある。 わが 国 の よ うな高 密度 社会 では,質 の高 い デ ー タが今 後要 求 さ

れ るこ とに なろ う。 そ こに,単 な るデ ー タ流通 とは違 った デ ー タバ ン クの機 能 を必要 とす ること

に な るo

つ ぎ に,デ ー タバ ン ク成 立 の原 動 力 であ る技 術進歩 の面 か らみ る と,デ ー タバ ン クの技 術 では

わが 国は 遅れ てい るが,そ の総合 的 な技 術 基 盤 では,ア メ リカ との差 は非 常 に接 近 してお り,将

来 の ボテ ン シア リテ ィか らみ て,む しろわ が国 の方 が強 い面 も少 くない。

この よ うに,わ が 国に お け るデ ー タバ ン ク発展 の基 盤 と しては,(1経 済 力お よびそ の将 来 の発

展 予想,〈2)情 報 化指標 の普及,(3}技 術 力の格 付,な どは プ ラスの面 で あ り,情 報価 値 観 の確 立 し

てい ない ことは マ イナ ス の面 とい え る。 この後者 の点 は わが国 の亦 モ ジニ ア ス な文 化 と高 密度 な

社 会 に起 因 す るこ とが大 きい が,今 後 は 当然,こ の価値 観 も変更 して行 くもの と考 え られ る。

4.わ が国 に おけ るデ ー タバ ンク発展 の た め の起 動 力

わが国 の デ ー タバ ンクは,現 在 まだ 萌 芽状 態 であ る。 しか しア メ リカに おけ る デー タバン クの

発展 か らみて も,お そ ら く5～6年 後 には デ ー タ ニーズ の多面 的発 生 に伴 い,情 報 システ ムの発

達 に よ り,社 会環 境 の なか にデ 一 夕バ ン グが根 を 下す もの と推察 され る。 また,そ の方 向 に発 展

の起 動 力 がど こに あ るか を格 付 してみ たい。

第1は ・ 民間 デ ータバ ン ク発展 へ の期 待 で あ る。 ア メ リカ では現在P・L・ ボ ー ク社 や マグ?

一 ヒル社 等 にみ られ る よ うに
,企 業性 デ ー タバ ン クが活 動 してい るが,わ が 国で ぽ まだ 日本経 済

デ ータ開発 セ ン タニや 日本 不動産 取 引情 動 セン タ ー等 が誕生 したば か りである。 これは デ ー タ ・.

ニ ーズ の 歴史 的基 盤 の ちが い によ る点 が 大 き いが ,わ が国 の企業 の持 つ バ イ タ リテ ィや 優れ た適

応 力か ら考 え て,自 由競 争条件 の下 で.多 様 な方面 に 開花 し,発 展 してい く能 力 を充 分 に備 え て 、
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い る と思 わ れ 観'し か も,わ が 国 の よ うな社 会 の発 展 ・変 化が 著 しい所 で,ソ シア ル ・ニ ーズ に

適 応 で き るのは,企 業 性 デ ー タバ ン クで あ るは ず 石 多 くの資 本,す ぐれ た技 術 それ に長 年月 の

経験 を 投 じ て,権 威 あ る民間 デ ー タバ ンクの発展 が望 まれ る。

第2は,公 共的 デ ー タバ ン クの重 要性 とその責 任 であ る。 政 府,地 方公 共 団体 の 業務 を通 じる

X大 な デー タの発 生は,適 切 な整理 と流通 チ ャネ ルを持 た せ るこ と によ って,国 民 の貴 重 な公 共

財 とす るこ とが で きる し,公 共 団体 はそ うす る責 任 が あ ると云え よ う。

ア メ リカの 連邦 政府 には ナ シ ョナル ・デ ー タバ ン クの構想 が あ り,西 ドイ ツ政府 には デモ テ ト

レー シ ョン ・プ ログ ラム に基 くデ ー タバ ン クの 計画 が あ る。 しか し,こ れ らの理 想的 システ ム の

計 画 か ら の発 想 は,デ ー タバ ン クの実 現 に必 ず し も成 功 してい る とは み られ ない。 政府 の デー タ

バ ンクの具体 的 な開発 方 法 と しては,カ リフ ォルニア 州 の経験 が,貴 重 な教 訓に なる と思わ れ 奄

デ ー タバ ン クは,そ の性格 か ら考 え て,周 到 な設 計 と計 画性 が必 要 な よ うにみ え る。 と くに;

公共 的 デー タバ ンク では,将 来構 想 に基 き,す べ て の公 共 デー タを統 括 して,も っ と も効 率 の高

い システ ム の設 計 に進 むべ きだ と考え が ち で あ㌔

カ リフ ォル ニア 州政 府 で,実 際 に開発 に従 事 した マ ク ドナル ド氏 によれ ば,自 動 車 情報 シス テ

ム(AMIS)の 例 に ょ うに理 論 の飛 躍 をさ け,現 実 のニ ーズ に応 じて,確 実 に保証 さ れた 技術

を採 用 しなが ら,一 歩 一歩 着 実 に開発 を進 め て い る。 現 実 問 題 と しては 各部 門の権 限や,組 織変

更 に対 す る抵抗 等,技 術以 前 の問題 が少 くな㌦ また 技 術 その もの も現 在 また確実 な ものは 少 く

と くに デ ー タマ ネー ジ メン ト用 ソフ トウエア ー には解決 すべ き多 くの問 題 が あ り,彼 等 は地 道 な

研 究を続 け てい る。

技術 進 歩が激 し く,社 会 が要 求 す るニ ーズ の変 化 も決 して無 視 で き ない条 件 の 下で は,デ ータ

バ ン'クの開発 に 綿密 な調 査 ・計 画 と と もに
,理 想論 に走 らず,で き るだ け シス テ ム ・フレキ シ ビ

リテ ィを持 たせ なが ら現 実 的 な解 決策 を積み あげ てい くほか道 は なレ㌔

一見 遅 々た るよ うに見 え なが ら
,こ うして開発 され て きた カ リフ ォル ニ ア州政府 のデ ー タバ ン

クは,わ が 国 の公共 的 デ ー タバ ン クの 開発に 大 に参考 に な る と思 われ 観

第5は,デ ー タバ ン クに対 す る新 しい ニー ズの発 生 であ る。 わ が 国 は現在,経 済 成 長 の盾 の裏

側 と して,都 市再開 発 や 公 害 発生等 幾 多 の問 題 に直 面 してい る。 これ らを長 期的 に組織 的 に解 決

す るた め には,ま ず 情 報 システ ムを確 立す る必 要 があ る。 そ の武 器 と して,デ ー タバ ンクは欠 く

ことが で きない。 従 って ここか らデ ー タバ ン ク発展 の起 動 力 が うまれ る。

カ リフ ォルニ ア州 では,交 通情 報 シス テ ム,犯 罪 防止 シス テ ム,あ るいは 廃棄物 管理 システ ム

を」1965年 に着手 し,そ れ らの シス テ ムを実 践 す るた め に,自 動車 情報(AMIS)や 犯罪

情 報(CLETS)等 の デ ー タバ ンクを着 実 に開 発 し,1970年 には 稼動 す るに到 ってい る。
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わ が 国 で も,国 家的 な プ ロジ ェ ク トから発 生 す る公 共 的 デ ー タバ ンク ・シス テム の開発 が期待

され る ところ であ る。

第4は,デ ー タバ ン クを接続 す るネ ッ トワ ー クの強化 で あ る。 デ ー タバ ン クの価値 は,そ こに

含 まれ るデ ー タを正 し く認 識 し,評 価 し,加 工 分析 し,要 求 に応 じて結果 を伝達 す る能力 に よ っ

て定 ま り,当 然 の こと なが ら,分 化専 業 化 の必 要 が高 ま って く る。 一方 多様 な要 求 に答え るた め

には,そ の要求 に見合 った デ ー タバ ン クを 探 し出 さな くて は な ら ない。 このた め に高 度 な選択機

能 を持 った ネ ッ トワ ークの必 要性 が浮び 上 っ て く㌔ また この ネ ッ トワ ー クは,情 報 システ ム全

体 のフ レキ シ ビ リテ ィを保 つた め に も重 要 な要 素 と考 え られ る。

デ ー タバ ン クの ネ ッ トワー クとは機 能 的 に接 続 す るこ とで あ って,必 ず しも通 信 回 線 に よる接

続 を意 味 しな ㌦ しか し,通 信 回線 が近 く民 間 に解放 され る こ とは,デ ー タバ ンクの ネ ットワー

クを促進 す る こ とも確 か であ る。 われ われ は 巨大 な,総 合 的 なデ ー タバ ン クの 開発 を め ざす の で

は な く.多 様 な,専 門 的 な デ ー タバ ン ク ・ネ ッ トワ ーク開発 に取 組 まなけ れば な らない。

第5は,情 報 化 政策 の 確 立 に よる処 理 で あ 奄 デ ー タバ ン クの ネ ッ トワ ー クが確 立 され ると き

は,そ れ は社 会 の神 経 網 とな る もので あ 査 そ のよ うな役 割 を果 し得 るよ うに す ると と もに,そ

の暴 走 を 防止 す る政策 を あ らか じめ確立 して お く必要 が あ る。

そ の ため に,技 術 や フ ォーマ ットの標 準 化 ・標 準 コ ー ドの普 及,あ るい は デー タ ・マ ネー ジ メ

ン トな どの ソフ トウ ェア技 術 の保 護な どにつ いて 政策を 確 立 しな け ればな らな ㌦ ア メ リカで は

情 報 化の進 展 につれ て,プ ライバ シー保 護 が大 きな問 題 とな って い る。 わが 国 にお い て も,情 報

は今後 オ ープ ンに され るべ きだが,そ のな か に プ ライバ シー の問 題 は ど うな るのか,事 前 に検 討

して お くべ きであ ろ う。

この よ うに一 面 にお いて情 報 化 を促 進 し,他 面 にお いて弊 害 を 防止 す るため に,新 しい法 制化

が 必要 になろ う。 また,発 想 を変 え て,上 記 の諸 問 題を包 括 す る 「情 報憲章 」 と も呼 ぶべ き基 本

的 な職 業 倫理 を 成文 化す る こと も検討 に値 い す るこ とで あろ う。

5.デ ー タ バ ンク発 展 の た めの 提言 、

以 上 のよ うな 考察 を もとに わが 国 におけ るデ ー タバ ン クの発 展 のた めに は,特 に提 言 したい と

思 うこ とは,次 の五 綱 目で あ る。

第1に 民間 デ ータバ ンク の 自発 的 な発展 をさ また げ ず ・これ を助 長す る方 向 の政 策が のぞ ま し

い。 こ こでは当 然 競 争原 理 に よる発展 が主 役 を演 じる。

第2に 公 共 デ ー タバ ン クの 発展 のた めに は,国 家的 な施 策 が要望 され る。 こ こでは理 想 に と ら

われず 地道 な 努力 を早 急 かつ着 実 に すすめ るべ きであ る。

第 『に デ ー タバ ン クに対 す る新 しい ニーズ の発生 に伴い情 報 シス テムの 確 立が 肝要 とな る現状
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.　静'

に即 して,デ ー タバ ン ク形 成 に 的 の努 力を すべ きであ る。

第4に デ ー タバン クを接続 す る高 度 の 選択 機 能 を もつ ネ ッ ト ・ワ ークの強 化 に 力 をそ そ ぐべ き

で あ る。

第5に これ ら全体 に対 す る施策 の基 盤 と して,情 報化 政策 の確 立 とそ の実 施 を はか る ことが特

に要望 され 輪.

,
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